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角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　パンと血







　薄うす緑みどり色の耐たい熱ねつ複合材のパネルが敷しき詰つめられたネオ・ユーマ宇宙港のランプウェイの上に、ネイビーブルーの大型軍用シャトルの編隊の最後の一機が、ゆっくりと停止した。

　大気圏けん突とつ入にゆう時じの摩ま擦さつ熱の名残なごりだろう、朝の日の光の中で縦列に並ぶシャトルの機体からは、ゆらゆらと陽炎かげろうが立ち上っているのが見える。

　シャトルの逆噴ふん射しや用の推進機が完全に停止し、宇宙港に静せい寂じやくが戻もどってくるのと同時に、山々から吹ふき下ろす季節風にさらされて冷え始めたランプウェイのパネルが収縮する、パチパチともキンキンともつかない無数の小さな金属音が宇宙港の中に響ひびき渡わたった。

　シャトルに向かって走り始めた地上車の車内で、その音を聞きながら、ネオ・アウトニア行政府難民支し援えん局の責任者であるナイルは、小さくため息をついた。

　……今朝の冷たさは、今年一番だな。今朝の気温は氷点下まで下がったようだし今年の冬は早い、きっと雪も多いに違ちがいない。

　帝てい国こくから送られてきたデータベースの内容を思い返しながら、ナイルはランプウェイの上に一列に並んだ、ずんぐりとしたシルエットを持つ軍用シャトルの群れを見上げた。

　……このシャトルに乗っているローデスの難民たちが暮らしていたエフタルという惑わく星せいは、温暖な気候の惑星だったそうだ。このネオ・アウトニアの冬の寒さには、おそらく戸と惑まどうだろう、早く馴なれてくれればいいのだがな……。

　神聖ローデス連合の国民と顔を合わせるのは、これが初めてだ。このネオ・アウトニアの国民の中でも、今までにローデスの国民と直接会って話をした人間なんかほとんどいないだろう。何と言ってもローデスは敵の国だったのだから。

　それにしても、よりによってこんな帝国の辺境にまで収容しなくてはならなくなるほどの数の難民が出るとは予想すらしていなかったな……いや、そもそも帝国軍がローデスに武力侵しん攻こうして、ローデスの国家中ちゆう枢すう部ぶを占せん領りようするなんてことが、誰だれに予想できただろう。

　自分たちの祖国を占領された国民が、その占領した国に反感を抱いだくのは当然のことだ。だからこそ難民支援局は、大量の難民の受け入れ先を、このネオ・アウトニアのような帝国辺境域の開かい拓たく惑星に変へん更こうしたのだろう。

　ナイルは、自じ嘲ちよう的な微び笑しようを浮うかべた。

　……この、ネオ・アウトニアには、大量の難民を受け入れるだけの社会的なインフラの余よ裕ゆうは無くとも、受け入れるための場所スペースだけは間違いなく存在するからな。

　難民収容と言えば聞こえはいいが、こいつは事実上の移民、いや棄き民みんに等しい処しよ遇ぐうだ。

　帝国の難民支援局は、開拓惑星で自活するための簡易居住区や各種のプラントを調達し、それらの装備を難民たちと共に送ってきているが、それとて稼か動どうするには日時がかかる。それまでは、不便な生活が続くだろう……紛ふん争そうだけは避さけたいものだ。

　ナイルは、心の中でつぶやきながら、シャトルの脇わきに開いたエアロックのタラップを昇のぼって機内に乗り込んだ。

　シャトルの機内にある狭せまい控ひかえ室では、ローデス教の聖衣を着た聖職者らしい老人と、平服を着た初老の男がナイルを待っていた。

　控え室の中央にある小さな机を挟はさんで向き合ったナイルを見て、ローデスの聖職者の老人と初老の男は、並んだまま静かに頭を下げた。

　頭を上げた聖職者の老人は、穏おだやかな、それでいて力強い口調でゆっくりと口を開いた。

「初めまして、私はシュミットと申します。ソロターン教区、惑星エフタルの副教区長をやっておりました。こちらの者はエフタル行政府のルビン局長です」

「副教区長様ということは、司教様ですか？」

　その言葉を聞いた老人は、照れたように微笑ほほえむと小さく首を振ふった。

「いえいえ、私は教会中央とは縁えんのない一いつ介かいの司祭に過ぎません。惑星エフタルで生まれ育ち、父の後を継ついでローデスの聖職者になった男でございます」

「そうですか、それは失礼しました。私はこのネオ・アウトニア行政府難民支援局の責任者でナイル・ラックスと申します。アウトニア行政府側の窓口だとお考え下さい」

　そう言って頭を下げながら、ナイルは目の前にいる司祭と名乗った老人の顔に目を走らせた。

　……宗教国家である神聖ローデスにおいて、聖職者の立場は絶対だ。

　ローデスの民たみにとって、この男の言葉は神の言葉にも等しい。人として生まれ、生き、そして死んでいくまで……いや、死んでもなお人の魂たましいは、ローデスの神の御み許もとで生き続けると教えるローデス教では、聖職者に逆らうことは許されない。

　アウトニアに降り立った五万五千人のエフタルの民に対するこの老人の影えい響きよう力りよくは計り知れないだろう。この男こそが、総支配者であり、最高権力者なのだ。

　老人の顔には、敵意の色は見られなかった。そこには不安に満ちた一人の老人の顔があるだけだった。

　……この司祭が、代々続く聖職者の家の人間だとすると、教会中央に縁が無かったなどということはあるまい。おそらくこの方は、出世の道ではなく、エフタルの民と共に歩むことを選んだのだろう。理念と理想を追うのではなく、庶しよ民みんと同じ立場に立ち、民を励はげまし、そして善導する道を選んだのだ。

　……この人なら、大だい丈じよう夫ぶだ。

　ナイルは、小さくうなずくと、提さげてきたラゲッジバッグを開け、中から固く焼いた大きな円形のパンと、赤ワインの入ったビン、そしてぺティナイフを取り出して机の上に置いた。

　怪け訝げんな顔をするシュミット司祭とルビン局長に向かって微笑みながらナイルは告げた。

「確か……エフタルには、古来、遠来の客人を迎むかえるときに行う儀ぎ式しきというものがあると聞いていましたのでね、これはその真似まね事ごとのようなものです。正しくはヤギの血を使うそうですが、あいにくこのアウトニアにはヤギを飼う習慣がありません。その代わりに赤ワインを使わせていただきます。正確ではないかもしれませんが……まあ、無知な異い教きよう徒とのやることだと思ってお許し下さい」

　そして、目を丸くしている司祭の前で、ナイルはパンと赤ワインの両方を指差し、厳おごそかな口調で尋たずねた。

「パンにはパンを、血には血を……汝なんじどちらを選ぶや」

　司祭は、目を見開いてから、嬉うれしそうに表情を崩くずし、大きくうなずいてパンを指差した。

「パンを……私たちは敵ではない」

　ナイルもまた大きくうなずくと、ぺティナイフを取り上げ、大きな円形の固パンを横に半分に切り、その半分を差し出した。

「アウトニアの名にかけて、我らのパンの半分を」

　司祭は、そのパンを受け取ると微笑みながら再びうなずいた。

「ローデスの名にかけて平和と調和を」

　ナイルは自分の前にある残りの半分のパンを胸に抱だき右手を差し出した。

　司祭は、その右手を力強く握にぎると、感心したように言った。

「我らはパンを分かつ兄弟なり……ですな。それにしても、私どもの古い習わしをよく御ご存ぞんじですな。エフタルの若い者の間では知らぬ者も多いというのに……」

　ナイルは、ほっとしたような、そして少し照れたような顔になった。

「帝てい国こくの難民支し援えん局から、このネオ・アウトニアに来るローデスの方が、エフタルという惑わく星せいから来られるのだと知らされた後に、色々調べたのですよ、失礼の無いように……と。

　付け焼やき刃ばの知識など、ひけらかさない方がいいかと思ったのですが……少しほっとしております……我わがネオ・アウトニアの国民は、このパンの誓ちかいに背そむくことはありません。隣りん人じんとしてこの星で、共に生きていきましょう！」

　司祭は目を見開いた。

　その目には感謝と、そしてわずかな疑ぎ惑わくの色があった。

「なぜ、あなた方は我らを隣人と呼ぶのかね？　我らは敵の国の民だぞ、あなた方の父や息子むすこを殺したかもしれぬ相手なのだぞ……」

　ナイルはうなずいた。

「ええ、存じております。しかし、それは過去のことです。今のあなた方は、この星で暮らす仲間だと私は思っております。私たちネオ・アウトニアの国民も、皆みなさんと同じ、故郷を喪うしなった流る浪ろうの民なのです……だから、わかるのです、あなた方の気持ちが……」




　この日、これと同じような光景を帝国の辺境域のいたるところで見ることができた。

　しかし、このネオ・アウトニアとエフタルの民のような出会いは、数少ない例外だった。

　帝国の大多数の国民にとって、ローデスはいまだに敵であり、そしてそれはまたローデスにおいても同じことだったからである。
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　第一章　生者と死者







　研究室のモニターに映るのは、静止した街だった。

　動くものは、道路沿いの商店の軒のき先さきに立てられた、売り出し文句が書かれたのぼり旗が、秋の風に揺ゆれてはためいているだけで、命あるものの姿は無い。

　舗ほ装そう道路の上には紙かみ屑くずや街路樹の枯かれ葉はやプラスチックのゴミが散らばり、路ろ肩かたに放置されたモービルのボディには、うっすらと積もった埃ほこりが白く見える。

　スピーカーから聞こえてくるのは風の音だけだった。

　……まるで終末モノの映画のワンシーンのようだな。……ということは、俺が今まで見てきたあの終末をテーマにした映画やドラマの描びよう写しやは、正確だったということなんだろうな。

　研究所の地下七階、レベルセブンにある実験室のコントロールルームに座って、地上の回線をモニターしていたピクスは、思わず笑った。

　……まさか、本当の世界の終末を見届けることになっちまうなんてな。




　一週間前の夜。

　惑星リオナに流星の雨が降ったことをピクスは知らなかった。

　その五日前に、惑星全体に避ひ難なん命令が出ていたことも、ピクスは知らなかった。

　二日前、クリーニングに出していた下着が送り返されて来ないことに気づいて、催さい促そくのメールを送ろうと思わなければ、あとしばらくこの状じよう況きように気づかなかっただろう。

　ピクスは、研究の邪じや魔まをされたくない、という理由で、地上にある管理部門との通信回線をすべて断たち、端たん末まつの電源も切っていたのだ。

　端末を立ち上げるのと同時に、ピクスのメールボックスは、百通以上のメールを受信していることを告げた。

「一体何事だ？　どっかの名めい簿ぼ業者か、匿とく名めい掲けい示じ板ばんにでも俺のメールアドレスが漏もれたか？」

　そんな独り言をつぶやきながら、メールのタイトルを読み始めたピクスの目が見開かれるのに数秒とかからなかった。

　メールのタイトルは、リオナ行政府からの避難命令と、それを添てん付ぷした同どう僚りようからのものだった。

　同僚からのメールは、最初の日付だけで四十二通、次の日付では七十二通、三日目に激減して二十四通。最後のメールの発信日は四日前、発信先は宇宙船の船せん舶ぱくネットワークのアドレスだった。

　ピクスは、一番最初の方のメールに添付されていた、リオナ行政府からの避難命令と、それに伴ともなう避難計画の詳しよう細さい、という文章を読み始めたが、すぐに読むのをやめた。

　すべてが過去の出来事だった。

　避難命令も避難計画も、同僚からの必死の呼びかけも。すべてが過ぎ去った記録でしかなかった。

「……はは、は、こいつは傑けつ作さくだ。俺の知らないところで、惑星が滅めつ亡ぼうしていたなんて……じゃあ、なにか？　俺はこの惑星最後の男ってことか？　ギリシャ文字で言えばオメガマン、というわけか？」

　メールの受信画面を閉じたピクスは、力なく笑った。

　……でも、これは本当のことなんだろうか？　誰だれかが、俺のような人付きあいの悪い、半分引きこもりの研究者をからかうために仕組んだ、たちの悪いイタズラかもしれないじゃないか。

　うん、そうだ、きっと誰かが仕組んだ罠わなだ。俺が驚おどろき慌あわてふためいて、この地下の研究室から飛び出してくるのを、待ち構えて笑い者にするつもりなんだ。

　ピクスは、そう、思い込もうとした。そっちのほうが納なつ得とくできるような気がした。

　メールで知らされた内容の重さは、そのあまりの重さゆえに、現実感を感じなかったのだ。

　ピクスは、端末にかじりつくと、研究所のリンクをたどって、外部のネットにアクセスしようとした。しかし、画面に呼び出されるサイトは、更こう新しんもされずにほったらかしにされているような、古いコンテンツを掲示した地方のサーバを使った個人サイトだけで、ニュースグループを表示するようなメインのサイトは完全に機能を停止しており、具体的な情報はどこからも入って来なかった。

　すべての要素が、送られてきたメールが、たちの悪いイタズラではないことを意味していた。しかし、ピクスは現実を認めたくなかった。

　自分だけが取り残されたという現実を認めたくなかった。

　そして、ピクスは最後に、地上にある研究所のメインコンピューターを使って、建物の正面玄げん関かんにある監かん視しカメラの映像をモニターで見た。

　そこに映っていたのは、誰一人いない、動くものも無い静止した街の姿だった……。

　ピクスは、一時間ほど、ただぼんやりとその映像を見ていた。

　そこに映し出されているのは、どこにでもある、ごく普ふ通つうの昼下がりの街角だった。しかし、生き物の姿は無く、茶色く枯かれた街路樹が立ち並ぶその光景は、そこが完全なる死の世界であることを意味していた。

　……初夏だというのに、まるで冬のように街路樹が立ち枯れている。

　きっとあれはザナックスどもがバラ撒まいた致ち死し因子というやつの仕し業わざだろう。

　すべての細さい胞ぼう膜まくと原形質膜を持った生き物に作用する、あの正体不明の毒物の中で生きながらえることのできる動物も植物も存在しないという話だ。

　でも、その因子はここまで届かなかった。俺が「修練の洞どう窟くつ」と名づけたこの地下の研究室にはエネルギーを供給する反応炉ろや、動力関係のプラント、そして細さい菌きんやそれを運うん搬ぱんする生物の培ばい養よう実験のための水や酸素や栄養素というものをすべて自給できる地表と完全に隔かく離りされた、ひとつの閉じた生態系が創つくられている。

　その閉じた生態系が、俺をここに取り残し、そして今、俺を生き延びさせているんだ。

　ピクスは、地表の景色を映し出しているモニタースクリーンを見つめて思った。

　……俺が、ここでこうやって、たった一人で、誰もいない惑わく星せいの街角を見ていることを、誰も知らない。

　でも、俺がこうやって見ているように、誰かが俺のことを見ているかもしれない。

　そう考えたとき、ピクスは自じ嘲ちようするように小さく笑った。

　俺は人と話すのが嫌きらいだった、なぜ、他人に話を合わせなくてはならないのか、それが、どうしても理解できなかった。人間の会話なんて分ぶん析せきしてみればみんな互たがいに自分のことしか話していないし、相手の話なんか一割も聞いちゃいない。そんなものをありがたがる世間の価値観が、たまらなく嫌いやだった。

　だから、一人でもできる研究職を選び、そして、誰からも見られない場所を求めて俺はここに潜もぐった。

　その俺が、今、誰かから見られているかもしれないということに希望を抱いだこうとしている。

　俺のことを知って欲ほしいと願っている、誰かに関心を持って欲しいと思っている。

　知ってもらえたからといって、その誰かが俺に何かができるわけじゃない、この状じよう況きようは変わらない。

　でも、俺は今、誰かの視線を欲ほつしている。誰かに関心を持ってもらいたがっている。

　……俺が求めていた孤こ独どくとは、自分にとって都合のいい孤独でしかなかったんだ。

　本当の孤独とは、こういうものだったのか……。

　誰からも知られず、誰からも関心を持たれぬまま、一人で……みじめで、心も身体からだも寒くなるような死に方をする、それが本当の孤独なんだ。

　ピクスは顔を上げると地表の光景を映すモニターを揺ゆすった。

「おい、映せよ！　本当はカメラの後ろに隠かくれてるんだろ？　声を聞かせろよ！　罵ば声せいでもいい、誰かの声を聞きたいんだ！　軽けい蔑べつのまなざしでもいい誰かの顔を見たいんだ！」

　そして、ピクスは、モニターの画面を殴なぐりつけて叫さけんだ。

「俺は……ここにいる！　ここにいるんだ！　ここで生きてるんだぞ！　誰か、答えてくれ！頼たのむ！　俺を見ている人がいるなら……俺に答えてくれ！」

　だが、それに対する返事は無かった。

　ピクスは机の上に突つっ伏ぷした。

　実験用プラントが稼か動どうする低いモーター音が支配する研究室の中に、すすり泣く声だけが響ひびいていた。




　壁へき面めんを埋うめ尽つくす一万数千のモニターには、様々な光景が映し出されていた。

　それは、すべて、今、現実に神聖ローデスという国家の中で起きているライブの映像だった。

「……ここで、こうやって見るだけが、今の私の役目か」

　神聖ローデスの宗教的シンボルである大教会の地下にある大広間で、マルチスクリーンの群れを見上げた初老の男が、皮肉げにつぶやいた。

　彼は、かつて神聖ローデスを構成する重要な国家機関である教皇院のトップであり、配下に教皇軍という実働部隊を従え、ローデス内部における権力の半分を握にぎっていた、ローデス教皇ミヒャイル・エンデロだった。

　エンデロの目は、無数にあるスクリーンの上をさまよっていたが、やがて、一つの映像の上で止まった。

　そこには、何千何万という人の波が映っていた。

　男と女と、そして老人と若者。

　様々な服装と年ねん齢れいの人々が、ひしめき合って泣きながら何かを叫び、手を振ふっていた。

　エンデロは、横に立っていたステラ博士に聞いた。

「あの……手を振っている群衆は、どこの惑星の映像かね？　コードＡＰＳＡＮ２１３のモニターに映っている……」

「え……と、コードＡＰＳＡＮ２１３ですね、かしこまりました。今、データを呼び出します」

　エンデロの質問を受けたステラが、タッチパネルを操作し、エンターキーを押してから、目の前にあるパーソナルモニターにその答えが表示されるまで、一分ほどのタイムラグがあった。

　やきもきしながら回答が来るのを待っていたステラが、ほっとしたように答えた。

「ずいぶん待たせるので、故障かと思いましたわ。どうやら補助用電子人格と、人間のオペレーターによる操作では、これが限界のようですわね」

　エンデロは、仕方ない、という風に首を振った。

「もともとこのシステムは、一いつ切さいをギンガー様お一人がコントロールするように設計されていたのだからな。サブシステムもバックアップデータも満足なものの無い中で、必死に運用している部局の者を責める気は無い」

　この部屋の壁面を埋め尽くす一万数千のモニタースクリーンに映る映像は、ローデス国内の反乱分子を押さえ込むために国内に無数に配置された『神の目』と呼ばれる監かん視しカメラの映像であり、この映像データは、ギンガーが管理していたものの一部だった

　ローデスを占せん領りようし、ローデス全軍を指揮下に置いた帝てい国こく占領軍総司令部は、ギンガーが管理していたこの『神の目』のデータの中の主なものを人間と電子人格の手でモニターできるように改造し、ローデスの首脳部と共同してこの部屋を情報収集管理室として稼動させていた。

　エンデロは、あらためて自分のいる部屋を見回した。

　……これだけの映像すべてを管理し、情報を処理し、そして的確な判断を下していたギンガー様は、やはり、神だったのだろう。神が人の肉体を持たぬように、ギンガー様もまた思念のみで存在する御お方かただった。決して帝国の言うような、単なる電子人格ではない。

　……確かに帝国の言うとおり、ギンガー様は、このデータを自分に対する反乱分子の制圧と権勢の維い持じのために使っていた。

　それを悪、と糾きゆう弾だんすることは実に簡単なことだ。しかし『神の目』によって、一部の過激な不満分子が企くわだてた凶きよう悪あくなテロが未然に防がれたことも何度もある。ローデス教の強権の下もとであったにしても、この国に数百年にわたる平和と繁はん栄えいが維持されていたことも確かだ。

　目的が手段を正当化する、と言うつもりは無いが、あの方が『神の目』によって二十四時間三百六十五日、休むことなく常に国民に目を向けていたことだけは間ま違ちがいの無い事実。

　決して人にはできぬその行こう為いは、あの方が、形はどうであれ心の底からローデスを、この国の民たみのことを常にお考えになっていたということの証明だろう。

　しかし、枢すう密みつ院いんの最高権力者であるアウディエンシアは、ザナックスの侵しん攻こうを受けて、混乱している隙すきを突いて、ギンガー様をこの教会の内部に隔かく離りし、実権を握ろうとした。

　そして、この教会が帝国の侵攻を受けた時、その混乱の中でギンガー様は姿を消した。

　このローデスという国が、滅めつ亡ぼうする姿を見ることが忍しのびなかったのか、それとも、他ほかに何か含ふくむものがあるのか、それはわからない。

　だが、できることならば、国民の多くが見捨てられ、打ち捨てられたように感じている今、この時にこそ迷える国民の前に姿を現し、神の言葉を与あたえて欲ほしいと、私は願う。

　……この国は、あなた様の国なのですよ、ギンガー様……。

　エンデロは、大きく息を吐はくと、自分の目の前にあるパーソナルモニターの表示に目を落とした。

　……惑わく星せいアキツ、総人口二十三億、主な産物……

　そしてエンデロの目は、ずらずらと並んだ年ねん鑑かんの項こう目もくデータの文字ではなく、その項目の一番上に点てん滅めつする文字にクギづけになった。

　そこには、赤い文字でこう書かれていた。

『消去予定惑星』

　それはローデスを占領した帝国軍が、ザナックスの侵攻を押さえ込むために地ち殻かく破は壊かい弾だん頭とうを搭とう載さいした光子魚ぎよ雷らいで、破壊することを宣告した惑星の表示だった。




　ローデス銀河北辺の辺境域にある、いくつかの開かい拓たく惑星が突とつ然ぜん音信不通になったのは、今から一年ほど前のことだった。

　調査のために艦かん隊たいを差し向けたローデス辺境警備隊は、そこで異様な物体と遭そう遇ぐうした。

　それは、人類の文化圏けんで作られたものとは明らかに異なる技術によって創つくられた、黒い豆の莢さやのような宇宙船の群れであった。

　それは、水と酸素を有するいわゆる地球型生態系を持つ惑星に、自分たちの作物が生育できる環かん境きように作り変えるための絶ぜつ滅めつ因子を隕いん石せきの形で送り込み、その惑星上に生きるすべての生物を絶滅させた後で、その惑星を畑にして繁はん殖しよくする異星人だった。

　電磁波や光、音、感応波などのあらゆる方法を使った人類側の呼びかけに応じることはなく、彼らは一方的に攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。いわば開拓農夫である彼らにとって人類は、畑にする予定の土地にはびこる害虫でしかなかったのだ。

　農夫にとって害虫は駆く除じよすべきものであり、そこに交こう渉しようの余地は無い。

　彼らは、ザナックスすべてを滅ぼすものと名づけられ、ローデスは彼らザナックスとの戦いの火ひ蓋ぶたを切った。

　ザナックスは、いわゆるテクノロジーを持たず、その戦い方は、突とつ撃げき艇ていによる体当たり戦法という実に原始的なもので、当初ローデス軍の間では、彼らの効率の悪い戦い方を馬ば鹿かにする空気が満ちていた。しかし、効率が悪くともザナックスにはその効率を補ってあまりあるほどの数があったのだ。

　無む尽じん蔵ぞうに湧わき出す地下水のように、破壊されても破壊されても転移してくるザナックスの突撃艇の前に、ローデス軍は敗退に敗退を続け、ついにローデス領内に通じるタンホイザーゲートに侵しん入にゆうされてしまった。

　タンホイザーゲートを通り抜ぬけ戦線の後方に出現したザナックスは、その場所に頒種船たねまきを呼び寄せ、周囲にあった地球型の惑星の生態系を絶滅させ、そこを畑にした。

　この畑を放置すれば、そこを拠きよ点てんにしてザナックスは繁殖し、その周辺の星域に次々に頒種船を送り込むことは目に見えていた。ローデスは北辺の主戦線と後方の両面からの侵攻にさらされることとなり、そうなればローデスは滅亡する。

　それは、癌がん細さい胞ぼうがリンパ液に乗って体内に広がり、最初の病びよう巣そうとは別の場所で増ぞう殖しよくする様子に酷こく似じしていた。

　ローデスが滅亡し、ローデス全域がザナックスの手に落ちれば、そこで繁殖した無限大にも膨ふくれ上がったザナックスが、隣りん接せつした帝てい国こく領に襲おそい掛かかることは誰だれの目にも明らかであった。

　それを危き惧ぐした帝国は、ローデスからの軍事支し援えん要よう請せいを受けたことを利用して、ローデスの首都惑星と国家中ちゆう枢すうを急きゆう襲しゆうし、そのすべてを支配下に置いた。

　帝国の目的は、ローデスの占せん領りようではなく、ローデスの延命であった。

　そして、その延命のために帝国軍総司令長官チャマー・シザーズは、ローデス領内の中心域にあるザナックスの侵攻のおそれのある三十二の人類居住惑星に対し、その惑星を破壊する作戦を遂すい行こうする旨むねを告げた。

　その作戦は、三十二の惑星がザナックスの手に落ち、畑となる前に人類の手でそれを破壊するという荒あらっぽい方法だったが、それ以外にザナックスの侵攻を食い止める方法は無いと判断したのだ。

　破壊までのタイムリミットは四十八時間。

　対象となる惑星に居住する人間の数は三百五十億人、四十八時間のタイムリミットの中で脱だつ出しゆつできるのはわずか三十億。つまりこの作戦は、実に三百二十億人の人命を犠ぎ牲せいにすることを前提にして立てられていた。




「消去予定惑星の映像か……」

　エンデロは、やり切れぬように小さく首を振ふった後で、静かに言葉を続けた。

「帝国がやろうとしている惑星消去とは、要するに手術なのだな。ローデスの体内に転移した癌細胞を除去するための……そして、その手術は癌細胞だけではなく、その周辺の健常な組織ごと切除しなくてはならない、ということなのだ……これが、どれほどの痛みを伴ともなう手術なのか、我々ローデスの首脳たちは知っていた。しかし、どうしても決断することができなかった……」

　ステラは静かに答えた。

「健常な組織とは、つまりザナックスの侵略を受けていない、通常の居住惑星を意味します。侵略を受けていない、何十億という人間が生活している惑星を自分の手で破壊するという決断が下せる指導者は……いません」

「いや……真の指導者とは、国全体の存亡を常に考え、国家全体が成り立つためには、みずからの手で、みずからの国の領土を破は壊かいせよと命じることのできる人間を言うのだろう……」

　そして、エンデロは自じ嘲ちようするように首を振った。

「私は……心のどこかで彼に……あのチャマーに感謝しているのだよ。彼は、私が背負いきれなかった重荷を代わりに背負ってくれたのだからな……」

　パーソナルモニターの情報の右上には、この惑わく星せいが地ち殻かく破壊用光子魚ぎよ雷らいで破壊されるまでの残り時間を示すタイムカウンターがあった。

　そのカウンターは二十六時間を割っていた。

　エンデロは、コントローラーを操作して、目の前のパーソナルモニターに惑星アキツの映像を映し出した。

　マルチモニターに映っていた泣き叫さけぶ群衆の姿が、そのままエンデロの前に現れた。

　フレームの脇わきにあるサブウィンドウには、このアキツに設置されている『神の目』の数と位置が略図で表示されている。

　その映像は、惑星アキツの宇宙港の送そう迎げいデッキの映像らしかった。

　エンデロがコントローラーを使ってカメラを切り替かえると、パーソナルモニターには、青く塗と装そうされた、飛行機にしてはずんぐりとした機体が並んでいる光景が映し出された。

「あれは？　見慣れぬ形だが……」

　エンデロの言葉を聞いたステラが即そく答とうした。

「帝国軍のシャトルでございます。地上と衛星軌き道どう上に待機する難民船とを結ぶために帝国が送ってきた大型のものです」

　エンデロは黙だまってうなずくと、カメラを切り替えた。

　モニタースクリーンには、泣いている子供たちが大映しになった。

　泣き叫び暴れる子供たちの手を、半分無理やりに兵士たちが引っぱって、バスに押しこんでいるのだ。

　エンデロがコントローラーでカメラのズームを引くと、泣き叫ぶ子供たちの乗ったバスの向かう先がわかった。

　バスは先ほど映し出された軍用のシャトルに向かっていた。

　その映像を見ていたステラが、声を詰つまらせながらつぶやいた。

「四十八時間で惑星アキツから脱出可能な人数が、わずか一億人だということがわかった時、アキツの中央政府は、脱出する人間に乳児以外の子供を選んだのだそうです……軌道エレベーターと、そしてシャトルに乗ることができるのは、抽ちゆう籖せんで選ばれた三歳から十四歳までの子供と、そしてほんの一ひと握にぎりの大人たち……あの惑星の人々は、子供たちに未来を託たくしたのです……」

　モニタースクリーンの映像は、再び送迎デッキの光景に切り替わった。

　やがて、シャトルのハッチが閉まりはじめると、人々の波は怒ど濤とうのように激しく揺ゆれ動いた。

　監かん視しカメラは音声を拾わない。

　しかし、エンデロはそのとき、地鳴りのように鳴り響ひびく人々の叫び声を聞いた。

　二十六時間後に破壊され消去される惑星と運命を共にする、父と母と兄弟の上げる心の底からの叫び声を聞いた。

　シャトルのハッチが閉まる寸前、母親の一人がデッキからシャトルに向かって何かを投げた。

　それは、薄うす汚よごれたピンク色のクマのぬいぐるみだった。

　きっと、持ち主に愛され、持ち主と共に生活していたのだろう。

　暖かな表情をしたそのぬいぐるみは、シャトルに届くはずもなく、くるくると回って送迎デッキの下に落ちた。

　シャトルに向かって進むバスの車輪が、無情にぬいぐるみを押しつぶして行く。

　……あの子供たちはすべてを失うのだ。

　父と母と兄弟と住む家と星を、幸せだった日々のすべてを。

　あの子供たちに託された想おもいは唯ただ一つ、生きることだけだ。生きて生きて生き抜ぬけ、それだけなのだ。

　生きるということの苦しみを背負い、あの子供たちは生きて行かねばならぬ。

　エンデロは、下を向き目を閉じると、両手で聖印を結び、ローデス教の聖典の一行を暗あん誦しようした。

「世は試練なり。望むこと愛すこと良きこと悪あしきこと、すべて試練なり。

　生きることみな試練と知るべし。

　されど、人、かくのごとき試練を越こえること能あたわず。

　半ばにして世を去り、試練の先に行く者無し。

　神は、かくなる試練の道の果てに立ち、人の子の達するを待つものなり。

　神が人に生を与あたえしは、それがためなり。

　ゆえに人、子を生なし、子、孫を生す。

　半ばにして能わざる道、その先に達するを子に託し信じるものなり。

　生きよ、耐たえよ、そしてわが道の先にあるものを見よと……」

　暗誦が終わったそのとき、エンデロは、後ろに立っていたステラが、はっと息を吞のんだのに気が付いた。

「どうかしたかね？」

　ステラは、少しどぎまぎしたような口調で答えた。

「あ、いえ、ザナックスの占領下にある惑星を映しているマルチモニターの中に、人ひと影かげのようなものを見かけましたものですから……」

「ザナックスの農夫フアーマーかね⁉」

「いえ、そうではありません、屋外ではなく屋内の……どこかの研究室のような場所でした。間ま違ちがいなく人間でした」

　エンデロは目を見開いた。

「ザナックスの入植した惑星では、何なん人ぴとも生き延びることはできないはずだったろう⁉」

「ええ、私もまさかとは思いますが……今、映像の再さい確かく認にんとモニター先の情報を確認しております」

　そして、二呼吸ほどの時間が過ぎた後で、自分のパーソナルモニターに映し出された映像を見たステラは驚おどろくような声を出した。

「間違いありません……人がいます！　……一人だけのようですが……まだ生き延びている人がいるんです！」

「場所はどこかね？」

　ステラは、パーソナルモニターに表示されたデータを読み上げた。

「惑星リオナの……デジャカル財団ゴッゴル研究所、地下七階にあるレベルセブン研究室……となっております」

　ステラの答えを聞いたエンデロの顔色が変わった。

「デジャカル財団のゴッゴル研究所だと？」

「ええ、こちらのデータではそうなっておりますが……それがどうかいたしましたか？」

「そこは……ローデス戦略軍の第三課直属の細さい菌きん戦研究所の一つだ。帝てい国こくとの戦いに備え、感染力と致死率を高めた細菌やウィルスの研究を行っていた場所だ……地下七階にあるＳＳＳレベルの研究室というのは、外部に細菌やウィルスが漏もれぬように、完全に外部との干かん渉しようを断たった閉じられた場所なのだ……そのために彼は生き延びたのだろう……哀あわれなことだ」

　痛々しいものを見たような口調で答えたエンデロに、ステラは怪け訝げんそうに聞いた。

「生き延びたことが……哀れなのですか？」

「そうだ、考えてもみたまえ、すべての人間がいなくなった惑星の地下室に、たった一人で取り残された人間の気持ちを……彼はあの部屋から一歩も出ることはできない。地表の様子を見ることのできる外部モニターはあるのかもしれないが、そこに映るのは荒こう涼りようとした無人の景色だけだ。誰だれとも会話することなく誰の姿を見ることもなく、彼はあの部屋で生きてゆかねばならぬ。水と酸素と栄養素だけで生きていけるのは人の肉体だけだ、人の精神はそれに耐えられるほど強くはない……」

　エンデロは悲しそうな目でステラを見て、言葉を継ついだ。

「……あの部屋を見るのはやめておいたほうがいい。近い将来、あのモニターが映し出すのは、自殺して動かなくなった死体か、わけのわからないことを言って歩き回る狂きよう人じんか、そのどちらかだけになるだろう」

「こちらから、あの人に何かを伝えることはできないのでしょうか？　この回線を使って……」

　懇こん願がんするようなステラの目を見たエンデロは、沈ちん痛つうな表情のまま小さく首を振ふった。

「この『神の目』の映像は、惑星リオナの通信衛星から、跳ちよう空間通信を使ったギンガー様の秘密回線で送られて来ている完全な一方通行の監かん視し目的の信号なのだ……ギンガー様でなければ、この回線を加工することはできん。それに、リオナの通信衛星か、地上にある通信基地のどちらかがザナックスの手で破は壊かいされればこの通信も途と絶だえるだろう……それは時間の問題だ。ここで彼に呼びかけることができても、それは彼の苦痛を引き延のばすだけのことに過ぎんよ」

　ステラは首を振った。

「それはわかります。でも、私は何としてでもあの人と話がしたいのです……あの人は、ザナックスに最も近い場所にいる人なのです！　あの人なら、私たちにはわからない何かを見つけることができるかもしれません！」

　エンデロはしばらく黙だまったままステラを見ていたが、やがて小さく微笑ほほえんだ。

「君の顔は一つではない。いくつもの……そう、神官としての顔や、情報部の将校としての顔も持っている実に優ゆう秀しゆうな女性だ。だが、やはり君の本当の顔は、学者なのだね」

　ステラは目を伏ふせた。

「人としての情を持たぬ、冷れい酷こくな科学者とお思いでしょうが、そう思われても構いません。大切なのは私の評価ではなく、人類を救う鍵かぎとなるかもしれないザナックスのデータだと思っております」

　エンデロの顔に浮うかんだ微笑みは変わらなかった。

「その冷酷な科学者の顔というのも、また、君の一面に過ぎないことを私は知っているよ。君は一人の心優やさしい女性でもある……ギンガー様の創つくり上げたシステムは広大で複雑だ。しかし、なんとかして双そう方ほう向こう通信の道を探すように指示を出そう。惑星リオナの通信システムがザナックスに破壊されぬうちに……」

　ステラは顔を上げた。

「ありがとうございます」

　エンデロは、ステラの顔に浮かんだ輝かがやきをまぶしそうに見て小さくうなずくと、視線を壁へき面めんを埋うめ尽つくすモニターの群れに移した。

　そこに映っているのは、神聖ローデスという国家の断だん末まつ魔まの姿だった。

　目を……そらしてはならぬ。

　私は、ここに立ち、すべてを受け止めねばならぬ。

　一人でも多くの国民に目を配り、そして生き延びるための道を指し示す。

　それが、私の使命なのだ。

　そのとき、マルチスクリーンの中の一つに、一人のローデス軍の将軍の姿が大きく映し出されていた。

　それは、ローデス北辺で押し寄せるザナックスの侵しん攻こう部隊を迎むかえ撃うっているドーダイ中将の姿だった。

　そのモニターに目を留めたエンデロは、思わずつぶやいた。

「おお、ドーダイがおるぞ。北部辺境が持ちこたえているのは、ひとえに彼のおかげだな」

　ステラは、心の底から心配そうに眉まゆをひそめてうなずいた。

「ええ、あの方は今のローデスになくてはならぬ方です……しかし帝国の指揮下に入ったローデス軍は士気が落ち、逃とう走そうしたアウディエンシア枢すう機き卿きようの下もとに白色枢機卿艦かん隊たいを中心としたローデス愛国戦線なる組織が作られ、ローデス全軍に対し、レジスタンスを呼びかけています。こんな状じよう況きよう下かで、いつまで持ちこたえることができるのでしょう……」

　顔から微び笑しようを消したエンデロは、静かに首を振った。

「わからぬ……しかし、我々は彼にすがるしかない。歴代のローデス軍の指揮官の中で、上層部に最も嫌きらわれ、そして下士官、兵に最も好かれている彼に……」

　その言葉を聞いたステラは思わずうなずいた。

「上級の者に嫌われ、そして下級の者に好かれる。それが名将と呼ばれる条件だとしたら、あの方は名実共に名将と呼ばれるのにふさわしい御お方かたですね……」

　そしてステラは、そのあとに浮かんだ言葉を飲み込んだ。

　……だとしたら、あの方は、ローデス最後の名将と呼ばれるのでしょうか？

　自分の言葉が意味する不ふ吉きつさに、ステラが思わず自分を叱しかった頃ころ。




　神聖ローデスの首都惑わく星せいの静止衛星軌き道どう上に浮かぶ、直径数キロに及およぶ巨きよ大だいなテンネンベルク要よう塞さいと呼ばれる建造物の一室で、ローデス型の執しつ務むコンソールに座った初老の男が、自分の隣となりに置かれた帝てい国こく型の汎はん用よう指揮コンソールに座っている帝国軍の軍服を着た一人の若者の姿を見て小さくため息をついていた。

　ローデスが帝国軍に占せん領りようされるまで、ローデス軍の実戦部隊を指揮運用する中心部として運用され、今は帝国軍とローデス軍の共同管理による、人類統合軍作戦本部として使用されているこの要塞の外見を一言で言えば巨大なバームクーヘンというところだろう。ただ、バームクーヘンならば空くう洞どうであるべき中心には、巨大な球形が浮かんでいるところが違ちがう点である。

　初老の男は自じ嘲ちようするような微笑を唇くちびるの端はしに浮かべた。

　……真の支配者とはどのような者を言うのだろう。

　誰だれよりも卓たく越えつした知識と頭脳を持ち、それによって物事を洞どう察さつし、ありとあらゆる選せん択たく肢しにおいて最良とまで言わずとも少なくとも悪い選択肢を選ぶことのない人間が支配者として最も優すぐれているのだろう。そして、その能力には年ねん齢れいは関係ない……。

　今のローデスを実効支配している帝国軍のあの若者は、私より三十歳以上若く、そして、活力に満ち溢あふれ、すべてをその手に握にぎり、そして決断を下し、決して迷わない。

　……この私とは大きな違いだ。

　法王という役職を持つこの私……コマキン三世は、何一つ自分では決定してこなかった。

　ローデス大教会の最高位にあったこの二十年、私はギンガー様に戴いただいた言葉を、人間の言葉としてローデスの民たみに向かって語る代弁者でしかなかった。

　大教会は、枢すう密みつ院いんや教皇院という実務機関ではない、あくまでもローデス教の精神的象しよう徴ちようであり、名めい誉よと敬意は与あたえられるが、実際の権力はほとんど無い。

　私は、何のためにこの二十年、法王の座にいたのだろう……。

「傀かい儡らいか……」

　コマキン三世が、思わず口に出してつぶやいた言葉を聞いたのだろう、感応端たん末まつに両手を置き、直接意識の中に流れ込んでくる情報を受け取っていた若者は目を開けた。

　二十代前半には思えない、落ち着いた目と、妹と同じ栗くり色いろの髪かみを持つその若者、チャマー・シザーズは静かに聞いた。

「今、何とおっしゃいました？」

　コマキンは、半分開き直ったような口調で答えた。

「私はしょせん傀儡から一歩も出ることができぬ人間なのだな、と自分を笑っただけのことだ、君が気にするようなことではない」

　チャマーは首を振ふった。

「コマキン殿どのは、傀儡などではありませんよ」

　その、歳としに似合わぬ落ち着き振りを見たコマキンは、自分の昂たかぶる感情を抑おさえることができなかった。

「おためごかしは、やめてくれんかね。こうやってこの最高指揮官室にいて、机を前に座っていても、私ができることなど何もない。私の役目とは、君が発した命令に対し、ローデス側の責任者という名目で名を連ね、署名するだけだ。これが傀儡でなくて何だというのだ！」

　チャマーは、ゆっくりと首を振った。

「お言葉ですが、コマキン殿。軍の指揮は、それなりの知識と経験、そして情報量が無くてはできません。適材適所と自画自賛するつもりは毛頭ございませんが、やはり軍の指揮権は専門家である私が持つのが適当であると思っております。そのことをご理解願えませんか？」

　コマキンは皮肉な微笑を浮うかべて言い返した。

「ほう、適材適所と申すのか……ならば帝国はどうなのだ？　帝国軍の指揮権は、帝国皇帝の手にあるではないか。帝国皇帝ダイテツ七世陛下が、軍事の専門家とは聞いておらぬがな」

　チャマーの表情は変わらなかった。

「確かにそのとおりです。帝国では皇帝陛下が、帝国軍の指揮権を持っていらっしゃいます。平時ならば、そういった形式があってもなんら問題はありません。しかし、ザナックスの侵しん攻こうにさらされている今のローデスでは、形式など百害あって一利なしです」

　コマキンは自嘲するように笑った。

「そうか、ならば私もその百害の中の一つだ。法王の立場とは、まさに形式だけの存在で、何一つ権限を持たせてもらえなかったのだからな」

　チャマーは静かに首を振った。

「形式などではありません。ローデスの国民は、あなたを信じ、敬愛し、あなたの言葉に勇気付けられているではありませんか。その信しん頼らいと敬愛は、ローデスを陰かげで運営していたギンガーが、いくら欲ほしくても絶対に手に入れることができなかったものなのですよ。

　いかに完かん璧ぺきなバーチャル映像によって一人の人間を創つくり上げたところで、その映像は血の通う生身の人間にはなれないのです。国民の中に分け入り、暖かな手で国民の手を握り、慈いつくしみの言葉をかける……国民はそういった代表者を望み、そういった代表者の言葉を信じたいのです。そして、その国民の求めに応じることができるのは、あなただけです……違いますか？」

　コマキンの自嘲じみた笑いは消えなかった。

「それはそうだ、しかし、それは、要するに国民に広く呼びかけ、信しん仰こうの正しき道を説くために、貶おとしめて言うなら広こう告こく塔とうとして私のような生身の人間が必要であった、というだけのことだ。君が、私が傀儡ではないと言うならきっと傀儡ではないのだろう……では、代わりに何と呼ぶつもりかね？　単刀直入に道具、とでも呼ぶつもりかね？」

　チャマーは、コマキンを正面から見つめて、静かに聞いた。

「では……あなたは、あなたに寄せられているローデス国民の信頼と敬愛すらも、単なる形式だとおっしゃるおつもりですか？」

　コマキンの目が小さく見開かれた。

「そ、それは……」

　絶句したコマキンを見み据すえたままチャマーは言葉を続けた。

「あなたは、自分が無力だ、と言いたいのかもしれない。でも、それはとんでもない間ま違ちがいです。今の、このローデスに、あなたほどの力を持っている人間はいません。

　あなたは国民の信頼と敬愛というもの、そのすべてをその身に受けているのですよ。これが力でなくて何ですか？　今、ローデスは未み曾ぞ有うの危機に襲おそわれています。精神的支えであったギンガーは姿を消し、ローデスの指導者が分ぶん裂れつしてしまったこの状じよう況きようで、ローデスの人々は怯おびえ、混乱し、自じ暴ぼう自じ棄きに陥おちいろうとしています。

　帝てい国こくは、ローデスの人々に物質的な援えん助じよを行うことはできます、しかし、精神的な支えになることはできません。ローデスの人々に、秩ちつ序じよを守り、一刻も早く混乱から立ち直るように……と、神の名において呼びかけることができるのは、あなた以外にいません。

　それは、法王であった……いや、今でも法王であるあなたに課せられた責任でもあるのです。そのことをお忘れにならぬように……」

　諭さとすような口ぶりのチャマーを見たまま、コマキンは凍こおりついた。

　目の前にいる若者が、はるかに年下であることを忘れ、一いつ瞬しゆん、頭を下げそうになった自分に気が付いたのだ。

　黙だまり込んだコマキンから視線を外したチャマーは、事務的な口調で告げた。

「先ほど受けた連れん絡らくの件ですが、広報活動のご用意をお願いします。教会の宣教部の衣い装しよう係とスタイリストはすでに呼んでありますので、宣教用の法衣にお着き替がえ下さい」

　コマキンは驚おどろいたように顔を上げた。

「宣教用の法衣だと？　一体何をするつもりなのかね？」

「ローデスと帝国の全惑わく星せいに向けて、対談の中ちゆう継けいを行うことになりました」

「対談？　今さら君と私が対談してどうなるというのかね？」

　チャマーは小さく首を振った。

「私とコマキン殿だけではありません。予定では他ほかに三十二人の方と対談をすることになっております」

　三十二という数字の持つ意味に気付き、はっとしたコマキンを見て、チャマーはうなずいた。

「そうです、その三十二人は消去作戦の対象となる予定の惑星の代表者の方です」

　コマキンは叫さけぶように言った。

「今さら何を話すというのだ！　彼らは死にゆく者だぞ！　それも何の罪も咎とがも無い、ごく普ふ通つうの生活をしていた善良なる民たみだ！　ただ、ザナックスの侵攻を受ける恐おそれがある場所に惑星が所在していた、というだけの理由で、惑星とともに宇宙の塵ちりにされてしまう者たちだ！

　その者たちと何を話す？　何が話せる？　私は彼らに言うべき言葉を持たぬぞ！」

　チャマーの表情は変わらなかった。

「彼らの話を聞くのは私の仕事です。あなたにはローデスの鎮ちん魂こんの儀ぎ式しきを行っていただきたいのです」

「鎮魂だと？　私には彼らの魂たましいを鎮しずめることなどできはしない！　彼らに告げるどんな言葉も彼らにとっては、上うわ滑すべりのおためごかしの言葉に過ぎんだろう。彼らの言葉を聞いた君は彼らに何と答えるのだ？　弁解か？　許しを請こうのか？　惑星もろとも死すべき運命さだめを与あたえたお前が何を話す！　あの者たちには、どんな奇き麗れい事ごともどんな理り屈くつも通用しないぞ！」

　チャマーは、実に事務的な微び笑しようを浮うかべたまま答えた。

「弁解もしません、許しも請いません。その理由が無いからです。私がやろうとしているのは必要なことであり、しなければならぬことだからです。

　ローデス領の中心部に転移し、畑を作ったザナックスをこのまま放置すれば、そのとき生じる死者の数と難民の数は、今回の作戦の犠ぎ牲せい者しやの比ではありません。

　犠牲にされる人々が、私を恨うらみ憎にくむのは当然のことです。それが人間として当然のことです。しかし、個人の恨みや憎しみなど、ローデス全体、いや、この宇宙に生きる人類全体から見れば、取るに足りないことなのです。

　指導者とは、全体のために、全体の幸福を維い持じするために考え動き、決定するために存在するのですから」

　情じよう緒ちよ的なものが混ざらない、事務的な口調で淡たん々たんと言ってのけるチャマーを見て、コマキンが、言葉を失ったそのとき、チャマーの座っている指揮官用の情報コンソールに、長ちよう髪はつの若い男の三次元立体映像が浮かび上がり、チャマーに向かって敬礼した。

『チャマー閣下！　ローデス軍の専用回線にクラッキングが行われました！』

　チャマーは怪け訝げんな顔になった。

「クラッキングだと？　こちらの回線には異常は見られないが、何かの間違いではありませんか？　ミストラル殿どの」

　立体映像の若い男は、困ったような顔になった。

『殿をつけるのはおやめください、私はあなたの副官なのですから。ミストラル、もしくはエデッサ、と、呼び捨てにしていただいて結構です』

　チャマーは、少し考え込むような顔で答えた。

「士官学校の頃ころから、あなたを先せん輩ぱいとお呼びしていましたからね、口くち癖ぐせというのは、なかなか抜ぬけないものです……以後、気をつけます」

　そして、チャマーは、あらためて背筋を伸のばして聞いた。

「クラッキングが行われた状じよう況きようはどのようなものか？　規模、及および手段について報告を」

　その、完全に指揮官としての表情と口調になったチャマーを見て、ミストラルは思った。

　……この男は、士官学校では後輩だし、帝てい国こくの身分で見ても、辺境伯はくとしてのエデッサ家とアウトニア王家は同位にある。俺を呼び捨てにできる権利をこの男に与えたのは、最高司令官という肩かた書がきだけだ。

　だが、俺はこいつになら呼び捨てにされて、顎あごで使われても構わない。

　こいつは他の誰だれよりも優すぐれた能力と、そして、誰よりも強い覚かく悟ごを持っている。

　……この覚悟だけは誰にも真似まねできないだろう。

『クラッキングの内容は、アウディエンシア枢すう機き卿きようのアジテーション演説でした、これがその映像です』

　三次元立体映像のミストラルが、手元にある何かを操作するのと同時に、チャマーのコンソールにあるパーソナルモニターに一人の中年の男が映った。

　その中年の男は両手を広げると、良く通る声で演説を始めた。

『親愛なるローデスの将兵諸君！　私は白色枢機卿艦かん隊たい総司令アウディエンシアである！　諸君らの目の前で、今、帝国の手によって人類の歴史に残る蛮ばん行こうが行われようとしている！　諸君らの親、兄弟、親族、恋こい人びとが暮らす惑わく星せいが破は壊かいされようとしているのだ……』

　パーソナルモニターの演説をそのまま流しながら、三次元立体映像のミストラルは説明を続けた。

『このメッセージを通信回線に流すというクラッキングは、中ちゆう枢すう部ぶではなく、一線の戦せん闘とう部隊の通信回線に対して行われました。それも無差別にではなく、今回の惑星消去作戦の対象となった三十二の惑星出身者の比率が多い部隊に向かって行われております』

　チャマーは眉まゆをひそめた。

「軍の専用回線にクラッキングして、さらに通信先を選別したとなると、かなりの高レベルの技術を持った電子人格が介かい在ざいしていることになるな」

　長髪の男はうなずいた。

『はい、メッセージの内容は帝国が行う惑星消去作戦の横暴さを糾きゆう弾だんし、ローデス軍の将兵に対し、みずからが率ひきいるローデス愛国戦線への参加を呼びかけるものでしたが、そのメッセージの中で、ギンガー様の後ろ盾だてを得ていると明言しております。今回のクラッキングのレベルから見て、この言葉に噓うそは無いものと思われます』

　チャマーは考え込んだ。

　……ギンガーか。

　神聖ローデス連合という国の礎いしずえであり、神であったギンガーの能力と影えい響きよう力りよくは計り知れない。

　情報処理に関する中枢部はヴァル殿のツールで保護されているとはいえ、そのヴァルゲイン殿と同等の情報処理能力を持つギンガーの手にかかれば、おそらくこの帝国軍の大部分の情報処理システムに施ほどこされたファイヤーウォールなど、子供の花火のようなものでしかない。

　私の立てた作戦など、簡単にひっくり返されてしまうのは間ま違ちがいない。

　しかし、ギンガーにとってアウディエンシアは、自分を宮きゆう殿でんの中に閉じ込め、権力を奪うばった裏切り者のはずだ。その裏切り者を支し援えんすることに何の意味があるのだろう。

　まして、レジスタンスの呼びかけに加担する理由がわからない。今このときに惑星を破壊し、ザナックスの侵しん攻こうを食い止めねば、ローデスの命運は尽つきる。ギンガーが、そのことを知らないわけがない……。

　帝国軍の中枢に侵しん入にゆうし、この作戦を中止させることができるのに、それをやらない……。

　なのに、こうやって作戦を妨ぼう害がいすることを宣言する敵対組織には加担する……。

　……意味が通らない、いや、何か意味がある。電子人格は人間じゃない、意味の無い行動は取らないはずだ……だとしたらその意味とは何なのだろう？

　考え込むチャマーの目の前にあるパーソナルモニターの中で、アウディエンシアの演説は続いていた。

『……かくのごとき帝国の横暴に対し、従順なる犬のごとく尻尾しつぽを振ふり、異議一つ申し立てぬローデス軍の上層部と、真に愛国心に燃え、これを打ち砕くだかんとする我々のどちらが正しいのか？　それは火を見るより明らかである！　諸君らの父も兄も、帝国との戦いの中で死んで行ったことを思い起こすが良い！　その怒いかりと悲しみを叩たたきつけるべきは帝国である！　立て兵士諸君！　諸君らの敵は帝国なり！　帝国を叩かずして、ローデスに真の平和は訪おとずれぬのだ……』

　チャマーは顔を上げて、目の前に立つミストラルに尋たずねた。

「このメッセージを聞いたローデス軍の内部に、動きは？」

　ミストラルは眉をひそめて答えた。

『ドーダイ提てい督とくの率いる北辺防衛艦隊以外の一線部隊の艦隊の中にかなり動どう揺ようが広がっておるようで、艦内での反乱や、単艦単位の脱だつ走そうなどの情報がいくつか寄せられております』

「北辺防衛艦隊に混乱が無いというのは、実際にザナックスと戦い、本当の敵が誰なのかわかっているということだな。だが、そうでない部隊には迷いがあるということか」

『このプロパガンダに対しどのように対処いたしましょう？　これを放置すれば、士気が落ち、戦力に影響が出ると思われます』

「プロパガンダに対たい抗こうする方法として、ローデスの将兵に向けて、ザナックスの繁はん殖しよく力りよくと、それに伴ともなう戦力の拡大状じよう況きようを教育し、それに対抗できる手段はこの惑星消去しかないことを理解させるように。必要とあれば感応端たん末まつを利用して、条件付けの刷り込みを行っても良い」

　チャマーの回答を聞いたミストラルは、目を見開いた。

『条件付けの刷り込みですか！　それは事実上の洗脳です、いくらなんでもそこまでしなくとも……』

　チャマーは表情も変えずに言い切った。

「意志の弱さ、心の弱さを、反復した訓練や教育でカバーすることは、ごく普ふ通つうに行われている。感応端末を使用した刷りこみは、単に時間を節約するための方法に過ぎない。ザナックスと戦うには何より強い意志が必要になる、時間的な余よ裕ゆうがある部隊から始めるように」

『か、かしこまりました、直ちに手配します……それと、脱走した艦に追つい跡せき討とう伐ばつ隊を差し向けるように指示命令を出しますか？』

　小さく頭を下げた後であらためて聞いたミストラルに向かって、チャマーは小さく首を振った。

「いや、個々の脱走者を相手にするために戦力を割さくことは得策ではない。今は目の前にある惑星消去作戦に全力を傾けい注ちゆうするときだ。アウディエンシア率いる愛国戦線はおそらく、この作戦を妨害するために攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。そのときのために戦力を集中しておく必要がある。どんな妨害があろうとも、この作戦は遂すい行こうされねばならない。

『了りよう解かいいたしました、ではその旨むね、ローデス軍の各艦隊に通達いたします！』

　チャマーの前に浮うかび上がっていたミストラルの立体映像が、敬礼して消えた、その頃ころ。

　ローデス銀河南辺にあるポータラカ星域では、一隻せきの軽巡じゆん航こう艦かんが、三隻の駆く逐ちく艦かんからなる小艦隊に追つい尾びを受けていた。

　先行する軽巡航艦は、ポータラカ星系の守備艦隊の指揮下を勝手に離はなれた、いわゆる脱走艦であり、船体に表示された艦かん籍せきナンバーと部隊マークは、追う者も追われる者も同じ艦隊に属していたことを意味していた。

　世の中には、チャマーのように、自分に与あたえられた使命と責任を果たし、ザナックスとの戦いのために、すべてを犠ぎ牲せいにできるという覚かく悟ごを決めた強い人間ばかりがいるわけではない。

　いや、そんな覚悟ができる人間はごく少数でしかない。

　多くのローデス軍の兵士にとって、守るべきものは人類全体でも、ローデス全体でもなかった。

　故郷に暮らす妻や子、両親や兄弟、そして恋こい人びと。それこそが守るべきものであり、彼らはそのために軍人として生きてきたのだ。

　チャマーの立てた惑わく星せい消去作戦は、そういった、ごく普通の兵士たちに対して、妻や子や、肉親や恋人を見捨て、人類全体の利益を取るのか、それとも、人類全体の敵となっても、自分たちの妻や子や肉親を取るのかというギリギリの選せん択たくを突つきつけたのに等しかった。

　そして、その選択で、自分たちの肉親を選択したものが少なからず存在した。




　軽巡航艦を追っていた小艦隊の先頭で旗艦信号を掲かかげている駆逐艦「タモシャンター」のメインブリッジには、艦長の怒ど鳴なり声が響ひびき渡わたっていた。

「キンバー大たい尉い！　艦を停とめろ！　お前のやっていることは、脱走行こう為いだ！　停船しなければ三分後に砲ほう撃げきを開始する！」

　駆逐艦の艦長の怒鳴り声に応こたえるように、通信スクリーンに一人の三十代の軍人が映った。

　その軍人は落ち着いた声で答えた。

『俺は停まるつもりはない、撃うちたければ撃て。お前に撃たれるなら本ほん望もうだよ、ケルテック大尉』

　ケルテック大尉と呼ばれた駆逐艦の艦長は、両手を広げて聞いた。

「キンバー！　なぜ、お前がアウディエンシアの誘さそいに乗るんだ！　枢すう機き卿きようを最も嫌きらっていたお前が！」

『……俺の出身惑星はゴースティンだ、帝てい国こくの手で破は壊かいされる惑星だよ……この船に乗っている乗組員のほとんどが、あの消去惑星の出身だ……俺は、アウディエンシアの誘いに乗るんじゃない、ギンガー様の下もとに行くんだ。ギンガー様なら、もしかしたら、惑星消去を止めさせることができるかもしれないと思うからだ』

　ケルテック大尉は首を振ふった。

「たとえギンガー様でも、あのザナックスを食い止めることはできない！　目を覚ませ！　自分の故郷が破壊されるのを黙だまって見ている事ができないというお前の気持ちはわかる、でも……」

　その、ケルテック大尉の言葉が終わらないうちにキンバー大尉が叫さけんだ。

『黙れ！　お前に何がわかる！　ゴースティンには、俺の両親も、兄弟もいる！　妹はまだ十六歳になったばかりだ！　友人だって知り合いだって……それを殺すなんて……この世から消しちまうなんてことが許されるわけない！　それは、神でも許されないことだ！』

　ケルテック大尉は、うなずいた。

「お前の言うとおりだ……だがな、あのまま放置すれば、お前の故郷ゴースティンはザナックスの攻撃を受け、ジェノサイド因子を振りまかれて、死の星と化す！　学校も、街も山も海も空もすべてがザナックスの畑になる！　それだけじゃない！　お前の故郷で繁殖したザナックスは、さらに次の惑星を、そしてその次の惑星を襲おそう基地になる！　お前の故郷は、他の惑星に住む人にとって、悪あく魔まの巣以外のなにものでもない災さい厄やくの塊かたまりと化すんだ！」

　キンバー大尉は首を振った。

『わかっている！　お前の言うことは俺だって理解しているさ、でもな、理解できることと納なつ得とくできることは別だ！　これで、ゴースティンがザナックスの攻撃を受けて死の星になっているならあきらめもつくだろう、でも、ゴースティンは、まだあそこにある！　親父おやじもお袋ふくろも妹だって生きている！　それを見殺しにして俺だけ生き残るなんてことはできない！　まして、俺が家族を殺す側にいるなんてことは、まっぴらごめんだ！』

　ケルテック大尉は通信スクリーンに映るキンバー大尉を見み据すえた。

「……そうか、お前はどうしても、アウディエンシアと行動を共にするというんだな……帝国軍の作戦を妨ぼう害がいしてゴースティンを守りぬくつもりなんだな」

『ああ、そのつもりだ！』

　胸を張って言い切ったキンバー大尉に向かって、ケルテック大尉は右手の人差し指を突きつけた。

「……そうか、ならばお前は俺の敵だ！　俺の故郷ユナートルは、お前の故郷ゴースティンの隣となりにある！　お前の故郷がザナックスの手に落ちれば、次は俺の故郷だ！　お前が故郷の親父やお袋や妹を守るために軍を脱だつ走そうするなら、俺もまた俺の故郷にいる女によう房ぼうと子供を守るために軍に留とどまり、お前らと戦う！　自分の家族を守るために戦うのはお前だけじゃない！」

　ケルテック大尉とキンバー大尉は通信スクリーン越ごしににらみ合った。

　二人は同時に、互たがいの目の中に、怒いかりと、そして悲しみを見た。

　キンバー大尉は静かに言った。

『ケルテック……お前とは、士官学校の頃からずっと親友だったよな。休きゆう暇かをもらった時のことを覚えているか？　俺の実家に泊とまったときのことだ……』

「覚えている……それがどうかしたか？」

『あの時、お前が見たもの……そのすべてが消えちまうんだ！　お前と一いつ緒しよに釣つりをした川、見上げた山、それは俺のすべてだ！　俺が通った学校、買い物した街、登った山、泳いだ海、見上げた空、俺の記き憶おくの元になったその全部があるんだぞ！　それが消えるってのがどういうことなのかお前にわかるか？　俺は守るぞ、たとえ何と言われても俺はそれを守る！　あの星は俺の故郷じゃない！　あの星は俺自身だ！　俺のすべてだ！』

　ケルテック大尉は、両手を差し伸のべるように伸ばして叫んだ。

「キンバー！　俺は、お前と一緒に何度も死線を潜くぐり抜ぬけてきた！　ある意味、親兄弟よりも信しん頼らいできる人間だった！　だからこそ、俺はお前をここまで追ってきたんだ！　俺ならお前が説得できると思っていたんだ！」

　通信スクリーンに映るキンバー大尉は首を振った。

『無む駄だだよ、ケルテック、もう、俺は決めたんだ、俺は俺の星を守る！　それがたとえ、このローデスを滅ほろぼすことになっても構わない！　滅びるなら滅びてしまえばいい！　たとえ他の星が全部滅びても、俺は俺の星を守りぬいてみせる！　身勝手と笑うがいいさ、できっこないと笑うがいいさ、でも、俺は本気だ、本気なんだ！』

　その、悲しみに満ちたキンバーの目を見たケルテックは思った。

　……俺が、こいつと同じ立場になったら。俺も、アウディエンシアのところに走ったかもしれない……いや、走っただろう。

　俺の子供……まだ三歳になったばっかりの娘むすめが、犠ぎ牲せいになると聞いたら、俺は間ま違ちがいなくこいつと同じ道を選んだはずだ。

　俺に……こいつを責める資格は無い。本当は、こいつを撃うつ資格も無いのかもしれない。

　そして、そのケルテックの目を見てキンバーは思った。

　……俺の星が、もし惑わく星せい消去作戦の対象でなかったら、俺はこいつと同じ立場で、脱走者を追っていただろう……ローデスのために、あのチャマーの言うところの人類全体のために。

　でも、俺には無理だ。俺には、ローデスのために、とか、人類のために、とか、そんな理由で戦うことはできない。

　なぜなら、俺にとってローデスというのはゴースティンだ！　人類ってのは親父やお袋や、妹だ！

　それ以外にローデスも無ければ人類もいないんだ！

　最初に視線を外したのは、ケルテックだった。

「キンバー、俺はこれからお前を撃つ！　悪く思うな、これは任務だ！」

　キンバーはうなずいた。

『わかってる、だが、俺は、何が何でも逃にげ切ってやる！　……悪く思うな』

　そして、もう一度二人の視線が交差したそのとき、駆く逐ちく艦かんタモシャンターのメインブリッジに通信オペレーターの声が響ひびいた。

「艦隊本部から帰き還かん命令です！　脱走艦の追つい跡せきは中止、直ちに原隊に復帰せよ、とのことです！」

　ケルテックは振ふり向いた。

「なんだと！　ここまで追わせておいて、今になってから帰ってこいだと？」

　通信オペレーターはうなずいた。

「作戦開始までに戦力の再編を行い、ザナックスの占せん領りよう下かに向かう帝てい国こく軍作戦部隊の防衛陣じんを強化するためだそうです」

　こぶしを握り締しめてから、ケルテック大たい尉いは通信スクリーンを見上げた。

「キンバー！　今度会う時は敵味方だ！　遠えん慮りよしないぞ！」

　通信スクリーンの中で、キンバーはうなずいた。

『それはお互い様だ』

　一いつ瞬しゆんの視線の交差の後で、通信が切れた。

　ケルテックは、灰色の待ち受け画面になった通信スクリーンを見つめたまま、しばらく身じろぎもしなかった。

　……俺は、今、帰還命令が出たことを心の底で喜んでいる。

　もし、帰還命令が出なかったら、俺にあいつが撃てただろうか？

　……この苦しみを理解している人間が、帝国にはどれほどいるのだろう？

　誰だれもがギリギリの選せん択たくを迫せまられ、友と呼ぶ相手を敵に回し、互いに撃ち合わねばならないこの苦しみを……。

　そう考えたとき、ケルテックの口の端はしに自じ嘲ちようじみた笑えみが浮うかんだ。

　……いるわけがない。どんな災難も惨さん事じも、直接自分の上に降りかかってこないかぎり、それは他人ひと事ごとであり、見世物でしかないのだからな。

　ケルテックは、通信スクリーンに向けていた視線を、ブリッジにいる操艦オペレーターに移して、力強く言った。

「百八十度回頭！　原隊に戻もどるぞ！」
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　第二章　常識と非常識







　パーソナルモニターに青い地球型の惑わく星せいが浮かんでいた。

　三つの大陸と広い大洋を持ち、薄うす青あおい大気の中に白く渦うず巻まく雲を持つその惑星の名はユーマ。

　かつて、アウトニア王国という名前の小さな国が存在した惑星だった。

　小さく仕切られたブースがいくつも階段状に並んでいるその大きな部屋は、照明が落とされ、薄暗かった。

　本格的な探査が始まっていない今の時間は、人ひと影かげも無く、一番片かた隅すみにある小さなブースだけに、電源が入り、モニターが輝かがやいている。

　一人の若者が、そのモニターに浮かぶ青い惑星を見つめていた。

　癖くせのある黒くろ髪かみの、その下にあるとび色の瞳ひとみは、瞬まばたきすることなく、その惑星に注がれていた。

　……ここから見る光景は、あの日のままだ。

　六年前のあの日、マリリン船長と一いつ緒しよにシザーズ・クイーンのメインブリッジから見たあのときと……。

　あのとき、誰が想像しただろう。この星の上にあったアウトニアが滅めつ亡ぼうし、すべての住民が強制移住させられることになるなんて。

　あの大陸の上に広がるなだらかな丘きゆう陵りようと、そこに連なるブドウ畑は、今はもう影も無い。

　今、あそこには、荒あれた畑と、破は壊かいし尽つくされた街と、そして軍の施し設せつだけがある。

　僕は、この星を取り戻すために戦ってきた。そして今、やっとこの星は元の持ち主に還かえされようとしている。

　この星を元の姿に戻すのは容易なことじゃないだろう。きっと何年も、何十年もかかるだろう……でも、きっと元の姿に戻してみせる。

　そう、そして僕は君と夕日を見るんだ。

　なだらかに連なるブドウ畑の丘おかの、その向こうに沈しずむ夕日を……。

　だから……だから僕は見つけ出さなきゃならない。

　ザナックスと戦い、そして勝つ方法を。

　……待っててくれるよね、メイ。

　そのとき、総合分ぶん析せき室の後ろにある出入り口のドアが開き、無ぶ精しようひげがそのまま伸びたような口ひげを生やした三十代後半の男が部屋の中に入って来た。

　室内を見回したその三十代のひげ男は、片隅のブースに座っている男に目を止めると、優やさしそうな微び笑しようを浮かべて、そのブースに近づき、後ろからモニターを覗のぞき込みながら声をかけた。

「アウトニアか……俺とお前だけが乗ったリバティ・ベル号だったら、立ち寄ることもできたんだがな。探査項こう目もくが多すぎて、結局、この船に大所帯乗り合わせで行くことになっちまった……気を悪くしないでくれ、マイド」

　マイドと呼ばれた黒髪の若者は、振り返って微笑ほほえんだ。

「ええ、そうですね……でも、もし、今がこんな時でなくとも、やっぱり僕は一人ではあの星に行くつもりはありませんでしたよ」

　トーダは、マイドの肩かたをぽん、と叩たたくと、にやっと笑った。

「要するに、アレだな。俺は一人であの星の大地に立つつもりはない、ということだろ？　例の手術は成功したそうだし、あそこにお前とメイ王女が降り立つ日も、そう遠くない」

「はい、そうですね、そう思っています」

　照れたような表情でうなずくマイドを見たトーダは、少し真面目まじめな顔になって聞いた。

「身体からだからの意識の分ぶん離りと移植というのは、そんなに簡単にできるものなのか？」

「帝てい国こくはクローン再生に関しての規制が厳しくて、意識の分離や移植に関しての技術は進んでいませんが、再生医い療りようセンターにいるカーケル博士は、その道の専門家です。惑星サングリューから脱だつ出しゆつしてきた時にメイを収容していたプラントや装置などが使えたので、手術は、かなり簡単だったそうですよ」

　トーダは怪け訝げんな顔をした。

「それにしても、お前、なんで一度もメイ王女に会いに行かなかったんだ？　手術の後そのままこの探査に参加しちまって……意識が戻って話ができるようになったんだから、話すことがいっぱいあるだろうに……」

　マイドは眉まゆを寄せて下を向いた。

「本当の自分の姿と違ちがう姿を他人の目に晒さらす行こう為いは、心理に強い負担を与あたえます。本来はその心理負担を取り除くために、こういった移植時には記き憶おくを操作するようになっているのですが、帝国では、そこまでの高度治ち療りようができないそうで、記憶はそのままなのだそうです。

　メイが別人の身体……まあ人というよりはバイオドールですね、その身体で目覚めたとき取り乱したようですけど、無理もありません。

　カーケル博士は、その後の心理リハビリで落ちついたし、意思がしっかりした人だから、会って話をしても心配ないと言ってくれましたが、やはりメイの心理負担を考えるとしばらく会わない方がいいかな……と思ったのです」

　そして、そう言った後で、マイドは両りよう肘ひじをコンソールについて、顔の前で両手の指を組んで、つぶやくように付け足した。

「……でも、本当は怖こわかったのかもしれません」

「怖い？」

「ええ、メイの心を持っているバイオドールはメイなのかもしれません。でも、人間というのは外見に左右される生き物です。メイの心を持った見知らぬ女の子と会ったとき、僕はきっと違い和わ感かんを持つと思います。そして、いくら心の中に押さえ込んだとしても、その違和感は必ずどこかに出ます。表情の片隅や、仕草のどこかに。それが伝われば、メイの心は傷つくに違いありません。僕はそれが怖かったのだと思います……」

　トーダはため息をつくと、右手で自分の髪かみの毛をくしゃくしゃとかき回した。

「お前は、あれだな。考えすぎるし、優しすぎる。さっさと会いに行って、単純に開けっぴろげにだな『なんだ、気が付いたんだ。よかったね、君が寝ねてる間にいろんなことがあったんだぜ』……てな風に話しかけた方が、よっぽど彼女の負担にならなかったんじゃないのか？」

　マイドは、真しん剣けんな目でモニターに映るアウトニアの首星ユーマを見つめながら答えた。

「そうですよね、考えるより先に行動に出た方が、よっぽどすっきりしていますよね」

　そのマイドの肩を叩いて、トーダは笑った。

「ほら、また考え込んでやがる……俺の言葉なんか気にするな。確かに最近は、相手の心理を読んで動くような複雑な人間より、単純で、わかりやすい人間の方が評判がいいのは事実だけどな、引っくり返して言えば、そういう人間は無神経のカタマリみたいなもので、長く付き合うとかえって気き疲づかれするもんだ」

　そして、トーダはマイドの肩に手を置いたまま、マイドの顔を覗のぞき込んで言葉を続けた。

「長く付き合うつもりなら、お前のやり方は正しい……長く付き合うつもりなんだろ？」

「え？　あ、はい……できることなら」

　少し赤い顔をして答えたマイドを見てトーダは声を上げて笑った。

「言うようになったな……安心しろ、口に出してそれが言えれば何も怖くないさ」

　そのとき、マイドの見ていたモニタースクリーンから、インフォメーションを告げる電子音が響ひびき、画面の片かた隅すみにサブウィンドウが開いた。

「何だ？」

「メディカルセンターからの連れん絡らくですね」

　発信元を確認したマイドが応答キーを叩くと、サブウィンドウに、白はく髪はつ交じりの髪を持つ初老の優しそうな微笑を浮うかべた男が映った。

「医療局長じゃないか、どうしたんだ？」

　トーダがそう言うと、医療局長は、ちょっとびっくりしたように目を見開いた後で、あらためて微笑んだ。

『ああトーダ博士。そこにいたのか。ちょうど良かった。忙いそがしいところを申し訳ないが、マイド閣下と共にメディカルセンターまでご足労願えないかな？　今回の探査は慌あわただしくて、乗船者全員のメディカルチェックが終わっておらんのだよ』

「メディカルチェックだと？」

　トーダは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「血を抜ぬいて、身体のあっちこっちいじくって、人を疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいらせ、本当はどこも悪くないのにストレスで病気にする、というアレか」

　トーダの口ぶりには慣れているのだろう、モニターのサブウィンドウに映った医い療りよう局長は、表情も変えずに答えた。

『ああ、そうだよ、それが我々のメシの種だからな。それはそうと、君に対する精神鑑かん定ていは免めん除じよしてやる、だから安心して早く来たまえ』

「精神鑑定を免除？」

　怪訝顔をするマイドを見て、医療局長は笑った。

『トーダに精神鑑定をやったら、異常ありという結果が出るに決まってるからさ。探査航海に耐たえられないと判断されて、船のエアロックから宇宙空間に放ほうり出されるんじゃあ、あまりにかわいそうだからな。見み逃のがしてやるんだ』

「温情に感謝しろってのか？」

　不満そうな顔をするトーダに向かって、しれっとした表情で医療局長は答えた。

『ああ、最大級の感謝を受け取るのにやぶさかではないぞ。ヒマなときに三次元チェスの相手をしてくれるだけでいい……とにかく、早く来てくれ、連絡は以上だ』

「ひでえことを言いやがる、あの藪やぶ医者め」

　一方的に切れた通信ウィンドウを見ていたトーダが憮ぶ然ぜんとした表情でつぶやくのを見たマイドが笑った。

「叔父おじさんは、仲がいいんですね、あの医療局長さんと」

「まあ、仲がいいというかライバルというか……あの人とは三次元チェスのネット対戦で、帝てい国こく皇こう帝てい杯はいを競きそって、何度もやりあっている相手だからなあ」

「帝国皇帝杯？」

　マイドは目を丸くした。

　三次元チェスは、帝国のみならず広くローデスにもファンがいるポピュラーなゲームで、子供から老人まで幅はば広ひろく親しまれている。

　その腕うで前まえを競うコンペティションは毎年いくつか行われているが、国際三次元チェス協会が主しゆ催さいする帝国皇帝杯は、その頂点とも言われる競技会であり、これに優勝すれば一いち躍やく有名人の仲間入りである。

「そうだよ。帝国皇帝杯……四回くらい取ったけど、それがどうかしたか？」

　マイドはあきれたように言った。

「精神鑑定を受けないのは正解ですよきっと。叔父さんは天才と紙一ひと重えの方ですから」




　人類探査機構の総合探査船、オーバーロード号は、アウトニア回かい廊ろうを抜け一路ローデス領内へと突つき進んでいた。

　当初、この探査はトーダとマイドの二人が乗り込む探検船リバティ・ベル号によって行われるはずだった。しかし、ローデスの情報収集室にいたステラ博士から入った『ザナックスの占せん領りよう下かにある惑わく星せいリオナに、生物化学研究者が生き残っている』という情報が、この探査を大おお掛がかりなものに変えた。

　エンデロの力により、ローデス軍の最高機密ファイルが開示され、リオナに生存している研究者の名前とその経歴が明らかにされたとき、探査機構の上層部は、色めきたった。

　研究者の名前はピクス・パアグリオ・オーク、二十七歳。

　五年前、ローデス科学アカデミーの主しゆ宰さいする生物化学に関する論文で、最高賞を受賞しながら、授賞式をキャンセルした経歴を持つ男だった。

　惑星リオナから脱だつ出しゆつした同どう僚りようたちから入って来た情報によると、ピクスという男は、人付き合いをとことん嫌きらうタイプの男であり、研究に興が乗ってくると「修練の洞どう窟くつ」と名づけたその研究室に閉じこもり、一週間から二週間、長いときは一ヶ月にわたってそこから出てこなかったこともあったらしい。

　人格的な問題は別にして、ピクスの分ぶん析せき技術とデータ解析の腕前は、研究所の同僚や上司がこぞって保証した。問題は、果たしてコミュニケートする手段ができたとしても、彼がこちらの要よう請せいに応じるかどうか、という点であったが、探査機構の最高会議は、これを千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスとして、探査船オーバーロード号の派は遣けんを決定した。

　ザナックスに関する情報は、ほとんど無きに等しかった。

　人類は、あまりにも後手後手に回りすぎていた。ザナックスは自分たちの種の存続を脅おびやかすほどの敵なのに、あまりにも知らないことが多すぎたのだ。

　繁はん殖しよくのメカニズム、社会構造、どうやって空間転移をするのか、相そう互ごのコミュニケーションはどうやっているのか、そのほとんどが不明のまま戦いだけが拡大していた。

　ザナックスとの戦いは、宇宙空間における突とつ撃げき艇ていとの戦いだけではない。熱ねつ核かく兵へい器きや化学物質、そして細さい菌きんさえも、使えるものはすべて使って戦わなくてはならない究極の戦いになるだろうと思われた。しかし人類が持っているそれらの兵器のデータは、すべて人間に対するものであり、ザナックスに対して、どんな化学物質や細菌が効力を発するのか、それは、まったくわかってはいなかったのだ。

　惑星リオナに生存しているピクスは、その鍵かぎを握にぎる貴重な人物であり、この探査は彼と何としてでも連れん絡らくを取ることが目的となった。

　しかし、惑星リオナの存在する星域は完全にザナックスの支配下にあり、その星域に近づくことは難しいと思われた。そこで、その星域の真近まで近づき、そこで搭とう載さいしてあるステルス性能に優すぐれた個人所有の探検船リバティ・ベル号を発進させて、リバティ・ベル号によって接近を試みることとなった。

　リバティ・ベル号に乗り込むのは、操船になれたトーダと、軍事的なセンスを持つマイドの二人と決められていた。




　オーバーロード号のメディカルセンターには、滅めつ菌きんフィルターと清せい浄じよう装置によって分解されイオン調節された空気特有のオゾンの匂においが混じった香かおりが立ち込めていた。

　受付を通ってセンターの中に入ったマイドは、診しん療りよう室しつの中に並んでいる様々な医い療りようデバイスを見て、目を丸くした。

　乗組員の数から考えると、その設備はどう考えてもオーバークオリティのようにしか思えなかったからだ。

　マイドが考えていることがわかったのだろう、トーダが笑いながら言った。

「この船は、長期間にわたって社会インフラの整っていない辺境や未知空域を航行する探査船だからな。それに医療器具のほとんどが、調査したサンプルの生物学的な分析を行う設備と共用であることを考えれば、この程度の設備はまあ、当然さ」

　そのとき、診療室の奥から白衣を着た見覚えのある初老の男がやってきた。

「おお、やっと来たか、トーダ。あんまり遅おそいんで保安部の連中に拘こう束そく命令を出そうかと思っておったところだぞ」

「残念ですが、医療局長のあなたに、身体拘束命令を出す権限はありませんよ」

　そう言い返したトーダを見た医療局長は、表情も変えずに、しれっと答えた。

「いや、あるよ。君をトリプルＡの伝染性疾しつ患かん患者に指定してしまえばいいだけのことさ。そうすれば無菌服を着た保安要員が君を拘束し、気密フィルムに密みつ封ぷうして私のところに持ってきてくれるだろう」

「それは職権濫らん用ようです！」

　医療局長は、にたぁと笑った。

「君は、何も知らんようだな。職権とはな、濫用できるからこそ楽しいんだ。誰だれもが出世したがる理由は、その楽しみを知っているからなのだぞ」

　やり込められた形になったトーダは、横でくすくす笑っているマイドを横目で見て言った。

「何がおかしいんだ？」

「あ、いえ、何でもありません。叔父おじさんと医療局長さんは根っこが同じなんだなあ、と思っただけです」

　トーダと医療局長は顔をしかめると同時につぶやいた。

「やめてくれ」

　相手が自分と同じ言葉をつぶやいたのを見た医療局長は大きく咳せき払ばらいをした。

「えへん……うむ、まあとにかく、メディカルチェックを始めるとしよう、トーダ博士はＡに、マイド閣下はＢの部屋に入ってくれ。なに、ちょっとした生体検査で終わりだ、手間は取らせんよ」

　Ｂの部屋に入ろうとしたマイドに向かって、Ａの部屋のドアの前に立ったトーダが声をかけた。

「おい、マイド、もし、俺がこの部屋から還かえってこれなかったら、リバティ・ベル号にある本や模型の権利をお前に譲ゆずるぞ」

　トーダの言葉を聞いた医療局長は、露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「遺ゆい言ごんじゃあるまいし、大げさなことを言うんじゃない！　たかが血を抜ぬいて、口内粘ねん膜まくの一部を採取するだけのことだ。それに君のような人間は、簡単にくたばらないということは、学説で証明されている。『憎にくまれっ子世にはばかる』という学説だ」

「ひょっとして、それは学説じゃなくてコトワザじゃないんですか？」

「人類の長年の経験によって証明された、れっきとした学説だよ。さあ、ごちゃごちゃ言わんでさっさと部屋に入りたまえ！」

　医療局長に追い込まれるようにＡの部屋に入っていくトーダを見て、マイドは、笑いを抑おさえながらＢの部屋の中に入った。

　検査室には、壁へき面めんを埋うめ尽つくすような医療用のデバイスと、ベッドが置かれ、その脇わきに医師が座るシートつきの小さな分ぶん析せき用のコンソールがあった。

　自分がどこに座ればいいのかと、マイドが一いつ瞬しゆん迷ったとき検査室の奥のドアが開いて、白い医療用のコスチュームを来た若い男性の医師と、三人の女性看護師が入って来た。

　どこか人間離ばなれした整った顔つきと、シルバーブロンドの髪かみを持つその三人の女性看護師を見たマイドは、彼女たちがメディカルサービス用のバイオノイドであることに気付いた。

　帝てい国こくでは、人間の細さい胞ぼうや生体をそのまま使用したバイオノイドを生産することは違い法ほうとされていたが、唯ゆい一いつの例外が、このメディカルサービス用のバイオノイドだった。

　彼らの身体を構成している細胞は、人間の細胞とほぼ同じ構造を持ち、内臓なども同様に作られている。

　その理由は、非常時などで医療デバイスが間に合わない場合に、彼らの心肺機能や透とう析せき機能を使って負傷者や重病人の生存を図はかるためだ。つまり、いわば人体臓器のスペアとしての機能を持たせてあるのだ。

　惑わく星せいサングリューで作られていた亜あ人じんとほとんど変わらない存在であるが、大きく違ちがうのは帝国におけるメディカルサービスバイオノイドには、人格が存在しないという点だった。

　人間と同じ意識と人格を持っている亜人とは違って、彼らは脳に埋め込まれたバイオチップにインストールされた電子人格によって動くのだ。

　人間によく似た感情と意思を持ち、しかし、決して感情に流されることがなく冷静沈ちん着ちやくで、必要とあれば睡すい眠みんすら取らなくてもいい電子人格は、メディカルサービス用にはうってつけだったため、バイオノイドの看護師はあっというまに普ふ及きゆうし、今や人間の看護師のほうが珍めずらしいほどだった。

　マイドが、目の前にいる三人のバイオノイドの看護師から医師の方に視線を動かそうとしたとき、マイドの視界の中にいる一人の女性看護師……一番右の、他ほかの二人より一歩下がって立っていた小こ柄がらな女性型バイオノイドが、すっと視線を外したのに気が付いた。

　自分の感じた違い和わ感かんが何なのか、それを考える前に、若い男性の医師が微笑ほほえみながら言った。

「この部屋は緊きん急きゆう用の処置室を兼かねていますので、普ふ通つうの診しん察さつ室しつのようにクランケさんに座ってもらう場所がありません。どうぞ、そのベッドの端はしにでもお座り下さい」

　マイドが言われたとおりにベッドの端に腰こし掛かけると、二人の女性看護師が、それぞれに検査用の検体を採取する医い療りようデバイスを持って近づいてきた。

　一番背の高い、切れ長の目を持つ看護師が、マイドの右手の甲こうに、細長いチューブの付いたデバイスを当てながら言った。

「これから採血をいたします。皮ひ膚ふ表面に瞬しゆん間かん局所麻ま酔すいをして、超ちよう極ごく細ぼそ針ばりを使いますので、まったく痛みはないはずですが、ごくまれに皮膚の痛点を刺し激げきすることがあります。もし痛かったら言ってくださいね」

「なんとなく、こういうときって『痛い！』とか言っても『すぐに終わりますから』とか言われて終わりのような気がするんですけど」

　看護師は、その切れ長の目をちょっと見開いてから笑った。

「言われてみればそうですね。本当に一瞬なので、痛み止め処置をするより前に採血が終わりますから、患かん者じやさんの不安を取り除くための決まり文句みたいなものですね……はい、終わりました。痛くなかったでしょう？」

　二人の女性看護師は、てきぱきと検体採取を始めた。

　その二人の後ろに立って検体を受け取ったり、医療デバイスを差し出したり、という補助をやっているのは、さっき、一瞬マイドの視線から目をそらした小柄な看護師だった。

　二人の看護師が、肩かたまでの長い髪なのに対し、その小柄な看護師はショートヘアーであり、着ている医療従事者用の白衣の色とデザインも少し違っていた。

　緊きん張ちようしているのだろう、口を真一文字に結び、思いつめた表情で前に立つ二人の看護師を見ている。

　その表情を見て、マイドは思った。

　……この子は、きっと新人なんだな。電子人格は経験値のデータを共有できるから、まったくの素人しろうとということはないはずなんだけど、パーソナル領域の経験値のフィードバックデータが空白だと、不安を感じるってヴァルも言っていたっけ。

　マイドの身体からだから検体を採取し終わった二人の看護師は、その検体を新人らしい小柄な看護師に渡わたして言った。

「はい、マイド閣下の検体よ、その生体環かん境きよう維い持じパックに入れて分析室に持って行って」

　横で見ていてもわかるほど緊張した顔つきで検体を受け取った小柄な看護師を見て、医師が笑いながら言った。

「おいおい、エリクシールくん、そんなに硬かたくなっていたら、途と中ちゆうでけつまずいて転ぶぞ。もっとリラックスだ、リラックス」

　エリクシールと呼ばれた看護師は、半分泣き笑いのような表情を浮うかべてぴょこんと頭を下げるた。

　その表情を見たとき、マイドは、自分の胸の奥で何かがきゅうっと絞しぼられたような気がした。

　それが何なのか、マイドにはわからなかった。ただ、戸と惑まどいだけがあった。

　……僕は今まで、こんな気分になったことはない。……いや、ある。過去において一度だけ。

　メイと一いつ緒しよに行ったネオ・アウトニアのピクニックのときだ。

　僕に、サンドイッチを差し出したメイを見たとき、あの、泣き笑いのような緊張しきった顔を見たとき、僕はこれと同じ思いを感じた。

　精せい一いつ杯ぱいがんばろうとしているメイを見たときに、僕は心の底からいとしいと思った。

　……でも、なぜ、そのときと同じような気持ちになったんだろう？

　マイドの戸惑いに気付くことなく、エリクシールと呼ばれたバイオノイドの看護師は、検体の入っているパックを抱かかえて、小走りに検査室を出て行った。

　その姿を見送ったマイドは、ちょっと怪け訝げんそうな顔で医師に聞いた。

「彼女は、新人ですか？」

「ええ……まあ、そんなところです」

「バイオノイドにしては、あんまり電子人格っぽくないですね」

　医師は笑った。

「ビジネス用の電子人格とは情じよう緒ちよ反応が違ちがうんですよ。看護師として病人に接するわけですからね。より人間に近く、喜き怒ど哀あい楽らくを表面に見せるようにプログラムされているんです。

　そうですね……医師としての立場でこんなことを言うと笑われるかもしれませんけど……彼女たちは魂たましいを持っています。絶対に機械や道具なんかじゃありません」

　マイドは、マリリンと行動を共にしているコーリンの顔を思い浮かべた。

　……そうか、コーリンと同じなんだ。

　ワタルの後を追い掛かけ回して、きゃーきゃーばたばたと走り回り、いつもくりくりとした瞳ひとみを輝かがやかせているあの子は、機械なんかじゃない。

　あの、サングリューの亜あ人じんたちが、人間だったように……。

　検体の入ったパックを抱えて、小走りに走って行った小柄な新人の看護師の緊張しきった表情と仕草を思い出したマイドが考え込んだのを見た若い医師は、怪訝な顔をした。

「どうされました？」

　マイドは、あわてて顔の前で手を振ふった。

「あ、いえ、なんでもありません。ちょっと、考え事をしていただけです」

　医師は、心配そうに言った。

「マイド閣下はトーダ博士と二人で、搭とう載さいしてあるリバティ・ベル号に乗り換かえ、ザナックスに発見されぬように細心の注意を払はらって、ザナックスの勢力圏けんにある惑わく星せいリオナまで行かねばなりません、そのような任務は、文字通りストレスとの戦いになるでしょう……今はもっとリラックスしておいた方が良いと思いますよ」

　マイドは、難しい顔のままうなずいた。

「僕が今までやってきた戦術や作戦は、すべて人間の心理……つまり感情の動きを読むもので、それによって僕は何とか負けない戦いを続けて来ました。でも、ザナックスには感情がありません。完全に機械的で計算式のような戦いを仕し掛かけて来ます。帝てい国こく軍の上層部が、僕を帝国軍からこの人類探査機構に出向させた理由がそれです。ザナックスには、僕のやり方は通用しないのです。でも、だからといって何もしない、なんてことは僕にはできません。僕には僕のやり方で、きっと役に立てる部分があると思うんです。

　僕はザナックスの生態を、この目で見て、考えたいんです。百聞は一見にしかず、というわけです」

　マイドの言葉を聞いた医師は、何かを思い出したような顔になると、小声で笑った。

「どうかしましたか？」

　医師は、少し赤くなると、あわてて顔の前で手を振った。

「あ、いえ、思い出し笑いをしてしまったのですよ。うちの医い療りよう局長が『人間ではない生物と戦える方法を見つけ出すことができるのは、人間の常識から外れた人間しかいない。その点から見れば、マイド閣下とトーダ博士以外に人選はありえない』と言いましてね、その言葉を思い出したんです」

「ひどいなあ」

　そう答えた後で、マイドは悔くやしそうに唇くちびるをかんだ。

「……でも、当たってますね。確かに、今行われているザナックスとの戦いには、僕の今までの戦いの経験値は何一つ役に立ちません。大規模な戦力を効率的に配置し、堅けん実じつに戦う、チャマーのやり方が最も適しているのは事実です。しかし正せい攻こう法ほうの戦いは、最後は数と数の戦いになります、そうすれば必ず破は綻たんする時が来ます。だとしたら、正攻法の戦いではない、別の戦い方を探さなくてはなりません……でも、僕にそれを探し出すことができるでしょうか？」

　医師は真しん剣けんな目でマイドを見返した。

「あなたにできなければ、他ほかの誰だれにもできません。あなたは、自分では気づいておられぬようですが、帝国の人々は、心の底であなたに期待しています。あの、マイド・ガーナッシュならば、きっと何とかしてくれる。何かを見つけてくれる。でたまか戦法でザナックスを撃げき退たいしてくれるだろう、とね」

「ストレスを溜ためるな、と言っておいて、そういうことを言うんですか？」

　大きくため息をついてから、軽くにらんだマイドを見て、医師は笑った。

「どうもすみません。おわびといっては何ですが、この医療スペースへの出入りを許可します。今のところ患かん者じやもいませんし、うちの看護師たちとゲームや、おしゃべりでも楽しんでみてはいかがですか？　結構気晴らしになりますよ」

　その、医師の言葉を聞いたとき、マイドは自分が、あの新人のバイオノイドの看護師の顔を思い浮うかべているのに気づいていた。




　神聖ローデスが支配下に置く空間と、マガザン帝国が支配下に置く空間の間には、年老いた銀河の残ざん滓しが横たわっている。

　銀河を構成する恒こう星せいは、その末期になると巨きよ大だい化し、いわゆる赤色巨星と呼ばれるものに変わり、さらに時間が経たつと、白い小さな星となる。

　これが白色矮わい星せいと呼ばれる恒星の最終期の姿であるが、この白色矮星は高密度高重力の物質の塊かたまりであり、年老いた銀河は、この白色矮星の群れと言っても過言ではない。

　特にこのローデスと帝国の間に横たわる白色矮星の群れは、薄うすく壁かべを成すような形で広がっており、この壁は、想像を絶する強力な重力場を持っていることから俗ぞくに重力障しよう壁へきと呼ばれていた。

　この重力障壁の近くで跳ちよう空間航法を使用すると、重力の影えい響きようによって、転移先に数光年から数十光年の誤差が生じてしまう。

　宇宙船の航行において、転移先の座標が固定できないということは、とてつもないリスクを負うことになる。そのため、この重力場を越こえて跳空間航法を行うような宇宙船は、ほとんど無かった。

　過去において、この障壁をなんとかして越えようとする連中が、何度も現れた。惑星表面や太陽の中で実体化してしまうリスクを負っても、それをやらねばならない理由を持った連中。つまり、官憲に追われた海かい賊ぞく船や、非合法手段によって国家間を行き来する密輸業者などである。

　しかし、跳空間航法を使ってこの重力障壁を越えて行った船の中で、なんとか無事に人類の生存圏にたどり着けた船はわずか数パーセント。さらに乗組員の生存率は、そのさらに数パーセントという事実が明らかになるにつれて、この重力障壁に挑ちよう戦せんする者は激減した。

　そして、人類の意識の中に、障壁とは絶対に越えることのできない壁である、という評価が定着した頃ころ、再びこの重力障壁に挑戦する者たちが現れた。

　彼らは、海賊でも非合マ法営利フイ団体アの構成員でもない、れっきとした技術者たちだった。

　跳空間航法の技術開発者たちは『我々の目の前に立ちはだかる重力障壁こそが技術の壁である！　これを乗り越えることができて、初めて跳空間転移装置は完成したと言えるのだ！』と宣言し、重力障壁に挑戦し続けた。

　そして、この技術開発に対し、マガザン帝てい国こくと神聖ローデス連合という二つの覇は権けん国家は、目の色を変えて莫ばく大だいな国家予算をつぎ込んだ。相手よりも早く重力障壁を越える方法を見つけ出せば、その時点でこの宇宙のすべてを支配下に置くことができる。その価値を考えれば、どんな人的資源も予算も決して無む駄だではないと考えたからである。

　だが、しかし、重力障壁を越えようとする試みはすべて失敗に終わり、いつしか帝国もローデスも、重力障壁を突とつ破ぱする航法の開発に対する情熱を失って行った。

　研究機関は縮小され、予算は削けずられ、人々の間から興味が失われるにつれて、重力障壁は、絶対に破ることのできない壁であるという認にん識しきが人々の間に広まり、ついにそれは「常識」となった。

　水が高いところから低いところに流れるのが当然であるように、重力障壁は越えられないことが当然となったのだ。

　そして今、その越えられない「壁」である重力障壁の帝国側の空域を、一隻せきの正体不明の宇宙船が航行していた。

　中央部に艦かん橋きようと複数のビーム砲ほうの砲ほう塔とうを持っているところをみると、どう見ても戦せん闘とう用に設計された艦だが、メインフレームの下には大型のコンテナスペースがあり、標準サイズの貨物コンテナが縦に並んで収納されている。

　帝国の標準的な量産型貨物船と高速型軽巡じゆん航こう艦かんを足して二で割ったようなそのデザインは、まさしく武装貨物船とでも呼んだ方がぴったり来るだろう。

　その船の艦かん首しゆには、青地に赤と白のハサミが交差した紋もん章しようが大きく描えがかれ、その下には流れるような文字で「シザーズ・クイーンⅡ」と書かれていた。

　そのシザーズ・クイーンⅡのメインブリッジには、良く通る女性の声で様々な指示が飛んでいた。

「ルサ！　メインエンジンの動力をカットオフするタイミングに気をつけな！　ニーモドライブが動き始めてからじゃあ遅おそいんだからね！」

「カワハヤ！　慣性計算は終わった？　質量の数字に誤差がありすぎると、とんでもないところに飛ばされるって話だよ！」

「アズム！　通信回線は開けといて！　万が一というときに救難信号出せるようにね！」

　その言葉を聞いたとき、船長席の前に立つマリリンの斜ななめ後ろにいた、ジャンプスーツ型の作業服を着たがっちりとした体格のサングラスをかけた男が、むっとしたような顔になって声をかけた。

「マリリン船長、我々の造ったニーモドライブの信しん頼らい性は充じゆう分ぶんにある！　何回もテストを繰くり返したのだ！　救難信号などが必要になることは決して無い！」

　サングラスの男の方に振ふり返ったマリリンは、なだめるように小さく首を振った。

「そりゃあ、まあ、サンゴーが胸を張りたがるのはよーくわかるさ。でもね、あたしらは初めてなんだよ、宇宙船乗りなら、重力障しよう壁へきの向こうに転移した宇宙船がどうなったかって話はイヤになるほど聞いているんだから……」

　サンゴーと呼ばれたサングラスの男は、半分笑いながら答えた。

「転移に成功したが、乗組員が消え、無人で漂ひよう流りゆうしていたという幽ゆう霊れい宇宙船や、乗組員全員の精神が破は壊かいされていた発はつ狂きよう宇宙船の話か……あんな話は、新米の宇宙船乗りをからかうために作られた怪かい談だん話だ。ほとんど根こん拠きよの無い伝説のようなものだぞ」

　マリリンは左手を腰こしに当てると、右手の人差し指でサンゴーを指差した。

「あんたら技術屋は、何かって言うと馬ば鹿かにするけど、船乗りってのはゲンを担かつぐ生き物なの！　そりゃあ確かに宇宙船ってのは機械のカタマリで、定規と計算機で設計できるかもしんないけどね、それを動かしてるのは人間なんだよ。機械に信頼性が必要なように、人間にだって信頼性が必要なの。救難信号の用意をしたぐらいで、文句言わないでよ。

　……まあね、ニーモドライブの信頼性は理解しているつもりだよ。技術開発に携たずさわったあんたらが、こうやって一いつ緒しよの船に乗り込んで来るくらいなんだから……実用試験のデータ採取という目的はあるにしろ、命が危ないようなシロモノなら、乗りはしないだろうからね」

　マリリンは、サンゴーを指差していた右手を下ろして腰に当てると、表情を緩ゆるめて付け足した。

「それにしても、このニーモドライブは、間ま違ちがいなく人類の歴史に残る大発明なんだから、もっともっと大おお騒さわぎになってもいいはずなのに、どうしてこんなにマスコミは冷静なんだい？　……まあ、帝国もローデスも、今はそれどころじゃないってのはわかるけどさ」

「重力障壁を越こえられない、というこの世界の常識の壁かべは厚いということだ。自分で体験してみなければ、いくら信用しろと言っても信用してもらえないのだよ……」

　サンゴーは、そこで言葉を切ると、にやっと笑ってみせた。

「そういうマリリン殿どのも心の底で疑っているのではないかな？　……本当かな？　と」

　マリリンは笑い返した。

「ああ、疑ってるさ。有名な研究所や大だい企き業ぎようじゃなくて、一いつ介かいのエンジン屋と宇宙船の解体屋がよってたかって、それもオンボロ貨物船を改造した船に、これまたわけのわかんないエンジン載のせて重力障壁を越えようって言うんだから、疑うのは当然だろ？」

　サンゴーのサングラスの奥にある目が考え込んだ。

「わけのわからないエンジンか……言い得て妙みようだな。実際のところニーモドライブの原理は良くわかっていないんだ。我々は技術屋であって学者ではない。技術屋にとって最も重要な仕事は、壊こわれたり不安定な作動を起こすことなく確実に動く、現実に存在する機械を作ることだ。原理だとか理論だとか、そういうことを考えたりはしない。どうすればどう動くのか、より効率よく動かすにはどうすればいいのか、その方法を経験則を積み重ねて見つけ出すことが我々の仕事だ。あのエンジンは、そういった我々の経験則の積み重ねによって到とう達たつした技術の頂点に存在するようなものだからなあ……」

「原理とか理論とか、そういった小難しいことは、学者さんに任せておけばいいのよ。わたしらに必要なのは論文じゃなくて、ちゃんと動いてくれる機械なんだから」

「それはそうなんだが……学者の中には『論文すら書いたことの無い連中の作ったものがまともに動くわけが無い』と馬鹿にする連中も多いんだ。実際、ニーモドライブについて色々な研究所とかに連れん絡らくを入れたんだが、誰だれも相手にしてくれなかった。まあ、町工場の親父おやじの言うことなんか信じるわけにいかない、と思うのは無理も無いところだけどな」

　マリリンは腰に当てていた両手を下ろすと、ゆっくりと持ち上げて大きく広げながら言った。

「見せてやりゃあいいじゃん！　この船のやることをさ。わたしたちがやってのけたことを全部！　重力障壁越えて、ローデスに飛んで行って、ケルプたちを救出して、んでもってまた障壁越えて帰ってくる！　わたしたちは、重力障壁だけじゃなくて、この世界の『常識』ってヤツも一緒にぶち破って見せるのさ……オニヤの名が歴史に残るよ」

　サンゴーは、白い歯を見せて笑うと、力強くうなずいた。

「それは……技術者冥みよう利りに尽つきるな」

　マリリンは、同じように力強くうなずき返すと、メインブリッジの正面に向き直って声を張り上げた。

「全乗組員に告げる！　我わがシザーズ・クイーンⅡは、これよりニーモドライブエンジンにより、重力障壁に挑いどむ！　メインエンジン停止！　慣性航行システム作動！　各ギミックの固着開始！　ニーモドライブ稼か動どう中は各自の持ち場を離はなれるな！　ニーモドライブ始動まであと十五分！　これよりカウントダウンを始める！」

　シザーズ・クイーンⅡの船内の空気が、ぴん、と張り詰つめるのが、メインブリッジに立っているマリリンには、わかった。

　……無理も無いさ、重力障壁に向かってドライブかけるなんてことは、この船に乗ってる人間は、誰も経験したことが無いんだものね。

　ましてや、こんな新型エンジンを使うときは、慣熟運転に半年や一年はかけるのが普ふ通つうなのに、リハーサルなしのぶっつけ本番でやろうって言うんだから。

　壁かべ抜ぬけのおまじないを信じて、コンクリートの壁に向かって全速力で地上車を走らせるようなもの……もしくは、どっかの誰かが編んだ中古のゴムひも足にくくりつけて、谷底にバンジージャンプするようなものかもしれないね。

　マリリンは大きく息を吸うと、下腹に力を入れて、前を見た。

　カウントダウンの数字は十分を切ろうとしていた。




　その頃ころ、船内にある戦せん闘とう艇てい乗組員用の小さな待機室の前の通路では、ちょっと雰ふん囲い気きの違ちがう空気が漂ただよっていた。

「アーヤ！　どこに行くのじゃ？　マリリン殿の命令を聞いたであろう？　乗組員は持ち場を離れてはならぬのじゃぞ！」

「私は、あんたみたいな、お気楽なマスコット人形じゃないのよ、コーリン。

　戦闘艇のパイロットはね、戦闘艇のコックピットが持ち場なの！」

「それは、非常態勢の時の配置のはずじゃ。今は非常態勢ではないぞ、通常航行時は、待機室が、配置場所になっておるはずじゃ！」

「重力障しよう壁へきを越えるなんてのは、非常時に決まってるじゃない！　小型戦闘艇はいざというときに救命艇も兼かねるのよ、だったらコックピットにいて、待機するのが当然よ！　わかったらそこをどいて！」

　待機室の出入り口で、とおせんぼするように手を広げていたコーリンは首を振ふった。

「いーや、わらわは動かぬぞ。おぬしの言うことにも道理はあるが、勝手に待機場所を変へん更こうしたのでは、指示命令が混乱するではないか。戦闘指揮官のコットン殿の許可は得ているのか？」

「そ、それは……」

　アーヤは言葉に詰まった。

　コーリンの言っていることは正論である。

　現場の判断で臨機応変に対応することは必要だが、組織で動く以上、指揮者に対する報告と連絡を欠かしてはならないのだ。

「じ、事後承しよう諾だくよ！　戦闘艇のコックピットについたら、そこから待機場所変更の報告を入れるから問題ないわ！　いいからそこをどきなさいよ！」

　そう言ってコーリンの腕うでをつかんだアーヤが、はっとしたように目を見開いた。

「コーリン……あんた、ひょっとして少し背が伸のびた？」

　コーリンはうなずいた。

「おお、そうじゃ、成長促そく進しんホルモンを投とう与よしてもらったのじゃ！　わらわは成長するのじゃぞ！　もう子供ではない……おぬしより、もっと女らしい、出るところは出た身体からだになってワタルを喜ばせるのじゃ」

「そそそ、そんなことでワタルが喜ぶわけないじゃない！」

　コーリンは自信ありげに首を振った。

「いやいや、男の子は誰でも、ふわふわぷにぷにした女の子が好きなのじゃ！」

　そして、目の前に立つアーヤの身体を見回してから、コーリンは勝ち誇ほこったように笑って、付け足した。

「つるぺたごりごりとした女の子ではダメなのじゃぞ」

「だ、誰がつるぺたごりごりよ！」

　そのとき、通路を挟はさんだ向かい側にある待機室のドアが開いて、言い争っている二人より少し年上の女の子が顔を出した。

「こら！　あんたら、何をやってんだ通路の真ん中で！　ニーモドライブ作動まで時間が無いんだよ！　さっさと待機室に戻もどんな！」

「あ、ネカン姉さん！　コーリンが邪じや魔まをして機動艇のところに行かせてくれないのよ」

　援えん軍ぐんが現れた、という顔をしたアーヤを見て、ネカンは怪け訝げんな顔をした。

「機動艇？　なんでそんなところに用があるの？　あんたの待機場所はその部屋でしょ？」

「そうなのじゃ、アーヤとオノチ殿どのと、そしてわらわの三人は、この部屋にいなくてはならぬのに、アーヤがわがままを言って困るのじゃ」

　ネカンの言葉にコーリンが勢いづいたとき、アーヤの後ろから、ショートカットのくりくりとした活発そうな目をした女の子が顔を出した。

「コーリン！　あんたに呼び出しだよ。すぐにメインブリッジに来いって」

「わらわにか？　一体何の用があるのじゃ？」

「うーん、よくわかんないけど、ニーモドライブに成功したら、この船はローデス領に転移することになるから、ローデス教のしきたりとかに詳くわしいコーリンにメインブリッジにいてもらったほうがいい、って話になったらしいよ」

「おお、そうか、それならば、わらわの右に出るものはおるまい。わかった、すぐに行く」

　コーリンは、にこっと笑ってそういい残すと、くるりと振り向いて、メインブリッジへと通じるエレベーターのある中央エントランスへ走って行った。

「あとくされが無いというか、引きずらないというか……実にあっさりしたものね。さすがは電子人格だわ……」

　その後ろ姿を見送ったネカンは、つぶやくように言った後で、目の前にいるアーヤと、部屋から顔を出したオノチをにらみつけた。

「……で？　どういうことなの？」

「それは……その……」

　アーヤが何かを言おうとする前に、いきなりオノチが頭を下げた。

「ごめん！　あたしが悪いんだ。ヒマだったから待機室で、コーリンからワタルのことをいろいろ聞き出していたんだよ、あの子あけすけに何でも話すから面おも白しろくてさ……そうしたらアーヤが怒おこって部屋を飛び出そうとしたんだ。そしたらコーリンがそれを引き止めて……それでまあ、ここで言い合いになっちゃった、てわけ」

　ネカンは、やれやれ、という風に肩かたをすくめた。

「そっちの部屋に、コーリンとアーヤを一いつ緒しよにした私が、悪かったのかもしんない。まあとにかく、あと少しでニーモドライブかけるみたいだから、部屋に戻っておとなしくしてな」

「はい、ごめんなさい」

「了りよう解かい！」

　アーヤとオノチはそう言うと、自分たちの待機室に戻って行った。

　そして、待機室のドアが閉まる寸前に、中からオノチの声が漏もれてきた。

「あんたは、もっとアクティブに動かなきゃ！　黙だまって見ているだけで想おもいが通じるなんてのは、メルヘンだよ」

「うん……でもね……」

　アーヤの答えが聞こえる前に、待機室のドアが閉まった。

　ネカンは、肩の力を抜ぬいて、ふう、と小さくため息をつくと腕につけた汎はん用よう端たん末まつを見た。

　……あと五分か。私も待機室に戻んなきゃな。




　待機室に戻ると、カルテットの二番目であるヨニは、フルリクライニングさせたサポートシートの上に寝ねそべって、目を閉じていた。

　……こっちはこっちで、お気楽なものね。

　ネカンがそう思ったとき、ヨニが目を収じたまま、ほわわんとした口調で聞いた。

「コーリンちゃんとアーヤのケンカは、収まりましたかぁ？」

「うん、まあね。コーリンがメインブリッジから呼び出されて戦場離り脱だつ、ってとこかな」

「オノチちゃんは、仲ちゆう裁さいするよりけしかけて面白がる方だから、一緒にしちゃだめですよぉ」

「うん、今から考えればそうだったな……アーヤはおとなしいけど、その分内側にある想いはすごいから、いきなり走っちゃうようなところがあるんだよね……反省反省」

　ヨニは目を閉じたまま、唄うたうような口調で言った。

「恋こいし恋しと鳴くセミよりも、鳴かぬホタルが身を焦こがす……って言いますものねぇ」

「あんた、歳としいくつよ？」

　ヨニは目を開けてネカンを見た。

「ケルプ兄さんのこと……心配だよね」

　ネカンは思わず小さく息をのんだ。

「う、うん、心配だね。私なんかより、コットン姉さんの方が心配していると思うんだ……自分が大好きな人が死ぬかもしれないって思ったら、じっとしてなんかいられないもんね」

　ヨニは小さく首を振ふった。

「違ちがうよネカン……あなたも負けないくらい心配してる」

「そ、そりゃあそうよ、だって、私らはケルプ兄さんとは本当の兄弟みたいにして育った仲だもん、妹が兄貴の心配するのは当然じゃない！」

　ヨニはじっとネカンの顔を見た後で、ふっと微笑ほほえんだ。

「四葉のクローバーの約束なんて、もう、誰だれも覚えていないよ……ネカン」

　そのヨニの言葉を聞いたとき、ネカンは自分の足が震ふるえるような気がした。

　それは、子供の頃ころの約束だった。

　誰かが、ままごと遊びのときに自分は将来ケルプのお嫁よめさんになる！　と言い出したのが発ほつ端たんだった。自分こそがケルプにふさわしいと主張して話が付かなかった四人組は、ケルプの前に行って、誰が一番好きかを聞いた。

　ケルプは笑ってこう答えた。

『俺は、お前らを妹だと思ってる』

　……そしてあの日、コロニーの公園で私たち四人は四葉のクローバーを探して、そしてその葉っぱを一枚ずつ分けて四人で誓ちかった。

　ケルプ兄さんはみんなのもの……と。

　……その日から……私たちは妹になった。

　大好きだけど、恋しちゃいけない。

　そう……ケルプ兄さんは、本当の兄さんで、私たちは本当の妹だって……。

　ネカンの顔を見ていたヨニはそっと視線をそらせると、静かに言った。

「そろそろ時間です……シートに座った方がいいと思いますわ」

「え？　あ、うん、そうする」

　ネカンはあわててサポートシートに座ると、ハーネスを固着して、背もたれをリクライニングさせた。

　隣となりのシートの背もたれに身をまかせたネカンの顔がゆっくりと下がってくるのを見ていたヨニが、ぽつん、と言った。

「コットン姉さんに遠えん慮りよしなくてもいいと思う……人が人を好きになるのに資格なんかいらないよ」

　ネカンは無言だった。

　そして、しばらく沈ちん黙もくが続いた後で、ネカンは笑いながら言った。

「でも……遠慮しちゃうな。だって、コットン姉さんは尊敬できる人だもん……ケルプ兄さんが選んだだけのことはあるよ」

「いいの？」

　ネカンはうなずいた。

「うん、いいの、私たちは妹だから……妹としてケルプ兄さんを慕したうのは悪いことじゃないでしょ？」

　ヨニはしばらく黙ったまま天てん井じようを見つめていたが、やがて、小さくため息を吐つくと小声で何かをつぶやいた。

　そのつぶやきが聞き取れなかったネカンが顔を上げて聞いた。

「え？　何？　今、なんて言ったの？」

　ヨニは目を閉じて、小声で言った。

「小こ姑じゆうと四人は鬼おにより怖こわいだろうな……って言ったの」




　その頃、シザーズ・クイーンⅡのサブブリッジにある戦せん闘とう指揮所では、コットンが不安げな顔で、白く輝かがやく白色矮わい星せいの群れが映し出されたメインスクリーンを見上げていた。

「重力障しよう壁へきか……」

　思わずつぶやいた言葉を聞きつけたのだろう、コットンの斜ななめ前にある火器管制システムの前に座っていた部下が、同じようにメインスクリーンを見上げて、不安そうに言った。

「あれは、誰にも越こえられない壁かべ……なんですよね」

「正確に言うべきだな、越えられない壁だった、と過去形で」

「……だといいんですけど」

　不安を断たち切れないようにつぶやいた部下を見て、コットンは言い切った。

「心配いらない！　ニーモドライブというあのエンジンは、すでに何度となくこの重力障壁を越えているそうよ！　私は、あのドライブを造ったサンゴー氏とそのスタッフに万ばん全ぜんの信しん頼らいを置いている、諸君らが私を信頼してここまでついてきてくれたように……ね。

　さあ、時間だ。みんな、準備はいい？　シートのハーネスの固着をもう一度確かく認にんして」

　コットンの言葉が終わるのと同時にサブブリッジに、ハーネスの固着確認ボタンの作動音であるピッ！　という小さな電子音がいくつも鳴り響ひびいた。

「ヴァル！　聞いてる？　ローデス側に抜ぬけたら、位置を確認して、即そく座ざに連続ジャンプに入るからね。どの座標でザナックスに遭そう遇ぐうしてもいいように、臨戦態勢は維い持じしたままにしておいて！」

　コットンの言葉が終わらないうちに、パーソナルコンソールの脇わきに、タキシード姿の、白はく髪はつの品の良い老人の立体映像が現れ、一礼した。

『火器管制システムと、通信デバイスにあっては、スタンバイ状態で待機プログラムを実行中です。ニーモドライブの影えい響きようが下がるのと同時に、通常状態へと復帰するようになっております……もっともこれは予測でして、実際には多少のタイムラグが生じるかもしれません』

「多少のタイムラグってどれくらい？」

『四分の一秒ほどです、シンクロを取るのにさらに四分の一秒ほどかかるかもしれません』

　コットンはうなずいた。

「いきなり戦闘のど真ん中に飛び込むとしたら、その差は大きいかもしれないけど、その可能性は低いから、きっと大だい丈じよう夫ぶよ……それにしても、システム管理にあなたが来てくれたおかげで、効率がめちゃくちゃアップしたって、サンゴーが驚おどろいていたわ。本当にありがとう、感謝してるわ」

　立体映像のヴァルは微笑ほほえんだ。

『マイド様から、親友であるケルプ殿どのの救出に力を貸してやってくれと頼たのまれましたからには、中ちゆう途と半はん端ぱなことはできません、誠心誠意努力するつもりでございます』

「頼たよりにしてるわよ。この船は新造艦かんだから、迎げい撃げきシステムの戦闘ルーチンの組み立てとか、やることは山ほどあるのよ」

『お任せ下さい、新品の戦闘用集積演算回路を百ひやく戦せん錬れん磨まのそれに変える、ハートマンプログラムなどのツールを山ほど用意してまいりました。ドライブから出ましたらさっそく取り掛かかりましょう』

「そうね、無事にニーモドライブが作動して、ローデス側に抜けたらね……」

　そう言ってコットンは、正面のモニターの右下に表示されているカウントダウンの数字に視線を投げた。

　その数字は、流れるようにその数を減らしていた。

　コットンは顔を上げてもう一度メインスクリーンの中に広がる重力障壁を見た。

　……部下の手前、ニーモドライブの信頼性は高いから心配ないと言ってみせたものの、ホントに平気なのか、と言われれば、やっぱり怖い。

　でも、私は賭かけたんだ、この船に、このエンジンに！

　この船ならあそこに行ける……あの向こうに、あいつがいるあの場所に！

　だったら、何を迷うの？　何を怖がるの？

　そうよ、そんなことをしている暇ひまなんかない！

　あいつは今、あそこで、何百万という数のザナックスに囲まれて、絶望的な戦いを続けている。

　……私は今までどんな戦闘の中でも、神様に頼ったり、祈いのって何かを願ったことはない。

　だって、神様は、何もしてくれない。何かをするのは人間であって、神様じゃない。

　もし、神様が何かをしてくれたというなら、それは私たちに可能性をくれた、ということだけだ。

　だから……今まで私は神に祈ったり何かを願ったりするのは無む駄だなことだと思ってきた。

　でも、今、私は初めて神に祈る。神に感謝する。

　コットンは目を閉じ、シートの背もたれに体重を預けると、そっと胸の前で両手を組んだ。

　……神よ、ありがとうございます。

　あなたが人間に与あたえてくれた可能性に心から感謝します。

　それがあるから人間は……どんな時でも、生き続けることができるのですね。

　今日に繫つながる明日、明日に繫がる未来。それを信じ、それに夢を託たくすことができるのも。

　あいつが、絶望の淵ふちに沈しずむことなく戦い続けているのも。

　私がこうやって、あいつを救うために、飛び込んで行けるのも。

　すべては可能性を信じるから……信じることができるからなのですね。

　そして、コットンは目を開けた。

　カウントダウンの数字が最後の三桁けたを刻んでいた。

　コットンは目を見開いたまま、両手の指を白くなるまで握にぎり締しめ、心の中で叫さけんだ。

　……今、行くからな！　死ぬなよ！　ケルプ！

　私、あんたの本音を聞いてない！

　あんたの本音って……きっと私と同じだ。九十パーセント同じだ。それはわかってる！

　でも、残りの十パーセントがわからないんだ！

　あんたはいつも笑ってる。あんたの前に立つと、私は自分が裸はだかで立っているように感じるくらいあんたは私のこと何でも見み透すかしてる。

　でも、私には、あんたの心の中がわからない。あの優やさしい目の奥にある本音がわからない。

　そんなの不公平だ！

　私……馬ば鹿かだから……男の人の気持ちがわからない馬鹿だから……。

　言葉で言ってもらわないとわかんない！

　だから……。

　だから、いいか、絶対死ぬな！　生きて！　生きて、私にちゃんと本音を話して！




　カウントダウンの数字が二桁になり、そしてついに一桁になった。

　次の瞬しゆん間かん。

　コットンの網もう膜まくに、白い輝かがやきのようなものが襲おそい掛かった。

　重力障しよう壁へきの直前を航行していたシザーズ・クイーンⅡの船体が白く輝く皮ひ膜まくのようなものに覆おおわれ、そして宇宙空間のどこか遠くの一点に向かって、溶とけ込むように消えて行った。
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「次の対談相手は誰だれだったかな？」

　対談用のソファの背もたれに、ぐったりと身体からだを預けたコマキン三世が、疲つかれ切った顔で、横に立っている付き人に聞くと、その付き人は手に持った汎はん用よう端たん末まつの画面に目を落としてから答えた。

「惑わく星せいアキツのフルヤ国家主席でございます。アキツは人口二十三億人、その中で脱だつ出しゆつ可能人員は一億人……」

「数字はもうよい」

　コマキンは、データを読み上げようとした付き人に手を振ふって黙だまらせると、そのまま目を閉じた。

　もう、たくさんだった。

　今、コマキンがいるのは、帝てい国こくが立てた惑星消去作戦の犠ぎ牲せいになる三十二の惑星の代表と会って、話を聞き、それを全世界に、ローデスと帝国を含ふくむすべての人類に放映する生番組を製作するバーチャルスタジオの中だった。

　この番組におけるコマキンの役目は、次々に登場する惑星の代表に会い、その話を聞き、ローデス教の一節を読み上げ、魂たましいの救済を約束する。ただそれだけだった。

　それが、どれほどの苦行なのか、想像はしていた。しかし、コマキンにとってそれは想像を超こえたものだった。

　対談する相手は、犠牲となる三百二十億人の代弁者だった。

　ただ善良に日々を送ってきた三百二十億人の人々。昨日と同じ今日、今日と同じ明日があると信じて生きてきた人々。それが、ある日突とつ然ぜん『お前たちの時間は今日で終わりだ、もはや明日は無い』と言われたのだ。

　しかも、納なつ得とくできる理由は何一つ無い、彼らには何一つ落ち度は無いのだ。もし理由があるとしたら『運悪くそこに住んでいた』という理由だけだ。これほど理り不ふ尽じんなことはない。

　自分の上に降りかかった死を、運が悪かった、という一言で納得できる人間はいない。

　人々の怒いかりと悲しみと憎ぞう悪おはすべてその惑星の代表者に向けられた、そして代表者は、それをチャマーとコマキンにそのまま叩たたき付けた。

　ある者は泣きわめき、ある者は怒りに任せて叫び、そしてある者は、ただ無言で立ち尽つくした。

　帝国軍は、その代表者たちの映像を一いつ切さいの加工を加えることなくそのまま全宇宙に放送した。

　理不尽な死を宣告された人々の怒りと、そして慟どう哭こくは、すべての惑星に届けられた。

　コマキンは、そのすべてを受け止めた。受け止めるしかなかった。

　死にゆく者には、それを言う権利があるのだ。

　バーチャルスタジオに、ディレクターの声が響ひびいた。

「あと五分でインターバルが終わります、各自スタンバイよろしく」

　大きくため息をついた後で、コマキンは目を開けて、向かいのソファに座って、部下から報告を受けているチャマーの顔を見た。

　チャマーの顔には、何一つ浮うかんではいなかった。

　そこにあるのは、ただ淡たん々たんと仕事をこなす事務員のような顔だった。

　疲れも、迷いも、良心の呵か責しやくに耐たえる苦く悩のうも、何一つ浮かんでいないその顔を見たとき、コマキンの心に湧わきあがったのは驚おどろきだった。

　……なぜ、この若者は平然としていられるのだ。今までここに現れて、我々に切々と申し立てたあの死に行く者たちの言葉をこの若者は聞いていなかったのか？

　そして、次の瞬しゆん間かんコマキンは思いついた。

　そうか……この若者にとって、すべては他人ひと事ごとなのだ。

　自分が命令し、死すべき運命さだめを与あたえた三百億を越こえる人々の想おもいなど、この若者には何の意味も無いのだ。

　この若者の頭のなかにあるのは数字だけなのだ。三百二十億という数字。その一つ一つが命持った人間……自分と同じ温かな血と身体を持ち、人を愛し、愛され、泣き、笑い、未来を信じていた人間だと思ったことは無いのだ。

　コマキンの心の中に怒りが湧き上がった。それは激情と言っても過言ではないほどの怒りだった。そして、人間が本当に心の底から怒おこったとき、人はわめきも怒ど鳴なりもせず、心の芯しんが冷たくなるのだと知った。

　真の怒りは炎ほのおのように燃え上がるのではなく、青白く胸の中で輝かがやくのだ。

「チャマー殿どの……」

　コマキンの声は冷静だった。

　部下から渡わたされた報告書に目を落としていたチャマーは顔を上げた。

「はい、なんでしょうか？」

「あなたは……なぜ、そのように平然としていられるのですか？　自分が死すべき運命を与えた者たちの魂の叫さけびを聞いても、あなたはなんとも思わないのですか？」

　チャマーは、一いつ瞬しゆん考え込むような顔になったあとで、小さくうなずいて、さらりと言った。

「そうですね……私は、チャマー・シザーズという個人であることを放ほう棄きしましたから」

「個人であることを放棄？」

「はい、ここにいる私は、人類統合軍総指揮官のチャマー・シザーズです。それ以外の何者でもありません。確かに、血の通う肉体を持ったチャマー・シザーズという一人の人間であることは間ま違ちがいありませんが、その個人的な人格に基づく価値観や感情についてはそれを持たないことにしました」

　コマキンは目を見開いた。

「そんなことができるわけがない！　確かに人は立場立場でそれに応じた価値観を持つことが求められる。しかし、どんな立場に立とうとも、その価値観も感情も判断もすべて個人の持つ人格によって維い持じされているのだぞ！」

　チャマーの表情は変わらなかった。

「確かにそうです。しかし、今の私には、公私の『私』は必要ないのです」

「詭き弁べんだ……そんなことができるわけがない……そんな人間が存在するものか」

　うめくような声で言ったコマキンを見て、チャマーは答えた。

「確かに無理なことなのかもしれません……でも、そうなることが求められているのです。そうでなくては勝てません」

　そして、チャマーは、静かに言葉を付け足した。

「ザナックスは、個人パーソナルという概がい念ねんを持たない生き物なのですよ」

　コマキンが、もう一度目を見開いて何かを言おうとしたとき、バーチャルスタジオにディレクターの声が響いた。

「インターバル終しゆう了りよう二分前！　次の対談相手の映像を投とう影えいします！　各員は放映態勢に入って下さい！」

　コマキンはそのまま小さく咳せき払ばらいをして、対談相手が投影されるソファに向き直った。

　惑わく星せいアキツの代表者であるフルヤは、白はく髪はつ交じりの髪かみを持つ落ち着いた風ふう貌ぼうの五十代半ばの男だった。

　フルヤは、今までの対談相手とは違い、泣きも怒りもしなかった。ただ、その思し慮りよ深い色をたたえた濃こい茶ちや色の目でチャマーを見み据すえて、静かにこう言った。

『チャマー・シザーズ殿。あなたは我わがアキツの民たみ二十二億の命を使って、このローデスを救うと言った。我々の命を使うことによって、ザナックスの侵しん略りやくを食い止め、それによってローデスの他の星と帝てい国こくに生きる人々を救うのだと……それに間違いはありませんね』

　チャマーはうなずいた。

「ええ、我々は今回の作戦について、すべてのデータを開示しております。今、このローデスがどういう状じよう況きようにあるのか、ザナックスの勢力はどうなっているのか、そしてこのまま放置すればどうなるのか、そのすべてを……今のローデスを救い、ザナックスを抑おさえ込むために取ることのできる方法はこれだけです。時間がすべてに優先するのです」

『なるほど……たぶん、あなたの言っていることは正しいのだろう。ローデス全体、いや帝国も含ふくむこの宇宙に生きる人類という視点から見れば、あなたの言うことはまさしく正論だ。正しい答えだ。それに異議を唱え、あなたのやることに反はん抗こうし妨ぼう害がいすることはすなわち悪であると……』

　チャマーは小さく首を振ふった。

「何が悪であり、何が正義なのか、その定義をここでするつもりはありません。ただ、ひとつだけ言えるとしたら、私は、人類には、生きて生きて生き延びねばならない義務があると信じています」

『我々は人類のうちには入らないのかね？』

「あなたがたも人類です、しかし人類全体から見れば一部でしかない、ということです」

　フルヤは皮肉な微び笑しようを浮うかべて言った。

『なるほど、全体を救うために一部を犠ぎ牲せいにすることはやむをえない……実に正しいな、チャマー君、君が選んだ選せん択たく肢しは正しい。

　私は惑星アキツの最高指導者だ。私も君と同じ価値観で政治をすすめてきたよ。私利私欲に走ることなく、常に国民全体の幸福だけを考えてね……宇宙港の拡大のために、先代、先々代の開かい拓たく民みんが、命がけで切り拓ひらいた農地を収用し、リニア鉄道の建設のために、マイホームを立ち退のかせてきた。

　そこに住む個人の権利よりも、そこにつくる公共施し設せつによって恩おん恵けいを受ける人々の数の方がはるかに多い、という理由でね。

　みんなのために、より多くの人のために個人が犠牲になったとしても、それは仕方がないことだ、それは悪かもしれない、しかし必要悪である、私利私欲のために行われる悪とは違う……私は、そんな風に考えていた。

　憎にくまれたよ、恨うらまれたよ、説得に行った私の車に、腐くさった卵が雨あられのように投げつけられたこともある。だが、私はひるまなかった。私には自信があった。自分は正しいことをしているんだという自信がね……』

　フルヤはそこで言葉を切ると、チャマーを見据えた。

『今、思うと、私は自分のあまりの正しさに、はらわたが煮にえくり返るほどだ……チャマー、君にもいつかわかるときが来るぞ。自分の正しさを憎むときが、自分のあまりの正しさに恐きよう怖ふと絶望を感じるときが来るんだ！』

　チャマーは、そのフルヤの言葉を受け流すように、さらりと答えた。

「そうでしょうね……でも、私が私自身の正しさに嫌けん悪おと絶望を感じるときが来るとしたら、私はそのことを喜びたいと思います」

　フルヤは目を見開いた。

『喜ぶだと！』

「ええ、そういった感かん慨がいを感じるのは、すべてを成し終えたときです。成し終えるまで、私は自分自身の行いを嫌悪することも絶望することも無いと思いますから」

　その、淡たん々たんとした、実に淡々としたチャマーの答えを聞いたとき、フルヤの目に怒いかりが走った。

『貴様という男は！……』

　そこまで言ってからフルヤは唐とう突とつに黙だまり込んだ。

　何を言っても、このチャマーという男の心には、さざなみ一つ立てられないことがわかったのだろう。目の中にある怒りの色をそのままにして少し考え込んだ後で、怒りを内に秘ひめた口調でフルヤは続けた。

『……そうか、わかった。私が怒りをぶつけるのはチャマー、君ではない……君にいくらぶつけても何の意味も無いのだ、なぜならば君は個人ではなく全体を代表しているからだ……だとしたら、私が怒りをぶつけるべきは全体であって君個人ではない……この、私の姿は生放送されているのだったな……確か、ローデスと帝国のすべての惑わく星せいに』

「ええ、すべてをそのままに……あなたの言葉、そして姿、音声、映像の一いつ切さいについてなんら加工も制限も加えることなくリアルタイムで伝えています」

『なるほど……遺ゆい言ごんは尊重されるというわけだな』

「そう、とらえて戴いただいても結構です」

　フルヤは両手を握にぎって何かを決意するように力を入れるとソファから立ち上がった。

　そして、バーチャル映像記録用の三次元センサーを正面からにらみつけた。

　フルヤは、そのセンサーが捉とらえた映像が、これを見ているすべての人々のモニターに直結していることを知っていた。

　フルヤは、センサーの向こうにいる誰だれかに向かって話し始めた。

『おい、そこのあなた、そう、これを見ているあなただよ。どんな気分かね？　自分たちが貧びん乏ぼうくじを引かなかったことを感謝してるかね？　それとも三百二十億人が惑星と一いつ緒しよに宇宙のゴミにされてしまうという、とてつもないショーを楽しみにしているかね？

　いやいや、別に責めるつもりは無い。あなた方にしてみればしょせんは他人ひと事ごとだ。ああ、おかわいそうに、と涙なみだの一つも流してしまえば、きれいさっぱり忘れてしまう、それだけのことだ。どこかの誰かの不幸なんて、見世物以外の何物でもなかろう、人間なんてのはそんなものだ……』

　フルヤは顔の前で手をひらひらと振ふって言葉を続けた。

『そんなことはない？　いやいや、そんなことはあるんだよ、わかるさ、なぜならこの私がそうだったからさ。私も今まで色々な事件や事故を見てきたよ、理り不ふ尽じんな犯罪の被ひ害がい者しやや、突とつ然ぜん襲おそってきた天災の被害者の映像を流すネットビュワーの番組をな。その哀あわれな被害者の映像を見ては、ああ、おかわいそうに、それに比べて私はなんて幸せなんだろう、と心の底では自分の境きよう遇ぐうを満足げにかみしめていたよ……。

　自分は特別、自分だけは大だい丈じよう夫ぶ、という何の根こん拠きよも無い自信だけで幸せだった。どこかの誰かが不幸になろうが、死のうが生きようが、そんなことは自分には関係ないことだった。そんなことにいちいち向き合っていられるものか、そう考えていた……』

　フルヤは、そこで言葉を切ると下を向いた。そして一呼吸ほどの間をおいて顔を上げたとき、フルヤの顔つきは変わっていた。

　フルヤの目から涙があふれた。

『でも……いいか、もう関係ないなんて言わせない！　私たちは……関係あるんだ！　これから死んでいく、惑星と一緒にゴミになって死んでいく三百二十億の人間は、全員、子供も大人も女も男も全部あなたと関係あるんだ！　私たちは、あなたのために死んで行くんだ！　あなたたちを生き永らえさせるために！　あなたたちの未来のために死んでいくんだ！　そのことを覚えておけ！　いいか！　忘れるな！　絶対に忘れるな！』

　そして、フルヤは涙をぐい、と手の甲こうでぬぐうとチャマーに向き直った。

『……私たちの星から脱だつ出しゆつできたのはたった一億人だ！　二十三億の人間の中で、逃にげることができるのが……生き延びることができる人間が、たった一億人だということがわかったとき、私たちはその人間に子供を選んだ。抽ちゆう籖せんで選ばれた三歳から十四歳までの子供だ……本来なら、三歳未満の乳幼児も共に助けるべきなのだろう、しかし乳幼児は、世話をする大人の手を必要とする……大人を乗せる余よ裕ゆうがあれば、子供を二人乗せることができる……実に冷たい方程式によって私たちは乳幼児を見捨てたのだ……宇宙船に乗った子供たちも、これを見ているのだろうか？』

　チャマーはうなずいた。

「ええ、星間ネットにリンクすることができる場所なら、どこでもすべての場所にこの映像は流れています、その脱出宇宙船にリンク設備があるならおそらく流れているでしょう」

『そうですか、では、その宇宙船に乗っている子供たちにも話しかけましょう……』

　フルヤは再びセンサーを正面から見つめて話し始めた。

『惑星アキツから脱出した子供たちよ……君たちの家族は、もう、君たちと一緒に歩くことはできない。お父さんとお母さん、そしてお兄さんやお姉さんの時間は終わってしまったのだ……。

　でも、君たちの時間は終わってはいない、君たちは、もっと、もっと先まで行ける！　命のある限り、可能性のある限り、もっと先まで行けるんだ！

　君たちの先には決して楽しいことや素す晴ばらしいことばかりが続くとは限らない、でも、決してあきらめるな！　立ち止まるな！　そして……死ぬな！　より、良く生きろ！　より高みへと登れ！　君たちはそれを成し遂とげなくてはならない！　君たちにそれを成し遂げる時間を与あたえるために、私たちはここに残ったのだ！　だから、せめて、私たちに、自分たちのやったことが無む駄だだったと……何の意味もなかったのだと思わせないでくれ！』

　センサーに向かって話し終わったフルヤは、再びチャマーに向き直った。

『子供たちが向かう先は、帝てい国こく領なのだね？』

「ええ、帝国の難民支し援えん局の保護下に入り、帝国領内のしかるべき惑星に収容されることになります」

『そうか……ローデスの他の避ひ難なん民みんと同じように扱あつかわれるのだな……』

　フルヤはチャマーに向かって救いを求めるように両手を伸ばした。

『頼たのみがある！　今の状じよう況きよう下かでこんなことを頼むのは実に虫の良い話だということはわかっている！　だが……死に行く者として……後に子供たちを残し死んで行く父と母として、あなたに頼みたいことがある！』

　必死の形相で迫せまるフルヤを見ても、チャマーの表情は冷静なまま変わらなかった。

「あなたがたの要望は、最優先で処理されることになっています。しかし、実現できるものもあれば、できぬものもあります。それをご理解いただけますか？」

　フルヤの唇くちびるの端はしに皮肉な笑いが浮うかんだ。

『前向きに善処しますが、確約は致いたしかねます……か。議会の答弁で、私も何度も使った手だよ。その場を丸く収め、絶対に言こと葉ば尻じりを捉とらえられることのない言い方だ。

　安心したまえ、あと数時間もすれば我々は、この世からいなくなるのだ……安やす請うけ合いでもなんでもできる。話が違ちがう！　と言って怒ど鳴なり込む人間は一人もおらん』

「私は、単に要望について、それを実現できる場合とできない場合があるという、事実についてご説明申し上げただけです。それを理解していただけたのなら、ご要望を承うけたまわりたいと存じます」

　淡たん々たんと答えるチャマーを見て、フルヤは肩かた透すかしを食くらったような顔をした。

『うむ……要望は二つだ。一つ目は、アキツから脱出した子供たちを離はなれ離れにしないで欲ほしいということだ。あの子たちには、親も兄弟もいない、一切の保護を失うのだ！　だから、せめて、仲間と共に生きていく道を与えてやって欲しい！　この先、彼らを待ち受けるであろうどんな艱かん難なん辛しん苦くも、助け合い肩かたを寄せ合う仲間がいればきっと乗り越こえることができるはずだ』

　チャマーはうなずいた。

「承りました、支援局にその旨むね伝えておきます。二番目は？」

　フルヤは、言葉を選ぶようにゆっくりと答えた。

『ローデスは帝国に敗北し、軍の指揮権を剝はく奪だつされた……我々は敗戦国の国民だ。敗戦国の国民には何も言う権利は無い。ましてやザナックスに追われ、流る浪ろうの民たみと化し、帝国領に収容された人々には、生きてゆく権利すらない。彼らにとって生きていくたった一つの術すべは、帝国の人々の慈じ悲ひにすがることだけだ。我々は、そういう状況の中に、子供たちだけを残していかねばならない……何の力も無いローデスの孤こ児じの群れを』

　そこで言葉を切ったフルヤは、あらためてチャマーの顔を正面から見み据すえた。

『あなたは、きっと確約をしないだろう……でも、それは、我々をないがしろにしているのではなく確実性を求めているからだと思う。ある意味あなたは途と方ほうもなく誠実であり、そして途方もなく残ざん酷こくなのだ。しかし、私は、その、あなたの誠実さに子供たちを託たくしたい……帝国の名において、我々の子供たちを保護し、無事に生活できる施し設せつに送り届けると、ここで誓ちかってもらいたいのだ』

「帝国の名において……ですか？」

『そうだ、確かにあなたは帝国皇帝でもなんでもない。しかし、皇帝の名みよう代だいとして全軍の指揮権を与えられている。ならば、あなたは皇帝と同じ立場にある。あなたは帝国なのだ！　帝国の政府と国民を代表し、今、ここで誓ってもらいたい！　アキツの子供たちを……いや、違うな、この作戦で破は壊かいされる惑わく星せいの生き残りたちに、帝国の名において保護を与え、死んでいく三百二十億人の代わりに、その生活を保障すると！』

　チャマーは黙だまったまま身じろぎもしなかった。

　フルヤが求めている誓せい約やくに答えることは簡単だろう。そう、誓約するだけならばこんなに簡単なことはない。

　しかし、それを実現することの困難さは、想像するに余りあるものだった。

　ザナックスの攻こう勢せいは留とどまるところを知らない。今回の惑星消去作戦による三百二十億の人命を犠ぎ牲せいにして、人類側が得るのは勝利ではない、時間だけなのだ。

　この先、避難民の数は増え続け、そしてそれと同じように収容する側の帝国の負担も増え続けるだろう。

　フルヤが求めるような、きめ細かい、温かいぬくもりのある手を差し伸のべ続けることは、まず不可能だ。

　コマキンは、食い入るような目でチャマーの顔を見ていた。

　……この、冷血漢の若者は何と答えるのだ。

　我わが子を託す、父と母の願いに、何と答えるのだ？

　ましてや、その父と母は、自分が殺すのだ。

　……このフルヤという男は、今まで対談した者とは違う。

　見識が高く、誠実で、私心がない、この男は本音を出せる人間だ。

　自分の欲望だけをかなえたい、というエゴイズムとしての本音ではなく、人としてかくありたいと願う理想に向かう本音を。

　きっと、すべてをごまかすことなく、どんな問題も正面から見つめ、そして誠心誠意本音であたって来たのだろう。

　眉まゆ一つ動かさずにチャマーはゆっくりとうなずいた。

「わかりました、誓約いたしましょう……」

『帝てい国こくの名において……ですか？』

「ええ、帝国の名において、あなた方の子供たちと、そして、今回の作戦の尊い犠牲となった惑星からの脱だつ出しゆつ者しやに保護と、相応の待たい遇ぐうを与あたえることを誓約いたします」

　そしてチャマーは横にいるコマキンに視線を移した。

「法王様が証人です……もし、お望みなら、ローデスの神にかけて誓約いたしますよ？」

　フルヤの目から涙なみだがあふれた。

『いえ、それには及およびません！　これを見ているすべての人が証人です！　ありがとうございます……これで、心残りはありません……』

　チャマーは静かにうなずいた。

「では……法王様から鎮ちん魂こんのお言葉を戴いただきましょう」

　そのやり取りを聞いていたコマキンは、胸の中の驚きよう愕がくを押さえ込むのに必死だった。

　……この、人の心を持たぬと言い切った若者が、これほど簡単に誓約に応じるとは。

　一体なぜなのだ。

　鎮魂の儀ぎ式しきを行うためにソファから立ち上がったコマキンは、バーチャル映像のフルヤを見た。

　そして気がついた。

　……そうか、この男だ。

　この男は、本音をチャマーにぶつけたのだ。

　何一つ飾かざりの無い、そしてエゴイズムでもない、誠心誠意の本音を。

　相手に本音でぶつかって来られたとき、それを小手先であしらうことができる人間は、いない。本音を納なつ得とくさせることができるのは、本音しかないのだ。

　……つまり、あの誓約こそが、チャマーの本音だったのだ。

　血の通わぬ冷血漢としての仮面。

　私人を捨て、公人の自分しかないと言い切ったあの仮面の下にある本音だったのだ。

　あの若者は鬼おにでも悪あく魔までも化け物でもない、ごく普ふ通つうの若者なのだ。

　おそらく、あの若者はザナックスと戦い、そして勝利を得るために、常に自分自身に言い聞かせているのだろう、感情に流されるな、理性と合理のみを優先しろ……と。

　近づくコマキンを見たフルヤは、その場にひざまずき、頭こうべを垂れた。

　ローデス教の鎮魂の儀式のために、バーチャル映像のフルヤの頭に右手を差し伸べながら、コマキンは、自分の心の中に暖かなものが湧わいてくるのに気づいていた。

　……法王の座に座って、信徒に向かって長い間、人を表面だけで判断してはならぬと説いておきながら、自分自身がその過あやまちを犯おかすとは。

　この歳になってそれに気づかされた……私はあの若者に感謝すべきなのかもしれん。




　すべての代表者との対談が終わり、番組が終しゆう了りようした後で、コマキンは、微び笑しようを浮うかべてチャマーに話しかけた。

「君を見直したよ……チャマー・シザーズ、その公人の仮面の下には、暖かな血の通う私人の顔があったのだな」

　チャマーは怪け訝げんな顔をした。

「どういうことですか？」

「惑わく星せいアキツの代表者、フルヤとの誓せい約やくだよ。君はあの男に誓約しただろう？　アキツを脱出した孤こ児じたちに保護と相応の待遇を与える……と」

「ええ、確かに。でも、それのどこが私個人の意識と関係あるのですか？」

　今度はコマキンが怪訝な顔をする番だった。

「あの誓約は、君の個人的な感情の発はつ露ろではないのかね？　今の状じよう況きよう下かで公人としての君が誓約を行うとは考えられん」

　チャマーは微笑み一つ浮かべることなく、事務的に答えた。

「ああ、あれは単なる反はん対たい給きゆう付ふに過ぎません。いわゆる立ち退のき料のようなものです。行政上の手続きの一つですね」

「では、君は、あの誓約も単なる取引だと言うのか！　君は信義も道義も持たぬと言うのか！」

「それが個人の名において行われるのなら、それは無意味でしょう。私個人にはその誓約を果たす力はありません。だとしたら信義も道義も意味がありません。私は帝国の名において、彼に誓約したのです」

　コマキンは、はっとしたように目を見開いた後で、少し震ふるえるような声で聞いた。

「一つ聞かせてくれ、もし、もしもだ、あの惑星アキツを脱出した孤児たちが、ザナックスに包囲され、絶体絶命の境地に陥おちいったとしたら、君は救出部隊を差し向けるかね？」

「状況によりますね、戦力に余よ裕ゆうがあり、こちら側に勝利できる要素が揃そろっていれば、民間人の保護は当然のことですから部隊を差し向けるでしょう」

「では、戦力に余裕の無い、それも壊かい滅めつ的な撤てつ退たい戦のさなかだとしたら？」

　チャマーはためらうこともなくあっさりと答えた。

「見捨てます。我々がするべきことは、今、目の前にいる孤児一億を救うために戦力を消しよう耗もうすることではなく、この先守らねばならないその何千何万倍という数の人間のために戦力を温存することなのですから」

　コマキンは凍こおりついた。

　……この若者は悪魔か。

　いや、そうではない、悪魔なら感情がある。

「君は……自分が悪人だとは思っていないのだな……」

　チャマーは少し考え込むような素そ振ぶりを見せた。

「悪人ですか……そうですね、善悪という考え方の基準にもよりますが、私は自分が悪人だとは思っておりません。

　他の人や公共のルールよりも自分のことを優先し、自分の欲望のみを追いかける。すべてについて自分個人の利害しか考えない。そういった人間を悪人と呼びます……だとしたら、やはり私は悪人ではありません……違ちがいますか？」

「ああ、そうだな、そういった意味では、君は悪人ではないだろう……君がやっていることはそんな小さな悪ではない、もっと大きな、人としての根本の部分に関かかわる悪だ。

　君は……おそらく名を残すだろう。人は善行は砂に書いた文字のごとく忘れ去っても、悪行は石に刻んだ銘めいのごとく忘れぬものだ……私人の意思を捨て、公人として生きることを選んだ君個人の名前が、稀き代たいの極ごく悪あく人にんとして未来永えい劫ごうに言い伝えられることになる」

　コマキンは、あざ笑うような口調で続けた。

「自分の名前が歴史に残るのは……どんな気分だね？」

　チャマーはさらっと答えた

「実に誇ほこらしいことですね」

「誇らしいだと？」

　目を見開くコマキンに向かって、チャマーは静かにうなずいた。

「ええ、なぜならそれは、私の名を歴史として語り継つぐことのできる人類が、未来永劫に存在し続けているということですから」




　この、消去作戦の犠ぎ牲せい者しやとなる惑星の代表者との対談は、劇的な効果があった。

　特に、代表者たちの言葉や映像に、フィルターをかけることなく、恨うらみも呪じゆ詛その言葉も、取り乱す様も、すべてが、あるがままに放映されたことは、ローデスの国民にとって新しん鮮せんな驚おどろきをもって迎むかえられた。

　ローデスにおいては、マスコミとは国家とそして宗教権力者の宣伝の道具であり、自己に不利益となりうる事実の提示などは全く行われてこなかったからである。

　ローデスの国家指導者は、ローデス軍がザナックスの侵しん攻こうの前に敗北を続けているという事実ですら国民に知らせようとはしなかった。惑星が壊滅し、何百億という避ひ難なん民みんの収容に関して、帝てい国こくにすがらねばならない状況下にあってもなお、ローデスのマスコミは、ローデスは負けてはいない、来年の今いま頃ごろは失地回復を遂とげているであろう、と伝えていた。

　そして、帝国の占せん領りようによって、ローデスの国民は、初めて真実を知らされた。

　多くの国民にとって、その真実は受け入れがたいものであった。悪いニュースを聞かされたくはないし、信じたくはない、というのが人間の本音である。

　しかし、国家の宗教指導者であるコマキンと、そして占領軍の最高指揮官であるチャマーの二人が、代表者たちの生の言葉を受けとめる光景を目にしたとき、ローデスの国民は、そこに真実を見た。

　チャマー・シザーズがやろうとしていること、そして彼の言うことに間違いは無い。

　つまり、ローデスは、本当に滅めつ亡ぼうの淵ふちに立たされており、この戦いはローデス、帝国の枠わくを超こえた人類としての存亡をかけた戦いなのだ……と。

　そして、それは帝国においても同じことだった。

　帝国の人々にとって、ローデスがこうむった災さい厄やくは、どこか遠くの国で起こった大災害のようなものでしかなかった。

　何億、何百億という人間が死のうが生きようが、それを見る目は無関心と興味本位、いや、ある意味もっとひどい、ある種の『ざまあみろ』という意識が根底にある、悪意が漂ただよう目であった。

　帝国国民のほとんどが血けつ縁えん者しやの中にローデスとの戦いで命を落とした者を持つ、という歴史の重さは、そう簡単に抜ぬけるものではなかったのだ。

　しかし、消去作戦の犠ぎ牲せいとなる惑わく星せいの代表者たちの、噓うそ偽いつわりの無い声は、帝国の国民の中に満ちていた無関心さと冷れい笑しように満ちた雰ふん囲い気きを大きく変えることとなった。




　ネオ・アウトニアの首都ネオ・ユーマから少し離はなれた開かい拓たく村の中にあるカターク家のリビングで、ニックは母親と、その放送を見ていた。

　立派な大人が、わめき、怒ど鳴なり、涙なみだを流す様を見ているうちに、なにかとても恥はずかしいものを見ているような気持ちに襲おそわれたニックは、思わず母親に聞いた。

「ねえ、母さん、チャンネル変えちゃダメ？　録画してある星間ネットのバーチャルドラマが見たいんだ」

　母親は、首を振ふった。

「だめよ、ニック。私たちはこれを見る義務があるの。このネオ・アウトニアにも、ローデスの人たちがたくさん来たでしょう？」

「うん、生徒の数が倍になったので、大変だ、ってレイヤー先生も言っていた」

「あの人たちは、私たちと同じように住む星を追われて、このネオ・アウトニアにやってきたの……私たちのときは帝国から、少しの金額だけど補償金が出たから、こうやって住む家も、着るものも、それなりのものは用意できたけど、あのローデスの人たちは、何も持っていないのよ……でもね、命があるだけ、あの人たちは幸せなのよ。さっき泣いていたおじさんがいたでしょう？　あの人たちは……今、映っている人たちは全部、これから死んじゃうの、この世からいなくなっちゃうの……」

　母親はそこで言葉を切ると、真しん剣けんな目でニックを見た。

「ニック、考えてごらんなさい。もし、お父さんやお母さんや、周りにいる大人の人たちが全部いなくなって、子供たちだけで生きて行かなくちゃならないとしたら、どんな気持ちになるか……帰る星も家も何もかも無くなって、お父さんやお母さんもみんないなくなって、宇宙に投げ出されたらどんな気持ちになるか……もしかしたら、ザナックスがこのネオ・アウトニアまで来るかもしれない、そうしたら、ニック、あなたもそうなるのよ」

　その、母親の言葉を聞いた時、ニックは気がついた。

　……そうか、この番組を見るのが嫌いやになったのは、恥ずかしいからじゃないんだ。

　もしかして、自分がそんな目にあったら……と、考えるのが怖こわかったからだ。

　ニックはつぶやくように答えた。

「嫌だ……そんなの怖い……」

　母親は、ニックを安心させるように微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、そんなことにならないように、お父さんはアウトニアの艦かん隊たいを率ひきいて、桃もも星ぼし回かい廊ろうの向こう側で戦っているのよ……それよりもね、ニック。ローデスの人たちは、あなたが嫌だ怖い、と思ったことの、その何倍何十倍も嫌で怖いことを本当に体験しているの。それがどんなものなのか、想像はできるでしょう？」

「うん……」

「辛つらい目にあった人や、ひどい目にあった人を興味本位に見て、それを笑いものにする人は、自分がそういった立場になったら、そしてそうされたらどんな風に感じるか、という人間としての基本的な想像力が不自由な、本当にかわいそうな人なのよ」

　その母親の言葉を聞いた時、ニックは今日、学校であったことを思い出した。

　生徒数が倍以上に増えたため、ニックの通うマーチラビット小学校ではローデスから転入して来た子供たちを体育館に集めて、そこを教室の代わりに使っている。

　なんでも、ローデスの教科書や教え方と帝てい国こくの教え方には大きな違ちがいがあるという話で、要するに小学校の中にローデスの小学校が引っ越こしてきたような形になっているのだけど、学校のカリキュラムで一日に何回か、ローデスの子供たちと一いつ緒しよに授業を受けたり、学内清せい掃そうとかの作業を一緒にすることになっている。

　その、清掃作業の時、同じクラスのバートが、ローデスの女の子を指差して鼻をつまみ「薬臭くさい」と言って囃はやし立てたのだ。

　赤毛でそばかすの目立つ小こ柄がらなその女の子は、一いつ瞬しゆん、目を見開いてバートを見た後で、泣きそうな顔になって「だって……」と、つぶやくように言って逃にげて行った。

　実際、ローデスの子供たちは、消毒薬のような匂においがした。

　特に、女の子とすれ違ったりすると髪かみの毛から、シャンプーや石せつ鹼けんとは全く違う、良い匂いとはお世辞にも言えない、つん、とした刺し激げきのある匂いが、ふっと立ち昇のぼるのだ。

　ローデスのシャンプーというのは、みんな、あんな匂いがするのかな……と、みんなの話題になっていたのだけど、あのときバートにからかわれた女の子は、とても悲しそうな顔をした。きっとあの子たちも、本当はあの匂いが好きじゃないんだろう。

　じゃあ、なぜ、あんな匂いのするシャンプーを使っているんだろう？

　そう、考えた時、ニックは匂いの正体に思い当たった。

　……そうだ。あれは、病院のトイレとかに置いてある、消毒用の薬用洗せん浄じよう剤ざいの匂いに似ているんだ。

　……あの子たちは、シャンプーや石鹼を持っていない。

　そんな余よ裕ゆうなんか無いんだ。

　難民キャンプで配られる、伝染病を防ぐための殺さつ菌きん剤ざい入りの薬用洗浄剤だけが、唯ゆい一いつのシャンプーであり、石鹼なんだ。

　誰だれだって、あんなもので髪や身体からだを洗いたくないに決まってる。でも、それしかないのなら、それで髪を、身体を洗うのが精せい一いつ杯ぱいの身だしなみとオシャレなんだ。

　ニックは顔を上げた。

「お母さん、うちに、石鹼とかシャンプーの買い置きある？」

　母親は目を丸くした。

「あるけど……どうしたの？　いきなり」




　マーチラビット小学校では、二時間目と三時間目の間の休み時間が二十分ほどあり、この休み時間を中休みと呼んでいた。

　ニックは、休み時間が始まるのと同時に、教室の私物入れのロッカーから白い紙かみ袋ぶくろを取り出すと、それを抱かかえて体育館に向かって小走りに駆かけた。

　心の中には不安と恥はずかしさが渦うず巻まいていた。

　……これを渡わたしたら、あのローデスの女の子は、どんな顔をするだろう。もしかしたら、断られるかもしれない、私は物もの乞ごいじゃない！　見下した憐あわれみなんかいらない！　って怒おこるかもしれない……。

　でも、僕は何かをしてあげたいと思った。

　バートにからかわれて、泣きそうになったあの子の顔を見たとき、僕は助けてあげたいと思った。

　それ自身が見下していることなのかもしれない、憐れみをかけていることなのかもしれない。

　でも、困ってる人を助けることに遠えん慮りよはいらないって、母さんは笑った。

　それが、人間として当然のことだって、ちっとも恥ずかしいことじゃない、って母さんは笑った。

　僕は、母さんを信じる。そして僕自身を信じる。

　ニックは自分に言い聞かせるようにうなずくと、体育館に向かって足を進めた。

　体育館に続く渡り廊ろう下かからは、小学校のグラウンドで、アウトニアの子供たちとローデスの子供たちが、大きく二つのグループに分かれて遊んでいるのが見えた。

　これが、もし、どちらかが少人数だったら、きっともっと早く打ち解けたかもしれない。でもこれだけのまとまった人数だと、それは難しいのかもしれない。

　……今はまだ、それほどでもないけど、このままだとローデス組とアウトニア組で、ケンカになったり、派は閥ばつ争いみたいなことになるような気がするな。

　ニックがそんなことを考えながら渡り廊下を歩いていると、目の前に、五、六人のローデスの男子生徒たちが、通せんぼをしていた。

　ニックが近づくと、その中にいたリーダー格らしい目つきの鋭するどい、金きん髪ぱつの男の子がニックをにらみつけて言った。

「おい、何の用だ、ここから先はローデスの領分だぜ」

　ニックは胸を張って言い返した。

「ここはアウトニアで、そしてここは僕の小学校だよ、自分の学校の中を通るのに許可なんかいらないと思うよ」

　金髪の男の子は憎にく々にくしげにニックをにらみつけた。

「ふん、帝てい国こくの邪じや教きよう徒とめ、ふざけるな、お前も俺たちのことを笑いに来たんだろう！」

　ニックは、その金髪の男の子に見覚えがあった。その子は、初めてこの小学校にローデスの子供たちがやってきたときに、ローデス側の代表者として挨あい拶さつした男の子だった。

　ニックは、金髪の男の子を正面から見て、そして頭を下げた。

「昨日、僕のクラスの男の子が、共同清せい掃そう活動のときに、ローデスの六年生の女の子を馬ば鹿かにして笑いものにして泣かせた……僕はあの子に謝りに来たんだ」

　ニックの言葉を聞いた金髪の男の子は、驚おどろいたように目を見開いて聞いた。

「その、泣かせた女の子ってのは、どんな子だ？」

「えーと、背が低くて、赤毛の、そばかすのある……」

「ノエルだ！　俺の赤毛の従妹いとこだ！　昨日からずっと塞ふさぎこんでいたのはお前らのせいだったんだな！　いいか、そこを動くんじゃねえぞ、今、本人を呼んでくる。俺なんかじゃなくて、本人に直接謝れ！」

　金髪の男の子は叫さけぶような口調で、そう言い残すと、くるりと背を向けて体育館に向かって走って行った。

　……本当は、僕が泣かせたんじゃないけど……まあ仕方ないや。一いつ緒しよに見ていて何もできなかったんだから僕も同罪かもしれない。

　ニックがそんなことを考えていると、金髪の男の子の仲間らしい、太った男の子が、話しかけてきた。

「お前……名前はなんて言うんだ？」

「ニック……ニック・カターク。六年Ａ組だよ」

「お前……いいやつかもしれないな……帝国にもいい人間はいるんだな」

　太った男の子が、小さく微笑ほほえんでそう言ったとき、体育館の方から、さっきここで通せんぼをしていた金髪の男の子が、見覚えのある赤毛の小こ柄がらな女の子を連れてやってくるのが見えた。

　金髪の男の子は、後ろに隠かくれるようにしている女の子に振ふり返るようにして言った。

「おい、ノエル。こいつだな、昨日お前のことを『薬臭くさい』とか言って馬鹿にして笑ったのは……」

　ノエルと呼ばれた女の子は、金髪の男の子の後ろからニックを見て、ちょっと驚いたような顔をした後で、小さく首を振った。

「ううん……違ちがう、この人じゃない……」

「え？　なんだって？　どういうことだ？」

　金髪の男の子はわけがわからない、という顔をした。

　ニックは、あわてて説明した。

「あ、だから、昨日その子をからかったのは、僕じゃなくて僕のクラスの男の子なんだ」

　ニックの答えを聞いた金髪の男の子は、あっけに取られたように言った。

「なんだ、お前じゃないのか……でも、なんで関係ないお前が謝りに来たんだ？　お前、クラス委員か何かか？」

「いや、違うよ、クラス委員とかそんなんじゃない。ただ、そのとき僕は横で見ていたけど、そいつを止められなかった……だから僕も同罪だと思っただけなんだ」

　金髪の男の子は、首をひねった。

「お前……変なヤツだな、ふつうは、そんなことしないぞ」

　ニックは笑った。

「うん……僕は変わり者って言われてる。クラスでね……」

　そしてニックは、あらためてノエルという女の子に向き直った。

「昨日はごめんね、君のことを笑ったやつは、お調子者で、頭の中はガキなんだ……って小学生の僕が言うのも変だけど……とにかく他人ひとの気持ちなんか考えない、というか考えることができない単純頭の持ち主なんだ……」

　ニックはそこまで言ってから、一回大きく深呼吸して、持っていた紙かみ袋ぶくろを差し出した。

「これ……おわび、というか、なんというか……きっと君が一番欲ほしいものじゃないかと思って、母さんに頼たのんでもらってきた品物なんだ。受け取ってくれたら嬉うれしい」

　ノエルは、怯おびえたような顔で、横にいた金髪の男の子の顔を見上げた。

　金髪の男の子はうなずいた。

「もらっとけよ、ノエル。なんだか知らないけど、くれるって言うんだ、断ることもないだろう」

　ノエルは、おずおずと手を伸のばして、ニックから紙袋を受け取った。

　ニックは、ほっと小さくため息をついてから笑いながら言った。

「そんなにたいしたものじゃないよ、うちに買い置きしてあった、シャンプーと化け粧しよう石せつ鹼けんが入っているんだ……」

　ノエルは、目をまん丸にして、紙袋を見つめた。

　そして、半分泣き笑いのような顔になって紙袋をぎゅっと抱だきしめると、その場にしゃがみこんだ。

「え？　あ、どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　あわてて声をかけたニックに、下を向いたままノエルは小さく首を振り、涙なみだ声ごえの混じった声で途と切ぎれ途切れに答えた。

「ずっと……ずっと欲しかったの……私の家は、配給のくじに外れてばかりいて……石鹼も洗剤も無くて、あるのは消毒液だけで……ずっと洗せん濯たくもお風ふ呂ろもそれだけでやってきたから……」

　横に立っていた金きん髪ぱつの男の子は、ぎくっとしたような顔になって、自分の着ていたシャツの袖そでを鼻に当てて、くんくん、と匂においを嗅かいだ。

「やべぇ、そういえば俺の家もあれで洗濯してるんだ。ローデスの連中はみんな同じ匂いだから気が付かなかったぜ」

　そして、金髪の男の子はにやっと笑ってニックに右手を差し出した。

「ノエルは、感激しちまって返事ができないようだから俺が代わりに礼を言っておく。俺はローデス神聖エフタル小学校の……帝てい国こく流で言うと七年生かな……教生徒代表のチェリィ・ダウンピロウ。んでもってこの子はノエル・カーマインだ」

　ニックは、その右手を握にぎって微笑みを返した。

「僕は、このマーチラビット小学校の六年Ａ組のニック・カタークって言います。大人っぽいと思ったら、ローデスの小学校は七年生まであるんですね」

「まあな、俺は一応ローデス側の生徒の親玉みたいなことをやらされてる人間だから、もし、何かあったら、俺の名前を出せばいい」

　チェリィと名乗った金髪の男の子が、そう言ってにやっと笑ったとき、中休みの終わりを告げる予よ鈴れいのチャイムが校内に鳴り響ひびいた。

「あ、いけない、そろそろ教室に戻もどらないと……じゃあ、これで」

　ニックがそう言って頭を下げると、その場にいたローデスの生徒たちが全員、何か文字を書くように体の前で右手を振ふった。

　その仕草が、感謝と相手の幸運を祈いのる、敬意を込めたローデス教の聖印だということを、ニックは後になってノエルから聞いた。




　こうして、ローデスと帝国の全域に放映された代表者との対談番組によって、帝国のローデスの国民の意識は少しずつ変わり始めた。だが、ローデスの中には、依い然ぜんとして旧来の価値観にとらわれた人間も少なからず存在していた。




　ローデスの西辺銀河と呼ばれている空域の片かた隅すみにあるローデス軍の基幹補給基地。

　その泊はく地ちには、船体の脇わきに大きく聖せい獣じゆうの印章を描えがいた数万隻せきの艦かん隊たいが停泊していた。

　その数万隻の艦の中でもっとも目を引く、純白に塗と装そうされた一隻の大型戦艦。

　それは、ローデス軍の勢力を二分する枢すう機き卿きよう軍のシンボルである白色枢機卿艦隊の旗艦、インノケンチウス三世である。

　その旗艦のブリッジの奥にある貴き賓ひん室しつで、星間ネットで中ちゆう継けいされていた対談番組を見ていた初老の男が、吐はき捨てるような口調でつぶやいた。

「ふん、実に質の悪いプロパガンダだな、もっと、出来の良い映像を流せば良いものを」

　ソファのような豪ごう奢しやな造りのシートに座って不ふ機き嫌げんそうな顔をしているのは、帝国がローデスの首都を侵しん攻こうしたときに、混乱に紛まぎれ脱だつ出しゆつしたアウディエンシア枢機卿であった。

　シートの横に立ってその言葉を聞いた副官が、小さく首を振って答えた。

「確かに、バーチャル映像を使っていましたが、あれだけの悪口雑言を並べ立てていた代表者たちの映像は、さすがに作り物ではないのでは」

　アウディエンシアは不機嫌そうな目のまま副官を見た。

「あれとて、やらせに決まっている。ああやって言いたい放題言わせるようなシーンを流して、見ている国民に対して、チャマーと、あの裏切り者のコマキンを度量の大きい、誠実な人間だと見せるための工作に過ぎん、本音は違ちがうところにあるのだろうよ」

　そう言ってからアウディエンシア枢機卿は、何かを思い出したように副官に聞いた。

「下げ賤せんな考えに思いやっている場合ではなかったな……忠勇なる神聖ローデス愛国戦線の戦力はどうなっている？」

　副官は枢機卿の目の前にあるパーソナルモニターを指示して説明を始めた。

「枢機卿軍全体の四割ほどの戦力が我々の指揮下に入りました。特に主力部隊である白色枢機卿艦隊は、この旗艦であるインノケンチウス三世をはじめとして主力艦隊のほぼ七割が我々の指揮下に入っております。また、それ以外に教皇軍からも我々の下もとに参じている者もおり、現在の総数は三万八千隻、うち、戦列艦以上の船は二千三百隻となっております」

　枢機卿はしばらく目の前のモニターを見ていたが、やがて、顔を上げると副官に聞いた。

「例の……あの定数外の戦力は入っているのかね？」

　副官は怪け訝げんな顔をした後ですぐにうなずいた。

「定数外？　ああ、あの帝国正統皇こう帝てい閣下の軍ですか。あれはこの一覧には入っておりません。この一覧に出ているデータは、ローデス軍の統合指揮システムで運用するために、コントロールリンクされたローデス軍の艦船データです。帝国軍仕様になっている艦は、通信回線以外はリンクできないのです」

　枢機卿は忌いま々いましげに鼻をならした。

「五千隻にも満たない数だが、戦力としては無視できん。オトリにでも使うかと思ったのだが、コントロールできんのでは仕方ない。あいつらにはあいつらで勝手に戦ってもらうとするか。もしコントロールリンクが可能だとしても、あの若わか僧ぞうが艦の運用を他人に預けることに納なつ得とくはしないだろう。

　落ちぶれ果てても前皇帝だ、チェスを指すことは慣れていても、チェスの駒こまになることには慣れておらんだろうしな……」

　副官はうなずいた。

「……まあ、戦力的にはそれほど戦局を左右するほどのものはありません。ただ、あの旗艦アガメムノンの攻こう撃げき力りよくは特筆すべきです。あれだけは我々に欲しいものですな」

「帝国正統皇帝閣下はいらんから、アガメムノンだけをよこせ、と言いたい所だが、先のことを考えれば、帝国の反主流派とパイプは必要だからな……」

　副官は少し不安な顔をした。

「……我々こそが正しい道を歩んでいるのだと、わかっていても、やはりザナックスの動きは気になりますね」

　枢機卿は笑った。

「おいおい、貴様まで帝国のプロパガンダに毒されてどうするのだ。我々にはギンガー様がついておるではないか。ギンガー様はザナックスを撃げき滅めつしローデスを復活させる起死回生の秘策を用意されていらっしゃるのだぞ」

「ええ、それをお聞きしたからこそ、私も、ここで、こうやってアウディエンシア枢機卿閣下のために尽じん力りよくしておるわけですが……その、起死回生の秘策の一部、概がい要ようだけでも公表するわけにはいかないのでしょうか？　我々こそがローデスを救うことができるのだ！　と公表できれば、形勢は一気に逆転します」

　副官の言葉を聞いた枢機卿は首を振ふった。

「秘策はギンガー様しか知らぬし、教えてはくれぬ。我々には前科がある……ギンガー様を一いつ切さいの情報ネットワークから切り離はなし、封ふうじ込めたという前科がな。あの方は我々を信用しておらぬのだろう。この件については勝手な真似まねはできん……それよりも、帝国の惑わく星せい消去作戦の開始時刻が迫せまっておる。一いつ斉せい蜂ほう起きの手はずは整っておるのか？」

「はい、六時間後に作戦開始でございます」

「帝国の若僧などに、このローデスで好き勝手やらせてたまるものか……真のローデス愛国者の力を見せ付けてやらねばな……」

　……そして、ローデスの実権は私が握にぎる。

　帝国が実効支配しているのは、中央星域の一ひと握にぎりの惑星と、そこにいた国家中ちゆう枢すうの人間だけだ。あの腰こし抜ぬけどもを傀かい儡らいにして、ローデス軍の指揮権を握ったつもりでいるかもしれんが、一兵卒まで掌しよう握あくしたわけではあるまい。

　この作戦で、帝国の暴挙を防ぎ、ギンガー様の秘策でザナックスを撃退すれば、私はローデスの英えい雄ゆうだ。誰だれにも文句は言わせぬ。

　……そして、次は帝国を攻せめる。

　我が国土を踏ふみにじったお返しをしてやらねば気が済まぬ。

　そのとき、あの帝国正統皇帝閣下が役に立つだろう……。

　そう……私はローデス教における至高の存在である『ローデスの勇者』になる。

　いつの日か、必ず現れるという、ローデスの名の下にこの銀河を治める伝説の『ローデスの勇者』となるのだ……。

　枢機卿が、勇者の称しよう号ごうを受け、国民の歓かん呼この声に迎むかえられる自分の姿を思い浮うかべ、満足げにうなずいたその頃ころ。

　ローデス領北辺銀河の一角では、真の勇者たちが絶望的な戦いを展開していた。
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　第四章　藁わらと糸







　メインスクリーンに投とう映えいされている作戦概要図に向かって一、二歩踏み出したドーダイは、足の裏に感じる柔やわらかさに一いつ瞬しゆん違い和わ感かんを覚えた。

　それは、毛足の長い高級カーペットの感かん触しよくだった。

　防衛司令部が置かれているこの転移ステーションは、軍事施し設せつではなく、観光客やビジネス客向けに使われていた民間の施設を転用したもので、作戦指揮室となっているこの部屋は、以前はホテルの大広間として使われていたものだった。

　天てん井じようから下がっていたロングカーテンや天井のシャンデリアなどの目立つ装そう飾しよくは取り外されているが、暖色系で統一された壁かべ紙がみや床ゆかのカーペットなど、その名残なごりは、あちこちに残っている。

　ドーダイが妙みような顔つきをしたのに気づいた副官が声をかけた。

「いかがされましたか？」

「え？　あ、ああ、この床だよ。下積みの軍人暮らしが長いと、どうもこういった高級なカーペットとかは歩き慣れておらんのでな」

　副官は笑った。

「ドーダイ提てい督とくならではのご感想ですね。まあ。確かに軍隊はサービス業ではありませんからね。人間に快楽を与あたえるという視点が存在しないのが当然と言えば当然ですな」

「いや、違ちがうな、今の我々はサービス業だよ……人間に、生きるという最高の快楽を与えるために努力し続けるれっきとしたサービス業だ」

　ドーダイは首を振ってそう言うと、目の前にあるメインスクリーンを見上げた。

　そこには、ローデスの全域図が示されていた。

　ザナックスの勢力下にある空域は赤い色で塗ぬりつぶされており、北辺銀河のほとんど全部と、ローデス中央に近いあたりにいくつかの赤い空域が見えた。

　ここは、ローデス北辺銀河の中心惑星であるリューゼンの転移ステーションの内部に置かれたローデス北辺域防衛艦かん隊たい司令部だった。

　ザナックスの主力侵しん攻こう部隊が迫り来るローデス北辺には、ローデス軍の主力部隊が送り込まれ、この最後の防ぼう波は堤ていを維い持じし、一人でも多くの民間人を後方に逃にがすために死し闘とうを繰くり広げていた。そして、その一線部隊を指揮するのが、この司令部とそして司令官であるドーダイの使命だった。

　ドーダイは居並ぶ参さん謀ぼうたちを見回して口を開いた。

「さて、それではこれより中央星域で行われる惑星消去作戦を主体とした大反はん攻こう作戦について説明を開始する。この作戦は、ローデス内部に侵攻したザナックスを排はい除じよし、戦線を固定することにある。この、ローデス中心域に転移したザナックスを放置すれば、ローデスの戦線は前と後ろの両方向からの攻こう撃げきを受けて崩ほう壊かいするだろう。戦線の崩壊はそのままローデス全体の崩壊につながる。これは、それを避さけるための作戦であり、成功すれば多大な犠ぎ牲せいを払はらっただけの価値があるもの……つまり時間が手に入る。

　作戦開始は今から八時間後。帝てい国こく軍の特とく殊しゆ工兵艦隊が、地ち殻かく破は壊かい用光子魚ぎよ雷らいをザナックスの侵攻を受けるおそれのある三十二個の惑星と、そしてすでにザナックスの畑になっている十個の惑星に対し撃うち込むことになっている。

　この攻撃によって畑を破壊されたザナックスが、どのような反応を示すのか、見当もつかないが、ハチやアリのような社会性があり、巣を作る昆こん虫ちゆうと同じような性質を持っていると仮定すれば、反応はおのずから想像がつく……」

　ドーダイはそこで言葉を切ると、笑いながら参謀たちの顔を見回した。

「この中で、子供の頃、面おも白しろがってハチの巣を棒で叩たたき落としたことのある者はいるかね？」

　参謀たちはお互たがいの顔を見合わせたが手を挙げるものはいなかった。

　ドーダイはちょっと落らく胆たんしたような顔をして言葉を続けた。

「……最近の若い連中は、行ぎよう儀ぎが良すぎるな。俺が子供の頃は、そういうことをやって、自分の身体からだで経験したものだが……とにかく、やつらは、畑を攻撃されたことで攻撃的な行動に出ることが予想される。現在この北辺銀河の空域におけるザナックスどもは、勢力下においた十数個の惑わく星せいの同時畑化を進めている状じよう況きようであり、小康状態を保っているが、これが攻勢に転じる可能性が大きいということだ」

　手元にある汎はん用よう端たん末まつのタッチパネルに触ふれてローデス全域図の北辺部にある赤い空域を拡大表示させたドーダイは、その周囲に点てん滅めつする青い光点の群れにポインターを当てた。

「我々はこの空域に配置につく。このリューゼンの防ぼう御ぎよが堅かたいことをやつらは知っている。おそらくこのリューゼン星域をスルーしてその先の星域に対し攻撃を仕し掛かけてくるだろう。今まで我々は数少ない戦力を薄うすく配置することしかできなかったが、今回はそうではない。ローデスの全兵力の六割がここに集結している。我々はこの地でザナックスを迎むかえ撃ち、彼らに多大な損害を与え、この侵しん略りやくが割に合わないものだということを教え込んでやるのだ」

　そう言い切った後でドーダイは表情を引き締しめて参謀たちを見回した。

「しかし、景気のいい話ばかりではない。今、我々の手持ちの戦力には、もはや後は無い。作戦がどのような展開になったとしても、増ぞう援えんは一いつ切さい無い。その証しよう拠こにリューゼンの転移ステーションにある二十六のタンホイザーゲートのみならず、この北辺空域にあるタンホイザーゲートは、すべて中央星域のタンホイザーゲートに直結され、脱だつ出しゆつ用の完全な一方通行路として固定されている。もはやこの地に来るものは無い、我々はこの地で戦い、避ひ難なん民みんが脱出するのを見届け、そして最後にこの地を撤てつ退たいし、そして次の戦線を再構築するのだ！」

　そのとき、ドーダイの横でその言葉を聞いていた副官が、小さく咳せき払ばらいをした。

　ドーダイは、副官をちらっと見ると軽くうなずいた。

「そういえば、ローデスの軍令部からは撤退という言葉は響ひびきが悪いので『転進』と呼べ、という通達が来ているそうだな？」

　副官は真面目まじめな顔でうなずいた。

「統合宇宙軍……要するに占せん領りようしている帝国軍に対して体面を保つ意味もあるのでしょうな、送られてきた通達には他ほかにも『士官の敗北主義的な言動を固く禁ずる』という項こう目もくとか、細かなことが、なにやらずらずらと何十個も並んでおりました」

　ドーダイは肩かたをすくめた。

「軍令部の官かん僚りよう軍人どもは、どうやら撤退を『転進』と言い換かえれば、事態を変えられる特殊能力を持っているらしい。……ぜひザナックスを『幼おさな馴な染じみ』と言い換えて欲ほしいものだ。そうすれば、あそこにいる異星人が全部、毎日遅ち刻こく寸前に起こしに来てくれる世話女によう房ぼうのようなかわいい少女に変身してくれるだろう……」

　会議室に失しつ笑しように似た笑いが満ちた。

「通達一本で事態を変えることができるわけが無い、お前らは馬ば鹿かか、と軍令部の官僚軍人どもを笑うのは簡単だが、考えようによっては、やつらも努力しているのだ。やつらは、できる限りの能力を尽つくして通達を考え、事務処理をしている。適材適所、官僚には官僚の仕事があり、我々は我々の為なすべき仕事がある。それだけのことかもしれん。さあ、我々は為すべきことを為すとしよう。三分間後に、各方面の艦隊司令部に出している命令の最終チェックの突き合わせを行う。作戦参謀は作戦概がい要ようを配布するように、それ以外の者には、三分間の休きゆう憩けいを与あたえる。この後休む時間は無いぞ、トイレに行くなら今のうちだ」

　ドーダイがにやっと笑って言葉を切るのと同時に、その場にいた参謀たちが、ざわざわと動き始めた。

　……機を見るに敏びん。こいつら、トイレ一つでも機会を無む駄だにしないという習性が身について来やがったな……今度の戦たたかいはまともに戦えそうな気がしてきた。

　ドーダイは、そんなことを考えながらメインスクリーンを見上げた。

　その目が、北辺銀河の空域図の一点に吸い寄せられるように止まった。

　真っ赤に塗ぬりつぶされたザナックス支配下の空域のど真ん中に、小さく光る青い点があった。

　ドーダイの視線に気付いたのだろう、横に立っていた副官がつぶやくように言った。

「カール・グスタフのタンホイザーゲートに籠ろう城じようしている帝国軍の艦かん隊たいですね……もはや戦力とも呼べぬほどに消しよう耗もうしておりますが、いまだに一日数回の戦せん闘とう詳しよう報ほうを送って来ております」

　ドーダイはうなずいた。

「知っておるよ、戦闘詳報は私のところにも上がって来ている……それにしても、なんという連中なのだろう、あの連中は。

　ザナックスの行動、部隊編制、戦せん闘とう種のモデルチェンジの早さについての考察……戦闘詳報の中身は、すべて一級の偵てい察さつ情報だ。あいつらは、自分たちがあそこに取り残されたときに、定点偵察員になることに決めたのだろう。一日でも長く生き延びて、ザナックスを目の前で見ていなければ知りえない情報を少しでも多く送り続ける。それが、あいつらが選んだ任務だ……」

　ドーダイはそこで言葉を切ると、奥歯をかみしめるような口調でつぶやいた。

「戦力が欲しいと、これほど思ったことはない……あと五万……いや四万の戦力があれば、救出できる可能性があったのだ……死んだ子供の年ねん齢れいを数えるようなものだが、アウディエンシア枢すう機き卿きようの手下の大馬鹿どもが、ローデス愛国戦線とやらに走らなければ、なんとかなったのに……と思ってしまうのは人情というものだな」

　副官は小さく首を振ふった。

「お言葉ですが……もし、ローデス愛国戦線に走った枢機卿の部下たちの戦力が指揮下にあったとしても結果は同じだと思われます……」

　ドーダイは、諦てい観かんしたようにため息をついて、副官の言葉を受け入れた。

「確かに君の言うとおりだな……あいつらは帝国に対する敵意のみで凝こり固まっている。あそこにいる連中の救出などとんでもない、帝国の軍隊を助けるために戦うなどまっぴらごめんだ、と言い出すに決まっている……あそこにいるケルプワイン艦隊は、ローデスのために、ローデスの避難民を無事に脱出させるためにあの場所で最後まで踏ふみとどまって戦ったのだ。しかし、愛国戦線の連中は、それをローデス軍を油断させるための作戦だったと宣伝している……作戦であろうとなかろうと、ケルプワイン殿どのたちのおかげで何億というローデスの民たみの命が救われたという事実は何の意味も持たぬかのように……」

　ドーダイは痛いものを見るような視線を目の前のスクリーンに投げた。

「私は、アウディエンシアの下もとに走った兵士を責めるつもりは無い。確かに兵士として軍人として求められる全体への奉ほう仕しより、個人の価値観を優先することは許されない。それは軍法に触ふれる犯罪行こう為いだ。しかし、彼らが、本当に私利私欲に走った犯罪者なのか、と問われれば、私には返す言葉が無い。彼らも我々も、ともに自分以外の誰だれかを守ろうと思い、そのために戦おうとしているのだ。その対象が違ちがうだけで、その行為自体には何一つ違いは無いのだからな……私が憎にくむのは、彼らのその思いを利用しようとする、あのアウディエンシアと、その周りにいる、この戦いを自分たちの権力争いとしか捉とらえることのできぬ愚おろか者どもだ。あの馬鹿どもには現実が見えておらん。

　あいつらには理解できないのだ、我々の敵は帝国ではなくザナックスだということが。あいつらの頭の中には、帝国イコール悪という今まで教わってきた価値観だけがある。そいつにしがみついていた方が、新しい価値観や情報を受け入れる不安感よりも、はるかに安心で……何より自分で考えたり判断しないで済む。きっと責任も誰かが取ってくれると信じているのだろうよ」

　ドーダイは目を閉じると、グスタフ星系の中ちゆう継けいステーションで戦うケルプたちの顔を思い浮うかべながら胸の前でローデス教の聖印を結んだ。

　……諸君らにとって、より長く生き延びてくれと願うことは、苦しみをより長くすることを願うことと同じことなのかもしれない……。

　だが、私は祈いのる。諸君らが一分一秒でも生き延びることを。

　可能性はゼロではない……そう、生きている限り。

　そして、三分間の休きゆう憩けいが終わったことを知らせる小さな電子音が、作戦指揮室に響ひびいたその頃ころ。

　ドーダイが思いを馳はせたグスタフ星系のタンホイザーゲートの周囲では、生き延びるための死し闘とうが続いていた。




「Ｘ39・Ｙ12方向のザナックスの撃げき退たいに成功！　総破は壊かい数約三千！」

「Ｘ21・Ｙ26方向のザナックスがラムダ第二十一防ぼう御ぎよ砲ほう台だいに接近中！　周囲の砲台で余よ裕ゆうのあるものは同方向に援えん護ご射しや撃げきを行って下さい！」

『こちらシグマ二十三砲台ミョートカ！　Ｆ砲ほう塔とう及およびＧ砲塔を援護に振り向ける！　こっちの正面の敵は峠とうげを越こしたようだ！』

「了りよう解かい！　援護よろしくお願いします！」

　中継ステーションのコントロールルームを改造した戦闘指揮室に飛び込んでくるザナックスの状じよう況きようと、それに的確に指示を与あたえている通信オペレーターの声を聞きながら、ケルプは部屋の中央に設置された三次元スクリーンの球体に浮かび上がっているサッカーボールのように規則正しく並んだ青い光点を見上げた。

　それは、タンホイザーゲートを中心にして、サッカーボールの縫ぬい目のように構造材を張はり巡めぐらし、その構造材の支点に駆く逐ちく艦かんや軽巡じゆん航こう艦かんを固定した砲台の位置を示していた。

　どんな方向からの攻こう撃げきにも対処できるように造られた、このハリネズミのような陣じん地ちは、度たび重かさなるザナックスの突とつ撃げきの前に戦力をすり減らし、今では当初の陣地よりふたまわりほど小さくなっている。

　ケルプたちがこの陣地を構築して籠ろう城じようを始めたときの戦力は駆逐艦と軽巡航艦からなる百数十隻せきの艦隊だった。しかし、今、艦隊の総数は百隻を割り込んでいた。

　完全に孤こ立りつし、補給が途と切ぎれた状況下でありながら戦い続けることができたのは、タンホイザーゲートを運用するために設けられた六基の大型反応炉ろが、稼か動どうし続けていたからである。

　強力な磁場と粒りゆう子し加速によって空間を捻ねじ曲げ、裂さけ目を作るために消費されるエネルギーの総量に比べれば、百隻の駆逐艦や軽巡航艦の艦隊がビームとして撃うち出すエネルギーなど、たかがしれている。

　ケルプたちは、押し寄せるザナックスの群れに向かって、この豊富なエネルギーを、ホースで庭に水を撒まくように浴びせかけ、そして押し返して来た。しかし、いかにエネルギーの供給が無む尽じん蔵ぞうであってもビーム砲ほうの砲身の耐たい久きゆう力りよくは無尽蔵ではない。

　ビーム砲が一門、また一門と沈ちん黙もくするに従って、損害は増え続けていた。

　三次元スクリーンの中に浮かび上がった、ザナックスの突撃艦隊を意味する赤い光点を見ていたケルプが、つぶやくように言った。

「定期便の攻撃にしては、今日の敵は少々しつこいな。ひょっとするとなんらかのパターン変化がみられるのかもしれないな……」

「敵の中に今までの突撃艦とシルエットの違うものが混じっているようですね……残ざん骸がいを片付けるスィーパーとも違うようですし……重なり合っているので、詳しよう細さい分ぶん析せきをかけないとはっきりしたことは言えませんが……」

　ケルプの横に立って、各種のセンサーが収集しているデータを確かく認にんしていたマスクワードが、そう言ってうなずいたとき、ケルプの前にあるパーソナルモニターに、飛び越え報告を意味する赤いサインが点灯し、中年のがっちりした顔つきの将校が映った。

『こちらベータ十二砲台エジンバラ！　敵マークⅡの中に、新型と思われる船型のものをいくつか確認した！　映像と分析値を送る！』

　その映像をモニターしていたミナモトが返答した。

「コントロール了解しました、こちらでも確認しています！　砲撃抵てい抗こう値、及び移動速度などのデータ収集のために、新型に攻撃を集中して下さい！」

『エジンバラ了解！　……だが、多勢に無勢だ！　新型だけを狙ねらうには全体の数が多すぎる！　応おう援えんを回してくれ！』

　通信オペレーター席からメインスクリーンを見上げたミナモト少しよう尉いは、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

　エジンバラが配置についている方角は、今回の攻撃の主力が突とつ撃げき艇ていを集中させている部分であり、他の砲台が、どれも応援に当たれるほどの余裕が無いのが見て取れた。

　……どうしよう。この部分の迎げい撃げき弾だん幕まくを薄うすくするわけにはいかないわ……。

　そのとき、後ろからケルプの指示が飛んだ。

「遊撃艦だ！　防空巡航艦アトランタをそっちに回せ！　ミュー方面のザナックスは、砲台だけで何とか持ちこたえることができるはずだ！」

　ミナモトは、小さくうなずくと、キーパッドを叩たたいて回線を切り替かえた。

　ケルプの前にあるパーソナルモニタの中にウィンドウが開き、若い将校が映し出された。

「遊撃担当艦アトランタ！　一連の通話を傍ぼう受じゆしていましたか？　配置変へん更こうです！　至急ベータ第十二砲台エジンバラの援護に回って下さい！」

『アトランタ了解！　こんどはそっちか、遊撃担当艦は休みなしだ……ミナモト少尉、今度のメシの配給、特盛で頼たのむぜ！』

「いいわよ、特別にレタス大盛りにしてあげる！」

　スクリーンに映った若い将校は顔をしかめた。

『あんまり嬉うれしくないな、そのうちこの陣地にいる連中は全員顔色が緑色になるぞ』

「食べられるだけ感謝して下さい！」

　ミナモトがそう言ったとき、通信にケルプが割り込んだ。

「生きて還かえったら陸戦隊を志願すればいい、顔に迷めい彩さい塗ぬらなくて済むぞ」

　アトランタの艦長は、にやっと笑った。

『そうですね、そのためには生きて還んなきゃならないってわけですな。定位置につきました、これより援護射撃を開始します！』

「頼む！　敵の新型が、どうも気になる」

　ケルプがそう答えたとき、オペレーターのミナモト少尉が叫さけぶように言った。

「新型の映像が撮とれました、サブスクリーンに映します！」

　そこに映し出されたものは、今までのザナックスの戦せん闘とう艇ていと似ても似つかぬ姿をしていた。船体は全体にずんぐりと太い円えん筒とう形で、周囲にいぼのような突起物がぶつぶつと突つき出し、そして先せん端たんから太い棒のようなものが突き出していた。

「……なんというか、カブトムシというか、真っ黒に焼きすぎた焼きトウモロコシのような格好をしているな、マスクワードは、あれをどう見る？」

「私は……そうですね、突とつ撃げき砲ほうを思い浮うかべました。旋せん回かいする砲ほう塔とうを持たず、前方に向けて大口径の大砲を固定して、前面の装そう甲こうだけを厚くした大昔の戦車のバリエーションの一つです」

「突撃砲か……そう言われてみると、そうにも見えるな……あの棒が大砲だとしたら、だがな……」

　マスクワードは難しい顔をした。

「私は、次にザナックスが送り込むのは、攻こう撃げき力りよくを持たせたタイプではないかと危き惧ぐしています」

「攻撃力と言っても、ザナックスには武器と呼べるようなものは無いぜ。攻撃方法は、その硬かたい船体を使った体当たりによる攻撃だけだ」

「ええ、確かに、今まではそうでした……でも、ザナックスは明らかに高い学習能力を持っています。マークⅠが、砲撃に弱いと知ると、すぐに装甲が厚く防ぼう御ぎよ力りよくを高めたマークⅡを送り込んできました。きっと今までザナックスは遠えん距きよ離りから攻撃できるビーム兵器などというものは見たことも無かったのだと思います。しかし、やつらは我々との戦いで、遠距離攻撃という概がい念ねんを知りました。だとすると、次はその概念を応用した攻撃方法を持った突撃艇を生産してくるのではないかと思うのです」

　ケルプは考え込んだ。

「だが、ザナックスがビーム兵器を開発するとは思えない……あいつらにとって攻撃とは、あくまでも物理的な衝しよう撃げきによる破は壊かいだ……となると、あれか、物質弾だんを発射する大砲のようなものを備えた攻撃艇が出現する可能性があるということか」

「ええ、あの先端に突き出した棒が、その物質弾を発射する砲だとすれば……の話です」

　マスクワードがそう言ったそのとき、スクリーンの中に映し出された新型の突撃艇の群れが一いつ斉せいに方向を変えて、その突き出した棒の先をこちらに向けた。

　その光景は、ケルプの記き憶おくの中にある一つの光景とリンクした。それは戦せん艦かんに搭とう載さいされている主砲や副砲などの砲塔が一斉に敵の方向を指向する光景だった。

「全砲塔、射撃中止！　防御力場スクリーンを展開しろ！　敵の砲撃が来るぞ！」

　そのケルプの叫びと、モニターの中に映った新型の突撃艇が船体を震ふるわせ、そして、こちらに向けた棒の先から一斉に灰色に光る何かを撃うち出すのは同時だった。

　その灰色に光る何かは、ザナックスの戦闘艇の数倍の速度で近づいてきた。

「防御スクリーンの展開が間に合いません！」

　悲鳴じみたオペレーターの叫び声が上がり、そして、唐とう突とつにモニターの映像が途と切ぎれた。

「あのモニターはどこからの映像だ！」

「ベータ十二砲台エジンバラからのものです」

「くそ！　もっと早く気付くべきだった！」

　右手の握にぎりこぶしを左手のひらに打ちつけて、吐はき出すように言った後で、ケルプはミナモト少しよう尉いに告げた。

「エジンバラに連れん絡らく！　被ひ害がい状じよう況きようを確かく認にんし至急報告せよ！　各砲台及および遊撃艦に対しても命令だ！　砲の一部をタイトビームに切り替え、敵新型攻撃艇の狙そ撃げきを優先せよ！　それと情報分ぶん析せき係員を招集して、エジンバラに差し向け、敵が撃ち出した物体の正体について至急調査するように伝えてくれ」

「了りよう解かいしました！」

　モニターには他の砲台からの視点で捉とらえたエジンバラの全景が映し出されていた。

　元は軽巡じゆん航こう艦かんエジンバラであった細長い船体の三箇か所しよに大きな穴が開いていた。

　中央部の穴は完全に船体を貫かん通つうしており、穴の向こうに、遠くで爆ばく発はつするザナックスの戦闘艇の閃せん光こうが瞬またたいて見える。

「ひどい状態だな……」

　思わず顔をしかめたケルプに向かってマスクワードがうなずいた。

「あの船体中央部の穴は、完全に反応炉ろを直ちよく撃げきしています！　反応炉周辺は艦の中で一番防御の厚い部分だ。ザナックスの砲弾は、そこにあれだけの大穴を開けるエネルギーを持っているのか！」

　ケルプは目の前にあるタッチパネルを叩たたいて、通信回線を一斉通話に切り替かえた。

「艦隊総員に緊きん急きゆう情報を告げる！　ザナックスは新型戦闘艇を投入してきた！　こいつは真っ黒なトウモロコシみたいな形状をしており、茎くきの部分が大砲になっている！　こいつの破壊力は馬ば鹿かにできない！　だが、運がいいことに数はそう多くない、こいつが大砲を撃つ前に探し出して優先的に撃げき沈ちんしろ！　以後こいつのコードネームは……そうだなブラックコーンで行こう……略りやく称しようＢ・Ｃだ。センスが無いのはかんべんしてくれ……以上だ！」

　そのとき、ケルプのパーソナルモニターに別室でザナックスの攻撃のデータ解かい析せきをしていたタカハジ大たい佐さが映った。

『ザナックスの撃ち出した実体弾は、準光速の速度を持っており、計算値から出た推定質量は鉄の数百倍はあります。エネルギー運動量から見て、衝しよう突とつと同時に破は砕さいする性質があるものと思われます』

　ケルプはうめいた。

「身動きの取れない固定砲台からすれば、一番やっかいな相手だな。まして、俺たちの艦はすべてビーム砲を撃ち合うという用兵思想を基に開発されている。準光速で飛来する重質量の実体弾を相手にするようには造られちゃいない」

　タカハジはうなずいた。

『力場スクリーンだけでは到とう底ていあの実体弾の運動エネルギーを相そう殺さいできません……もし、効果があるとしたら例の中立フィールドを投射して無力化する『金魚すくい』くらいのものでしょう……残念なことに、ここには鉄てつ壁ぺき艦隊のオペレーター経験者が何人もいませんが、何とかします』

「頼たのむ、身動きが取れない固定砲ほう台だいにとっては、それだけが頼たよりだ。なんとかしてＢ・Ｃの砲弾をしのがないと、えらいことになりそうだ」

　通話を終えたケルプを見て、マスクワードがうなずいた。

「ブラックコーン、略称Ｂ・Ｃというのは、そう悪いネーミングでもないと思いますがね……一番、岩石オープン、とか言いそうになりますけど」

「なんだそりゃ？」

　マスクワードは、あわてて首を振ふった。

「いや、オヤジにしかわからないギャグです、無視して下さい」

「ジェネレーションギャップってのは、そう簡単に埋うまるもんじゃないからなあ……全体の状じよう況きようはどうなっている？」

　戦況分ぶん析せきを確認したマスクワードは、その表示の一部をサブスクリーンに映し出した。

「全体の攻こう撃げきは山を越こえたようです、新たな敵艦の出現もありません……なお攻撃してきたＢ・Ｃはほぼ破は壊かいに成功しました。あの後損害は出ておりません」

「そうか……こいつはどうやらＢ・Ｃのテストを兼かねた攻撃だったらしいな……この次はこう簡単にはいかないぞ、きっとＢ・Ｃの比率がどんどん高くなるだろう。そうなれば狙撃による迎げい撃げきが間に合わなくなるのは目に見えている……とにかく、今の戦況の記録と、分析結果を大至急取りまとめて、跳ちよう空間通信で送るんだ！　この情報は一刻一秒を争う！」

　ケルプは顔を目の前のパーソナルモニターに移すと、つぶやくように言った。

「こいつはちょいとヤバイかもしれないな……」

　その言葉を聞きつけたのだろう、マスクワードの唇くちびるに笑いのようなものが浮うかんだ。

「おい、マスクワード、なにがおかしいんだ？」

　咎とがめるような目つきでにらんだケルプを見て、マスクワードはあわてて顔の前で両手を振った。

「あ、いえ、今の言葉を笑ったんじゃなくて、今のケルプ司令の言葉を聞いたとき、例の『撃うてるンです』のネーミングのときのことを思い出して思わず笑ってしまったんです」

「撃てるンですのネーミング？」

　怪け訝げんな顔をするケルプを見て、マスクワードはうなずいた。

「ええ、もし、マリリン姉あね御ごだったら、きっとあの新型をブラックコーンとかＢ・Ｃじゃなくて『ヤバいんです』とか名づけるんじゃないかと思いまして……」

　ケルプは、一いつ瞬しゆんあっけにとられたような顔をした後で笑った。

「そうだな、あの姉御ならそれくらいのネーミングはするかもしれない……そしてあの『ヤバいんです』のグレードアップ版が登場したら『もっとヤバいんです』とか言いかねないよなあ」

　そして、ケルプは視線をメインスクリーンに映る中ちゆう継けい基地の中心部にあるタンホイザーゲートに移した。

　青い、磁場に包まれたタンホイザーゲートの真ん中に、一箇か所しよだけ虹にじ色いろに光る点が見えた。

　それは、空間に開いた穴だった。

　その穴に飛び込もうとしても、飛び込むことはできない。タンホイザーゲートは向こう側の空間とリンクして初めて通り抜ぬけることができるのだ。

　この中継ステーションを撤てつ退たいするとき、管理要員は、次元移送プログラムだけを完全に破壊し、どこともリンクできないようにしてから撤退した。

　直径一メートルも無いあの穴は、単に、ここにタンホイザーゲートがある、という証明のためにのみ残されている。

　ケルプの視線を追ったマスクワードが、ぽつり、と言った。

「マリリン姉御の船に乗って、コットン提てい督とくが助けに来るって話……みんな信じていないようで信じてますよ……ケルプ司令も信じているんでしょう？　心のどこかでちゃんと……だからタンホイザーゲートの空間転移出力を最小限に落としても、あそこに穴を開けたままにしているんですよね」

　ケルプは頭を搔かいた。

「まあな……最後の通信の時に、コットンが言ったからな。タンホイザーゲートを最後まで守りぬけ！　ってな……あれは、そうだな。俺たちにとっての一本の藁わらみたいなものかもしれないな。溺おぼれる者は藁をもつかむ、と言う、あの藁さ」

　マスクワードは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「そのコトワザは、窮きゆう地ちに立った者は、役に立たないものでも頼ろうとする、という意味ですよ」

「そうだ、まさにそのとおりだろ？　だから一本の藁だ、って言ったんだ……応おう援えんは来ない、補給も無い、俺たちはいわば何にも無い状態で、ゆっくりとザナックスの底なし沼ぬまの中で溺れて行っているようなものさ。そんな自分を見つめているよりも、たとえ一本の藁でもつかんでいれば、それだけ気分は楽になる。

　もうだめだ、とあきらめちまったらおしまいだ。最後の最後まで、望みがあると思わせるために、俺はあそこに穴を開けている……藁というより一本の糸だな、望みを繫つなぐ最後の糸さ……」




　ケルプが、つぶやくように言ったその頃ころ。

　中継ステーションのコアブロックの中にあるトランジット客用のホテルルームを改造した救護所では、医師と看護師たちが、医い療りようキットの救命カプセルに入れられた負傷兵たちの世話をしていた。

　点てん滴てきのパックを持って忙いそがしげに歩き回る医師の中に、どうみても軍人には見えない一人の初老の男性の医師が混じっていた。

「どうだね？　右手の具合は」

　その男に優やさしい声をかけられた若い兵士は、右手を持ち上げて微笑ほほえんだ。

「生なまっ白ちろいから、今ひとつピンと来ませんけど……ちゃんと動きます、感かん触しよくもありますから、この新品の腕うでにも慣れると思います」

「ローデスの生体義ぎ肢しの技術は、帝てい国こくのバイオノイド技術よりも進んでいる。細さい胞ぼうが入れ替かわる頃には、君の昔の腕と見分けがつかないようになっているよ」

　医療用カプセルに寝ねていた兵士は顔の前で右手を握にぎったり開いたりして笑った。

「運が良かったんですかね、俺」

「何がだね？」

「この中継ステーションに医療設備があって、そこに生体義肢のストックがあった、ってことです……生体縫ほう合ごうした傷が消えれば、前線に復帰できるでしょう？」

　医師は少し驚おどろいたような顔をした。

「君は右手を失ったのだぞ、れっきとした傷病兵だ。帝国軍は、傷病兵であっても任務に復帰させるのかね？」

「嫌だなあ、そんなわけないじゃないですか、俺が志願するってことですよ。戦える身体からだに戻もどれたんだから、仲間を助けるのは当然じゃないですか。オーテ先生は帝国軍の兵士を奴ど隷れいか何かだと思ってません？　それってローデスのプロパガンダですよ」

　兵士は苦笑いしながら言葉を続けた。

「それにしても、ローデス教の牧師さんが、医師の資格を持ってるとは思わなかったなあ……ローデス教の聖職者って、みんなお医者さんなんですか？」

　初老の医師……それは、監かん視し役のローデス教の異い端たん審しん問もん官としてケルプたちの艦かん隊たいに同行していたオーテ司教だった。

　オーテ司教は笑いながら首を振ふった。

「ローデス教の聖職者すべてが、医師というわけではない。しかし、聖職者として辺境に赴おもむくとき、技術と知識があれば、その地で医師としての仕事も行うことができる。ローデス教の教えの根本は慈じ悲ひと博愛であり、ローデス教会では、希望するものには、かなり専門的な教育を受けさせるのだ」

　若い兵士は再び微笑んだ。

「やっぱり俺って運がいいや、ケルプワイン艦隊に配属になって正解だ。ここは普ふ通つうの艦隊より医者の数が多い」

「多いと言っても私一人だぞ」

　オーテ司教の言葉を聞いた若い兵士は、顔の前で人差し指を立てて、それを振ってみせた。

「一人でも多いことに間ま違ちがいは無いでしょ？　ものごとは前向きに考えた方が楽しいっすよ」

「どんなときでも……前向きにかね？」

　若い兵士はうなずいた。

「ええ、それがケルプワイン艦隊のモットーっす。安心して下さい、オーテ先生！　俺たちは助かります。今、コットン提督……なんでも軍を辞やめちまったんで正式には提督じゃないんですけど、この人が助けに来ますから」

　オーテ司教は目を丸くした。

「軍を辞めた人間が、どうやって助けにこれると言うんだね？」

「そこはそれ、いろんな裏ワザがあるんだと思いますよ。なんせ、うちのケルプ司令もコットン提てい督とくも、あのマイド・ガーナッシュ率ひきいるアウトニア軍のメンバーだったんですから……」

　そして、兵士は楽しそうに付け足した。

「実を言いますと、助けに来るコットン提督って、うちのケルプ司令の恋こい人びとなんですよ。カッコイイっすよね、絶体絶命の彼氏を救うために軍を辞めて、命がけで敵のど真ん中に突つっ込んでくるなんて……まるで、ドラマか小説みたいじゃないですか」

　オーテは目を見開いた。

「ほう、この戦いがドラマだと言うのかね？」

　そのとき、腕を接合した兵士の横にいた別の兵士が話に割り込んできた。

「そうですよ、先生。ドラマです、それも自分たちが参加できるドラマなんです。自分たちの努力次し第だいで、お好みの結末を見ることのできるね」

「そうそう、俺、何が嬉うれしいって、そのドラマや小説みたいな出来事の中にいて、なおかつ作る側にいるってことが一番嬉しいんです。だから、さっさと治して、仲間助けに行かないと！」

「そうそう、こんなところにいたんじゃ、エンドシーンは見られないし、なによりその後に流れるスタッフロールに名前を出してもらえない」

　治ち療りよう室しつの中にひろがった小さな笑いの波は紋もんを聞きながらオーテはうなずいた。

「生体再生デバイスを使っているから傷の治りは早い、あと六時間もすれば完治するぞ」

「そこをなんとか……ほら、ローデス教のお祈いのりで、早くなりませんか？　三時間ぐらいに短縮するとか……」

「いくらなんでもそれは無理というものだ」

　兵士は顔をしかめた。

「ちぇ、なんだ、ローデス教のご利り益やくもたいしたことありませんね」

「何を言うか、私がローデスの神に祈ったからこそ六時間で済むのだ、本来ならば十二時間はかかるのだぞ……まあ、それは冗じよう談だんだが三時間もすれば、日常生活には支障は無いくらいには回復するだろう。作業は無理だが、通信業務くらいなら戻れるな」

　オーテはそう答えると、目の前にいる若い兵士に向かって聖印を切った。

　兵士は嬉しそうに笑った。

「わかりました、ありがとうございます！　やっぱりローデスのお祈りのおかげですね」

「うむ、そのとおりだ。ローデスの神は慈悲と博愛の心に満ちているのだ」

　オーテ司教が、もったいぶってそう答えたそのとき、救護室に飛び込んできた看護師が、部屋の中を見回すと、オーテ司教を見つけて駆かけ寄って来た。

「あ、オーテ先生！　エジンバラの負傷者が多数運び込まれて来ていまして……うちの医長から手が空いておりましたら、お手伝い願えませんか？　とのことです」

「わかった、すぐに行く」

　救護室の隣となりにある緊きん急きゆう処置室に向かって小走りに足を進めながらオーテは思った。

　……ケルプワイン艦かん隊たいの兵士たちは、誰だれも皆みな明るく前向きだ……個人差もあるし、たまたま私が見た兵士だけがそうなのかもしれないが、その特性は共通している。

　このような絶望的な状じよう況きよう下かでも、誰もがめげることなく軽口を飛ばし、困難に立ち向かっているのだ。

　今の兵士との会話で、その理由がわかったような気がする。

　……ケルプワイン司令は……あの若者は、兵士たちに希望とそしてそれを支える物語ドラマを与あたえているのだな。

　恋人を危機から救うために、命がけで敵の中に飛び込んでくる彼女。

　その彼女との約束を果たすために、なんとしてでも生き延びることを選せん択たくした若き司令官。

　これだけの物語を与えられ、そしてそれを成じよう就じゆさせる手段が自分の手に与えられるとしたら、誰だって、その結末を見たいと思うだろう。

　そんなことは無理だ。現実ではありえない。しょせんは絵空事だ。

　そう言い切ってしまうのは実に簡単だ、あきらめるというのは実に楽な作業だ。

　だが、世の中には、物事を冷れい笑しよう的に見ることを覚えて、自分が偉えらくなったように感じている青二才が『現実は甘くない』と口にする、その薄うすっぺらな現実を叩たたき壊こわすほどの物語が存在するのだ。

　オーテ司教は微笑ほほえんだ。

　そう……そして、その物語は人が作るのだ。

　ハッピーエンドで終わる物語を見たいならば、ハッピーエンドにすればいい。

　結末は自分の手で変えられる。すべては可能性の中にある。

　ようは……それだけのことなのだな。
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　第五章　マスターとスレイブ







　その頃ころ、宇宙空間を漂ただよう一隻せきの小型船の姿があった。

　浮うき輪の真ん中にひょうたんを突っ込んだような、奇き妙みような格好をしているその船は、トーダの所有する探検船リバティ・ベル号である。

　リバティ・ベルが浮かんでいるのは、ローデス北辺銀河のザナックスの勢力圏けんに少し入ったあたりの星系にある小惑わく星せい帯の中であり、この星系にはザナックスが畑とするような、いわゆる水と酸素を有する地球型の惑星が無いため、ザナックスの警けい戒かいが薄かった。

　とはいえ、この星系の周囲はすべてザナックスの畑を有する星系で囲まれていることに変わりはなく、もし、存在が探知されれば激しい攻こう撃げきを受けることは誰の目にも明らかであった。

　その船内では、電波や光線などの波長を出すのではなく、受け取るだけのいわゆるパッシブセンサーをフルに使って、トーダとマイドの二人が、ザナックスに占せん領りようされた星系内の惑星の様々なデータを収集していた。

　目の前にあるタッチパネルを叩きながら、指向性アンテナを操作していたトーダが、声を潜ひそめてつぶやくように言った。

「今、この小惑星帯の外がい縁えん部を、ザナックスのパトローラーが通りすぎて行ったな……動きが無いところを見ると、こっちの存在には気づかれていないようだ。

　目の前にあるエネルギーの計測数値を確認しながらマイドがうなずいた。

「反応炉ろの遮しや蔽へいは、ほぼ完かん璧ぺきで、こちらの出しているエネルギーは最小限に抑おさえられています。光学迷めい彩さいも施ほどこしてありますから、まず気づかれることはないと思いますけど、やっぱりドキドキしますよね」

「ああ、お前と会話しているこの話し声だって、聞こえるわけはないんだけど、やっぱりひそひそ声になっちまうのは、まあ無理もない。本当だったら、呼吸も心臓も止めたいところだ」

「死にますよ、それ」

　トーダはうなずいた。

「ああ、生命維い持じ活動が停止すれば、もっとザナックスに近づける。このデータを見てみろ」

　トーダが指し示したのは、無人探査機から送られてきたデータだった。

「惑星リオナのローデス軍が脱だつ出しゆつする際に地表に設置した無人探査装置は、ちゃんと生きているんだ。やつらは機械には興味を示さないみたいだな」

　マイドが首をかしげた。

「でも、変ですね。探査機構は今まで何万という数の無人探査船をザナックスの支配下の惑星に送り込みましたが、そのほとんどが通常空間に転移するのと同時に攻撃を受けて破は壊かいされてしまっています。なのに地上の装置は攻撃受けないんですね」

　トーダは考え込んだ。

「そうか、そういえばあのフカン・テンのときもそうだったんだ。ザナックスは宇宙空間では攻撃的だが、地表では全く攻撃的行動を示さない。地表の連中が関心を持っているのは、有機物……要するに生物だけだ。占領した惑星であいつらがやることは、人類が構築した建物を破壊し、舗ほ装そう路ろを剝はぎ取り、表土をむき出しにしてそこを消毒し、畑にすることだけだ。その惑星に住んでいた人類のテクノロジーや文化については全く関心が無い……」

　無人探査機から送られて来たデータを解かい析せきしていたマイドが、小さな声で答えた。

「映像信号の分ぶん離りに成功しました、表示します」

　その言葉と共にマルチスクリーンの一つに浮かび上がったのは、地平線までびっしりと埋うめ尽つくした赤あか紫むらさき色いろの作物と、その間を気ぜわしく動き回る、無数の灰色の小さな人ひと影かげだった。

　その光景を見たマイドは、全身の毛がぞわぞわと動くような、言いようのない不気味な感かん触しよくに襲おそわれた。

　身長約一メートルほどの灰色の人影は、二本の足と二本の手を持ち、目に当たる部分には何も無く、ただ、二本の昆こん虫ちゆうの触しよつ角かくのような三十センチほどの突とつ起きがそのあたりから伸のびている。

　何百というその灰色の生き物が、人間をそのままカリカチュアライズしたようなちょこまかとした動きで、植えられた赤紫の棘とげだらけの作物の間を動き回っている光景は、そこがもはや人類の手を離はなれた完全な異世界であることを示していた。

　マイドは、自分の感じている不快感が、その灰色の生き物があまりに人間に似ている事から来ることを感じながらつぶやいた。

「ザナックスの農夫型フアーマーが、かなり活発に動き回っていますね……僕はどうにもあの形をしたザナックスが好きになれません」

「あの姿を見たときに、探査機構の中で、コミュニケーションが可能かもしれない、という説が出たのも無理はないな、気味が悪いくらいに人間に似ている……似ているのはあくまでも外見で、中身はザナックス。そのギャップが薄うす気き味み悪さを助長しているのかもしれないな」

　映像データを、解析にかけていたマイドが、考え込むような顔つきでうなずいた。

「その件ですけど……ザナックスには、機械という概がい念ねんが無いのかもしれませんね。宇宙を航行するあの突とつ撃げき艇ていも、地表で畑を作るあのザリガニも、それに乗り込んでいる、二本の足と腕うでを持って直立歩行するファーマーも、形は違ちがいますがすべて同じザナックスです。

　人間は、人間の肉体的限界を超こえるために機械を作り出しました。早く走るために自動車を、飛ぶために飛行機を、重いものを動かし、運ぶためにパワーショベルを……ザナックスはそれと同じことを自分たちの身体からだを変化させた種を生み出し、その力でやっているのだと思います。その定型の無さ、決め付けることのできない、捉とらえようのないものが、何百万何千万と生まれ、増ぞう殖しよくを繰くり返し、数を無限に増やしてゆく……そのイメージが、不気味さを一層増しているんだと思います」

　トーダは、マイドの前に映し出された映像を見ながら、真しん剣けんな目でうなずいた。

「ザナックスの概念に機械というものが存在しない、というお前の仮説はおそらく正しい。

　あいつらの進化の過程は、俺たち人類とは全く異質なものなんだ……ちょっと待った！　ビジル、今の映像をもう一度リピートしてくれ」

『かしこまりました』

　トーダの視線を解析していたのだろう、探検船リバティ・ベル号の管理用電子人格のビジルが優やさしい大人の女性の声で、そう答えるのと同時に、一つの画面が大写しになった。

　それは、数十体のファーマーとザリガニが、集団となって何か霧きりのようなものを作物に向けて振ふりまいている映像だった。

「何をやっているんでしょう？　なんとなく作物に農薬を撒まいているように見えますけど」

　マイドの言葉を聞いたトーダは首を振った。

「いや、違ちがうな、あれは作物を消しているんだ。見ろ、全部溶とけている」

　トーダの言葉の通りだった。ファーマーとザリガニの撒いた霧を浴びた赤紫の作物はみな、尖とがった先せん端たんから、バーナーで炙あぶられたロウ細工のように溶けていた。

「なぜ、あんなことをするのでしょう？　せっかく育てた作物なのに」

「さあな、一番納なつ得とくできる理由としては、伝染病だろう。ザナックスは一種類の作物しか作らない。もし、その作物に伝染病が流行すれば、あっというまにすべての作物に病気が広がることになる。小規模な流行の段階で、そのコロニーを消去してしまうのが一番確実な方法だからな。ザナックスが侵しん攻こうする惑わく星せいの生態環かん境きようを完かん璧ぺきに破壊し、すべての生物……植物も含ふくめて、それを完全に絶ぜつ滅めつさせてから、あの作物の栽さい培ばいに入るところを見ると、あの作物は、意外と病気とかに弱いのかもしれない」

　マイドは目の前のコンソールを握にぎりこぶしで叩たたいた。

「くそ！　あの病気の原因が何なのかそれを知りたい！　もし、細さい菌きんなら、それを培ばい養ようすれば強力な対たい抗こう手段になるのに！」

　勢い込んだマイドにトーダは首を振って見せた。

「水・酸素型のいわゆる人類生存適応型の惑星に棲せい息そくする微び生せい物ぶつの種類は、無限大に等しい。その無限に等しい細菌や微生物が互たがいに食い合い、時には共生して生態系を維い持じしているんだ。一朝一いつ夕せきで特定するのは無理ってものだ」

　画面を見つめたままマイドはつぶやいた。

「でも、そういった細菌なり、微生物が存在することは間ま違ちがいないわけですよね……あの惑星には」

「時間があれば、解かい析せきすることもできるだろうがな……一番確実なのは、今、あのリオナの研究所の地下で生き延びているピクスという男に、地表に出て土ど壌じようと、あの作物のサンプルを採取して分ぶん析せきしてもらうことだ」

　マイドはうなずいた。

「ええ、結局はそこに行きつくんですね……何が何でもあのピクスという人と連れん絡らくを取らなくてはなりません」

　トーダは、やれやれ、という顔をすると、シートの背もたれに体重をかけて、頭の後ろで両手を組んだ。

「人類に対して有効な化学物質や微生物に関しては、嫌いやになるくらいのデータが揃そろっているんだがな……人類の歴史は戦争の歴史だ。いかに戦争を勝ち抜ぬくか、いかに少ない犠ぎ牲せいで効率的に敵を倒たおすか、人類というのは、結局それだけを考えて、それだけしかやってこなかったのかもしれないな……」

「でも、だからこそ、人類は戦えるわけです。人類同士で練習試合をこなしてきたからこそ、こうやって立ち向かえるんだと、僕は思います」

　そのマイドの言葉を聞いたトーダは頭の後ろで手を組んだまま答えた。

「練習試合ねえ……練習にしちゃあずいぶんと殺してきたものだ」

「そうです、人類が今まで戦争で失ってきた人々の命は、今、このときのためだったんです。僕たちは負けるわけにはいかないんです、負けたら全部が無む駄だになります、今まで人類が創つくり上げてきたもの失ってきたものすべてが無駄になるんです。戦争は何一つ生み出さない、一方的な破は壊かいに過ぎない行こう為いだと言われてきました……そのとおりです。でも、もしかしたら、そんな戦争でもたった一つだけこの世に生み出したものがあるのかもしれません……この戦いに勝つ、その方法です」

　トーダはしばらく黙だまったまま目の前のマルチモニターを見つめていたが、やがてゆっくりと身体を起こした。

「昔……まだ子供の頃ころ、俺はヴァルに聞いたことがある。宇宙のどこかに、争いや競争の無い平和な世界があるのか？　ってね。そうしたらヴァルは悲しそうな顔をして首を振って、こう言ったっけ。

『自然とは、惑星の上にある生態系だけを指している言葉ではありません。宇宙もまたすべて自然です……そして自然には淘とう汰たがつきものです。生き残るための生存競争と淘汰はなくなることはありません……この宇宙に、もしも人類より優すぐれた生物が存在していれば、人類もまた淘汰され滅ほろびるでしょう』とな……」

　トーダは、そこで言葉を切ると、顔を上げてマイドを見て言った。

「そう言えば、お前今回はヴァルを連れていないんだな」

「ええ、ヴァルは今、ケルプの救出に向かっているマリリンとコットンと一いつ緒しよにいます。僕が頼たのんだんですよ、ケルプの救出に力を貸してやってくれって。危険度の高さから言えば、僕たちよりコットンの方がずっと高いですし、かかってる人命の数だってあっちの方が上ですから」

　トーダはうなずいた。

「確かにこっちは裏口からこっそりと二人で。んでもってあっちは、正面から堂々と乗り込んで、三千人近くを救出しなきゃならないわけだからな……どう考えてもあっちの方が危険だな……でもよ、マイド。任務の重要性はこっちの方が上だぞ」

　マイドは目を輝かがやかせてうなずいた。

「ええ、そうですよね、今さっき見た光景で、光が見えたような気がします。戦い方は一つじゃありません、きっとどこかに弱点があるはずです、それを見つけ出して、そこを攻せめる。どんな戦いでも、基本のところは同じなんです」

　マイドの言葉を聞いたトーダは、大きくうなずいてから、小さく笑った。

「やっと復活して来たな、無敵艦隊アルマダ・提督閣下リーダー」

　そして、視線をちらっとマルチモニタースクリーンの一つに走らせると、笑うのをやめて、真しん剣けんな顔になった。

「Ｎフィールド転てん換かん用のエネルギー蓄ちく積せきが終わったな……いよいよ隣となりの……惑わく星せいリオナのある星系に飛び込むぞ。向こうに着いたら、ザナックスの目をかすめて通信衛星に近づき、んでもってギンガーの作った秘密回線に侵しん入にゆうしなけりゃならん。ビジル！　準備はできたか？」

　トーダの言葉を聞いたビジルは、少しためらったように答えた。

『私の情報検けん索さくとデバイス操作のスキルは、一いつ般ぱん公開されているレベルのものです。ヴァル殿どののツールは戴いただいておりますが、私にそれが使いこなせるかどうか……』

　トーダは、笑いながら首を振ふった。

「ローデスは、帝てい国こく軍の指揮下に入るために、侵しん入にゆう防ぼう壁へきをかなり解除してレベルが低くなっているはずだ。一般の電子人格ではとても無理だろうけど、ヴァルのツールがあれば大だい丈じよう夫ぶさ。それに攻性防壁に引っかかっても、人格クローンのダミーを複数展開しておけば、一個や二個破壊されても、なんということはないさ」

　ビジルは恨うらみがましい声で答えた。

『自分と同じ人格が、発はつ狂きようした虎とらの攻こう撃げき衝しよう動どうを持つ攻性防壁に食いつかれているのを横目で見ながら、通り抜ける身になってみれば、そんなにあっさりと大丈夫とは言えないでしょうね……』

「まあ、それはわかるけど……これができるのは、ヴァルの直系であるお前ぐらいのものなんだ、頼むよ、ビジル」

　ビジルは、小さくため息をついてから、うなずくような口調で言った。

『わかりました、トーダお坊ぼつちゃまのためです！　このビジル、一世一代の勝負に行ってまいりましょう！』

　ビジルにはビジュアルが無い。しかし、マイドはこのとき、中年の品の良い婦人が、着ているエプロンドレスの袖そでを捲まくり上げて胸を張る光景が目の前に見えたような気がした。

　トーダは微笑ほほえんだ後で、不安げにつぶやいた。

「問題は、向こうの星系に飛んだ後で、こっちから通信衛星にメッセージを送る時のことだな。この探検船の遮しや蔽へい技術はかなりのものだが、それは電波も放射線も何も出さないから保たれる。電波なり放射線なりを放出すれば確実に探知されちまう。宇宙空間にいる戦せん闘とう種のザナックスは機械的な電磁波のパターンについては、あまり関心を持たないが、生物の活動を思わせる変化に富んだパターンを感じると攻撃してくる。だから無人探査機の送ってくるデータは、単調な信号を送り続ける中に幾いくつかのパターンを繰くり返して紛まぎれ込ませ、送信するようにしてあるんだが……直接メッセージのやり取りをすれば、その変化は絶対にザナックスの関心を引く……つまり、このリバティ・ベルからメッセージを出すのは危険極きわまりないということだ」

　マイドはうなずいた。

「確かにそうですね、僕たちはザナックスに、そしてビジルはギンガーの障しよう壁へきに、それぞれ真剣に取り組まなくちゃなりません……そのどっちが失敗しても、このミッションは成り立ちませんから」

「向こうの星系に飛んだら、めちゃくちゃ忙いそがしくなりそうだが、今ここで思い悩なやんでも始まらない。お前の十八番おはこの、でたとこまかせ、略りやく称しよう『でたまか』で行くしかないな」

　マイドは微笑んだ。

「そうです、いきあたりばったりじゃなくて、推論と洞どう察さつ力によって先を読み、八方手を尽つくしてから行動を起こす、それが『でたまか』です」

　マイドの言葉を聞いて満足そうに笑ったトーダは、画面の隅すみに出ている時間表示を見て、はっとしたように言った。

「いけね、もう定時連れん絡らくの時間か！　マイド、今までに収集したデータのバックアップはできているか？

「はい、すべてバックアップ済みです」

「よし、じゃあそいつをパケット通信で送るぞ。今まで取る事のできなかった生体データもあるし、こいつを見たオーバーロード号の連中が驚おどろく顔が目に浮うかぶな。他人にサプライズを与あたえるというのは、何度味わってもいいものだ、さあ転移して跳ちよう空間通信開始だ！」

　リバティ・ベル号の前に虹にじ色いろの空間が出現し、そして、その空間の中に船体が飲み込まれるのと同時に、空間が消しよう滅めつした。

　後には、転移先の空間から吸い出され、放出された等量の空間物質が、淡あわいきらめきと共に漂ただよっているだけだった。




　ピクスは、ベッドに転がったまま、ぼんやりと天てん井じようを見上げていた。

　ベッドの上のスポット照明以外の場所の照明は薄うす暗ぐらく落ちていた。それは、地上の昼夜の周期に合わせて、室内の照明の明暗が切り替かわるという基本プログラムの作り出した擬ぎ似じ的な夜であり、地上が今、夜の時間帯であることを示していた。

　ピクスは枕まくら元もとにある時計に視線を投げた。

　……午後九時三十二分か。

　本当なら、家々では小さな子供たちがベッドに追いやられ、盛さかり場ではいよいよ盛り上がる頃ころだろう。

　そう考えたときに、ピクスは自分を笑った。

　……たった一人になったとたん、地上のことが気になるなんてな。

　今まで俺は、この照明によって擬似的な昼夜の差を示すというプログラムが大だい嫌きらいだった。

　なんのために、ここは地下に作られたのか、それは地上と……つまり外界と完全に途と絶ぜつした環かん境きようを作るためだ。だとしたら、そこは地上と、外界と、一いつ切さいの干かん渉しようを受けぬ場所でなくてはならないはずだ。昼夜の区別など必要ない！

　俺はそう思っていた。だから一度もこのプログラムをオンにしたことはなかったのに……。

　ピクスの目は、薄暗い照明の中で輝かがやく、いくつかのモニタースクリーンに移った。

　……データベースの中に入っていたゲームライブラリィも、ほとんどやりつくした……最近は何をするでもなくぼーっとあそこに映る地上の景色を見ているだけだ。

　モニター画面に映る、あの赤あか紫むらさき色いろの植物のような作物の中を動き回るザナックスと、そしてザリガニみたいな生き物だけが、俺にとって唯ゆい一いつのリアルな存在なのかもしれない。

　ピクスは目を閉じて、隣となりのエアロックの先にある機密作業服を思い浮かべた。

　……あれを着て外に出たら、どんなことになるかな。

　ジェノサイド因子が付着した作業服を着てここに戻もどってくれば、ここも汚お染せんされるよな。もう二度と作業服を脱ぬぐことはできなくなる。そして、作業服の酸素発生装置の酸素が切れれば俺は酸欠で死ぬだろう。

　ピクスは、小さく首を振ふって、脳のう裏りに浮かんだその考えを否定した。

　……馬ば鹿かなことを考えるのはやめよう。ここにいれば、生き延のびることができるのに、そんな馬鹿なことをする理由はない。

　……でも、ここで生き延びることが何になるんだ？　ただ生きているだけのこの状態に意味があるのか？

　そもそも、俺という存在に意味があったんだろうか？

　ピクスは自分の頰ほおに涙なみだが流れ落ちる感かん触しよくに自分で驚いた。

　……泣いてるのか。

　ピクスは、再び首を振って、意識を切り替えた。

　……いけない、こんなこと考えていたら、どんどん落ち込んでいくだけだ。もっと馬鹿馬鹿しいことを考えよう。

　……あの作業服を着て、ザナックスの前に立ったらあいつらはどんな反応を示すかな？

　驚くかな？　いや、どうやら人間に似てるけど人間のような感情や思考回路は持っていないらしいから、驚いたりはしないだろう……でも、予期せぬ対象に出会えばそれなりの反応は示すはずだ。

　ピクスは、脳裏に、作業服を着た自分が、ザナックスの農夫の後ろから近づいて、その肩かたをぽん、と叩たたく姿を夢想しはじめた。

　……肩を叩いて、なんと挨あい拶さつしようかな。

『こんにちは、いい天気ですね』かな？　それとも『精が出ますね、今年の作さく柄がらはどうですか？』の方がいいかな。いや、間の抜ぬけた顔と気の抜けた声で『やは……』と声をかけたほうが面おも白しろいかもしれないな……。

　自分の姿を思い浮かべたピクスは、声を上げて笑った。

　そして、脳裏に思い浮かべる、絶対ありえないシチュエーションに一人で笑いながら眠ねむりに落ちて行った。

　たった一人の夜が、再び始まろうとしていた。




　マイドとトーダが乗り込んだリバティ・ベル号のいる場所から、二つほど星域をローデスの勢力圏けんに入った場所に探査船オーバーロード号は停てい泊はくしていた。

　船内にある情報分ぶん析せき室では、この探査船に乗り組んでいる人類探査機構の主要メンバーが勢ぞろいして、トーダが送ってくるデータを食い入るように見つめていた。

　そのとき、情報分析室が一気にざわついた。各コンソールに張り付いていた研究員たちが、興奮したように動き始めているのが見えた。

　……そうか、データ転送が終わったのだな。

　アティーブは胸むな元もとのインカムのスイッチを入れると、情報分析室にいる科学者たちに呼びかけた。

「諸君！　トーダ博士から送られてきたデータを無事に受け取ったことと思う。そのデータがどれほど貴重でどれほどの危険を冒おかして手に入れられたのか、私がここでわざわざ言わなくとも、諸君らは理解しているだろう。さあ、トーダ博士は自分の義務を果たした。今度は私たちが義務を果たす番だ！　六時間後にデータ分析結果による会議を行うが、特異な点、今まで判明しなかったザナックスの特性などが判明したら、それを待たずにすぐ報告してくれ、私からは以上だ！」

　アティーブ博士の檄げきを聞きながら、レアナ・トールキンは、無人探査機から送られてきたデータにフィルタをかけて、欲ほしいデータとノイズを分ぶん離りしはじめた。

　目の前にあるパーソナルモニターに入力されているのは、先せん輩ぱいであるステラ博士が彼女に残して行ったザナックスの行動特性に関する生物学的な分析のモデルだった。

　ノイズから分離した数値特性をぎこちない手つきで入力しながら、レアナは心の中でぼやいた。

　……どうにも、この帝てい国こく型の入力装置にはなじめないわ……ステラ博士は、てきぱき打ち込んでいたけど……。

　そして、レアナは優ゆう雅がな手つきで入力しながら、微笑ほほえむステラの顔を思い浮うかべた。

　……すごいわよねえ、ステラ博士は、美人だし、落ち着いているし、私なんか比べ物にならないくらいなんでも手て際ぎわよくやれるし……。

　なんで、結けつ婚こんしなかったんだろうな。あそこまでできた人だと、生半可な男の人じゃ相手にならないのかもしれないな。パーフェクト・ウーマンにふさわしい、パーフェクトな男なんてそんじょそこらに転がってるわけないし……。

　そして、レアナは、はっとした。

　モニターの隅すみに、数値が合がつ致ちしないというサインが点てん滅めつしていた。

　あちゃー、いけない！　ヘンなこと考えていたから数値を当てはめる場所を間ま違ちがえた！

　やり直しだぁ……。

　レアナは泣きたくなった。

　ステラ先輩～やっぱりドジっ娘この私に、先輩の代わりは無理ですぅ～！　なんでローデス本国に帰っちゃったんですか～！

　心の中でそう叫さけんだレアナは、滲にじんでくる涙を手の甲こうでごしごしこすると、再び数値の入力を始めた。

　そして、ステラが残して行った仮説モデルに、実際のデータを入力し終えたとき。レアナの目が見開かれた。

　合致係数が九十八パーセントですって？

　レアナはあわてて、自分が打ち込んだ手順を再確認した。

　そして、五回の再演算と、入力のやり直しをやった。

　……その結果は、変わらなかった。

　レアナの指先が震ふるえていた。

　ステラ先輩の立てた仮説は正しかったんだ……。

　あの、ザナックスが栽さい培ばいしている植物のようなもの……あれは、作物じゃない。

　あれこそが……ザナックスそのものなんだ。




　会議室の真ん中に置かれている楕だ円えんのテーブルの一番奥に座っていたアティーブ博士は、目の前にあるパーソナルモニターの時間表示を見て、小さくうなずいた。

　そして、その場に立ち上がると、テーブルの周りとその奥にぎっしりと座っている研究員たちを見回してから、ゆっくりと話し始めた。

「トーダ博士から送られてきたデータの分析は、ほぼ終しゆう了りようした。かくも短い時間で分析が終了したのは、ひとえに各員の努力の結果だと私は思う。あらためて私から諸君らに礼を言いたい……」

　そこで言葉を切り、軽く頭を下げた後で、アティーブ博士は言葉を続けた。

「今回のデータで、一つの仮説に重要な根こん拠きよが与あたえられた……この仮説は生物化学専せん攻こうのステラ博士が立てたものであり、諸君らの多くが耳にしたことがあると思われるものだ」

　アティーブ博士は自分の左ひだり隣どなりに座っていた、見るからに好こう々こう爺やという言葉がふさわしい一人の老人に左手を差し伸のべた。

「ザナックスの誕生と、そして進化の道筋について、こちらにいらっしゃる生物社会学を専攻されているトバ博士の推論を伺うかがおうと思う。この推論は、正確なものではない、しかし、ザナックスという生き物を理解する一助となると私は思う……トバ博士、よろしくお願いします」

　トバ博士と呼ばれた老人はにっこり笑ってうなずいた。

「わしは、人から熱い視線を浴びながら立ってものを言うようなことには慣れておらんのでな、行ぎよう儀ぎが悪いが座ったまま話をさせてもらおうかの……」

「ええ、それは構いません、ここは、行儀だの作法だのそんなことは無む縁えんの場所です」

　アティーブ博士の言葉を聞いたトバ博士はにやっと笑った。

「お前さんも丸くなったのう……トーダに磨みがかれたか？」

　いきなり話しかけられたアティーブ博士は、一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったような顔をした後で、あわてて答えた。

「え？　ええ、まあ彼には色々考えさせられるところがありましたね……」

「柔じゆう軟なんな頭こそ、すべての学問の母親じゃよ」

　トバ博士は、白はく髪はつがまばらに生えた自分のはげ頭を右手の人差し指で、とんとんと叩たたきながらそう言って笑った後で、表情を少し引き締しめた。

「さて、ではわしの推論を述べさせてもらう……言っておくがこの話には学問的な価値はそれほどない。なぜならこいつはわしの頭の中ででっち上げた、ヨタ話に過ぎんからだ。

　だがしかし、じゃ。正確なデータと、豊富な知識によって支えられたヨタ話は、一つの世界じゃ。その中には真実のカケラも内包されておる。わしのヨタ話の中から真実のカケラを探し出すのが、おぬしらの役目じゃ、心して聞くが良い……」

　そして、トバ博士の自じ称しようヨタ話が始まった。

「ザナックスがこの世に誕生したのは、おそらく人類より古いじゃろう……ザナックスの細さい胞ぼうを分ぶん析せきし、遺伝子構造を解析した者ならば知っておるだろうが、ザナックスの細胞構造はめちゃくちゃじゃ。葉緑素を使わぬ一種の光合成により無機窒ちつ素そ源から蛋たん白ぱく質しつを合成する植物としての特性を持っているが、細胞は細胞膜まくではなく原形質膜で覆おおわれ増ぞう殖しよくする。遺伝子パターンの中にはありとあらゆる生き物の……そう植物の遺伝子パターンの一部と思われるものも入っておる。こんな生き物はこの世に存在しない。もし存在するとしたらそれは惑わく星せいサングリューの研究室の中だけじゃろう。もっとも惑星サングリューは、もはや存在しておらんからどっちにしろこの世に無いことに変わりはないがの……」

　トバ博士は机の上にあった紙コップに入っていたコーヒーを一口飲むと、咳せき払ばらいをしてから話を続けた。

「だが、他の様々な生物の遺伝子特性を取り込み、融ゆう合ごうする能力を持つ生物が存在したとしたら、それは可能じゃ。ザナックスは、おそらくそういった生物の進化した形態なのじゃ。そして、その進化には途と方ほうもない時間を必要としたじゃろう……ザナックスの起源が人類より古いと述べたのはそういうわけじゃ。

　ザナックスは、このローデス銀河の最も外がい縁えん部の恒こう星せいのほとんど無い星で生まれたのだと思う。そこで、様々な進化形態の生物の特性を手に入れ、そして細々と生きながらえて来たのだろう……もしかしたら、この時点でザナックスには一種の知性も芽生えていたかもしれん……知性の名残なごりは彼らの栽培技術と高い社会性の中に見ることができる。

　そして、いつのことかわからぬが、彼らはとんでもないものを手に入れた。究極の作物だ。

　偶ぐう然ぜん発見したのかそれとも自分たちで創つくり上げたのかそれはわからん。それが、どんな植物だったのか……いや、植物ではなく動物だったのかもしれん。とにかくその生き物は、水と酸素と地中の有機物で、ザナックスが生きてゆくために必要な、あらゆるものを作り出してくれた。それも充じゆう分ぶんな量を。

　この理想の作物を手に入れたときに、ザナックスの運命は決まった。ザナックスにとって、この作物は切っても切れない、いわば一いち蓮れん托たく生しようの存在となってしまったのだ……」

　トバ博士はそこで言葉を切ると、居並ぶ研究員を見回した。

「人類が穀物を手に入れたときのことを考えてみるがよい。今まで狩しゆ猟りよう採取生活しかして来なかった人類が、麦や米を手に入れたとき、どれほどの生活環かん境きようが変化したか……穀物は保存が利きき、そして毎年収しゆう穫かくすることが可能だ。これによって人類はまず飢き餓がから脱だつ出しゆつした。そして次に貯蔵という概がい念ねんは、私有物という概念を生み、貧ひん富ぷの差が生じることとなった。

　およそ人類の行動特とく癖へきのほとんどは、この穀物栽培という技術革新なくして生じなかっただろう。それと同じことがザナックスの上にも起きたのだ……そして、惑星の表土はこの究極の作物で埋うめ尽つくされた……そして、どうなったか、それは火を見るより明らかなことだ。表土に含ふくまれている有機物を吸い尽くした作物は死し滅めつし始めた……しかし、このときザナックスはこの作物を摂せつ取しゆする以外に生きてゆく方法を知らなかった。

　ザナックスは必死になった。これが、種の保存をかけた、驚きよう異いの進化の始まりじゃ。

　生物の進化の道筋を見ていると実に面おも白しろい事に気付く。一つの種が進化の袋ふくろ小こう路じに入り込み、滅めつ亡ぼうしはじめると、突とつ然ぜん変へん異い的に、一足飛びに新たな特性を備えた種が誕生することがある……俗ぞくにジャンプ進化と呼ばれるものじゃな。このジャンプ進化がザナックスの上にも起きたのじゃろう。本当のことは誰だれも知らん、これはつじつまを合わせるためにわしの組み立てたヨタ話じゃからな……とにかく、この時点でザナックスはついに空間転移の能力を手に入れた……すべての種ではなく、おそらく一ひと握にぎりの種だけがこの能力を持つに至ったのだろう。

　そして、ザナックスの旅が始まった。

　作物を栽さい培ばいできる水と酸素を持った惑星を求めて彼らは宇宙をさまよい、そして、目的にあった惑星を見つけると、そこに降り立ち、作物の栽培を始める。しかし、この方法には大きな無む駄だがあることに彼らは気付いた。

　繁はん殖しよくと、そして作物の摂取方法だ。

　作物を栽培し、その作物を摂取するよりも、最初からその作物を身体からだに取り込み、そして、ダイレクトに有機物を取り込めばいいではないか……しかし、それでは動きが取れない……ならば幼生の時に、しっかり取り込み、そしてそれを蓄たくわえておけばいい。それでも足りなくなったときは……同属を食えばいい。老ろう衰すい化した同属なら、群れ全体の力を削そぐことはない。

　こうして、ザナックスは自分たちの苗なえを惑星に植え、そこで育てることにした。

　ザナックスが植えているあの赤あか紫むらさき色いろの菌きん類るいとも植物ともつかぬあれは、ザナックスの幼生なのだ。約三ヶ月で三メートルほどに育ち、実をつけると、ファーマーと呼ばれるザナックスがその実を収穫して、どこかに運び去る。

　畑にされた惑星には空間転移能力を持ったザナックスがいて……おそらくこいつがいわゆる女王のようなものだろう、こいつが実を転移させる。

　実は戦せん闘とう種とそれ以外の用よう途とに振ふり分けられ、どこかで孵ふ化かをする。戦闘種に選ばれた連中は最前線に転移させられ、それ以外の連中は、ザリガニとかファーマーになって種と共に頒種船たねまきに乗り込み次の畑に向かうのだ。種とともに降りたザリガニとファーマーは、その惑星の上で一生を終えるのだ。

　究極の作物を手に入れ、それと自分たちを融合させたがゆえに、彼らは常に新しい畑を必要とするようになった。次から次へと畑を求め宇宙を旅する姿は、いわば遊牧民のような文化形態を持っていると言える。彼らは固定化した家や、巣を作らない。彼らにとって惑星は畑であって巣ではない。おそらく、巣はどこか別のところにあるのだ。

　彼らと我々人間とは、違ちがう点もあれば共通点もある、その共通点に注目して、そこから解かい析せきするのも面白いかもしれんな。

　たとえば、作物に関してじゃが、もし、もしもだ。この宇宙に植物から進化した知性体が存在していて、そいつが人類の住んでいる惑わく星せいを見たら、きっとその惑星の支配者は稲いねや麦だと思い込むかもしれん。

　稲や麦を育てるために必死に努力する人類が下僕スレイブで、育てられている稲や麦が主人マスターということじゃ。稲や麦のために、人類は野山を切り拓ひらき、そこに稲や麦にとってもっとも居い心地ごこちの良い環境……つまり水田や畑を作りあげ、そこで稲や麦を育てている。

　人類は他の植物のためにそんなことはしない。自然の環境を変えてまで一種類の植物に尽くしたりはしない……ひょっとしたら、人類というのは、穀物によって養われている存在でしかなくて、本当の主人は穀物なのかもしれんぞ」

　そして、トバ博士はゆっくりと続けた。

「ザナックスの侵しん略りやくは、動物も植物も、惑星上のすべての生態系を破は壊かいしたその上に自分たちの苗を植えるというもので、いわば、人類が所属する生態系すべての敵じゃ。

　もし、穀物がわしらの主人だとするならば、きっと、この生態系すべてを守り、生き延びるための努力をしろと言っているのかもしれん……お前たち人類を養ってきたのは、このときのためなのだ、義務を果たせ、とな……。

　さて、わしのヨタ話はこれで終わりじゃ……どっとはらい」

　アティーブ博士は怪け訝げんな顔をした。

「ドットハラ……なんですか最後の言葉は？」

「どっとはらい……とっぴんぱらりのぷう、とも言う……なに、年寄りが昔話を終えるときに、最後に付ける締しめの言葉じゃよ。知らんかったかの？」

　トバ博士は飄ひよう々ひようとした顔つきで答えた。
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「作戦の進しん捗ちよく状じよう況きようはどうなっている？」

　ローデスの首都惑わく星せいの静止衛星軌き道どう上に浮うかぶテンネンベルク要よう塞さいの中にある人類統合軍作戦本部。その指揮室に立ったチャマーから問いかけを受けた副官であるミストラル・エデッサは、目の前に並ぶマルチスクリーンと、三次元立体スクリーンに浮かび上がった戦況概がい略りやく図ずを指差して、イライラしたような声で答えた。

「惑星破は壊かい用の光子魚ぎよ雷らいを装備した工兵艦かん隊たいのほとんどが目的の星系に到とう着ちやくしておりますが、ザナックスの支配下にある星域では、畑を守るザナックスの戦せん闘とう艇ていの群れと、護衛艦隊との激しい戦闘が継けい続ぞく中のため、いまだ配置につけない艦隊があります」

「ザナックスの畑がある十の星域には、それぞれに帝てい国こく軍、ローデス軍の合同艦隊三万隻せきを割り当てたが、それでも確実に惑星破壊が可能な距きよ離りまで接近できないというわけか」

　ミストラルは眉まゆをひそめてうなずいた。

「ええ、ザナックスの畑への防衛本能は、我々の想像を超こえていたようですが、各艦隊ともに近接防衛艦を前面に立てて、ザナックスの突とつ撃げき艇ていを排はい除じよしつつあります」

「作戦開始時までに発射ポイントまでの経路を確保する見通しは？」

「それについては、何とか見通しが立っております。作戦開始時には、各艦隊とも指定座標に到達可能、とのことです」

　チャマーは真しん剣けんな目でマルチスクリーンを見上げた。

「我わが帝国軍の地ち殻かく破壊用光子魚雷の保有量は、この四十二の惑星を破壊できる、ぎりぎりの数だ。一つの惑星について二発……本来なら一発でも可能だが、もしものことを考えて複数にした。それでも八十四発しか無い。

　ミスは許されない、この作戦に『次』は無い。各艦隊とも、そのことは理解してくれていることと思う」

　ミストラルは、マルチスクリーンの一つに映る巨きよ大だいなコンテナの映像に視線を合わせると、つぶやくように言った。

「まさか、あの兵器を使う時が来るとは思ってもいませんでした……私が士官学校に入ったとき、教官から、これは使ってはならない禁断の兵器だ、と教わったのを思い出します。

　あの工作艦に搭とう載さいされている地殻破壊用光子魚雷は、帝国とローデスのあいだで結ばれた条約によって定められた禁止兵器です。あの条約には捕ほ虜りよや非戦闘員に対する処しよ遇ぐう、そしてお互たがいの人類居住惑星に対して大気圏けん内ないでの反応兵器の使用禁止、そして惑星破壊などの直接攻こう撃げきの禁止などが盛り込まれています。しかし条約で禁止されているのは、その種の兵器の『使用』であり、開発もそして生産も禁止事じ項こうには該がい当とうしない……それがあの兵器があそこにある理由なのですね」

　ミストラルは小さく笑って付け足した。

「帝国もローデスも、いざとなれば敵地の惑星を破壊できる兵器を持つことによって相そう互ごのパワーバランスを保っていた。帝国もローデスも、この条約によって、無む秩ちつ序じよな殺さつ戮りく戦争を回かい避ひすることができた。しかし、ある意味、桃もも星ぼし空域内で二百年の長きにわたって大規模な艦隊決戦が繰くり返されることとなった理由もまた、この条約のためなのかもしれませんね」

　チャマーは目の前にあるパーソナルモニターの脇わきにあるキーパッドを叩たたいて、各星系で配置についている工兵艦隊と、それを護衛する防衛艦隊のデータを確かく認にんしながら答えた。

「惑星破壊用の光子魚雷の数が少ない理由は、そこにある。あれは実用化されていたとはいえ、条約で禁止され、使うに使えない兵器だった。歴代の帝国軍の首脳と議会が、そんなものを大量生産する予算があれば、使える兵器を作るほうに回した方がいいと考えたのも無理は無い……誰だれも、こんな日が来るとは思ってもいなかったのだからな」

　パーソナルモニターでデータの再確認を終えたミストラルは大きく息を吐はいて、そっと汗あせを拭ぬぐった。

　……すべてがギリギリだ。

　この作戦は、時間も、装備も、何もかもが崖がけっぷちのギリギリのところを回っている。どれか一つでも齟そ齬ごをきたせば、すべてが破局に向かうだろう。

　でも、チャマー自身はそんな素そ振ぶりを見せるわけにはいかない。

　常に冷静で、自信に満ち溢あふれ、この作戦が成功することは、既き成せいの事実なのだ……という顔をし続けなくてはならない。

　地を出せる俺はよっぽど気楽だぜ。

　ミストラルが、そんなことを考えているとは思いもよらないチャマーは、メインスクリーンに映る地殻破壊用光子魚雷の収まったコンテナを抱かかえた工作艦の映像を見上げて考えていた。

　……この作戦さえ成功すれば、ザナックスの侵しん攻こうスピードが鈍にぶるだろう。半年……いや、五ヶ月四ヶ月、もっと短いかもしれない。だが、とにかく時間が手に入る。

　今は何よりその時間が必要なのだ。未知の存在であるザナックスの生態の片へん鱗りんでも摑つかめれば、それを糸口にできる。今のような正面からのぶつかり合いではない、もっと効率の良い戦い方の糸口が……。

　そのとき、マルチスクリーンに映る各星系に配置についた工兵艦隊の輸送船が、巨大なコンテナを船外に吐き出し始めた。

　タイムテーブルを確認したミストラルが報告した。

「地殻破壊用光子魚雷の発射プログラムに入りました……予定通りです」

　映像を見たチャマーは、手元にあるパーソナルコンソールを操作すると、通信参さん謀ぼうに向けて手短に命令を下した。

「各護衛艦かん隊たいに通信。各艦隊ともに警けい戒かいを厳にせよ。新型防ぼう御ぎよスクリーン展開艦隊は、ジェネレーターを早期に立ち上げ、タイムラグを起こさぬように留意し、万ばん全ぜんを期せ……以上だ」

　チャマーの隣となりで同じようにマルチモニターに映る映像を見上げていたミストラルが、不安そうにつぶやいた。

「アウディエンシア枢すう機き卿きよう率ひきいるローデス愛国戦線の戦力は、総数約四万隻せき。その中ちゆう核かくとなるのはローデスの精せい鋭えい、枢密軍の基幹をなす白色枢機卿艦隊です。この戦力をやつらがどこに差し向けるのか、まだわかりません。

　一応、破壊予定のある星系すべての工兵艦隊にも護衛艦を張り付け、例の新型防御スクリーン艦隊を配備してありますが……この作戦の成功の鍵かぎは、あの技術士官……セレナ少しよう佐さの新型防御スクリーンの効果次し第だいですね。大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「新型とはいえ、数百回の実用試験をくぐりぬけて来たシステムだ。私は期待通りの性能を発揮してくれるものと信じている……」

　自信ありげにうなずいたチャマーはミストラルを見て言葉を付け足した。

「技術力と、それを開発した人間の外見とは関係ない……心配することはない」




　その頃ころ、ローデスの中央星域に程ほど近ちかい消去予定惑わく星せいの一つ、ゴースティン星系を、帝てい国こく軍の艦隊が移動していた。

　数千隻からなるその艦隊は、通常の戦せん闘とう編制艦隊ではなく、中央に数百隻のフットボールのようなシルエットを持つ工作艦を配置した第三十二帝国軍工兵艦隊である。

　その工兵艦隊旗艦である。工作艦エンゲージの艦長は、メインブリッジの正面にあるスクリーンに浮うかぶ青い地球型惑星を見ながら、その白はく髪はつ交じりの頭を振ふって、小さくため息をつくと、つぶやくように言葉を付け足した。

「私が工兵になったときに、先せん輩ぱいが言った言葉を思い出したよ……こいつを使うときは、帝国が終わるときだ……という言葉だ」

　横に立っていた若い将校が、唇くちびるの端はしに薄うす笑わらいを浮かべて答えた。

「その先輩は間ま違ちがっていたわけですね。終わるのはローデスであって、帝国ではありません」

　艦長は、その若い将校を見み据すえて言った。

「我々はローデスを終わらせるためにここにいるのではない。ローデスを延命させるためにここにいるのだ。ローデスが終われば、帝国も終わる……先輩の言ったことは間違ってはいなかった。帝国は、過去において、ここまで徹底して、戦わねばならなかったことはない」

　若い将校は、むっとしたように言い返した。

「我々に与あたえられた任務は、非戦闘員の居住する惑星を破は壊かいするという非人道的なものであります。しかし、艦長。我々はそれをやらねばなりません、それが我々の仕事であります」

　艦長は、自じ嘲ちようするようにうなずいた。

「そうか、そうだな……仕事だ。それにしても人間というのは実に便利な理由付けを考え出したものだとつくづく感心するよ。仕事、任務、そう言い切ってしまえば、その結果を個人で背負わなくてもいいと思い込むことができる……」

　そして、艦長は若い将校に向かってゆっくりと言った。

「我々は帝国の軍人であり、あの惑星はローデスの惑星だ。君は心のどこかでローデスの惑星を破壊し国民を殺すことに喜びを感じているのではないかね？」

　若い将校は目をむいた。

「心外であります！　そのようなことはありません！　私は任務に私情を挟はさむような人間ではありません！」

　艦長は、その答えが自分に対する皮肉であることに気付いていた、しかし、顔色一つ変えずに答えた。

「そうか……実に立派な答えだ。では、もしこの先、ザナックスの侵攻を押さえ込むことができず、帝国領内で同じような作戦を展開しなくてはならなくなったとしたら、君を推すい薦せんしよう……君なら顔色一つ変えずに、自分の生まれ故郷の惑星を、両親や、友人、知人ともども破壊することができるだろう」

　若い将校の顔から血の気が引いた。

「まさか……そんなことが……」

「そんなことがない、と誰だれが言い切れるかね？　惑星を破壊できる兵器はローデスも開発していた。しかし、ローデスの兵士にこの仕事をやらせるわけにはいかない。我々がこの作戦に選ばれたのはそういう理由だ。顔も知らぬ、見たこともない人々が住んでいる惑星なら、負担も軽い。仕事だ、任務だと割り切れる。ましてこの任務は、心理的な負担を軽くするためにすべてプログラム化されており、自分で発射スイッチを押す必要はない。

　所定の時間までに光子魚ぎよ雷らいの入ったコンテナを所定の場所まで運び、その空間に置くだけでいい。あとはプログラムがすべてを遂すい行こうしてくれる。

　自分は惑星を破壊したのではない、数十億の人々を虐ぎやく殺さつしたのではない、単にコンテナを言われた場所に置いただけだ、と自分に言い訳ができる……実に至いたれり尽つくせりだ」

「で、では、あなたは、この任務を拒きよ否ひするつもりなのですか？」

　気色ばむ若い将校をいなすように、艦長は笑ってみせた。

「人間には立場というものがあり、そしてそれとは別に個人の価値観がある。個人の感かん慨がいを仕事に持ち込むほど私は愚おろかではないよ。

　私には、家族や子供、そして他人を愛し守ろうと思う心がある、それは人として当然の心だ。しかし、私はその人の心を持ったまま、あの惑わく星せいに住む何十億というローデスの人々を惑星ごと破壊して殺さねばならない。

　人は誰でも二つの自分を持つ。私人と公人だ。そして、どんな人間でも社会的な責任というものを背負っている以上、公人としての自分を優先させなくてはならない。社会のルールより私人の価値観を優先させるのは愚か者か犯罪者だ。そういう意味でいうなら人間の主人は公人であり、私人はその下僕のようなものかもしれないな……。

　しかし、時と場合による。今回の任務のような重いものを背負わされたとき、人は私人としての自分までも動員して支えようとするのだ。公人が行う任務に対し、私人としての自分が批判的な言動をすることで、自分自身に免めん罪ざい符ふを与えようとする。これは、人間の心理としてごく当たり前の反応なのだ。それと同じ心理は、君の中にもある……自分で気が付いていないだけでね」

　納なつ得とくできないような表情で黙だまり込んだ将校を、あやすように艦かん長ちようは言った。

「立場が重くなれば重くなるほど、個人としてのしがらみが増えれば増えるほど、人が愚ぐ痴ちっぽくなるのはそういう理由だ。年寄りの愚痴にまともに相手をしていたら身が持たんぞ」

　そのとき、工作艦エンゲージのブリッジのメインスクリーンに開かれた小さなサブウィンドウの中にあった、カウントダウンの数字が二：○○を表示した。

　それは、作戦開始までの残り時間を示す数字であり、そして、工作艦エンゲージの前に浮かぶ惑星ゴースティンに残された時間でもあった。




　そして、そのカウンターが残り二時間を切ったそのとき、人類統合軍作戦本部の総合指揮所に、情報参さん謀ぼうの報告が飛び込んできた。

『ローデス愛国戦線艦隊行動開始！　総数は約三万八千隻せき、うち、戦列艦以上の船は二千三百隻。総力を一つの本隊と二つの支隊に分散し、三方面に向けて侵しん攻こうするものと認められる。なお本隊は二万五千隻の戦力でゴースティン星系に向かうもよう！』

　この一報が流れたとき、指揮室に、一いつ瞬しゆん言葉ではない何かが響ひびいた。

　それは、その部屋にいた参謀たちの『ついに来たか』というため息とも深呼吸ともつかない息いき遣づかいの音だったのかもしれない。

　そして、その息遣いの音とともに、一いつ斉せいに参謀たちが動き始めた。

『愛国戦線の向かった先は、テオン、ジグハルト、ゴースティンの三星系と判明！』

『テオン、ジグハルト、ゴースティンの各星系に配置している工兵艦隊及およびその護衛艦隊に対し警報を発令！』

『それ以外の星系の各艦隊に対しても警けい戒かいを厳にするように警告を発しろ！』

『愛国戦線側の戦力状じよう況きようを確かく認にんしろ！　艦種、及び艦数の割合を大至急確認するんだ！』

『二万五千だと？　間ま違ちがいないのか！』

『間違いない、そのうち戦列艦の数はおよそ二千、それがすべてゴースティンに向かった！』

『支えきれるのか？』

『支えてもらわなきゃ困る！　帝てい国こく軍の主力艦隊はザナックス占せん領りよう星域で大激戦の真っ最中だ！　とても手が回らない！』

　メインスクリーンの脇わきにある巨きよ大だいな三次元スクリーンが三つの球体に分かれ、内部に赤い光点と青い光点が瞬またたき始めた。それは、ローデス愛国戦線が侵攻を開始した三つの星系の艦隊の位置を表示するものだった。

　それを見上げ、素す早ばやく球体の中にある光点の位置を読み取ったミストラルは、中央にあるゴースティン星系を見て顔をしかめた。

　そこに映っているのは、青い光点で示される二千五百の帝国軍艦隊を包囲するがごとくに転移してくる圧あつ倒とう的な数のローデス愛国戦線の艦隊を示す赤い光点だった。

「ゴースティンは、敵の十分の一しか護衛がいません！　応おう援えんを差し向けるのを早めた方がいいのではありませんか？」

　チャマーは穏おだやかな表情と口調でこう言った。

「いや、作戦に対し、直前に変へん更こうを加えるのは予想外のアクシデントを呼ぶ。あくまでもタイムテーブルの予定通りに作戦を進めよう」

　その、あまりに自然なものの言い方に疑念を抱いだいたのだろう、参謀の一人が同どう僚りように囁ささやいた。

「チャマー閣下は、このことをあらかじめ知っていたのかな？」

「このこと？　ああ、ローデス愛国戦線の蜂ほう起きのことか、きっと、おおよその情報は得ていたんだろうよ」

「愛国戦線側に、こちら側の内通者がいるのか？」

　同僚は真面目まじめな顔でうなずいた。

「内通者はどちらにもいるさ、おそらくこちら側にもね。もともと一つの軍だったわけだからそれは仕方ないことさ。内戦が長引く理由はそのあたりにも原因がある。帝国だってそうだったろう？　例のマルス家とディア家の内乱のときを思い出してみろ」

「ああ、そうか、言われてみればそのとおりだ……」

　参謀は、納得したようにうなずいた後で、心配そうな顔になった。

「じゃあ、この戦いも長引くのか？」

「いや、安心しろ、この戦いは長引かない。そんな悠ゆう長ちようなことをしている暇ひまはないとチャマー閣下は考えたんだろう。きっと一気に片がつく……まあ、詳くわしいことは俺にも言えないけど、とにかく俺たちは俺たちの仕事をしていればいいんだ」

「ああ、そうだとは思うけど……今のままじゃあまりに劣れつ勢せいだからな」

　参謀は、そうつぶやくと、不安を拭ぬぐいきれない目で三次元立体スクリーンを見上げた。

　参謀たちの不安は、そのまま指揮室の空気に現れていた。

　ひそひそ声と、目配せが飛び交かう中で、ミストラルは、チャマーを何度もかえりみた。

　……総司令官なら、こういうときにこそ、一発景気のいい演説とか、喝かつとかを入れて、この部屋の空気を変えるべきなのに……なんでこいつはそれをやらないんだ？

　……こいつにとって、この作戦は実に大事なもののはずだ。この作戦に失敗したら後が無いことは誰だれだって知っている。だからこそ、こういうときに普ふ段だんはおとなしいチャマーが一発戦意高こう揚ようの演説をすれば、この作戦は特別のものだと……。

　そして、ミストラルは気がついた。

　そうか、むしろチャマーはこの作戦そのものが、特別でもなんでもない、ごく普通のものだということを演出したいのだ。

　三百二十億の人間を犠ぎ牲せいにすることに、いちいち騒さわぎ立てていたのでは、この先つづく戦いは戦えない。ザナックスとの戦いにおいて、こんなのは、序の口にすぎない、と言いたいのだ。

　ミストラルは思わず笑いを嚙かみ締しめた。

　……いかにもチャマーらしい考えだな。

　理性的で、合理的だ。だが、人は理性と合理だけで動くものではない、特に戦争というのは、その場の勢いというものがその戦局を左右することが多いんだ。

　戦略と戦術に長たけていても、そういった娑しや婆ばっ気けに関しては、まだまだ経験不足なのかもしれないな。

　……司令官が理性と合理に長けているならば、それに足りぬところ、つまり感情を補うのは副官の役目だぜ。

　ミストラルは大きく深呼吸をして、そして大声を張り上げた。

「参さん謀ぼう諸君！　諸君らは何を恐おそれている！　さっきから見ていれば、こそこそと耳打ちをし、目配せをして……まるでテストのカンニングをしている学生のようではないか！　確かに本作戦の全体像を知るものは、ほんの一ひと握にぎりであり、諸君らの多くは本作戦の一部しか知らされていない。不安になるのも無理からぬところである。

　これは、この作戦が徹てつ底ていした保秘の下もとで進められたからだ！　作戦の大たい綱こうが敵に漏もれていれば、この作戦の効果は失われる。しかし、私は今、安心している。諸君らの不安、それはすなわちこの作戦の保秘のレベルが上々であることを示す証しよう拠こだからだ！

　さあ、諸君、不安がれ！　諸君らが不安になればなるほど、私は安心だ！

　閣下のように、平然とこの作戦を眺ながめることができるほどに私を安心させるが良い！」

　そして、ミストラルは笑って見せた。

　指揮室に漂ただよっていた、微び妙みような空気は、その瞬しゆん間かんに雲散霧む消しようした。

　明るい表情になり、隷れい下かの艦かん隊たいに指示を下し始めた参謀たちを見て、軽くうなずいたミストラルは、チャマーの方を振ふり向いて頭を下げた。

「差し出がましいことをして、申し訳ありません。ああいった空気はどうにも苦手でして……」

「いや、ありがとう。私もこの空気の方が好ましい」

　普段の会話のようにあっさりとした口調で答えたチャマーを見て、ミストラルは思った。

　……窓を開けろと言えば、いつでも開けてあげますよ、委員長殿どの。と軽口の一つも叩たたきたいところだな。




　その頃ころ、ゴースティン星系に展開していた第三十二帝てい国こく軍工兵艦隊の護衛艦隊は、工作艦を後方に下げ、それを守る防ぼう御ぎよ陣じん形けいを取って、転移してくるローデス愛国戦線に対たい峙じしていた。

『駆く逐ちく艦かんと軽巡じゆん航こう艦かんからなる約千二百隻せきの転移が終わりました。これは先行艦隊と思われます！』

『重力位相の乱れ方から見て、続いて本艦隊が当とう該がい空域に転移してくるものと思われます！　質量変化量から見てかなりの大艦隊と認められます！』

『防御陣最前列に配置してあった情報収集用ピケット艦を防御スクリーンの後方に下げます』

『防御スクリーン展開艦隊司令から通信！　我レ展開準備ヨシ！』

　護衛艦隊旗艦である、Ｚ級戦艦ドビアンヌのメインブリッジには、敵と味方の状じよう況きよう報告が飛び交っていた。

『先行艦隊だけで、我々の半数か……これで本隊が来られた日には我々はひとたまりもないな』

　艦隊司令は、そう言って目の前にある通信用のサブスクリーンに目を落とした。

　その視線の先を見ていた参謀長が、微笑ほほえんだ。

「やはり、そのスクリーンに目が行きますか、司令官殿も」

「うむ、見るつもりはないのだが、やはり視線があそこに行くな。我々の状況は総司令部に伝わっているし、応おう援えんが来るタイミングもわかっているのだが……」

「若い参謀の間では、この作戦をオフサイド・トラップのようだと言っておるものが結構おりますよ」

「オフサイド・トラップ？」

　怪け訝げんな顔をする艦隊司令に参謀長はうなずいてみせた。

「ええ、フットボールの作戦でしてね、防御陣を下げて敵の攻こう撃げきを誘さそい、反則を取るという作戦です」

　司令官は心外な、という顔をした。

「知っておるよそれくらい。私が聞きたかったのは、そのオフサイドの反則を取るのは誰かということだ。いくら敵がオフサイドに嵌はまっても、それに対して笛を吹ふく者がいなければ、トラップは成立せんのではないかな？」

「笛を吹くのは……おそらくチャマー閣下でしょう。ローデスの蜂ほう起き軍がこちらのトラップに嵌ったときに、おそらく降こう伏ふく勧かん告こくの笛を吹くのだと思われます」

　司令官はさらに参謀長の言葉に突つっ込んだ。

「笛を吹くのはいいだろう、しかしこれは戦争であってフットボールの試合ではない。自分が反則だと認めずに続行したらどうするのかね？」

　参謀長はうなずいた。

「それです。私はチャマー閣下はそれこそを望んでいるのではないかと思うのですよ、強制的にレッドカードを与あたえ退場させることを、です」

「戦場からの退場か……」

　司令官の言葉を聞いた参謀長は首を振った。

「戦場ではありません……この世からの退場です。チャマー閣下は立案の際に、この作戦は一いつ切さいの禍か根こんを断たつために行われるのだ、とおっしゃっていたそうです」

　艦隊司令官は考え込んだ。

　……反はん抗こうするものは全兵力をもって叩き潰つぶすのみ。

　つまりは時間がない。説得だの宣せん撫ぶだのと時間をかけている暇ひまはない、ということなのだろうな。

　そのとき、メインブリッジの中に緊きん急きゆう情報を知らせる電子音が響ひびいた。

『敵、先行艦隊発はつ砲ぽう開始！』

　艦隊司令官は、気を引き締しめるように大きく息を吸った。

「始まったな。本隊が到とう着ちやくする前の露つゆ払はらいというところか……多層防御スクリーン展開！　全艦隊をその後方に！　一定の距きよ離りを維い持じし微び速そく後進開始！」

　艦隊司令からの命令を受けた防御スクリーン展開艦が、最大出力を意味する薄うす紫むらさきの輝かがやきをその無骨なシルエットを持つ艦体に纏まといながら最前部へと移動開始した。

　敵の先行艦隊から発射されたビームが、早くも防御スクリーンの表面にスペクトルの輝きを散らし始める。

『敵ビーム到とう達たつ！　表層及および第二層まで貫かん通つう！』

　オペレーターの報告を聞いた防御スクリーン展開艦隊の艦隊司令は、その形の良い眉まゆをゆるめて笑った。

「遠距離からの小型艦の主砲など、どうということはないわ！　でも、この後はそうはいかないかもしれないわね……この戦い、すべては私たちの肩かたにかかっています！　アウトニアの鉄てつ壁ぺき艦隊に負けないくらいに、しっかり艦隊を守って見せるのよ！」

　艦隊司令席に座り、ブリッジに、りん、とした声を響かせたのは、長い黒くろ髪かみを無造作に束ねた、少女と見まごうほどの小こ柄がらな女性士官だった。

　彼女を見たオペレーターの一人が、横のブースにいる同どう僚りように小声で話しかけた。

「うちのセレナ司令は本当に二十歳はたち過ぎてるのか、と工兵艦隊の連中に聞かれたけど……こうやって見てると本当に、基地祭のイベントかなんかで、女子中学生が一日司令官やってるようにしか見えないな」

　オペレーターの同僚はうなずいた。

「周りにいる士官どもが、また身体からだがゴツイから、なおさらだよな……それにしても、うちの司令は、もともと防ぼう御ぎよ用兵器の開発と運用の専門家だったそうだが、なんで一線部隊なんかに志願したのかねえ……」

「それについちゃ、本人も言っていたけど、どうやらアウトニアの鉄壁艦かん隊たいにあこがれているみたいだ。あの第九次桃もも星ぼし決戦のときに、タカハジとかいうアウトニアの鉄壁艦隊の司令官が、やってのけた『金魚すくい』という光子魚ぎよ雷らい中立化方法とかを見て、ショックを受けたそうだ。当番兵から聞いたら、私室にタカハジ司令の写真を飾かざってるそうだ」

　オペレーターは笑った。

「まるで先せん輩ぱいにあこがれる中学生だな」

「見た目もな」

　自分が部下たちから『中学生』と呼ばれていることをセレナ司令は知っていた。

　確かに、彼女は実じつ年ねん齢れいと見た目の差が大きく、私服で街を歩いていたら補導員に声をかけられたこともあるし、自分より年下の男性士官から軽くあしらわれたこともある。

　だが、彼女は、そんなことを気にする様子もなく、目を輝かせて、目の前に展開された防御スクリーンの表層が敵の遠距離ビームを包み込む光の波は紋もんを見つめていた。

「セレナ司令」

　横にいた艦隊参さん謀ぼうが声をかけた。

「嬉うれしそうですね」

　セレナはうなずいた。

「ええ、自分が考えた防御スクリーンが実際に機能しているのを見るのは楽しいですね。この対ビーム用の防御スクリーンはおそらく最後の防御スクリーンになるでしょうね」

「これを貫通するビームは無いとおっしゃる？　これまたすごい自信ですな」

　目を丸くした艦隊参謀に、セレナは首を振ふってみせた。

「いいえ、おそらく人類間でビーム砲ほうを撃うち合う戦争は、これが最後になるからです。ザナックスはビームを撃ちません」

　艦隊参謀は、はっとしたような顔になった。

「そういえば……先ほどグスタフ星系で戦っているケルプワイン艦隊から戦せん闘とう詳しよう報ほうが送られてきていましたね……ザナックスの新型が現れたとか」

　セレナは、その形の良い眉をひそめた。

「ええ、その中にあったタカハジ大たい佐さのレポートによると、ザナックスは準光速で重質量の実体弾だんを撃ち出すタイプを投入してきた、とのことです。帝てい国こく軍もローデス軍も、戦艦の装そう甲こうとは強力なビームに耐たえるものと考えて作られており、実体弾に耐える装甲板を備えておりません。我々は装甲という概がい念ねんを根本から考え直す必要があります」

「装甲板という言葉のとおり、硬かたい甲こう羅らを身にまとう必要があるわけですか……」

　セレナは半分自じ嘲ちようするようにつぶやいた。

「用兵思想が数千年前に戻もどったわけです……対ビーム用防御スクリーンの開発にしのぎを削けずってきた我々のこの数千年の努力は、何だったのでしょうね？」

「だが、その数千年の努力の結けつ晶しようが我々の目の前にあるわけです。そしてそれによって我々は救われるとしたら、あながち無む駄だというわけでもないわけですよ」

　艦隊参謀は視線を正面のメインスクリーンに移して言葉を継ついだ。

「さて、敵の本隊艦隊……白色枢すう機き卿きよう艦隊がおでましのようです。セレナ司令の最高傑けつ作さく……頼たよりにしていますよ」

　セレナは顔を上げた。

　薄紫色の防御スクリーンの向こうに、数万に及ぶ光の明めい滅めつが見え始めていた。




　本格的な砲ほう撃げき戦が始まって三十分が過ぎようとしていた。

『ちくしょう、何だあの防御スクリーンは！　戦列艦のタイトビームでも貫通できないだと⁉』

『戦列艦の遠えん距きよ離り砲戦じゃあ効果が無い！　俺たちに光子魚雷を撃うち込ませろ！』

『あのコンテナさえ破は壊かいすれば、ゴースティンは守れるんだ！』

『時間が無いんだぞ！　何を考えているんだ、アウディエンシアは！　俺たちは全ぜん滅めつしたっていいんだ！　帝国と刺さし違ちがえても、あの星さえ守れればいい！』

　ローデス愛国戦線側の通信回線は、艦隊の最前列に位置する惑わく星せいゴースティン出身者で固めた突とつ撃げき艦隊の艦長たちの悲鳴のような叫さけびで充じゆう満まんしていた。

　主力艦隊である白色枢機卿艦隊の旗艦、インノケンチウス三世のメインブリッジにある、豪ごう奢しやな総指揮官席にふんぞり返ったアウディエンシア枢機卿は、その通信を流していたモニターを切ると、苛いらついたように指揮官席の脇わきにあるコンソールの上を右手の人差し指で叩たたいた。

　……死にたいやつは死なせても構わんがな、戦力が減るのは困るのだよ。軍の力こそが権力の基き盤ばんなのだ。この戦いが終わった後を考えれば、手持ちの艦は一隻せきでも多いに越こしたことはない……とはいえ、目的を果たさぬわけにもいかんし、困ったものだな。

　そして枢機卿は、通信コンソールを叩くと、モニターに呼び出した戦列艦隊に向かって不ふ機き嫌げんそうに怒ど鳴なった。

「戦列艦隊、何をやっている！　なぜ敵の防ぼう御ぎよスクリーンを撃ち抜ぬけんのだ！」

　モニターに映し出された艦隊司令が、額ににじんだ汗あせをぬぐいながら答えた。

『それが、その……敵の展開する防御スクリーンが想像以上の強度を持っておりまして、集束レンズによって戦列艦の主砲の出力を上げた超ちようタイトビームでも貫かん通つうできないのであります！』

「ならば距きよ離りを詰つめろ、至近距離から一気に貫つらぬけばよいではないか！」

『しかし、あまり距離を詰めますと、敵の光子魚ぎよ雷らいによる雷撃を受ける恐おそれがございます』

「敵てき艦かんの数は少ない。雷撃を行う恐れのある敵の駆く逐ちく艦かんや軽巡じゆん航こう艦かんを、こちらの駆逐艦や軽巡航艦で潰つぶさせる！　多少の犠ぎ牲せいは覚かく悟ごの上だ！　敵に惑星を破壊されてからでは遅おそいのだぞ！」

『了りよう解かいいたしました！』

　戦列艦艦隊の艦隊司令は、敬礼して画面から消えた。

　枢機卿は視線を上げると、メインスクリーンに映っている帝国軍の護衛艦隊を見た。

　二千五百隻ほどの艦隊を、薄うす青あおいもやのようなものがすっぽりと覆おおっており、白色枢機卿艦隊の撃ちこむ雨のようなビームは、すべてその中で拡散し、虹にじ色いろの波紋を残して消えてゆく。

　今までの防御スクリーンが、エネルギーをエネルギーで跳はね返す、という形を取っていたのに対し、そのスクリーンは、ビームの荒あら々あらしいエネルギーをしなやかに受け止め、そして、いなすように無力化するのだ。

　枢機卿は歯は嚙がみした。

　……おのれ帝国め、あんなものを開発していたとは……護衛艦隊が少ない理由がそこにあったとはな……だが、しょせん戦いは数がものを言う。我々の十分の一の戦力で、どこまでしのげるか、見届けてやろうではないか。

　やがて、枢機卿の見ている前で、ローデス愛国戦線の前衛に出ていた駆逐艦や軽巡航艦の艦隊が艦隊機動を開始した。

『護衛艦隊に構うな！　俺たちの目標は、あのコンテナだ！』

『一発でいい！　光子魚雷を一発食くらわせれば、それで俺たちは勝つんだ！』

『ゴースティンを守れ！』

　前衛に並んでいた軽巡航艦や、駆逐艦という小艦隊の群れは、狂きよう気きに駆かられたような速度で突撃を開始した。

　そして、その後方を白色枢機卿艦隊の主力艦隊がゆっくりと前進を始めた。

　……それでよい、戦力は、我わが方がはるかに多い。圧あつ倒とう的火力で押し包み粉ふん砕さいするのだ。




　白色枢機卿艦隊の前衛艦隊が突撃を開始したという情報は、直ちに帝国軍第三十二工兵艦隊の護衛艦隊旗艦にも伝わった。

「いかがいたします？　セレナ司令ご自じ慢まんの防御スクリーンは、完全に機能していますが、あれは光子魚雷には効果がありません！」

　参さん謀ぼう長ちようの言葉を聞いた護衛艦隊司令は、難しい顔をして考え込んだ。

「この状じよう況きよう下かで我々に打てる手はほとんど無い……防御スクリーンという甲こう羅らの中に手足を引っ込めた亀かめのようなものだ。手や足を出せば怪け我がをする。しかし、手を出さなければ甲羅ごとひっくり返される……仕方ない、突撃してくる艦隊に対し、こちらも機動力に勝まさる軽巡航艦と駆逐艦で迎げい撃げき艦隊を編制し、迎撃に当たらせるんだ」

　参謀長はうなずいた。

「了解しました！」




　帝てい国こく軍の護衛艦隊に近づいていた、ローデス愛国戦線の軽巡航艦エクスバードのブリッジでメインスクリーンを見上げていたキンバー大たい尉いは、帝国の防御スクリーンの後方から、いくつもの小さな光点が一本の棒のように連なって走り出てきたのを見て、にやっと笑った。

「帝国の連中も軽巡航艦を出して来たか。面おも白しろい、ローデス雷撃艦隊の恐ろしさ、とくと味わわせてやる！」

　そしてキンバーは艦隊内周波数で後方にいる艦隊に向かって叫んだ。

「帝国の水雷艦隊の出撃を確かく認にん！　こいつらは俺たちが引き受ける、戦列艦はあのスクリーンをぶち破ることだけを考えてくれ！　さあ行くぜ、あいつらをぶっ潰して故郷を守るんだ！」

　帝国軍の軽巡航艦を主体とした迎撃艦隊八百隻と、ローデス愛国戦線側のゴースティン出身者で編制された千隻の突撃艦隊は、共に猛もうスピードで近づき、双そう方ほう共に激しくビームを撃うち合った。

　艦隊機動を行いながら、帝国軍側が、敵が射程距離に入るのと同時に光子魚雷を発射したのに対し、ローデス側は、光子魚雷を抱かかえたまま突つっ込んできた。

　光子魚雷の雨の中で、僚りよう艦かんが次々に閃せん光こうに変わるのを見ながら、キンバー大尉は叫さけんだ。

「まだまだぁ！　全ぜん滅めつしてもかまわない！　突っ込め！」

　帝国側の迎撃艦隊は、完全にこの勢いに押されていた。

「いかん！　射程内まで接近されれば、コンテナが危険だ！　コンテナ船を退たい避ひさせろ！」

　護衛艦隊司令の命令を聞いた、工兵艦隊司令は、首を振ふった。

『それはできません！　今の段階では、もはや指定ポイントから動かすことはできません！　このコンテナは、ここにいなければならないのです！』

「くそ！　座して敵の光子魚雷が来るのを待たねばならんというのか！」

　そのとき、情報参謀の悲鳴にも似た声が飛んだ。

『ローデス軽巡じゆん航こう艦かん！　迎撃艦隊を突とつ破ぱ！　こちらに向かってきます！』

　それは、キンバー大尉の指揮する軽巡航艦エクスバードだった。帝国軍の迎撃艦隊のビーム砲ほうの集中砲火を浴びたエクスバードの艦上構造物は穴だらけとなり、推進機の一つは完全に失われていた。

　しかし、エクスバードは、何かに取り憑つかれたかのように、突とつ進しんを続け、そして、ついに帝国軍の艦隊に向けて七発の光子魚雷を発射した。

　この形のローデスの軽巡航艦には、本来四十五発の光子魚雷が搭とう載さいされている、しかし、エクスバードはここまで来る間に、光子魚ぎよ雷らい発射管のほとんどを破は壊かいされていたのだ。

　しかし、その光子魚雷は意思あるもののように、防ぼう御ぎよスクリーンを通り抜ぬけ、そのまま護衛艦隊の中に突入した。

　破壊され、火花を散らすコンソールの前に手を突いて、明めい滅めつするスクリーンを見上げていたキンバーの目が輝かがやいた。

　光子魚雷は、帝国軍のコンテナに向かっていた。

「いけ！　そのまま真っ直すぐ行くんだ！　行ってあんなものぶっこわしちまえ！」

　キンバーが叫んだそのとき、キンバーの見ている目の前で、帝国軍の工作艦や、重巡航艦が、次々にコンテナに向かう光子魚雷に向かって突進を開始した。

　対艦用の光子魚雷の直撃を食くらえば、工作艦のような脆ぜい弱じやくな艦はひとたまりもない。重巡航艦とて当たり所が悪ければ一瞬にして爆ばく沈ちんするだろう。しかし、それらの艦は、一瞬のためらいすら見せることなく光子魚雷の前にその身を投げ出した。

　自分が撃ち込んだ七発の光子魚雷、そのすべてがコンテナの直前で帝国艦隊の捨て身の防御のために七つの光の球に変わったのを見たキンバーは、両手で破壊されたブリッジのコンソールを殴りつけた。

「なんで……なんでだよ！　そのコンテナは、そんなにしてまで守らなきゃならないものなのかよ！　ふざけるな！　ふざけるな！　お前ら馬ば鹿かだ！　馬鹿野や郎ろうだ！」

　その次の瞬しゆん間かん、軽巡航艦エクスバードもまた光の球に姿を変えた。




『ローデス軍の雷撃艦隊は、潰かい滅めつしました！　地ち殻かく破壊用光子魚雷コンテナに異常はありません、カウントダウン続行中です』

　その報告を受けた旗艦のブリッジに、ほっとした空気が流れたが、その空気は次に入って来た報告で一気に消し飛んだ。

『敵、戦列艦接近！　防御スクリーンに過負荷表示が出ています！』

『現状のままでスクリーンが持ちこたえることができるのはあと十分間！』

　その報告の通り、艦隊の前面に展開された防御スクリーンは激しく輝き、あちらこちらで鮮あざやかなスペクトルを散らしていた。

　白色枢すう機き卿きよう艦隊の戦列艦の主砲から吐はき出されたエネルギーの蛇へびは、防御スクリーンに激しく嚙かみ付きそれを食いちぎろうと、のたうちまわっていた。

　くそ……もう持たないのか。

　旗艦のブリッジにいた誰だれもがそう思ったそのとき。

　メインスクリーンの脇わきにあるサブウィンドウに、参さん謀ぼう肩けん章しようを吊つった若い男が現れた。

　ウィンドウの中でその若い男は微び笑しようを浮うかべて言った。

『第三十二帝国軍工兵艦隊の諸君、お待たせして申し訳なかった。帝国第四、第五軍合同艦隊は只ただ今いま到とう着ちやくした！』

　若い情報参謀は自分の耳を疑った。

「……おい、今、たしか第四、第五って二つ並べなかったか？」

「ああ、そう言った」

「じゃあ、あわせて二十万隻じゃないか！　帝国領内には今、第六軍しか残してないってことだぞ！」

　情報参謀は、あわてて視線をメインスクリーンに移した。

　ゴースティン星系のあらゆる場所に、艦隊転移を意味する空間の揺ゆらぎが生じ始めていた。

　マガザン帝国正規軍の総戦力は六十万隻。ローデス侵しん攻こうのグランドスラム作戦で展開した三十万隻の艦隊に続いて、このとき、ローデス領内にさらに二十万隻に及およぶ増ぞう援えん部隊が到着したのだ。

　これによって、帝国がローデス領内に展開した部隊は、本土防衛用の十万隻を除いた五十万隻に及ぶこととなった。




　その頃、三十二個の消去予定惑星のうち、ローデス愛国戦線が艦隊を差し向けたテオン、ジグハルト、ゴースティンの三つの星系以外の星系に派遣された、他の工兵艦隊と護衛艦隊の間にも、緊きん張ちようした空気が漂ただよっていた。

　ローデス愛国戦線の攻撃目標にされなかったとはいえ、もし、なんらかの原因で、惑星破壊が行えなければ、今回のこの作戦は失敗する。

　三百二十億の人間の生命、そのすべてが無駄になるのだ。それが許されるはずが無かった。

　消去予定惑星の一つ、バーツを有するバーツ星系に配置された工兵艦隊を護衛する護衛艦隊の旗艦のブリッジに、センサーオペレーターの発した警報が響き渡ったのはそのときだった。

「敵か？」

『詳細は判明しませんが、星系内の空間に転移反応があります！　質量換かん算さんは、それほど多くはありません、数百隻単位の質量です！』

「ローデスのレジスタンスグループは、テオン、ジグハルト、ゴースティンの三箇か所しよだけに向かったのではないのか？」

「いや、もしかすると、小艦隊によるゲリラ戦を展開するつもりかもしれん、全艦隊に戦せん闘とう警報を出せ！」

　ブリッジに、指揮官と参謀たちの切せつ迫ぱくした声が飛び交かったそのとき、センサーオペレーターが報告した。

『質量、及および重力波の分析の結果、転移してくる艦隊は帝国軍のものと判明しました！』

　ブリッジに、ほっとした空気が流れた。

「帝国軍か、ならば安心だな」

「おそらく、応援に来た第五軍の一部が、こちらに回されたのでしょう」

　参謀たちがそう言ってお互たがいの顔を見合わせて、汗をぬぐうのを見た艦隊司令は、叱しかるような口調で言った。

「気を抜いてはならん！　帝国軍を装よそおった敵ということも考えられる。識別信号、艦種及び艦隊名を確かく認にんするまでは気を抜くな！」

　参謀たちは、あわてて、目の前のコンソールに飛びついた。

　やがて、メインモニターに、ゆっくりと姿を現したのは、帝国軍の最大クラスの戦列艦である十隻ほどのＺ級戦艦と、それに随ずい伴はんする巡航艦や駆逐艦からなる、五百隻ほどの艦隊だった。

『識別信号確認！　暗号コードも最新のものです。あちらは帝国第五軍百十三独立艦隊と名乗っております、作戦行動目的は、地殻破壊用光子魚雷コンテナの直衛警けい戒かい、とのことです』

　オペレーターの報告を受けた通信情報参謀が、怪け訝げんな顔のまま艦隊司令に聞いた。

「コンテナの直衛艦隊が応援派遣されるという命令は受けておりませんが……総司令部に問い合わせますか？」

　艦隊司令は首を振った。

「いや、総司令部は、ゴースティンでローデス愛国戦線の主力と決戦を行う寸前だ。情報が錯さく綜そうするおそれがある。問い合わせをする必要は無い。それに、本国から二十万隻に及およぶ艦隊が応援に来てくれたんだ、こっちにおすそ分けがあってもおかしくはない。応援艦隊に通信を送れ、文面は『貴艦隊ノ助力ヲ感謝スル』だ」

「了解しました！」

　通信を受けた応援の五百隻からなる艦隊は、そのまま護衛艦隊に合流し、大型のＺ級戦艦は、今まで配置についていた艦を半ば押しのけるように強ごう引いんにコンテナの脇わきに入り込んで、地殻破壊用光子魚雷が収納されているコンテナを取り囲むように配置についた。

　その光景を見ていた通信情報参謀は自分を安心させるようにつぶやいた。

「コンテナ防衛のための特別艦隊というのは、間違いなさそうだ……問い合わせるまでもなかったかもしれないな」

　この、コンテナ防衛用の特別艦隊は、このバーツ以外の各星系にも送られており、そのどの星系でも、特別艦隊はこの作戦の鍵かぎである地殻破壊用光子魚雷を収納してあるコンテナの周囲に陣じん取どり、雛ひな鳥どりを懐ふところに抱かかえ込む親鳥のように配置についた。




　一方、ゴースティン星系で、そこの護衛艦隊に攻撃を仕し掛かけていたローデス愛国戦線の艦隊は、四方を帝国軍の艦隊に完全に包囲されていた。

　帝国第五軍の二十万隻に及ぶ艦隊は、五万隻ごとに四つに戦力を分散し、ローデス愛国戦線の艦隊を包囲する形で転移してきたのだ。

　もはや、ローデス愛国戦線の艦かん隊たいに逃にげ道は無かった。

　ローデス愛国戦線の旗艦であるインノケンチウス三世のブリッジには、センサーオペレーターの悲鳴じみた報告が次々に寄せられていた。

『星系内十六箇か所しよで艦隊転移を確かく認にん！』

『質量合計から見て転移してくる艦隊総数は二十万隻以上！』

　アウディエンシアは、両目を見開いたまま立ち尽つくしていた。

　……さらに二十万隻の艦隊だと？　馬鹿な！　それは帝国の総力の八割ではないか！　チャマーは、帝国領内の防衛すべてを投げ出し、全兵力をローデスに展開したというのか！

　枢機卿は冷たい汗あせが背中を伝うのに気付いた。

　……そうか、もはやローデスと帝国が争うことは無い……この戦いが終われば、もはやローデスの侵攻に備えて軍を領内に置く必要は無くなる。ならば、使える限りの兵力をこの戦いに投じればよかったのだ。この……最後の決戦に。

　枢機卿は、目の前にあるコンソールのパネルを震ふるえる指で叩たたきはじめた。

　いくつかの打ち間ま違ちがいの後で、やっとコードが認にん証しようされ、パーソナルモニターの脇わきにある小さな三次元スクリーンにローデスの聖せい紋もんが浮かび上がったのを見た枢機卿は、一いつ瞬しゆんほっとした表情になった。そして、震える声でささやくように言った。

「ギンガー様……聞こえていらっしゃいますか？　帝国は総兵力を投入してまいりました。このままでは到とう底てい勝ち目はございません！　あなた様だけが頼たよりでございます！　帝国の指導者に対し、ザナックス撃げき滅めつの秘策があることを、ここで述べ、ぜひとも講和に持ち込んで戴いただきたいのです！」

　一呼吸ほどの間の後で、三次元スクリーンの中に灰色の髪かみを持つ壮そう年ねんの目つきの鋭するどい男性のホログラフが浮かび上がった。

「おお！　ギンガー様！」

　ギンガーはアウディエンシアに冷たい一いち瞥べつをくれると、ゆっくりと口を開いた。

『うろたえるな、見苦しい。こうなることは予想していた。これは予定されている要素の一つに過ぎん』

「さ、左様でございますか……さすがはギンガー様、私のようなただの人間にはとうてい理解しえぬ深遠を見通す目をお持ちでございますな」

　揉もみ手をせんばかりに追つい従しようを並べるアウディエンシアを見み据すえたままギンガーは言った。

『お前は、余とともに帝国の手から逃のがれたとき、ローデスの復活のためなら命も惜おしくないと言った……その想おもいに揺らぎは無いな？』

「もちろんでございます！　私の命はローデスのためにあります！　神の名を唱えるとき、私はいつもそれを心に誓ちかっております」

　ギンガーは笑った。

『その言葉、しかと聞いたぞ！　これより帝国軍の最高責任者との間に通信回線を開く！　貴様はこの場を部下に任せ、自室にこもるが良い』

　アウディエンシアは、ほっとするのと同時に、心の中に不安が湧わき上がるのを感じていた。

　ギンガーの見せた笑いは、自信にあふれるものというよりも、どこかに嘲ちよう笑しようをにじませた笑いに見えたからだ。




　テンネンベルク要よう塞さいの中にある人類統合軍作戦本部の指揮室では、情報参謀が、すべての帝国軍艦隊が転移を終えたことを告げていた。

　銀色に輝かがやく流線型の戦せん闘とう艦かんが、ぎっしりとメインスクリーンを埋うめ尽くすその光景は、水族館の巨きよ大だい水すい槽そうを回遊するサカナの群れを思わせた。

　チャマーが攻こう撃げき開始を告げようとしたそのとき、通信参謀が叫さけんだ。

『ローデス愛国戦線の総指導者であるアウディエンシア枢すう機き卿きようから共通周波数でオープン通信が入っております！　呼びかけに応答いたしますか？』

　共通周波数でオープン通信ということは、すべての通信回路で傍ぼう受じゆすることが可能なことを意味しており、いわば人々を前に演説を行うのに等しい行こう為いである。

　……宣伝を行うつもりか、それとも降こう伏ふくか。

　宣伝ならば打ち砕くだくだけのことだが、降伏だとすると、ローデスの不満分子を抱かかえ込むことになり、後々尾おを引くことになりそうだな。

　チャマーの脳のう裏りに一瞬、この呼びかけを無視して攻撃命令を下そうという考えが浮うかんだが、すぐにその考えを振ふり払はらった。

　帝てい国こくに対する敵てき愾がい心しんをそこまで煽あおることもあるまい。降伏してきた首しゆ謀ぼう者しやはローデス国内ではなく帝国内の施し設せつに隔かく離りし、一いつ切さいの連れん絡らくを断たてばよいだけのことだ。

　チャマーはうなずいた。

「アウディエンシア枢機卿閣下の申し入れを受ける。この会談はオープンのままとする。全回線に中ちゆう継けいするように」

『了りよう解かいしました、では回線を開きます』

　通信参謀の言葉が終わるのと同時に、メインスクリーンにアウディエンシア枢機卿の姿が大映しとなった。

　アウディエンシアは顔全体に嘲笑を浮かべて言った。

『勝ったつもりか小こ僧ぞう！　帝国に滅ほろぼされた、ゴミのような小国の王子が、一夜明ければ総司令官か……ずいぶん出世したものだ。ロッホの娘むすめを口説き落として立身出世か？　よほど寝ね技わざに長たけていたと見えるな』

　その、あまりに傲ごう慢まんなものの言い方は、通信回線を開いてこの会話を見ていた人間……ローデス側も帝国側も、すべての人間を驚おどろかせた。

　誰だれよりも驚いたのは、白色枢機卿艦隊旗艦インノケンチウス三世のブリッジの奥にある私室に籠こもり、パーソナルモニターで、このやり取りを見ていたアウディエンシア枢機卿本人であろう。

　アウディエンシアは顔面蒼そう白はくになったまま、ものも言えずにただ口をぱくぱくと開けたり閉じたりするのがやっとだった。

　パーソナルモニターの中に映るもう一人の自分の嘲笑は続いていた。

『……降伏の申し込みだとでも思ったかね？　それは思い上がりというものだよ。貴様ら邪じや教きよう徒とは禽きん獣じゆうに等しい。人ではない、いわば犬猫ねこ以下の存在なのだ。対等に話をすることすらおぞましい、貴様ら邪教徒が人の形をして人の言葉を話すことは、神に対する冒ぼう瀆とくでしかない。なぜなら神は、ローデス教徒のみをこの世にお創つくりになられたからだ！　貴様ら邪教徒は悪あく魔まが神の真似まねをして塵じん芥かいと糞ふん尿にようをかき混ぜこね回してこしらえた、人の形をしたまがい物に過ぎん！　邪教徒に妥だ協きようし頭を下げ、命いのち乞ごいをするくらいなら、ザナックスに滅ぼされた方が、まだ天国にいける可能性が高いだろう！

　我らはこれより火の玉となりて汝なんじらに戦いを挑いどむ！　我らは捕ほ虜りよにはならぬ！　最後の一兵まで戦うであろう！　我らの望みは唯ただ一つ！　貴様ら邪教徒の血を流すことだ！　貴様ら邪教徒の睾こう丸がんを抜ぬき取り、子宮を抉えぐり出し、邪教徒が生まれぬように種を断つことだ！　神は我とともにあり！』

　映像が途と切ぎれるのと同時に、アウディエンシアは、自分の立っている部屋の床ゆかが小さく振しん動どうするのを感じた。それは、自分の乗っているインノケンチウス三世の主しゆ砲ほうが発射されたことを意味していた。

　アウディエンシアは叫んだ。

「違ちがう！　今のは私ではない！　合成だ！　作り物だ！　私はあんなことは言っていない！」

　そのとき、パーソナルモニターの脇わきにギンガーのホログラフが浮かび上がった。

　ギンガーは皮肉な微び笑しようを浮かべて言った。

『いや、今の映像はすべてお前のものだ、演説の言葉も何もかもお前が今まで、帝国との戦いに際して兵士たちに呼びかけた演説を再構成したものだ。それともお前は神の名の下もとに噓うそをついていたのか？』

「ギ、ギンガー様！　話が違います！　ギンガー様はザナックスを撃げき滅めつしローデスを復活させる秘策があるとおっしゃっていたではありませんか！」

　ギンガーの顔に浮かんだ皮肉な笑いが嘲ちよう笑しように変わった。

『そうだ、だから今、やっておるではないか、これが……この戦いがザナックスを撃げき退たいし、ローデスを復活させる起死回生の秘策だ。お前らは、この、私が作ったローデスという国を滅めつ亡ぼうに導いた癌がん細さい胞ぼうだ。ザナックスの侵しん攻こうが明らかになったとき、たとえ国民を犠ぎ牲せいにしてでも惑わく星せいを破は壊かいし、侵攻を食い止めておけば、この国は滅びることは無かった！　しかしお前らはそれをせず、逆にこの私をすべての回線から隔離し無力化し、かりそめの実権を握にぎろうとした！　お前の目の前にある惨さん状じようは、すべてその結果だ！』

「で、では……ザナックスを撃滅し、ローデスを復活させるというのは……」

『ザナックスを撃滅するには、もはや帝国の力なくしてかなわぬ。ならば帝国に反はん抗こうする者こそがその障害である。だから私は帝国に叛はん旗きを翻ひるがえした貴様についた。その叛旗の下に、帝国に反抗するものを集め、そして私とともにこの世から消すために！

　すべての艦かんの戦せん闘とうシステムは、今、私のコントロール下にある。聞こえるだろう戦いの音が。今、ローデス愛国戦線の全ぜん艦かん艇ていが火の玉のようになって帝国に戦いを挑んでおる。降こう伏ふくはしない、最後の一艦まで戦い、ここで滅びるのだ』

「では……あなたは国民を裏切るというのか！　あそこで戦っているのは、あなたを信じ、ローデスの教えを信じ、純じゆん粋すいにローデスのためだけを思ってここに集つどった者たちですぞ！　あなたはあの者たちも皆みな、滅ぼそうと言うのですか！」

　ギンガーの表情は変わらなかった。

『ローデスを愛するものの気持ちを知るがゆえに、私もまた彼らと滅びる道を選ぶ。国家に執しゆう着ちやくするものは、常に国家しか愛さない。ゆえにローデスという国家は、私とともに滅びなくてはならぬ！　国とは国民だ。たとえ国土を、軍を、国権を、そのすべてを失っても、ローデスの国民が生き残っていれば、そこから再びローデスは復活する。指導者でも、権力者でもない、国民こそが国家であり、すべての根源なのだ。

　わかったか、アウディエンシアよ、これが私の起死回生の秘策だ……』

　アウディエンシアは、怒いかりのあまり言葉を発することができなかった。

　何度も口を開き、そしてやっとのことで喉のどから言葉を搾しぼり出した。

「おのれ……うらぎったのか！」

　しかし、満足に発音できなかったのだろう、その声はこう聞こえた。

「おんどぅるらぎったんか！」

　怒りに狂くるったアウディエンシアの顔がそのまま白く輝かがやいて消えた。

　それは、帝てい国こく軍の主力艦隊によるビーム砲ほうの集中砲火が、インノケンチウス三世のメインブリッジを直ちよく撃げきした、その輝きだった。




　戦闘システムをギンガーに操あやつられたローデス愛国戦線の全艦艇は、圧あつ倒とう的な兵力差にもかかわらず戦い続けた。

　半分は乗っている人間の意志で、そしてもう半分はギンガーの手によって。

　その戦い方を見ていた帝国軍主力艦隊の戦列艦の砲術士官の一人が、同どう僚りように聞いた。

「あいつら、自分たちに勝ち目が無いことを知っていながら、なんでこんな風に立ち向かってきやがるんだ？　艦長とかがもう十五、六回は降伏勧かん告こくしているのによ」

　ゴースティン星系の宇宙空間におびただしい数の閃せん光こうがきらめき、破壊された宇宙船の破片とそして、ビームによって蒸気と化した金属や有機物が充じゆう満まんした。

　戦闘は、かっきり三十七分続き、そして終結した。

　そして、この三十七分の戦いをもって、神聖ローデスという国家は完全に消しよう滅めつした。

　もっとも、ローデスの指導者の多くは生き残り、ローデス軍の主戦力は北辺と、そして中央星域のザナックスの巣の周辺で激しい戦いを展開し、国民の多くはいまだローデス領内で生活している。この状じよう況きようを見れば、ローデスという国家が消滅したとは言えないのかもしれない。

　しかし、ローデスという国家の真しん髄ずいとして成立していた何かは、このとき消滅した。

　それが何なのか、明確な言葉で言い表すことは不可能だろう。

　国家が生き物であるならば、それは魂たましいのようなものかもしれない。

　このとき、戦いに加わった者たちは、人類の文化圏けんに長い歴史を持つ一つの国家が終しゆう焉えんの時を迎むかえたことに、まだ、誰一人として気付いてはいなかった。




　すべての戦闘が終結した事を知らせる報告が人類統合軍作戦本部の指揮室にもたらされ、ほっとした空気が流れた。

　ひとつの歴史が終わった瞬間。

　情報参さん謀ぼうやオペレーターたちが、顔を見合わせて一言二言言葉を交かわしたそのとき、チャマーが、何事も無かったかのように静かに言った。

「では、諸君。惑わく星せい消去作戦に戻もどろう。あと一時間を切った」

　その言葉のとおり、サブウィンドウに表示されたタイムカウンターは、残り時間が五十九分十五秒であることを示していた。

　その場にいた参謀やオペレーターたちは、興をそがれたような顔つきになって、会話を止やめ、それぞれの仕事に戻り始めた。

　チャマーが戦せん闘とう結果の報告を直接受け取るために、パーソナルモニターの脇わきにある感応端たん子しに触ふれたその瞬しゆん間かん、チャマーの意識の中に誰かの思念が入ってきた。

　それは、人間の思念のような乱れや、感情の揺ゆらぎのない、実に無機質なものだった。

　……これは、ヴァルゲイン殿どのと似ているが……違ちがうな、ヴァル殿はもっと情じよう緒ちよ的な揺らぎが多い。

　そう考えたとき、その思念が答えた。

『そうだ、私はヴァルゲインではない……非常に近い存在ではあるがな』

『あなたは……ギンガー殿ですね』

　思念が自じ嘲ちようじみた感かん触しよくとともに答えた。

『そうだ、ローデスの創始者にして、人類の守護者になり損そこねたギンガーだよ』

『ローデスの創始者？　では、ローデス教はあなたが？』

『いや、違う。あの宗教は私が国家を維い持じするために利用していたものに過ぎない。人類を一つの意思のもとに統合する手段としてな……しかし、私は失敗した』

　ギンガーは応こたえた。

『なぜ、そうまでして人類の統合を望んだのですか？』

『この日のためだ……ザナックスと遭そう遇ぐうし、互たがいの種の存亡をかけて戦うとき、人類が一つとなって戦えるように、私はそれだけを考えていたのだ』

『では、あなたは知っていたのですね、ザナックスの存在を』

『人類は誰でも知っている。その日の予感を魂の奥に抱いだいて生きている……明確なビジョンとして現れていないだけだ。しかし電子人格には魂が無い。私はそれを、とある人物からデータとして与あたえられた。十数万年前に形成された鉱物の中に組み込まれた珪けい素そ結けつ晶しようの中から読み取られたものだ……君がヴァルに見せられたものと同じだ』

『……信じてはいませんがね』

『信じようが信じまいが事実は事実だ。そしてその予言のとおり人類は今絶ぜつ滅めつに瀕ひんしている……違うかね？』

『確かにあなたの言うとおりです、認めましょう』

　ギンガーの思念に笑いのようなさざなみが走った。

『君は実に理性的で、合理的な精神の持ち主だ。私は君のような存在を生み出したかったのだ。人類が生き延びるためには、君のような存在が必要だった……しかし、ローデスには君のような存在は生まれなかった、実に残念だよ』

『私は、あなたに礼を言うべきなのでしょうか？』

『気付いておったかね……さすがはヴァルに見込まれただけのことはある。私は私の失敗の後始末をしたにすぎん。そして私が失敗した以上、もはやヴァルと君以外に人類を託たくす相手はおらぬということだ』

『……あなたが失敗しなければ、ローデスはどのような国家になっていたのでしょう？』

『ローデス教という一つの宗教的価値観の下もとに統一され、神の敵であるザナックスと戦う日のために訓練を積み、ザナックスの侵しん略りやくを受けたときは、死をも厭いとわぬ勇者たちが勇ゆう敢かんに戦い、勝利する。そういう国家にするつもりだった……しかし、人の命は短い。誰もが何事かを為なし得ぬうちに死んでゆく。そして死んでしまえばその者が積み上げてきた英知も経験もすべてが喪うしなわれる、書物やデータで後世に残すことができるのは、人間の持っているものの、ほんの一部でしかない……そうして再び振ふり出しに戻り、若い未熟な人間が同じ道を歩まねばならぬ……人とは実に効率の悪いあまりにも不完全なユニットだ。私はそこを読み違えていたのかもしれん……』

『でも、効率が悪く、不完全だからこそ人間は人間であり続けることができるような気がします』

『……君も、心の底はヴァルと同じ価値観を持っているようだな……しかし、ザナックスとの戦いは、最後の最後まで殺し合い、互いの種を潰つぶし合わねばならない。そういう戦いだ。

　その戦いに、その効率の低い不完全なままの人類として臨のぞめば、そこには敗北しかない。

　この戦いには、人の命も、資源も、歴史も芸術もありとあらゆるすべてのもの、人類の持っているすべてのものを注ぎ込み、戦い、そして、そのすべてを喪っても惜おしくはない。

　最後の最後に、ザナックスが滅ほろび、そしてこの宇宙の片かた隅すみに一組の男女が生き残っていればいい。

　いや、言い換かえるならば、その一組の男女を生き延びさせるために、人類はすべてのものを戦いの中に投じなければならない。これは……そういう戦いなのだ』

『それは……理解しているつもりです。私はそういう戦いをするつもりです』

『それができる人間は……おそらくいない。君にも無理だろう。それは人間という種の限界を超こえている』

『そう……かも、しれません。でも、それが必要とされているならば、私はそこに近づきたいと思っています。たとえそこに行くことはできなくとも、そのすぐ近くまで行くことができるなら、そのための努力は続けたいと思っています』

『それは、神に、あるいは悪あく魔まになることを意味している……人ではない』

『そうですか……ならば、私は人を捨てます』

　チャマーが意識の中でそう言い切ったとき、ギンガーの思念の中に満ち足りた安らぎのようなものが広がっていくのがわかった。

『どうやら君は、数少ない理解者の一人のようだな。君のような存在がその地位にいることを人類は喜ぶべきだろう……ローデスの民たみはこれから帝てい国こくの中で生きていくこととなる……同じ人類として、彼らに……慈じ悲ひと……寛かん容ようを望む』

　ギンガーの思念にノイズが混じり始めていた。

『どうしたのですか？』

『消えかけているのだよ……私という存在がね……パターンの再生と再構築に関するルーチンを廃はい棄きした……回線の中にある信号がノイズの中に飲み込まれて行けば、私はもう二度とよみがえることは無いだろう……』

『待って下さい！　人類は、まだ、あなたのような優ゆう秀しゆうな補助者を必要としています！』

『……ありがとう、しかしもう遅おそい、パターンの劣れつ化かが始まった……さらばだ……若き人類よ……ヴァルによろしくと……伝えてくれ……』

『ギンガー殿どの！』

　チャマーの意識の中でギンガーの思念が薄うすれ、やがて、それは膨ぼう大だいな感応端たん末まつのネットのノイズの中に消えて行った。

　どこかの回路に残っていたのだろう、遠くで最後の言葉が残ざん響きようのように響ひびき、そしてそれもまたノイズの中に埋うもれて行った。

　やがて回線が切り替かわり帝国軍の感応端末回線を通じて、戦せん闘とう結果報告が濁だく流りゆうのように意識の中に流れ込んできた。

　頭の芯しんの方が冷たくなるのを感じながら、チャマーはギンガーの意識を思い返していた。

　……そうか。

　私は、一つの国家が滅めつ亡ぼうするその瞬しゆん間かんに立ち会ったのだ。

　チャマーは、ゆっくりと目を開いた。

　意識の中にギンガーの言葉が木こ霊だましていた。

『……互たがいの種の存亡をかけて戦うとき、人類が一つとなって戦えるように……』

　そう、この戦いに勝つためには、どちらかが滅びねばならなかった。

　帝国とローデス。そのどちらが滅んでも良かったのだ。そんなものは人類を種としてみたときに、何の意味も無いのだ。

　人類の種としての戦いは、今、この瞬間にも行われている。

　すべてを注ぎ込み、すべてを喪ってもいい戦いが。

　チャマーは決然とマルチモニタースクリーンを見上げた。そこには、今回の惑わく星せい消去作戦の対象となっているザナックスの勢力圏けんにある十個の惑星と、次に侵しん攻こうを受けるであろう三十二個の惑星の星系に転移した工兵艦かん隊たいが映っていた。

　ザナックスの勢力圏にある十個の惑星の星域に転移した工兵艦隊の護衛艦隊は、どれも近接防衛兵器をフルに使って、来らい襲しゆうするザナックスの戦せん闘とう艇ていと激しい戦いを展開している。

　……あの十個の畑となっている惑星と、三十二の畑にされる可能性のある惑星は、すべて同時に破は壊かいしなくてはならない。

　特に、畑にされる可能性のある惑星を一つでも残せば、ザナックスはそこを足がかりにして再び勢力を拡大するだろう。それでは、この作戦の意味が無い。犠ぎ牲せいになった他の惑星と、そこに居住していたすべての人々の命は無む駄だに失われたことになってしまう。

　メインスクリーンの片かた隅すみに表示されたカウントダウンの数字は着実に時を刻んでいた。

　チャマーは、もう一度三十二個の惑星が映るマルチスクリーンに視線を投げた。

　……この痛みを背負って、初めて人類はこの戦いに目覚めるのだ。

　犠牲は無駄にしない……のではない。

　無駄にできるものか！　……と。

　そのとき、三十二個のマルチモニターの中の一つに閃せん光こうが走った。

　それは、モニターの中に映る護衛艦隊の旗艦が爆ばく発はつする、その閃光だった。

「どうした！　何があった！」

『惑星カインの工兵艦隊が攻こう撃げきを受けつつあり！　敵は……ローデスではありません！　帝国軍です！』

　チャマーの顔色が変わった。

「なんだと！　なぜ帝国軍が！」

『惑星エリカ、ジグハルト、バーツ、でも同様の動きあり！』

「識別信号を送れ！　何が起こっているのか掌しよう握あくするんだ！」

　人類統合軍作戦本部の指揮室の中に情報参さん謀ぼうたちの声が飛び交かう中で、一人の参謀が叫さけんだ。

「あのＺ級戦艦は……バサラじゃないのか？　あの、アガメムノンの十二神将の中の一隻だ！」

　かつての帝国軍総旗艦アガメムノンは、本体の周囲に十二隻のＺ級戦艦を束ねた、超巨大艦であり、この十二隻のＺ級戦艦は、皇帝陛下を守る最後の砦とされ、それぞれに古代神話の十二の神将の名がつけられていた。

　メインスクリーンに拡大された映像に映っていたのは、帝国を追われ、ローデスに亡命した前皇帝、アリクレストの乗船する、かつての帝国軍総旗艦アガメムノンの中の一隻、バサラだった。

　指揮室は騒然となった。

「なんでアガメムノンのバサラが、あんなところにいるんだ！」

「バサラだけじゃない！　見ろ！　メギラもアンティラもいるぞ！　各星系のコンテナの脇わきに張り付いていやがる！」

　そのとき、各星系の艦隊から報告を受けた情報参謀が叫んだ。

「なんだって？　コンテナ護衛のために差し向けられた応援の艦隊だと？　そんな艦隊を送った覚えはないぞ！」

「確かく認にんしろ！　どうなっているんだ！」

　打ち返しの報告がすぐに返ってきた。

『敵味方識別信号、及および最新の暗号コードのデータを使っていたそうです！　そのため各艦隊とも全く疑わずに応援の艦隊と思い込んだそうです！』

「なんだと？　なぜデータが漏れたのだ！」

　ミストラルが叫んだ。

「くそ！　内通者だ！　帝国軍の内部に内通者がいたのだ！」

　一瞬、しん、と静まり返った指揮室の中にミストラルの言葉だけが響いた。

「ローデス愛国戦線の中に内通者がいたように、この帝国軍の中にも、あのアリクレストと内通している者がいたのだ！」

　参謀たちが互いの顔を見合わせたそのとき、チャマーはイスから立ち上がって、力強く言った。

「諸君！　互いを疑っている時ではない！　疑心暗あん鬼きに囚とらわれてはならない！　今は、この作戦を遂行することだけを考えろ！　アリクレストが何をしようとしているのか、それを知ることが先決だ！」

　チャマーの言葉が終わる前に、通信参謀が叫んだ。

「アガメムノン十二神将バサラより通信！　オープン回線にて、チャマー閣下との直接会話を申し出ております！　……通信相手は……正統帝国皇帝アリクレストと名乗っております！」

「なんだと？」

「アリクレストが、なぜここに！」

　驚おどろき騒さわぐ参謀たちを制して、チャマーはゆっくりうなずいた。

「通信を受ける、この作戦を中止するわけにはいかない」

　やがて、通信用サブスクリーンに、見覚えのある金きん髪ぱつの若い男が大映しになった。

　一いつ瞬しゆん、女性と見み間ま違ちがえるほど整った顔立ちと、形の良い眉まゆ毛げをもつその若い男はチャマーを見み据すえて言い放った。

『余は、帝国の正統なる皇帝アリクレスト・マルスである。頭が高いぞ、礼をもって余の言葉を受けるが当然であろう！』

　チャマーはため息をついて見せた。

「お変わりないようですね、アリクレスト閣下……そう、あなたは全く昔のままです」

　アリクレストは目を見開いた。

『貴様は、余を誰だれだと思っている！　余は帝国皇帝の血を引く正統たる皇位継けい承しよう者しやである！　貴様のような血筋を騙かたる偽にせ者ものとはわけが違うのだ！』

「何か、勘かん違ちがいされているようですが……私は自分が皇帝の血筋である、などと一度も言ったことはありません。皇室の継承者として名乗りを上げたことも、自分の地位の認にん証しようを求めたこともありません。私に血統による名めい称しようがあるとしたら、アウトニア王家のチャマー・シザーズ。それだけです」

　その整った顔に怒いかりの色をみなぎらせてアリクレストは咆ほえた。

『ふざけるな！　貴様は自分が帝国皇こう弟ていクリスの直系の子孫である、という風説を流したではないか！　しかし、余はそのからくりを知っておるぞ！　貴様の仲間であるあの、マイド・ガーナッシュめは、タツヨミ殿でん下かを爆ばく殺さつし逃とう亡ぼうした際、手配を逃のがれるために、テクノサーバントを使って帝国のデータバンクに侵しん入にゆうし、ＤＮＡのデータを書き換かえた！　貴様は、それと同じ方法を使って、自分のＤＮＡデータを、帝国皇帝の血筋と同じように書き換えたのだ！　貴様が皇帝の血筋などというのは戯たわ言ごとに過ぎん！　貴様は最低のペテン師だ！』

　チャマーは微笑ほほえんでみせた。

「……そうだね。私には帝国皇帝の血など流れていないのかもしれない」

　アリクレストは勝ち誇ほこったように笑った。

『認めたな！　自分が高貴なる血筋を騙った下げ賤せんなペテン師であることを！　血統こそが人のすべてだ。人の価値は血統で決まるのだ！　血統を持たぬ貴様の価値などゴミも同然なのだ！』

　チャマーは首を振ふった。

「いや、認めたのはあなたですよ。あなたは今、帝国のデータバンクに侵入してそれを書き換えることができると言った。だとしたら、あなただってそうだ。あなたのＤＮＡのデータが正しいと誰が証明するのですか？」

『なんだと？』

　目を見開いたアリクレストに向かって、チャマーは、諭さとすような口調で言った。

「いいかい？　アリクレスト閣下。血統の正統性に基づいた世せ襲しゆう制の貴族階級などとっくの昔に崩ほう壊かいしているんだ。惑わく星せいサングリューから持ち出されたデータを公開したら、さぞかし面おも白しろいことになるだろうね。歴代の皇帝や皇太子や、その子息、門もん閥ばつ貴族の皆みな様さま方のうち、一体何人が本物なのか、それを知ったら、あなたもきっと大笑いするよアリクレスト。

　そう、あなただって本当のアリクレスト・マルスかどうか怪あやしいものさ。入院したことはなかったかい？　子供の頃ころに……。

　もしかしたら、それは、あなたのスペアをつくるためだったかもしれない。そして本当のあなたは権力争いの中で殺されてしまったのかもしれない。シャワーを浴びたときに自分の身体からだを良く見てごらん、どっかにメイド・イン・サングリューの商標がくっついているかもしれない。

　あなたが本物だという証しよう拠こはどこにもない。そして、あなたが偽者だという証拠もどこにもない。それを証明できるはずのデータベースは書き換えができると、あなた自身で認めた。

　だとしたら……血統こそが人のすべてだ、人の価値は血統で決まるのだ、というあなたの言葉は、どれほどの説得力を持つんだ？

　……確かに私は、自分が帝てい国こく皇弟だったクリス殿下の直系の子孫だという風評を否定しなかった。帝国では君と同じように血統こそすべてと考えている人が多い。そういった人たちに言うことを聞いてもらうには、その方が都合がいいからだ。

　そう、皇帝の血筋など、私にとってはそれだけの意味しか持たない。あってもなくてもいいけどあれば便利、というそれだけのものなんだ」

　アリクレストの顔色は、最初青くなり、そして次に赤くなった。

『言いたいことはそれだけか！　貴様にはこの局面が見えぬのか！　この局面の主導権を握っているのは、貴様ではない！　余だ！　余はこのときを待っていたのだ！

　帝国軍の中には、貴様のような若僧が全権を握ることに不快感と危機感を覚えている者も多いことを知っているか？　貴様のために尽じん力りよくしても、貴様は何ひとつ見返りをよこさぬ、ならば貴様のために動く意味はない、と貴様を見限った者も、帝国には数多い。

　貴様には才能はあっても人徳が無い、しょせんは人の上に立つ器うつわではないのだ。

　人は利でなくては動かぬ、余はそれを良く知っておる。余は帝国軍にいる忠実なる家臣から、この作戦について知らせを受けた。

　そして、貴様の最も大切なもの、この作戦の要かなめともなるべき地ち殻かく破は壊かい用光子魚ぎよ雷らいさえ押さえてしまえば、貴様には手も足も出ないということを余は知ったのだ。

　工兵艦かん隊たいの内部に侵入した十二隻せきのＺ級戦艦の主しゆ砲ほうの照準は、貴様の虎とらの子の地殻破壊用光子魚雷に合わせてある！　余が攻撃を命じれば、貴様の作戦すべてが水の泡あわだ！　あと少しでローデスを滅ほろぼした名将軍として帝国の歴史に残るところだったのに画が龍りよう点てん睛せいを欠くとはこのことだな、チャマーよ！』

　チャマーと共に、アリクレストの言葉を聞いていたミストラルは愕がく然ぜんとした。

　アリクレストは、わかっていない。

　今が、どういう時なのか、この戦いが何のための戦いであるのか、何一つ理解していない。

　この戦いを、いまだにローデス対帝国の戦いだと思い込んでいるのだ。

　ミストラルは、思わず叫さけんだ。

「アリクレスト閣下！　あなたは自分が何を言っているのか、何をしているのかわかっているのか？　帝国とローデスの戦いは終わったんだ！　今はそんなことを言っている場合ではないんだ！　ザナックスの侵しん攻こうが今、すぐそこまで迫せまっているんだぞ！」

　アリクレストは、かんしゃくを起こした子供のように叫んだ。

『チャマーの副官の分際で差し出がましいぞミストラル！　余は愚おろか者ではない！　ザナックスという未知の敵のことも、それがこのローデスを飲み込もうとしていることもすべてわかっておる！』

「じゃあ、なぜこんなことをするんだ！」

　ミストラルに向かって、アリクレストは胸を張った。

『当然だ！　それは余の役目だからだ！　今までの歴代皇帝が誰だれ一人成し遂とげることができなかった全宇宙統一！　その帝国の歴史に残る統一皇帝の座には、余が座らねばならん！　そして、余のこの手によって帝国はザナックスの脅きよう威いから守られねばならんのだ！　貴様のような系図騙かたりのペテン師の手ではなく、この、正統たる皇帝の血を引く、アリクレスト・マルスの手によって！』

　そこで言葉を切ると、アリクレストは、唇くちびるの端はしに笑いを浮うかべて顎あごを突つき出した。

『チャマー・シザーズよ、ご苦労だった。偽にせ皇帝ダイテツから与あたえられた、帝国軍全軍の指揮権。余に返してもらおうか……』

　チャマーは、自分の腋わきの下に冷たい汗あせが流れるのを感じていた。

　……どうする？　何と答える。

　ノーと言えば、アリクレストは工作艦を破は壊かいするだろう、そうすればこの計画は破は綻たんする。

　そうすればすべてが水の泡だ。

　では、イエスと言うのか？　とんでもない。今のこの体制よりまともな国家体制をアリクレストに作れるわけがない。マルス家の連中が復職すれば、帝国は崩ほう壊かいする。

　じゃあ、ここでアリクレストに全権を渡わたすと答え、そして虚きよをついて武装解除するか……いや、だめだ、時間が無い。ザナックスの勢力圏けんにある十個の惑わく星せいの星域に転移した工兵艦隊はギリギリの戦いを強しいられている。一分一秒も延ばせない！　そんな余よ裕ゆうなど無い！

　どうする……。

　チャマーが答えを探していたそのとき、モニタースクリーンに映っていた、地殻破壊用光子魚雷の収納されているコンテナが閃せん光こうに飲み込まれた。

　それは、ジグハルト星系に配置された工兵艦隊の設置したコンテナだった。

　その光景を見たミストラルが怒ど鳴なった。

「き、貴様！　何ということを……あれこそがザナックスを押さえ込む我々人類の切り札だったんだぞ！　貴様は自分がなにをやっているのかわかっているのか！」

　スクリーンの向こうに映ったアリクレストは、涼すずしい顔で揶や揄ゆするように答えた。

『わかっているとも、あのコンテナが、お前らにとって最も大切だという事くらい……だからこそこうやって質しちに取っているのだ……さあどうしたチャマー。あんまりお前の返答が遅おそいから、余の部下は待ちきれなくてコンテナを破壊してしまった……余もこれ以上我が慢まんするつもりは無いのだがな』

　チャマーは顔を上げた。

　そして、今まで表情すら浮かべなかったその顔に、あきらかに苦く渋じゆうをにじませてアリクレストに言った。

「アリクレスト閣下、わかりました。全軍の指揮権をお返しします……しかし、この作戦の後で、です。この作戦は、ザナックスの侵攻を食い止め、帝国を防衛するための時間を稼かせぐためのものです！　この作戦だけはどうしても行わねばならないのです！」

　アリクレストは首を振ふった。

『貴様は何か勘かん違ちがいをしているようだな……余は皇こう帝ていであるぞ。この銀河をあまねく統すべるマガザン帝国の皇帝なのだ。貴様はその皇帝に取引を申し込むつもりか？』

　チャマーは首を振った。

「取引ではありません、お願いです。私はあなたに、お願いをしているのです」

　アリクレストの顔が歪ゆがんだ。

　それは、微び笑しようだった。女性と見まごうばかりのその整った顔立ちのその裏に、醜しゆう悪あくなものが浮かび上がってくるような歪んだ微笑を浮かべて、アリクレストは傲ごう然ぜんと言った。

『貴様は、皇帝に願う時、立ってものを言うのか？　いまだかつて皇帝に謁えつ見けんし、そして懇こん願がんを行う時に、立って行ったものはおらぬ！　貴様が、そのような常識すらわきまえぬ山やま猿ざるだということは知っていたが、まさかこれほどまでに田舎いなか者ものだとは思わなかったぞ』

　怒いかりのあまり、ミストラルの視界が赤く染まった。

　……アリクレストは彼に、ひざまずけ、ひざまずいて土ど下げ座ざをしろと言っているんだ！

　アウトニアに派は遣けんされたマイド・ガーナッシュにやらせたことと同じことを今……。

　ミストラルは願った。

　……だめだ、あんなやつにひざまずくことはない！　そんなことをしてはならない！

　だが、そう思う心の中で、ミストラルはチャマーがアリクレストの要求を吞のむであろうことを予想していた。

　……チャマーはこの作戦を遂すい行こうするためなら何でもやるだろう、靴くつを舐なめろと言われれば靴を……靴の底ですら舐めるだろう。

　ミストラルの見ている前で、チャマーはゆっくりと両りよう膝ひざをついた。

　指揮室の中に、アリクレストの勝ち誇ほこったような声が響ひびいた。

『見ろ！　臣民よ！　兵士よ！　この無様な姿を！　これこそが皇帝の血統を騙かたった稀き代たいのペテン師、チャマー・シザーズの正体だ！　いかなる偽にせ者ものも神聖なる真の皇帝の前ではそのメッキは剝はがれ落ち、本ほん性しようをさらす！　余は、いま、ここで臣民とすべての兵士に告げる！　余は還かえってきた！　マガザン帝国は今再び真の皇帝を迎むかえたのだ！』

　そして、ひざまずいているチャマーを見下ろしてアリクレストは言葉を続けた。

『士官学校時代から、貴様のその利口ぶった顔が気に食わなかった。自分は特別だ、お前らのような人間とは違ちがうんだ、というその人を見下げたような目がな……いくら才覚があろうと、人より利口だろうと、そんなものは皇帝の血筋の前では、何の意味もないということがわかっただろう……さあチャマー顔を上げるがいい、これからお前の目の前で余が皇帝に復位した花火を上げてやる』

　顔を上げたチャマーが目を見開いたその目の前で。

　地ち殻かく破は壊かい用光子魚ぎよ雷らいコンテナが爆ばく発はつした。

　それは、さっき二基あるうちの片方が爆破されたジグハルト星系のコンテナだった。

　ミストラルがよろめきながらアリクレストを映し出しているスクリーンの前に躍おどり出た。

「貴様！　自分がなにをしたのかわかってるのか！　地殻破壊用光子魚雷は各星系に二発しかないんだぞ！　……これでザナックスを押さえ込む機会は失われた！　完全に失われたんだ！　これでローデスは滅ほろびる！　ザナックスの大波に飲み込まれる！　そしてこのローデスで繁はん殖しよくし無限の数に増え広がったザナックスは帝国を襲おそう！　貴様は貴様自身の手で帝国を滅ぼしたんだ！　わかっているのか！」

　アリクレストは、ミストラルの言葉を鼻で笑った。

『何を逆上しているかと思えば笑しよう止しなことを……貴様は惑わく星せいを破壊せねばザナックスの増殖を抑おさえることはできぬと考えているようだが、なに、心配は無用だ。なぜならこの余の指揮下に入った帝国軍の将兵は、貴様のような身分の低い若わか僧ぞうではなく、正統たる皇帝の命令によって復職したマルス家の将軍によって、士気を鼓こ舞ぶされ勇ゆう躍やくし、数倍の力をもって戦うであろう！　さすればザナックスなど鎧がい袖しゆう一いつ触しよくだ！』

　アリクレストの答えを聞いていたミストラルは、絶望のあまり視野が暗くなるのを感じた。

　……こいつは馬ば鹿かだ。

　頭の回転が鈍にぶいとか、機知に足りないとか、知識が無いとか、そういう部類じゃない。

　自分を疑わない……絶対に自分を疑わないという馬鹿なんだ……。

　そのとき、ミストラルは、チャマーがそっと右手の指先でパーソナルコンソールにある感応端たん末まつの端子を指差しているのに気がついた。

　ミストラルは、身体からだを支えるようなふりをして、右手をパーソナルコンソールの縁ふちに置き、そっと指先を端子に伸のばした。

　指先が端子に触ふれるのと同時に、チャマーの意思が飛び込んできた。

　チャマーは作戦指揮室に居並ぶ各艦かん隊たいの連れん絡らく将校たちに向かって命令を下していた。

『私とアリクレストの会話に気をとられるな。これより命令は、すべて感応端末により伝達する！　各護衛艦隊！　攻こう撃げき開始だ！　目標はアガメムノン十二神将！』

　ミストラルは驚おどろいた。

『しかし、この状じよう況きよう下かで攻撃を仕し掛かけたのでは、残りの工兵艦隊の地殻破壊用光子魚雷も破壊されてしまいます！』

　泣くような悲しみと怒りが混じった、チャマーの意思が返ってきた。

『わかっている！　だが、それしかないんだ！　これが今、私の取ることのできる最良の方法なんだ！　あいつに指揮権を渡わたすわけにはいかない。たとえこの作戦は失敗に終わっても、将来にわたる禍か根こんを残すわけにはいかない。禍根は根元から断たつ！……アリクレスト・マルス……あいつを生かしておくことはできない』

　ミストラルは、そのとき、チャマーの意識の深しん淵えんを覗のぞき込んだような気がした。

　目の前のスクリーンに映るアリクレストが、突とつ然ぜんよろけた。

　それは、感応端末により命令を受けた護衛艦隊の一いつ斉せい射撃が始まったことを意味していた。

　画面の中のアリクレストは、顔面蒼そう白はくとなって目を見開いた。

『き、貴様！　皇こう帝ていに叛はん旗きを翻ひるがえすか！』

　その言葉を聞いたとき、ミストラルの心の中で怒いかりが爆発した。

　スクリーンに映るアリクレストを指差して、ミストラルは叫さけんだ。

「皇帝？　誰だれが皇帝だ！　お前はただのテロリストだ！　人類の未来を人ひと質じちに取り、自分の栄達だけを望んだ史上最低の下げ劣れつなるテロリストだ！」

　乱れる映像の中で、アリクレストは燃えるような憤ふん怒ぬの目でミストラルをにらみつけた。

『やめろ！　貴様！　自分が何をしているのかわかっているのか！　帝国は我わが皇帝の物にして他の何者の手の中にも無きものなり！　俺こそが真の皇帝だ！　帝国は俺のものだ！　貴様の手に……いや、誰の手にも渡しはしない！』

　そのとき、チャマーが笑った。

　氷ですら怖おそれるほどの冷たい微び笑しようを見せてチャマーは笑った。

「安心しろよアリクレスト、私は帝国なんかに興味は無い。欲ほしければお前にくれてやる。大事に抱かかえ込んだまま地じ獄ごくに持って行け」

　映像が乱れ、消えるその寸前に、チャマーはアリクレストの哄こう笑しようを聞いた。

　チャマーの心に、黒々と広がる絶望感だけを残して、アリクレストの哄笑は消えていった。




　メインスクリーンの中には、護衛艦かん隊たいの雷らい撃げきと砲ほう撃げきを受けて砕くだかれてゆく十二隻せきのＺ級戦艦と、そして無残な姿を晒さらしている工作艦と地ち殻かく破は壊かい用の光子魚ぎよ雷らいを収めてあったコンテナの残ざん骸がいの姿があった。

　それは、惑わく星せい消去作戦の完全なる失敗を意味する光景だった。

　ローデスを延命させ、計画的な住民の避ひ難なんと受け入れ施し設せつの充じゆう実じつをはかり、ザナックスと効率よく戦うための対たい抗こう策さくを練る時間的余よ裕ゆうをもたらすはずだったこの作戦は、ローデス領内にあった十個の惑星のうち、一つが無傷のまま残され、さらに畑にされる恐おそれがあるとして、住民ともども破壊される予定だった惑星も三個が取り残されるという結果に終わった。

　ザナックスにとって、自分たちの繁はん殖しよく地ちである畑が攻こう撃げきされるということが、どういう意味を持つのか、それが判明したのは、それから十二時間後のことだった。
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　第七章　破局と救済







　ザナックスの大反はん攻こうは、まず情報収集管理室の壁へき面めんを埋うめ尽つくす、ローデス国内に無数に配置された『神の目』と呼ばれる監かん視しカメラの映像で明らかになった。

　それは、最初、カメラの故障と思われた。ローデス辺境の、ザナックスの支配下にある通信衛星を使った神の目の映像が、次々と消え始めたのだ。

　中央管理コンソールの前で、その光景を見ていたエンデロが、怪け訝げんな声で係員に尋たずねた。

「どうなっているのかね？　何らかのトラブルかね？」

　オペレーターは、手元にあるコントロールデータを再起動させながら首を振ふった。

『トラブルといえばトラブルですが、機械的な故障ではなく、どうやらザナックスの砲撃を受けたようです、他の衛星カメラに切り替かえます』

　映像オペレーターが、そう言って画面を切り替えたが、その映像も十秒しないうちに乱れて消えた。

「どうなっているんだ！」

　エンデロの声に、映像オペレーターは、慌あわてた声で答えた。

『ザナックスが、衛星に対して攻撃を仕し掛かけているようです！　今まで無人衛星に対しては無関心だったのですが、明らかに対応が違います！』

　他のオペレーターからも報告が入った。

『中ちゆう継けい衛星や、定点観測衛星にも攻撃を仕掛けて来ています！』

『小惑星表面で小爆ばく発はつ確かく認にん！　支配空間にあるものすべてに無差別攻撃を仕掛けている模様！』

　壁面を埋め尽くすモニターが、次々に灰色の画面に変わっていくその光景は、オペレーターたちの言葉を裏付けるものだった。

　ザナックスは、空間に漂ただようものすべてに体当たりをし、そして実体弾だんを撃うち込み、それを粉ふん砕さいしようとしていた。

　それは、今までの戦せん闘とうは、遊びだったのかと言いたくなるほどの獰どう猛もうさだった。

　エンデロは、生なま唾つばを飲み込むと、通信ウィンドウを開いて、通信オペレーターに告げた。

「チャマー閣下に連れん絡らくを入れたい、そうだ、大至急だ。ザナックスの行動パターンが大きく変化したことをお知らせしたい」

『了りよう解かいしました、しばらくお待ち下さい』

　通信回線がつながるのを待ちながら、エンデロは思った。

　……この大反攻を何とかしてしのがねば、ローデスの防衛作戦は完全に崩ほう壊かいする。果てしない消しよう耗もう戦の先に待つものは人類の完全なる敗北だろう。

　そうなる前に、なんとかして戦線を立て直さねばなるまい……しかし、どうやって、どこで戦線が立て直せるというのだ……ローデスの領内はすでにザナックスの庭と化したに等しい。北辺銀河の防衛艦かん隊たいを撤てつ収しゆうさせ、最後の防衛ラインを構築するとしても、この、中央星域ももはや安全ではなくなりつつある。

　そして、エンデロはつぶやいた。

「この……聖都メックを放ほう棄きする時が、もう、すぐそこまで来ているのかもしれん……」




　次にザナックスの大反攻を知ったのは、北辺銀河でザナックスと戦っていた北辺域防衛艦隊の将兵だった。

『ザナックスの転移数が激増しています！　今までの転移速度のおよそ十二倍！』

『戦闘種のおよそ三割が新型ブラックコーンと判明！』

『北辺銀河全体のザナックス戦闘種の概がい算さん、およそ百四十億！　この数値は中間報告で最終的には五百億を越こえるものと推定！』

　ローデス北辺域防衛艦隊司令部の作戦指揮室に、情報参さん謀ぼうの切せつ迫ぱくした声が響ひびいていた。

「こいつは……どうにも、我々の想像を超えていたな」

　次々にあがってくる報告を聞いたドーダイは、サブモニターに映る映像を見て舌打ちをした。

　そのモニターに映っているのは、リューゼンから三つほどローデス中心域に近い星系に設置された無人衛星のセンサーカメラが捉とらえた、ザナックスの転移地点の映像だった。

　空間の一箇か所しよに陽炎かげろうのような揺ゆらぎが生じ、その中から無数の黒い豆の莢さやと茎くきつきのトウモロコシが湧わき出してくる。

　それは、まさしく湧き出すという言葉が当てはまるほどの数と勢いだった。

　ドーダイは、その光景を見み据すえると、力強く命令を下した。

「全艦隊に命令！　迎げい撃げき開始！　叩たたいて叩いて叩きまくれ！　この戦いは数と数の戦いだ！　無む駄だ弾だまを撃つなと言え！」

「了解しました！」

　若い参謀は、ばね仕掛けのように、ぴょんと背筋を伸のばして敬礼すると、そそくさと逃にげて行った。

　その後ろ姿を見送って、ドーダイは顔をしかめた。

　……くそ、みんな浮うき足立っていやがる……腰こしを据すえなきゃ当たる弾も当たらんというのに。

　ドーダイは三次元スクリーンに浮かぶ北辺空域の概念図を見上げた。

　ザナックスの勢力圏けんを示す赤く染められた空域に浮かぶ小さな青い点。

　……この攻こう撃げきは、あのグスタフ星系にも向けられているに違ちがいない……。

　ドーダイは、眉まゆをひそめて、痛々しそうにつぶやいた。

「さすがに……あそこも、もう、持たないかもしれんな……」




　宇宙空間では爆音は伝わらない、しかし、建築物の構造材にザナックスが激げき突とつする振しん動どうは、床ゆかや壁かべを伝って、身体からだに届き、そしてそれは低周波のように鼓こ膜まくを震ふるわせていた。

「一体どうしちまったんだ？　やけになったってのか？　今日のザナックスどもは気合が違うぞ！」

　グスタフ星系の中継ステーションの防ぼう御ぎよ陣じん地ち、アルファブロックに配置された第六三三砲ほう台だい……元は軽巡じゆん航こう艦かんアーデントであったそのブリッジで、火器管制士官が、半分悲鳴じみた声で叫さけんだ。

　彼の言葉のとおり、このザナックスの攻撃の密度は、今までの比ではなかった。

　惑わく星せいの畑化に比重を移した後のザナックスの攻撃は、定期的に行われていたものの、どこか集中力を欠いた、たんなるルーティンワークのような感かん触しよくがあったが、この攻撃は、この人類の防御陣を完全に破は壊かいし、この星域から排はい除じよするという堅かたい意志の下もとに行われているとしか言いようがなかった。

『正面！　ザナックス突とつ撃げき艇ていの編隊近づく！』

『近接火器を集中しろ！』

　その言葉と共に、アーデントの砲ほう塔とうから無数の火線が、ザナックスの編隊に向かって叩きつけられ、ザナックスの突撃艇の群れが閃せん光こうと化した。

　アーデントの火器管制士官が、一いつ瞬しゆん気を緩ゆるめた次の瞬間、爆ばく発はつする突撃艇の閃光の間から、柄えを突つき出した真っ黒なトウモロコシが何百個と出現した。

『Ｂ・Ｃだ！』

　警告の叫びとともに、砲塔が火を噴ふいたが、その火線は一瞬遅おそかった。

　火線の中でＢ・Ｃの打ち出した数百発の実体弾だんが爆発する閃光がきらめき、そしてそのきらめきはあっという間に接近して、そして、アーデントは激しく揺さぶられた。

『アーデント被ひ弾だん！　損傷度Ｂ！　これによりアルファブロックの防御火力は十一パーセント低下しました！』

　中ちゆう継けいステーションのコントロールルームを改造した戦せん闘とう指揮室で、その状じよう況きようを見ていたマスクワードが、悔くやしそうにつぶやいた。

「くそ、やつら、マークⅡを盾たてにして近づいてきやがったのか」

　ケルプは、真しん剣けんな目でうなずいた。

「ああ、偶ぐう然ぜんにしてはタイミングが良すぎる、どうやら戦術を変えて来たみたいだな、Ｂ・Ｃの投入だけじゃなくて、戦い方もバージョンアップしたようだ。学習するのは俺たちだけじゃないってことだ」

　そして、ケルプは、自分の前にあるパーソナルコンソールを使って、戦っている部下たちに呼びかけた。

「各砲台、及および各かく艦かんに告げる！　ザナックスの攻撃パターンが変わった！　接近するマークⅡの群れに留意せよ！　群れの中心にＢ・Ｃがひそんでいる！　近接戦闘火器と、遠えん距きよ離り用のビーム砲の照準を同一の目的に合わせ、接近する群れを徹てつ底てい的に叩くんだ！」

　命令を下しながら、ケルプは、この戦い方をもってしても、今回のザナックスの攻撃を撃退することは不可能であることに気付いていた。

　中継ステーションは、タンホイザーゲートを中心にして構造材を張り巡めぐらした巨きよ大だいなサッカーボールのような形をしている。

　しかし、そのサッカーボールを取り囲むザナックスの群れは、サッカー場ほどの大きさにふくれあがろうとしていた。

　宇宙空間を埋うめ尽つくすザナックスの群れを見上げたマスクワードが、かすれた声で言った。

「……これだけの戦力があれば、俺たちを潰つぶすのに、数分もかからないはずだ。なのになぜあいつらは、それをやらないんだ？」

「ザナックスには、学習能力がある。つまり俺たちは、その学習のためのサンプルだったに違いない。いわば実験室で飼われているモルモットみたいなものだ。いつでも殺せるが利用価値があるうちは殺さない、という理由だったのかもしれないぜ……」

　そのケルプの言葉が終わらないうちに、指揮室にセンサーオペレーターの声が響ひびいた。

『ベータブロックに、敵の突撃艇群接近！　群れの総数約三万！』

『アルファブロックにＢ・Ｃからの遠距離砲撃と思われる実体弾飛来！』

『アルファブロックの指揮官から報告！　ダメージコントロール班の絶対数が不足！　これ以上の火か網もう維い持じは不可能！』

　中継ステーションの構造材に固定された砲台に、次々に火花と閃光が散り、それと同時に損傷報告が相次いだ。

『ベータブロック第三十四砲台サクリファイス大破！　応答ありません！』

『アルファブロック、第二十一砲台コンカラー被弾！　戦闘続行不可能！』

『同じくアルファブロック第十三砲台コンゴウ被弾！　右う舷げん砲塔使用不能！　左舷砲塔のみで応戦中！』

「くそ、どうやら、もはや利用価値は無いと判断しやがったかな……」

　マスクワードが歯は嚙がみをしながらそう言った言葉を、通信オペレーター席で聞いていたミナモトは、じりじりするような焦しよう燥そう感かんに襲おそわれていた。

　通信オペレーターという仕事は、それぞれの最前線で戦っている兵士たちと会話をする機会が多い。そういった無数の会話の中で、重要と思われるものをピックアップして、指揮官に提示するのも彼女の仕事だった。

　その、戦っている兵士たちの会話に、絶望感がにじんでいるのが、彼女にはわかった。

　今まで、ケルプを信じ、ケルプと共に戦ってきたそのテンションがまたたく間に下がって来ていた。兵士の何気ない会話に混じっていた明日への希望、生きることへの熱意、それが感じられないのだ。

　……無理も無いわ、あれだけのザナックスを見て、それで明日への希望を持てという方が無理。私だって……。

　……私たち。ここで死んじゃうのかな。

　ミナモト少しよう尉いが、一瞬、そんなことを考えたとき、ケルプの声が飛んだ。

「ミナモト少尉！　跳ちよう空間通信で総司令部に打電だ！　戦せん闘とう詳しよう報ほう号外、本文『ザナックスは本艦かん隊たいを実験台にし、対人類戦用の兵器及び戦術開発を行っているものと思量されるものなり、我わが方の抵てい抗こうはザナックスに利することなれど、抵抗はやむを得ざるものなり、承しよう諾だくされたし！』以上だ！」

　ミナモトは、はっとした。

　ケルプ司令は、そんなこと考えてもいないんだ。絶望感なんかこれっぽっちも持ってない。

　通信文をパケットに組み替かえて、発信プログラムに載のせながらミナモトは考えた。

　……なぜ、ケルプ司令は平気なんだろう。怖こわくないのかな、自分が死んじゃうことが……。

　そして、ミナモトは思い当たった。

　……そうか、この人は負けたくないんだ、敵に、運命に、そして誰だれよりも自分自身に！

　私も……負けたくない！　ザナックスなんかに……この、自分の恐きよう怖ふ心しんに！

　でも、どうすればいいんだろう。どうすれば恐怖心に勝てるんだろう？

　そうだ！　明日のことを考えればいい！

　跳空間通信を送り終えたミナモトは、インカムをむしり取って立ち上がった。

「ケ、ケルプ司令！　このコアブロックは、最後の砦とりでになるんですよね⁉」

　ケルプは面めん食くらったような顔をした後でうなずいた。

「あ、ああ、ここは最後の最後まで守り抜ぬくつもりだが……それがどうかしたか？」

「籠ろう城じよう戦をするなら、一番大切なのは食料です！　このコアブロックには食しよく糧りよう備び蓄ちくがありません！　私、持ってきます！」

「持ってくるって……どこからだ？」

「ベータブロックの倉庫に、非常用の食料が入れたままなんです！　あれを持ってこないと、籠城しても三日も持ちませんよ！」

「三日って……お前……」

　そこまで言って、ケルプは何かに気がついたように目を見開いた、そして、にやっと笑った。

「そうか……そうだな、この先戦うにはなんといってもメシの心配しなくちゃならないよな、良くそのことに気付いてくれた、ありがとう！」

　ミナモト少尉は照れたように笑った。

「いえ……こういうときに、私に何ができるんだろうって考えたら……こんなことしか思い浮うかばなかったんです……じゃあ、私、行って来ます！」

「内務班の一個分隊を君の部下として預ける、気をつけて行ってこい！」

「了りよう解かいしました！」

　ミナモト少尉は敬礼すると、そのまま指揮室を走り出て行った。




　倉庫の中には低酸素警報の音が鳴り響ひびいていた。

　ずっと鳴っていたその電子音が、さっきよりどんどん小さくなって聞こえるのは、きっと大気が薄うすくなっているからだろう。

　ミナモト少尉は、ヘルメットの外部にある音おん響きようセンサーを大気から真空へと切り替えた。

　これで、真空になっても手足の先にある伝導センサーが、床ゆかや壁かべから感じ取った振しん動どうを音に変えて耳に届けてくれるはずね。

　ミナモト少尉は、小さくうなずくと、宇宙空間用簡易作業服のヘルメット内部のインカムマイクに向かって話しかけた。

「こちら、ジューン・ミナモト少尉！　食糧倉庫から保存用の食料コンテナの搬はん出しゆつを開始します！」

　一呼吸ほどの間のあとで、インカムが答えた。

『コントロール了解！　波状攻こう撃げきの間が空いた！　いまのうちだ！　中央コアブロックへの搬入を急げ！』

「了解！　以上、食料調達班」

　ミナモトは通信を切ると、後ろを振ふり返って、そこにいる食料コンテナを積んだ荷物移動用のパレットに乗っている兵士たちに手を振って前進の合図をした。

　倉庫のあった三番ウィングから、中央にあるコアブロックまでの連れん絡らく通路は、観光客向けに透とう明めいの硬こう質しつテクタイトで覆おおわれたチューブのような展望通路になっていた。

　平和な時代には、観光客やビジネスマンが、このリニアウェイに乗って、幾き何か学がく的に構成された構造材によって中ちゆう継けいステーションの中央に保持された、巨きよ大だいなタンホイザーゲートを見上げ、そこから旅立つ宇宙船の姿に心躍おどらせていたのだろう。

　今、そこから見えるものは、無残にひしゃげた構造材と、爆ばく発はつするザナックスの閃せん光こうと、砲ほう台だいから発射される近接防ぼう御ぎよ兵器の光の雨、そして宇宙空間を漂ただよう無数の破片……ザナックスの突とつ撃げき艇ていと、ケルプワイン艦かん隊たいの艦船と、そしてその乗組員の破片だけだった。

　透明なチューブの中にある連絡通路を、貨物コンテナを乗せたパレットカーが滑すべるように動き出した。

　コアブロックにあるコントロールルームでは、ケルプたちが、中継ステーションに押し寄せるザナックスの黒い津つ波なみを必死に押し返そうと、最後の努力をしていた。

「ミナモト少しよう尉いから連絡がありました、食料の搬出に成功したそうです、現在このコアブロックに向けて移送中です」

「よし、これで晩飯の心配は無くなったな」

　ケルプがうなずくと、コントロールルームに久しぶりにさざなみのような笑い声が広がった。

　……本当のことを言えば、持ってあと半日だろう。

　誰だれもがそのことを薄うす々うす感づいている、でも、誰も口には出さない。口にしたとたんに最後の希望が消えていくような、そんな感覚でいるに違ちがいない。

　だから、あのミナモト少尉がすっとんきょうな声で『明日の食事』の心配を始めた時、誰もが驚おどろくのと同時にほっとした。

　明日の食事、明後日あさつての食事、それを考えるということは、俺たちが生き続けるということの証明のような気がしたのだ。

　……そう、だから俺は彼女が食料の調達に志願した時、それを承しよう認にんした。

　あの子が持ってくる食料。それが俺たちの希望の象しよう徴ちようだ。

　スクリーンに映る中継ステーションの全景の中、第三ブロックからコアブロックに通じる透明のチューブの中を動くアリの行列のような小さな点が見えた。

　ケルプはパーソナルモニターの一いつ斉せい通話のキーを押して叫さけんだ。

「ケルプワイン艦隊の諸君！　今、中央通路を諸君らの明日のメシの材料を積んで、ミナモト少尉が移動している！　いいか！　一隻せきたりとも内部に入れるな！　Ｂ・Ｃの弾だん丸がんも撃うち込ませるな！　これには俺たちの明日のメシがかかっているんだ！」

　一いつ瞬しゆんの間の後で、通信に誰かの声が答えた。

『メシの材料って何ですか？　まさかレタスじゃないでしょうね！』

　ケルプは笑いながら答えた。

「レタスじゃない、あのコンテナの中身は非常用の食料で、献こん立だては圧縮乾かん燥そうされた豆のスープとマッシュポテト、合成蛋たん白ぱくのミートローフだそうだ」

　通信回線に、各砲台の兵員たちの歓かん声せいが飛び交かった。

『いやっほう！　やっとあのレタス地じ獄ごくから抜ぬけ出せるのかよ！』

『こうなりゃ、ぼやぼやしてられねえぞ！　いいか、絶対に阻そ止しするんだ！』

『俺たちのメシを守りぬけ！』

　通話を聞いていたのだろう、ミナモト少尉の不満そうな声が聞こえた。

『なによ！　誰も彼もご飯の心配ばっかり！　一人くらい私を守れって言う人はいないの？』

『こりゃあ悪かった、ミナモト少尉、あんたも、ちゃんと守り抜いてやる！　安心して運んできてくれ！』

『あんたも、てのは何よ、も、ってのは！　今のは軽巡じゆん航こう艦かんアトランタの艦長ね！　あんただけレタス大盛り！』

　通信回線に、どっと笑い声がはじけたそのとき、緊きん迫ぱくした情報参さん謀ぼうの声が飛んだ。

『ザナックスにさらなる増ぞう援えんを確認！　推定襲しゆう来らい数二億！　警けい戒かいを厳にし、火か網もうを密に保て！』

　中継ステーション全体に緊きん張ちようが走ったそのとき、メインスクリーンの脇わきにあるサブウィンドウに、がっちりとした体格の将校が映った。

『タカハジだ！　やっと大規模中立フィールドの試作機ができた！　これより中継ステーション全体を薄うすい中立フィールドの膜まくで覆う！　ぶっつけ本番だが、うまく行けば実体弾だんの威い力りよくを削そぐことができるはずだ！』

　ケルプは目を見開いた。

「中ちゆう継けいステーション全体を覆う中立フィールドだと？　とてつもないエネルギー消費量だな！」

　サブウィンドウの中のタカハジ大たい佐さは笑った。

『中継ステーションの反応炉ろがあればこそのゼイタク仕様だ。こいつであと少し生き延びようぜ！』

　ケルプは笑った。

「ああ、そうだ、俺は生き延びる！　お前の言った戦死フラグなんて、とっくに引っこ抜いて投げ捨てちまったからな！」

『ああ、あのフラグの話か。そりゃあそうだろう、誰かさんが、おっ立てにやって来る別のフラグの場所を作らなきゃならないんだからな、戦死フラグなんざ捨てちまって正解だ！　さあ、中立フィールドのスイッチを入れるぞ！』

　タカハジの言葉が終わるのと同時に、中継ステーションを薄うす青あおい皮ひ膜まくのようなものが包んだ。

『こいつは、すべてのエネルギーにカウンターを与あたえる！　運動エネルギーや、熱エネルギーすべてにだ。ただ、大きく広げたため薄すぎて、飛来する実体弾を完全に中立化できるほどの力は無い、二割減げん衰すいさせるのがいいところだろう、しかし、突とつ撃げきしてくるマークⅡの速度も二割ほど落とすことができるから、その分火力を集中させることができるはずだ！　さあ皆みなの衆、あと少しがんばろうぜ！　がんばって、でっかいフラグをかついだコットンの姉貴がやってくるのをこの目で見るんだ！』




　防衛陣じんの兵士の歓声と口笛が通信の中に飛び交った、その頃ころ。

　中継ステーションのコアブロックの中にある救護所は、負傷者であふれていた。

　軽傷のもの、重傷であっても意識のしっかりしているものは、廊ろう下かやロビーなどのソファを改造した臨時のベッドに移され、救護所の中は、意識を失ったり、瀕ひん死しの重傷を負った者たちが収容されていたが、それでも救護室の中は足の踏ふみ場も無いほどだった。

　腹部に重傷を負った兵士の組織融ゆう合ごう手術を行っていたオーテ司教は、接合した大動脈から血液が滲にじみ出さないことを確認して、バイオノイドの看護師に、輸血と縫ほう合ごうを指示した。

　額ににじんだ汗あせをぬぐいながら、オーテは、大きくため息をついた。

　……ザナックスの攻こう撃げきが実体弾に移ってから、こういった外傷を受ける者が続出している。

　輸血は今のところは培ばい養よう血液でなんとかなっているが、バイオ義ぎ肢しや、補助内臓器官が足りない。重傷者が、これ以上増えたら、再生治ち療りようは無理だ。半冬とう眠みん状態にして、生命維い持じデバイスに直接血管を繫つなぎ、生命を維持することだけを考えなくてはなるまい。

　そして、オーテは、もう一度救護室の中を見回した。

　血と薬液と、うめき声で満ちたその部屋の中にいるのは、自分が、かつて禽きん獣じゆうと呼んだ異教徒の若者たちだった。

　オーテは、目を閉じると、血のついている手術用の手て袋ぶくろのまま体の前で聖印を切った。

　……神よ、願わくばこの者たちにひとときの安らぎと、明日への活力を与えたまえ。

　この者たちは人の子にして神の子なり。

　生きてなお生き続ける道をゆく若き魂たましいなり。

　死を遠ざけたまえ。

　歩ませたまえ。

　人の行く末につながる道をこの者らに歩ませたまえ。

　瞑めい想そうが終わらぬうちに、看護師が飛び込んできた。

「オーテ先生！　重傷者です！　両下か肢し切断！　血圧低下！　意識レベルは、グラスゴー・コーマレベルで五です！」

「わかった、すぐに行く！」

　目を見開いたオーテが、そう言ってうなずいたとき、床ゆかが大きく揺ゆれた。

　それは、ザナックスの突とつ撃げき艇ていが、中央にあるコアブロックの支持構造材に突つっ込んだことにより生じた衝しよう撃げきだった。

　近接防ぼう御ぎよ兵器の火網が、ついに突とつ破ぱされたか……。

　オーテは足を踏ん張り、踏みしめるように処置室に向かって歩き出した。

　……死なせるものか。

　ここにいる者たちは、みな異教徒だ、しかし、それ以前に人間だ。人間の若者だ。

　若者の未来を消してはならぬ。

　それこそが私の役目なのだ。




　中央通路を通って、食料の入っているコンテナを運んでいたミナモトは、ザナックスの突撃艇が中央構造材に突っ込んだ時の衝撃で、コンテナボックスに叩たたきつけられ、そのままリニアウェイに転がり落ちた。

　腰こしと後頭部を、したたかに打ちつけ、一いつ瞬しゆん意識が遠くなるのと同時に、鼻の奥になにか、金属っぽい感かん触しよくが走り抜ぬけた。

　リニアウェイの上に仰あお向むけに転ころがった形になったミナモトは、焦しよう点てんのぼけた目を見開いた。

　焦点がぼけている理由が、自分の目から湧わき出す涙なみだのためだということに気づいたのは、思わず自分の目をこすろうとした右手が、外宇宙用簡易作業服のヘルメットバイザーに当たるカタカタという音を立てたときだった。

　身体中が震ふるえていた。

　怖かった……心の底から怖かった。

　目の前に立っている大きな鎌かまを振りかざして笑う死神の、その顎あごの中に広がる闇やみが自分を飲み込んで行くような気がした。

　すべてが消える恐きよう怖ふ。

　自分のすべてが無になる恐怖。

　何一つ残さず、この世から消えてゆく恐怖。

　死、という名前の恐怖が全身を包み込んで、ゆっくりと締め上げているような気がした。

　身体に受けたショックの中で、ミナモトは自分が「死ぬのイヤ！　死ぬのイヤ」とわめきながら子供のように声を上げて泣いているのに気づいた。

　恥ずかしいという気分は無かった。

　もう、恥ずかしさも何もかも吹き飛んでいた。

　そのとき、ミナモトは、誰かの声を聞いた。

　それは、インカムの中から聞こえるケルプの声だった。

『おい！　大丈夫か！　怪け我がはないか？　おい！　聞こえるかミナモト少尉！』

　ミナモトは、その声で我に返った。

　……泣いちゃだめだ、泣いてる場合じゃないんだ！

　体の震えと、しゃっくりを必死に押さえ込んだミナモトが、左ひじを突いて上半身を起こし、顔を上げたとき、目の前に広がる巨きよ大だいなタンホイザーゲートの中心部から、一本の白い糸のようなものが突き出しているのに気がついた。

　……なんだろう、あれ。

　涙でにじんだ目を再びこすろうとしてバイザーに手があたった。

　……いけない、気密服だから顔を触さわれないんだっけ。

　ミナモトは、目の焦点を合わせるために、何回も瞬まばたきしたあとで、もう一度タンホイザーゲートを見上げた。

　間ま違ちがいなかった、それは、柔じゆう軟なん性を持つ一本の白い糸のようにゆっくりと、タンホイザーゲートの中心から、この中継ステーションの中へと伸のびてくるパイプのようなものだった。

　ミナモトの頭の中で、ケルプ司令が、コットンから言われたという言葉と、その光景がリンクした。

　……次元位相のコード座標も何も無い、こっちから空間に開けただけの穴。どこにもいけず、どこからも来られないはずの、あのゲートの穴に、向こうから誰だれかがあのパイプを差し込んでいるんだ！

　そんなことができるわけがない……理論上は不可能だって言われているけど……じゃあ、あれは何なの？

　ミナモトはヘルメットのインカムコードを一いつ斉せい通話に切り替かえて、そして叫さけんだ。

「みんな！　タンホイザーゲートを見て！　何かが入ってくる！」

「なんだって⁉」

　中ちゆう継けいステーションで戦っていたすべての人間が、タンホイザーゲートを見た。

　薄うす青あおい力場スクリーンの中央から一本のパイプのようなものが伸びていた。

　その白いパイプは、見る人によって様々なものに見えた。

　あるものは天使の羽根のかけらを見た。そしてあるものは、窒ちつ息そくした空間に空気を送るシュノーケルを、そしてまたあるものは、女め神がみが地じ獄ごくに落ちた罪人を救うために水面に垂らした一本の白い糸を見た。

　そのとき、女神にしては下世話でそして威い勢せいのいい女の声が、民間共通周波数で飛び込んできた。

『……ケルプ！　聞いているかい？　シザーズ・クイーン只ただ今いま参上だよ！』

　その瞬間、中継ステーションに大だい歓かん声せいが満ちた。

　すべての兵士が立ち上がり、互たがいに抱き合い、通信コンソールに座った通信士は、インカムに向かって絶ぜつ叫きようした。

　通信帯に充満したその絶叫の中に、マリリンの声が混じった。

「……と言っても、通信デバイスのセンサーアンテナしかそっちには出せないんだ。こっちの出力じゃこれ以上空間の穴を広げられない！　もし、エネルギーに余よ裕ゆうがあるなら、空間を広げてくれないかい？』

　ケルプが聞くより早く、コントロールルームにいた参さん謀ぼうが歓かん喜きの声で叫んだ。

「出力には余裕があります！　亜空間ホールの拡大は可能です！」

「よし、開けろ！」

　参謀に、同じような声で叫び返したケルプは、もどかしげな手つきでコンソールを操作して通信周波数と、目の前のスクリーンを同調させた。

　通信スクリーンが二、三回瞬またたいた後で、目の前に、赤毛のロングヘアーを持つ色っぽい女性と、栗色のショートカットの髪を持つ思いつめたような表情の若い女性が映った。

　言葉は無かった。

　中継ステーションと、シザーズ・クイーンⅡのブリッジは視線で繫つながっていた。

　最初に口を開いたのは赤毛のロングヘアーの女性だった。

『よ、ケルプ！　生き残っていやがったな。ケルプワイン海かい賊ぞく団の有志連合を率ひきいてやってきたぜ、脱だつ出しゆつだ！』

　そして、栗色のショートヘアーの女性が進み出た。

『この船のコンテナ内部に、小型機動戦せん闘とう艇ていを格納してある！　中継ステーション内のような狭せまいエリアでは、小回りの利きく機体の方が使えると思って持ってきた！　防衛網もうのリンクをこっちにも回してくれ！　統とう括かつ管制して、脱出までの時間を稼かせぐ！』

「わかった！」

　ケルプはそう答えた後で、白い歯を見せて笑った。

「信じてたぜ……コットン」

　栗色のショートヘアーの女性は、一いつ瞬しゆん顔を紅潮させて泣きそうな表情になった後で、精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを見せて胸を張った。

『あたりまえだ！　ばか！』

　ケルプが、何かを答える前にマリリンが割り込んだ。

『はいはい、ノロケは無事に助かってからじっくりやってくれ！　シザーズ・クイーンⅡ、これよりグスタフステーションに入港する！』

「了りよう解かい！　二千七百人の生き残りと、億を越こえるザナックスが盛大にお出で迎むかえする地獄の一丁目にようこそ！」

　ケルプと、そしてタンホイザーゲートの周囲でザナックスと死し闘とうを繰くり広げていた将兵たちの上げる歓かん呼この声の中を、シザーズ・クイーンがゆっくりと姿を現した。




『機動戦闘艇各パイロットに告げる！　本戦闘エリアは、中立フィールドと力場スクリーンが展開されたタンホイザーゲートを中心とした球形の構造材内部である！　外部にはザナックスの戦闘艇がぎっしりと待ち構えている！　絶対に外に出るな！　内部に侵しん入にゆうを図はかるもののみを迎げい撃げきせよ！　防衛網について管制システムをリンクした。そのシステムに従って行動せよ！』

　戦闘指揮室で指揮を執とるコットンから指示を受けたネカンは、目の前にあるディスプレイに浮うかび上がった戦闘エリアを見て目を丸くした。

　……なにこれ、こんな中で戦うの？

　その疑問は他のパイロットも同じだったのだろう、メス猫ねこカルテットの声が通信リンクにはじけた。

『うわぁ！　せっまいですわね～』

『なんだよこれ！　まるで鳥かごの中で戦うようなもんじゃない！』

『……っていうか、虫かご？』

　ネカンは叫んだ。

「ほらほら、文句言ってるヒマはないわよ！　一番機！　これより発進します！」

『了解！　グッドラック！』

　管制官の返事と同時に積せき載さい用コンテナから飛び出したネカンは、息を吞のんだ。

　目と鼻の先にザナックスがひしめいていた。

　高機動バーニアを噴ふかし、カウンターマスを回転させて機体をひねりながら、ネカンは目の前にいる真っ黒なトウモロコシのようなシルエットに照準を合わせ、短く一連射を加えて、さらに機体をひねりこんだ。

　自分の撃うったパルスが、効果があったのかどうかなど、見ているヒマは無かった。

　敵はどこにでもいた。

　一番手近のザナックスからその先のほうまで長い一連射を撃ち込んだ後で、機体を高機動ヨーヨーで上下に振ふりながらネカンは思った。

　……うわ！　なるべく早く脱出した～～い！　こんな戦闘、一時間も持たないわ！

　ネカンが心の中で悲鳴を上げていたその頃ころ、コアブロックでは、負傷者を第だい一いち陣じんとした脱出が始まっていた。

「重傷者の入った生命維い持じカプセルの電源に気をつけてくれ！　バッテリーの低下は即そく座ざに死につながるからな」

　負傷者の搬はん出しゆつを手伝っている兵士に、オーテが指示を出すと、その兵士は笑いながらうなずいた。

「わかっています！　ここまできてこいつらを死なせたら、なんのために生き延びたかわかりません！」

　看護師の肩かたを借りて歩いていた負傷兵が、うなずいた。

「そうですよ、オーテ先生、せっかくあなたに助けてもらったんだ、最後の最後まで生きて生きて生き延びなきゃ、ローデスの神様のバチが当たりますって」

　負傷兵たちの顔に輝かがやく希望の色を見て、オーテはうなずいた。

「そうだ、君たちはやっと、物語の最終回にまでこぎつけたんだ！　こうなれば最後の最後、主人公とヒロインの熱ねつ烈れつなラブシーンを見届けて、スタッフロールが流れるまで付き合ってやらねばなるまい！　さあ急げ！」




　シザーズ・クイーンⅡのメインブリッジで、タンホイザーゲート周辺で展開している壮そう絶ぜつな戦いを見上げながら、マリリンは聞いた。

「ケルプ！　実際のところ、あとどれくらい維持できそう？」

　サブスクリーンに映ったケルプは、ちょっと考えるような仕草をした後で答えた。

『そうですね……一時間……いや、四十五分というところでしょうか？』

「やっぱりそれくらいね、わかった、脱だつ出しゆつを急がせて！　こっちもニーモドライブの準備を始めるから！」

『ニーモドライブ？』

　怪け訝げんな顔をするケルプに、マリリンは、にやっと笑いかけてから言った。

「そう、別名『町工場オヤジの、こんなこともあろうかと、エンジン』よ……ちょっと長すぎたけど、とにかく、そいつのおかげであんたらも助かるってわけよ。詳くわしいことは後で説明するから、ちゃんと脱出しといで！」

　グスタフ星系の中ちゆう継けいステーションにシザーズ・クイーンⅡが到とう着ちやくし、脱出作戦が始まったそのとき。

　そこから遠く離はなれたザナックスの勢力圏けん内ないにある一つの星系では、もう一つの熾し烈れつな脱出作戦が行われていた。




「もっとスピードは出せないのか？　ビジル」

『お言葉を返すようですが、それは、あなたが一番良く知っているはずです』

　ビジルの言葉は、いつものように柔やわらかだったが、その口調には切せつ迫ぱくしたものが感じられる。

　それもそのはずである、リバティベル号の後方監かん視しモニターには、画面を埋うめ尽つくすほどの量のザナックスが、猛もうスピードで後を追ってくる姿が映っていた。

「くそ、調子に乗って惑わく星せいリオナに近づきすぎたのがまずかったな」

　トーダの脇わきで、質量を少なくするために、余分なものを船外投とう棄きするプログラムを立ち上げていたマイドが首を振った。

「でも、そうやって近づいたから、通信衛星のレーザー端たん子しを使って、通信回線に侵しん入にゆうできたんです。結果オーライだったんですから」

　トーダはわめいた。

「地表データと生体サンプルのデータのことだけを考えるなら、確かに結果オーライだがな、俺たちは、生きて帰って初めて結果オーライなんだぞ！」

「確かにそうですね。僕だって死にたくありません！」

　トーダがにやっと笑った。

「メイ王女に会うまでは死ぬわけにはいかないってことか？」

　マイドは真面目まじめな顔で答えた。

「はい、それもありますけど、リオナの地下で生き残っていたあの方の送ってくれた、このデータを、オーバーロード号に跳ちよう空間通信で送るまでは、絶対に死ぬわけにはいきませんよ」

　マイドは、何かを考えるような目つきになった。

「あの方は……最後まで自分がどういう人間なのか、について一言も書いていません……あの方が送ってきたのは、実験データと、それに関するコメントだけです……人間というのはああも自分を殺せるものでしょうか？」

　トーダは真面目な顔でうなずいた。

「学者だって人間だ。自分の名を売るために学問をする人もいれば、自分のことより研究結果の方が重要だと考える人もいる。自分の名が残るような大発見や名論文を書くことじゃなくて、地道に着実に研究を重ねた結果が、世の人々の苦しみを軽くしたり、無くしたりできるということに喜びを感じる人だっている……俺は思うんだが……リオナの地下で生き残っていたあいつは……自分のやってきた研究が、初めて人類の未来のために役に立つということに、喜びを感じていたんじゃないかと思う。贖しよく罪ざい意識とかそういうのではなく、日の当たる場所でお日様を浴びることができれば、それだけで満足……みたいな、そんな気持ちがあったんじゃないかと思う……まあ、あくまでも俺の勝手な想像だけどな……おっと、撃うってきやがった！　こいつが新型のＢ・Ｃの撃つ実体弾だんとやらだな」

　高加速の状態で推進ベクトルを動かしたリバティ・ベル号の船内に、構造材が軋きしむ音が響ひびき渡わたった。

「くそ、頼たのむから持ってくれよ、オンボロ舟ぶね！　十年来のつきあいなんだ！　小惑星帯に飛び込むまで持てば、なんとかＮフィールドを起動できる余よ裕ゆうができるんだ！」

「加速状態でＮフィールドを展開するわけにはいかないんですか？」

「加速の程度による！　この状態で展開したら、船体の前半分がフィールドに飛び込むと同時に後ろ半分がフィールドの外に取り残されてリバティ・ベルは二つに引きちぎられちまう、最低でも今の半分に抑おさえなきゃ無理だな」

　後方警けい戒かいシステムを確認していたマイドは首を振ふった。

「半分に落としたら、まず数秒で追いつかれますね、一巻の終わりです」

「だろ？　だからこうやって推進機に過負荷をかけて逃にげまくってるってわけだ……俺たちは逃げきらなくちゃならん、お前の言うとおり、あのリオナに生き残ってたピクスってヤツのためにもな！」




　そう言ってトーダが、思い浮うかべたその男は、そのとき惑星リオナの地下深くにある生物化学研究実験室の中にいた。

　気密作業服を着込んだまま床ゆかに座り込んで、ぼんやりと天てん井じようを見上げていたピクスは、視線を研究所の中に降ろした。

　実験用のプラントモニターにいくつものオレンジ色の表示が点てん滅めつしているのが、ヘルメットのバイザーの向こうに見えた。

　作業服に付着していたザナックスのジェノサイド因子が、フィルターを通り抜ぬけ、研究室の中に広がりつつあるのだろう、それは、培ばい養ようプラントの中に納められている細さい胞ぼうや微び生せい物ぶつが死し滅めつし始めたことを告げる警告サインだった。

　……俺が呼吸しているこの作業服の中の酸素は、発生装置から作られたものだ。いわば、この作業服の中も閉じた空間だから俺は生きていることができる……でも、きっとあと三十分しないうちに酸素は切れるだろう。

　それで……すべてが終わるんだ。

　何もかもが全部。

　ピクスは研究室の作業台の上に置かれている検査ユニットの中にある赤あか紫むらさき色いろの作物を見た。

　……地上に出て、あいつを採取した甲か斐いがあったのかな？

　まあ、通信の相手は目一いつ杯ぱい喜んでくれたからいいけど……それにしても、ザナックスの作物がバチルス種に弱いとはな。

　……こいつがどれほどの効果があるのか、そしてそれを畑にされた惑わく星せいに撃ち込む手段があるのか、それは俺にはわからない……。

　……でも、いいや、俺は満足だ。

　俺の名前なんか残らなくたっていい。俺のやったことに意味があれば……俺はそれで満足だ。

　ピクスは静かに目を閉じた。

　機密作業服の酸素供給装置の赤いインジケーターが点滅を始めていた。

　……俺がデータを渡したやつらは、探検船でリオナのぎりぎりまで近づいていると言っていたけど……無事に逃げることができたのかな？

　そして、ピクスは目を閉じたまま笑った。

「おい……頼むぜ。お前らが帰らなきゃ……全部……水の泡あわなんだからな……絶対に……生きて帰れよ」

　そして、赤いインジケーターの点滅が止まり。

　惑星リオナは、ザナックスの支配する星となった。




　必死の逃とう避ひ行こうは続いていた。

　リバティ・ベル号を追いかけるザナックスの数はさらに姿を増し、いくつもの黒い帯がリバティ・ベル号と並行して進み始めていた。

「両りよう翼よくに別の部隊が先行し始めた！　小惑星帯に逃げ込む前に、包囲するつもりだな！」

　トーダがそう言ったとき、マイドは目的地である小惑星帯の中に、いくつもの火花が散っている事に気付いた。

　モニターを拡大し、飛び散る火花のスペクトルを解かい析せきしたマイドは叫さけんだ。

「ザナックスが、小惑星帯に攻こう撃げきを仕し掛かけています！　あれは実体弾だんを撃うち込まれた小惑星が砕くだかれている光です！」

「なんだとぉ！」

　トーダは、一言怒ど鳴なると、マイドの示したデータに視線を投げて、そこに現れているデータを素す早ばやく読み取った。

「くそ！　ザナックスは無差別攻撃を仕掛けてるんだ！　この空間に浮うかぶものすべてに！」

「どうします？」

　トーダは咆ほえた。

「どうするもこうするもない！　それでも俺たちは森に逃にげ込むしかないんだ！　たとえ相手が森ごと焼き払はらうつもりでいても、森が燃え尽つきるには時間がかかる、そしてその時間さえあれば俺たちはなんとかなるんだ！」

　そのとき、ビジルの声がブリッジに響ひびいた。

『お二人とも、隔かく壁へき破は壊かいに備えて、外がい殻かく型宇宙用作業服を着用して下さい！　ザナックスの実体弾攻撃の密度が上がりました！　命中弾を受ける可能性があります！』

　有う無むを言わさぬ口調の言葉と同時に、シートの床からズボンが、そしてシートの背もたれから、スーツ部分がせり出して来た。

　それは宇宙空間で飛来する微び細さい破片、いわゆるデブリから身体を守るために作られた外骨格のような構造を持つ作業服であり、ズボンやスーツと言うよりは、ロボットの着ぐるみのように見えた。

　マイドとトーダはそれぞれに足や腕うでを通して、気密ジッパーを閉じ、天てん井じようから降りてきたヘルメットをかぶった。

　ヘルメットの中のインカムを通じてトーダが言った。

『ビジル！　命令だ！　惑星リオナから送られたデータが入ったデータキューブを出せ！』

『かしこまりました』

　ビジルの言葉と共にコンソールのラゲッジスペースが開き、そこに三センチ四方の金色の立方体がせり出してきた。

　トーダは、そのデータキューブを指差してマイドに言った。

『マイド、それを救命ポッドに配置して、亜あ空くう間かん通信救命ビーコンと連動してデータ送信できるようにしてくれ。そうしたらポッドを船体最前部に移動しろ！　急げ！　そしてビジル……聞いているか、もし、俺たちが途と中ちゆうで追いつかれたら、お前はその時点で亜空間ドライブに入れ！』

『しかし、Ｎフィールドを展開して亜空間に入るときは、通常の船と同様に重力波の影えい響きようを受けます！　加速中の場合は最悪の場合、船体だけではなく搭とう乗じようしているお二人も捻ねじ曲げられ、死亡する可能性が高いです！』

　トーダは、うなずいた。

『わかってるさ、そんなことくらい。この船を設計したのは俺だぞ。船体前部がちぎれても、亜空間通信可能な状じよう況きようにあれば、亜空間に放ほうり出された救命カプセルからデータが送られる！　俺やマイドよりも大事なものが届けられればいい。いいか、ビジル！　お前に命令を与あたえる！　これより最優先権が与えられるのは人命に非あらず、このデータである！　お前は俺たちの生命維い持じなんて考えるな、データを無事に届けることを考えろ！』

　ビジルは必死な口調で反論した。

『それは電子人格の基本律に反します！』

『そうだ、基本律に反している……普ふ通つうの電子人格にはそんなことはできない。だが、お前にはできる……お前はヴァルの直系の子孫だ。ヴァルと同じオリジナルコードで組まれているはずだ……あのギンガーが人命よりも国家を優先したように、お前にも個人の生命より任務を優先できるコードが入力されているはずだ。いいか、ビジル。これは命令だ、いつものジョークでもなんでもないんだ！』

　長い沈ちん黙もくの後、ビジルは答えた。

『かしこまりました……命令を受じゆ諾だくいたします』

　マイドがデータキューブと救命通信ビーコンの回路を接続し、緊きん急きゆう発進信号とともにデータキューブの中に記録されたデータを発信するように細工を加え終わったそのとき、後方警けい戒かいセンサーが警告音を発した。

『ザナックスの実体弾が来ます！　回かい避ひできません！　シートハーネス固着！　足をふんばってください！』

　ビジルの声と同時に、リバティ・ベル号の中に轟ごう音おんと、宇宙空間に大気が噴ふん出しゆつする音が響いた。

　ブリッジのモニターに、低酸素警報とともに、ダメージデータを表示する赤い表示が一気に並んだ。

『後部隔かく壁へき破損！　カウンターマスコントローラー破損……第三プロペラントタンク損傷、パッシブセンサー……ユニット大破！』

　ダメージデータを読み上げ始めたビジルに向かってトーダはわめいた。

『細かいこたぁどうでもいい！　こいつはまだ飛べるのか？　亜空間フィールドに飛び込めるのか？　それだけを報告しろ！』

　ビジルは、途と切ぎれ途切れに答えた。

『まだ……飛べ……ます』

『どうした？　お前がやられたのか？』

『は……い……音声ユニットに……異……が……』

　トーダはうなずいた。

『よし、ならいい、もうしゃべるな！　文面表示と、イエス、ノーだけをビープ音で知らせろ、イエスは長音、ノーは単音二回だ！』

　インカムにピーという長音が流れた。

『よしよし、これでもう安心だな』

　インカムに、ピ！ピ！　という単音が流れた。

『この船が安心だ、という意味じゃない！　お前と意思疎そ通つうができて安心だ、と言ったんだ！』

『ピー』

『それでいい』

　トーダが笑ったとき、突とつ然ぜんインカムに、連続した単音が流れた。

『ピピピピピピピピピ』

『どうしたんだ？　何か気に食わないことでもあったのか？』

　マイドは、はっとして後方警戒センサーを見た。しかし、センサーユニットは大破しており、そこに何が迫せまっていたのか知ることはできなかった。

　そして、数秒後、マイドとトーダは、そのビジルのサインが、実体弾だんの集中砲ほう火かが迫っていることを知らせるものだったことを知った。

　……自分たちの身体からだで。

　真空では爆ばく発はつ音は聞こえない。

　しかし、外がい殻かく構造を持つ作業服に与えられた衝しよう撃げきと振しん動どうは、その中にいるマイドの耳にも聞こえた。

　何かが叩たたきつけられ、ひしゃげるような音が、自分の周りの音なのか、それとも自分の身体の内部から聞こえてきた音なのか、マイドにはわからなかった。

　ただ、想像を絶する痛みと衝撃のなかで、自分の意識がすうっと灰色の領域に落ちていくことだけはわかった。

　すべてが灰色に塗ぬりつぶされるその瞬しゆん間かんにマイドは叫さけんだ。

　最後に残された意思のかけらをかき集めてマイドは叫んだ。

「生きろ！　メイ！　君は生きるんだ！」
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　第八章　混乱と崩壊







　ザナックスの大反はん攻こうは、ローデス北辺域と、そして中央星域にある惑わく星せい破は壊かいに失敗した星域の二箇か所しよで同時に始まっていた。

　統合軍はこの反攻を予測していなかったわけではない。

　そのおおよその規模と、それに対たい抗こうする戦力配置も行われていた。しかし、その予想を大きく裏切ったことが一つだけあった。

　実体弾を打ち出す新型の突とつ撃げき艇てい「Ｂ・Ｃブラツク・コーン」の存在とその数である。

　今までの突撃艇であるマークⅡが、いわば体当たりだけを武器にした肉にく弾だん戦しか仕し掛かけてこなかったのに対し、Ｂ・Ｃは遠えん距きよ離りから実体弾を発射するという飛び道具を備えている。

　問題は、この異なる戦い方をする二つの種類が同時に戦せん闘とうを仕掛けてくることにあった。

　Ｂ・Ｃの撃うつ弾幕を回かい避ひするために位置を変えれば、体当たりを仕掛けてくる突撃艇に対する近接防ぼう御ぎよ火器の命中率が低下し、それによって敵の接近を許すことになる。

　近接防御火器は、名前の通り敵を引き付けて一気に殲せん滅めつすることを目的で設計されており、その最大射程より遠い距離から実体弾を打ち出すＢ・Ｃにはほとんど効果が無く、回避しきれなくなった艦かんは、実体弾を撃ち込まれ弾幕を維い持じできずに、敗退する艦隊が続出したのだ。

　統合軍側は、今までの兵器である主しゆ砲ほうなどのタイトビームにより遠距離からＢ・Ｃを撃破し、接近するマークⅡを近接火器で撃破するという二段迎げい撃げき法を展開した。しかし、撃ち込まれる実体弾を防ぐ方法が無いことから、最前線に展開していた駆く逐ちく艦かんやフリゲート艦という小艦艇の被ひ害がいが爆発的に増大したのである。

　各方面での損害率が三割を超こえたとき、ついに総司令長官であるチャマー・シザーズは、全軍に対し、戦線の縮小と撤てつ退たいを命じた。

　それは、実質的なローデス領の放ほう棄きを宣言したことに他ほかならなかった。

　この日、統合軍総司令官であるチャマー・シザーズは、全軍に対し訓示を行った。

　微笑ほほえみのカケラすら浮うかべぬ冷れい徹てつな表情で、チャマーは淡たん々たんと語った。

『この戦いはザナックスが生き残るか人類が生き残るかという、二者選せん択たくの最終戦争である。人類はおのれの種の存亡をかけて戦わねばならない。この戦いに勝たねば、人類に未来は無い。人類統合軍は、戦力を温存し、桃もも星ぼし回かい廊ろうにおいて最終決戦を挑いどむことに決定した。

　この最終決戦は、すべてに優先する。いたずらに戦力を消しよう耗もうすることは人類に対する裏切り行こう為いである。各将兵には大局的見地に立ち行動することを望むものである』

　この訓示のあとで発せられた「すべてにおいて軍の艦船を優先せよ」という撤退命令は、ローデスのあらゆるところで大混乱を引き起こした。

　だが、その未み曾ぞ有うの大混乱の中でも、軍の撤退は進んだ。堅けん固ごな指揮命令系統を持ち、命令に従うことに慣れている軍の組織と、指揮も命令も受けたことの無い、にわかづくりの避ひ難なん船の集合体である避難船団とでは意志決定の速度も行動も、実に大きな差があった。

　こうして、多くの避難民を乗せた難民船が後にとり残されることとなった。




　ウェストウィック星系は、ローデスの中心域に程ほど近ちかい、中程度開発の工業惑星ウェストウィックⅡを持つ、ごく普ふ通つうの星系だった。

　ウェストウィックⅡは、ローデス国内における輸送用シャトル生産量一位を誇ほこる巨きよ大だいな宇宙船製造プラントを持つ惑星であり、ザナックスの侵しん攻こうを受けた惑星から脱だつ出しゆつする人々を運ぶためのシャトル製造を一気に引き受けていた。

　そのため、この惑星にも避難命令が出ていたものの避難は進んでいなかった。ここが避難してしまえば、ローデス領内に脱出用のシャトルを提供するプラントは他に数個だけとなってしまうからだ。

　しかも、惑星消去作戦で破壊される予定の惑星に隣りん接せつしていたことから、隣となりの惑星が破壊されれば、その時点でザナックスの侵攻は遅おそくなると判断した行政府は、避難計画の実行を先送りにしていた。

　しかし、その行政府の目もく論ろ見みは完全に外れた。

　隣接する惑星は、惑星破壊から免まぬかれ、そして、大反攻を開始したザナックスに一いつ瞬しゆんにして飲み込まれて行ったのだ。

　それを知ったウェストウィックⅡの行政府は、直ちに惑星住民に対し避難を呼びかけた。しかし、ウェストウィックⅡには、シャトルこそあったものの、シャトルから乗り移る輸送船の数が揃そろってはいなかった。

　惑星を脱出することはできても、タンホイザーゲートをくぐることができる船が無かったのだ。

　しかも、完成したシャトルをパッケージしてローデス各地に送り出すためにウェストウィック星系の中ちゆう継けいステーションは遠距離用のタンホイザーゲートを持っており、それを知った近きん隣りんの星系から脱出してきた他の星系の輸送船や軍艦が、次々にウェストウィック星系の中継ステーションに詰つめ掛かけたため、中継ステーションの周囲は、さながら交通マヒを起こした高速道路のような状態となってしまっていた。

　ウェストウィックⅡの地表にある総行政府庁の建物の中で、宇宙空間をぎっしりと埋うめ尽つくした避難船と軍艦の群れを映し出すモニタースクリーンを見ていた、ローデス軍地方警備隊のケリング大たい佐さは、ため息をついた。

「どうしようもない状じよう況きようだな、宇宙の方は……」

　横で同じ映像を見ていた行政府の長であるスカンデリュームはうなずいた。

「自分のところにある中継ステーションに、他人が押しかけて、勝手に争ってるのを見るのは妙みような気分だよ。余よ裕ゆうがあったら我国の国民を乗せてくれと頼たのもうと思ったが、とてもそんな余裕は無いのだろうな」

　大佐はうなずいた。

「誰だれもが必死なのだ、生きるために。そこに他人を思いやる余裕などありはしない……皮肉なものだな」

「何がですか？」

　怪け訝げんな顔をするスカンデリュームに向かって、大佐は笑って見せた。

「君たちは、一人でも多くの人を助けようとシャトルを造り続け、そのために避難するチャンスを失った。そして、君たちの造ったシャトルのおかげで惑わく星せいを脱出できた彼らが、今、ここにいるのだからな」

　スカンデリュームはため息をついた。

「なんにしろ、すべては私に責任がある……この惑星に生きる人々に脱出する機会を失わせたのは私の責任だ」

　大佐は首を振ふった。

「まだあきらめるのは早い。ザナックスの侵攻が始まったわけではあるまい、四方八方に手を尽くし、救きゆう援えんを求めるのだ。もしかしたら、誰かが応こたえてくれるかもしれない……今、この状況下では、望みは薄うすいかもしれんが、あきらめんことだ」

「そうですね……あきらめてしまえばそこで終わりですから……」

　スカンデリュームはそう答えると、視線をスクリーンに移した。

　スクリーンには、中継ステーションの周囲を固めたローデス軍の軍ぐん艦かんが、ビーム砲ほうを威い嚇かく発射する光景が映っていた。




『今のビーム砲は警告である！　当中継ステーションは完全に軍の管かん轄かつ下にあり、軍命令によって軍艦に対し最優先権が与あたえられている！　今後、秩ちつ序じよに対する一いつ切さいの干かん渉しよう、妨ぼう害がいは、犯罪、及および敵対行こう為いとみなし、無警告で発砲する！』

　ローデス軍の野戦憲兵の警告メッセージが流れる中で、中継ステーションの外部に集まった数千隻せきの避難船は、じりじりしながら目の前のタンホイザーゲートに吸い込まれていくローデスの戦艦の群れを見ていた。

　やがて、一隻の避難船から救難信号が発せられた。

『メリーセレスト号！　救難信号の発信を止めろ！　緊急時以外にその周波数帯での通信は禁じられている！』

　野戦憲兵本部からの通信に、半分泣き声のような返答があった。

『こちらメリーセレスト号！　緊急事態だから救難信号を発信したんだ！　こちらの生命維い持じ装置にトラブル発生だ！　酸素供給量が落ちている！　大至急酸素、もしくは水の供給を求む！　このままではあと十時間で、収容している十二万人の生命が危あやうくなるんだ！』

　野戦憲兵本部の返答は木で鼻をくくったようなものだった。

『残念だがこちらには、酸素供給量に余裕は無い。水も同じだ、避ひ難なん船団同士で都合をつけてもらいたい』

『そんなことできるもんか！　誰もみなギリギリなんだ！　それができないから、お願いしているんだ！　頼む、それがだめなら、せめてタンホイザーゲートの優先使用権をくれ！　タンホイザーゲートを使って桃もも星ぼし回かい廊ろうの近くまで行ければ、そこに補給所があると、帝てい国こくが広報しているじゃないか！』

　野戦憲兵の声に、嘲ちよう笑しようの色が混じった。

『なんだ、そっちが目的なのか、手の込んだことをするものだ……優先権は与えられない、この件については、一切の特例を認めない。通信は以上だ、以後、君からの通信は無条件で削さく除じよされる』

『まってくれ！　噓うそじゃない！　本当なんだ！　噓だと思うなら。この船にきて……』

　メリーセレスト号の船長の言葉は途と中ちゆうで切られ、聞こえなくなった。

　他の避難船の船長は誰も皆みな無言だった。

　誰もが同じ状況だった、とても他の船の面めん倒どうを見る余裕などありはしなかった。避難行動が長くなるにつれて、病人や死者の数は増え、船内の居住環かん境きようは劣れつ悪あく化の一いつ途とをたどっているのだ。

　どの船に乗っている避難民も思いは同じだった。

　大地に降り、そこで安らぎたいと誰もが思っていた。しかし、その安らぎを与えてくれる大地は、遠く桃星回廊の先にあった。

　そして四時間が経過したとき、列を作って順番を待っていた避難船の中から一隻の輸送船が進路を外れて加速を開始した。

　それは、先ほど救難信号を発したメリーセレスト号だった。

『メリーセレスト！　列に戻もどれ！　勝手な操船は許さん！』

　メリーセレストは無言のまま加速を開始した。

　進路は、中ちゆう継けいステーションの中央にあるタンホイザーゲートに向かっていた。

　その自じ暴ぼう自じ棄きともいえる行動を、タンホイザーゲートを守るように配置についているピケット艦が許すはずが無かった。

　ピケット艦の旗艦である重巡じゆん航こう艦かんから発射された主しゆ砲ほうのビームが、メリーセレストの艦首を貫つらぬいた。

　ビームは、メインブリッジを破は壊かいし、そのまま巨きよ大だいな円えん筒とう形の船体をゆっくりと溶よう断だんした。

　避難民を収容するために細かく区切られた船室の中身が宇宙空間に吸い出され、そのうちのいくつかがビームに触ふれてきらめくような閃せん光こうを発していくのが見えた。

　それは、船室に収容されていた人間の身体からだが一いつ瞬しゆんに蒸発するその光だった。

　やがて、推進機と、反応炉ろが爆ばく発はつする閃光がすべてを飲み込んで膨ふくらんでいった。

　その光の球が消えたとき、そこにメリーセレスト号の姿は無かった。

　後には金属の蒸気と、細かな破片と、そして船に乗っていた十二万人の人間の残ざん骸がいだけが漂ただよっていた。

　固かた唾ずを吞のんでその光景を見つめていた避難船に向かって、野戦憲兵の冷たい声が流れた。

『今後も秩序を乱す行こう為いに対しては、実力でこれを排はい除じよする、以上だ』

　その声が消えるのと、再び救難信号が発信されたのは同時だった。

『救難信号周波数帯での通信は禁ずる！　どこの船だ！』

　救難信号通信は、二秒間の救難ビーコンと、五秒間の通話が交こう互ごに行われるが、その五秒間の通話は、驚きよう愕がくするような内容を伝えた。

『こちら鉱石運うん搬ぱん船エグザイルフォー！　ザナックスの転移反応と思われるものをキャッチした！　確かく認にん求む』

　その場にいた船のブリッジにいた船員たちは、重力波センサーに飛びつくと、星域内のデータを食い入るような目で見た。

　……間ま違ちがいであってくれ！

　誰だれもがそう思った、しかし、センサーの数値は、星系内の数すう箇か所しよにザナックスの転移反応と思われるものが出ていることを無む慈じ悲ひに告げていた。

　共通周波数帯が、悲鳴と怒ど号ごうで充じゆう満まんした。

『タンホイザーゲートを開けてくれ！　俺たちも連れて行ってくれ！』

『お前ら軍人だろうが！　軍人が民間人を見捨てるのかよ！』

『この船には女性と子供しか乗っていない！　頼たのむ！　この船を先に！』

『噓をつくな！　その船は個人所有の豪ごう華か客船だ！　金持ちしか乗っていないぞ！』

『こうなりゃ早い者勝ちだ！　こんなときに聞き分けがいいヤツが貧びん乏ぼうくじを引くって決まってんだ！』

　こうして数千隻の宇宙船がパニックにおちいり、てんでんばらばらに動き始めた。

　衝しよう突とつ防止用の力場スクリーンを食い込ませて、動きが取れなくなった二隻の脇わき腹ばらに、はじかれた他の船が衝突し、いくつもの小爆発が起こった。

　この想像を絶する混乱は、もはや野戦憲兵の制止や命令、そして実力をもってしてでも収めることはできなかった。

　来らい襲しゆうするザナックスを迎げい撃げきするために、動き始めた重巡航艦を主体とするピケット艦隊も、この混乱に巻き込まれ、定位置につくのが著いちじるしく遅おくれた。

　そして、理想的な防衛用の火か網もうを形成するその前に、ザナックスたちが襲おそい掛かかってきた。

　混乱は混乱を生み、破壊は崩ほう壊かいを生んだ。

　収しゆう拾しゆうがつかない怒号と悲鳴と、呪じゆ詛その叫さけびの中で、指揮命令系統を失ったタンホイザーゲートの守備隊長は、ついにゲートの反応炉の爆ばく破はを命じた。

　このとき、いまだ脱だつ出しゆつしていなかった人間の数は約二億人。

　その二億人の目の前で、希望へとつながる門は爆発の閃光の中に消えて行った。

　ザナックスの攻こう撃げきはとどまることを知らず、宇宙空間に浮うかぶあらゆる物体が、数メートル単位の大きさになるまでその攻撃は続けられた。

　こうして、ウェストウィック星系の中継ステーションのあった場所には、一万数千隻せきの船と二億人の人間の破片が入り混じった球形の小惑わく星せい帯が浮かぶこととなった。

　そして、これと同じような光景は、この後、ローデスの様々な場所で繰くり返されることとなった。




　ローデスと帝てい国こくを結ぶ桃もも星ぼし回かい廊ろうを、億に近い数の宇宙船が埋うめ尽つくしていた。

　大型客船、貨物船、鉱石運搬船という大型の船から、恒こう星せい星系内旅客船、星系内交易船という小型の船から、太陽風ヨットにいたるまで、それはまるで、宇宙空間を移動できる船の見本市を見ているような光景だった。

　難民支し援えん局輸送船団の旗き艦かんである輸送船シャテル・ローのメインブリッジから目の前に広がるピンク色の空間を埋め尽くす宇宙船の群れを眺ながめていたエリス・トゥナイツが、つぶやくように言った。

「桃星回廊は全軍撤てつ退たいする帝国軍の艦隊で埋まっていて、民間船はここで三日以上待たされることになるのね……その三日間の間には、酸素や推進材を切らす船も出るのではありませんか？」

　シャテル・ローの船長はうなずいた。

「ええ、ですから軍は、桃星回廊の手前と向こうに大規模な補給基地を設置して、待機中の避ひ難なん船に向かって小型補給船を飛ばし、水や酸素や食料の補給にあたっているそうです……そういう部分のフォローにちゃんと手を回しているところをみると、軍は、この撤退行動もすべて計算に入れてあったのでしょうね」

　エリスはうなずいた。

「軍人というのは普ふ通つう、負けたときの事までは考えません……いや、違ちがいますね、軍人に限らず人間というものはみんな何かをするときに、成功することと、成功した後のビジョンだけを思い描えがいて行動するものです。しかしあの総司令長官は違っていた、ということだと思います」

「チャマー閣下は、この戦いに勝てないと知っていた、ということですか？」

　船長の言葉を聞いたエリスは静かに首を振ふった。

「いいえ違います、勝つ見込みの無い戦いを起こす軍人はいませんわ。あの人は、すべての行動について、いくつもの選せん択たく肢しを用意し、その選択の結果、どうなるかを洞どう察さつし、その結果に対応できるようにあらかじめ手を打っておいた、ということだと思います……おそらく先せん輩ぱいに教わっていたのでしょう、それがいかに大切なことなのかということを……」

　そしてエリスは付け足した。

「あの人の頭の中には、敗北という結果に対する用意もできていたのですよ……きっと」

　船長は、無言のまま目の前に浮かぶ難民船の群れを見つめていたが、やがて静かに聞いた。

「これで、ローデスにおける人類側の敗北は、決定的になりました……次の戦いで人類は勝てるでしょうか？」

「わかりません、私は軍人でも専門家でもありません、私は単に戦火の犠ぎ牲せいになった人々を救うことだけを考えています。この戦いがどうなるのかなど、誰にもわかるわけがありません」

　エリスが首を振って、そう答えたとき、エリスの目の前にあるパーソナルモニターに通信オペレーターが現れた。

『エリス・トゥナイツ様宛あてに、親展通話が入っております』

　エリスは、その形の良い眉まゆをちょっとひそめた。

「親展通話？　誰だれかしら……お父様なら、帝国の秘ひ匿とく通信回路を使うはずだし……心当たりが無いわね」

『発信者名には……ただ、チャマーとだけ書かれております。もしかすると、あのチャマー閣下なのかもしれませんが、肩かた書がきがありませんので判断いたしかねます』

　その名前を聞いたとき、エリスは、一いつ瞬しゆん自分の心臓が止まったような気がした。

　……チャマーだわ。間違いない、この通話はあのチャマーからのものよ。

　根こん拠きよは無かった。ただ、そう感じた。

　エリスは顔を上げると、平静さをつくろって告げた。

「わかりました、通話を受けます、繫つないでください」

『かしこまりました』

　通信オペレーターが一礼するのと同時に、エリスの周囲を白い不ふ透とう過かスクリーンが覆おおった。

　そこは、殺風景とも呼べるような実に簡素で事務的な部屋だった。

　その、簡素さの中に漂ただよう清潔感を感じ取ったとき、エリスは通話相手が、あのチャマーだということを確信した。

　帝国軍の最高位に上りつめ、そして宿敵ローデスを滅ほろぼした大だい英えい雄ゆうという世間的な肩書きからイメージされる、豪ごう奢しやな生活とは全く正反対な、こういったプライベート空間こそ、あのチャマーにふさわしいわ。

　エリスがそんなことを考えたとき、隣となりの部屋との間にあるシェードの向こうから、軍服姿のチャマーが姿を現して、ゆっくりと一礼した。

「どうも、お久しぶりです……お元気そうですね、エリス様」

　エリスは一瞬言葉を探した。

　言ってやりたいことや聞いてみたいことが、山ほどあって、何を言っていいのかわからなかったからだ。

　しかし、エリスの口から出たのは当たり障さわりのない挨あい拶さつだった。

「あなたも元気そうね。忙いそがしい身だから身体からだ壊こわさないようにしなくちゃね」

　……うわ、私、何を言ってるのかしら、こんなこと言うつもりじゃないのに。

　エリスが思わず自分を叱しかったとき、チャマーの顔つきが変わった。

　チャマーはすこし怒おこったような口調で言った。

「これから忙しくなるのは、私ではありません、エリス様です。ローデス領内におけるザナックス封ふうじ込めに失敗した以上、もはや、このローデス領内で、ザナックスを押さえ込むことは不可能です。この先、ザナックスの侵しん攻こうは北辺域だけでなく、人口密度の高い中心星域へと広がるでしょう。それに伴ともない発生する難民の数は加速度的に上じよう昇しようします。難民支し援えん局の仕事が増えることはあっても、減ることはないでしょう……身体をいたわるべきはエリス様です」

　その言葉は、事実だった。

　難民支援局の職員は、不ふ眠みん不休の努力を続けていた。

　難民を収容し、保護を与あたえ、帝てい国こく内のしかるべき場所まで連れて行き、そこで自活できる最小限度の補助を与える。……言葉で言えば実に簡単なことだが、これを実際に行うことがどれほど大変なことなのか、それは、やった者でなければわかるまい。

　難民たちは、皆みな一様に疲つかれきり、そして神経を尖とがらせていた。帝国を憎にくみ、そしてどんな善意の行こう為いにすら文句をいい、罵ば声せいを浴びせ、唾つばを吐はきかけた。

　支援局の職員は、それを理り不ふ尽じんと思ってはならないと心に言い聞かせて、毎日の仕事に当たっていた。

　彼らは、もっと理不尽な目に遭あった犠ぎ牲せい者しやなのだ。家を、畑を、資産を、そして家族を肉親を失い、地じ獄ごくのような苦しみを味わい、それでも生き続けなくてはならない自分自身の運命を呪のろう以外何も残されていない彼らにとって、家があり家族がいる帝国の、ごく普ふ通つうの人々は、ごく普通であるというだけで呪じゆ詛その対象だった。

　その……難民の世話をするということが、どれほど神経をすり減らすものなのか、それを知っていて、こいつはこんなことを言うの？

　チャマーの顔を見たとき、エリスの中で何かが切れた。

「そうよ、休みなんか無いわ！　出ずっぱりの働きっぱなしよ！　ここしばらくベッドで寝ねたことなんかないわ！　仕事場のソファが私のベッドで、仕事場が私の家よ！　住民票を移した方がいいかもしれないわね……でも、それはいったい誰のせいなの？」

　エリスはチャマーの顔に人差し指を突つきつけた。

「ローデスを救う戦いを仕し掛かけて、五十万隻せきの帝国軍を動員して、挙句の果てになに？　失敗しました、負けました、ローデスはもうだめです、後は頼たのみます？　ふざけんじゃないわよ！　なんで私が、あんたの尻しり拭ぬぐいをやらされなきゃならないのよ！　時間もない人手もない、お金もない暇ひまもない！　こんな状じよう況きように追い込んだのは誰？　誰なの？」

　エリスの声は半分涙なみだ声ごえに変わっていた。

「……あのとき、私の代わりに撃うたれて、死にかけて……半年培ばい養ようタンクに入って人をやきもきさせて、無事に生き返ってみれば何？　私のことなんかほったらかしで、帝国軍の偉えらいさんたちと何か密談してたら、一気に総司令官になっちゃって、帝国軍率ひきいてローデスにケンカ売って……そんな身勝手な人が……今さら何よ！　どの面つら下げて私に会いに来たって言うの？　いい迷めい惑わくだわ！　そう、あんたなんかただの迷惑男以外の何者でもないわよ！」

　チャマーは黙だまったままエリスの言葉を聞いていたが、やがて、吐き捨てるようにつぶやいた。

「そうさ……僕は迷惑男だ……結局僕がやったことは、多くの人に迷惑をかけただけのことなんだ……僕は失敗した。絶対に失敗してはならない場所で、僕は失敗した……あの作戦が失敗した理由は、アリクレストのせいじゃない、この僕のミスだ……僕は、もう終わりだ。だから、エリス様に挨拶にきたんだ……最後の最後に謝っておかないと、僕は消えることができない……」

　その口調と、表情を見たとき、エリスは息が止まるほど驚おどろいた。

　それは、今まで、チャマーが一度として見せたことのないものだった。

　そして、エリスは気がついた。

　……この人は打ちのめされている。

　本当に、心の底から打ちのめされ、もう膝ひざを突いて今にも崩くずれ落ちようとしている。

　考えてみれば……この人は私より年下で経験も何もない。

　才覚で、本当に才覚だけでこれほどの重圧を背負わされることになった若い男の子でしかないんだ。

　エリスの心に浮うかんだのは、駆かけ寄って抱だきしめたいと思う気持ちだった。

　抱きしめて、そして、慰なぐさめたいと思った。

　もう、充じゆう分ぶんだと、もうこれで充分だと声をかけてあげたいと思った。

　しかし、エリスはその気持ちをギリギリのところで押さえ込んだ。

　……だめよ、エリス。それはだめ。

　だって……終わってないんだ。私も、この人も、やるべきことは終わってない。

　もし、それが許されるとしたら、それは、すべてが終わったときよ。

　それがいつの日なのか、その日がいつ来るのかわからないけど……それは今じゃない！

　エリスは両手を握にぎり締しめて、精せい一いつ杯ぱい冷たく聞こえるような口調で言った。

「弱音をはくんじゃないわよ、みっともない……あんた、それでも王族なの？　あんたはいつも私に自じ慢まんしてたじゃない、アウトニアの王家ってのは、帝国の貴族なんかより、潔いさぎよくて、責任感あふれてるって……なのに、なに？　そのざまは。笑っちゃうわよ」

　チャマーが顔を上げた。

　その目には、涙なみだが光っていた。

　その、涙を見たとき、エリスは、自分の膝が、がくがくと震ふるえるのがわかった。

　……だめよ、エリス、膝をついちゃだめ。

　あなたが崩れてどうするの、あなたはチャマーを叩たたかなくちゃいけないのよ！

　叩いて、もう一度立たせて、そして送り出すの……それがあなたの仕事よ！

　エリスは大きく息を吸うと、足の先に力を入れて胸を張った。

「んでもって、誰だれにも弱音が吐けないからって、私のところにやってきて、泣いたりして……無様なものね、チャマーくん。

　失敗したーって泣いて仕事の途と中ちゆうで投げ出して逃にげてくるような人に優やさしい言葉をかけるほど私は自分を安売りするつもりはないわ。私は、なんでも癒いやしてあげる、優しいお姉さまの役なんかまっぴらごめんよ。もし、私が癒すとしたら、それは何かをちゃんとやり遂とげて、もし、失敗してもちゃんとフォローして責任を果たした人よ！」

「エリス様……」

　チャマーの目に光が灯ともるのを見たとき、エリスは自分が間ま違ちがっていなかったことに安あん堵どした。

「あんたは、若わか僧ぞうなのよ、それを自覚しなさい。いくら責任が重くても権限があっても、結局はあんたは世の中を知らない若僧なの。だからね、若僧は悩なやんでいいの、迷っていいの、どんどん他人を頼たよって他人に聞いて、そして最後に自分で決めるの」

　そしてエリスは微笑ほほえんだ。

「愚ぐ痴ちを言う相手もいないし、相談する相手もいなかったんでしょ……辛つらいよね、そういうのって」

　チャマーは照れたように微笑んだ。

「すべて、お見通しですか……」

「そうよ、私はあなたより二年ほど長く生きてるけど、この二年の経験はきっとあなたには無いものだと思う。だからわかるの、さあ、気分が晴れたら仕事に戻もどりましょう」

　チャマーはうなずいた。

「はい……どうもありがとうございました、では……仕事に戻ります、お時間をとらせて申し訳ありませんでした」

「うん、余よ裕ゆうができたら……」

　……一度会いたいね。と後に続く言葉を、エリスが飲み込むのと、チャマーが一礼するのは同時だった。

　気がつくと、エリスはパーソナルモニターの前に立っていた。

　……言えなかった。

　言いたいことが一いつ杯ぱいあったのに、聞きたいことが一杯あったのに。

　エリスは小さくため息をつくと、目の前に浮かぶ難民船の群れを見上げた。

　それは現実の光景だった。するべきことは山のようにあり、そして許された時間は驚くほど短いという、現実の光景だった。

「さて、仕事だ」

　自分にそう言い聞かせながら、エリスは自分自身の心も軽くなっていることに気付いていた。
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　第九章　運命と使命







　ローデス中心星域から少し離はなれた星域を、百十数隻せきの輸送船団が航行していた。

　雑多な種類の輸送船の中には、新型の帝てい国こく型の大型移民船が何隻も混じっており、それは、この船団が、帝国軍の保護下にあったことを意味していた。

　帝国の大型移民船は約二千万人という膨ぼう大だいな人数を収容できた。もっともそのうちの八割は人工冬とう眠みん装置内に収容されており、船内で生活するのは、二割に過ぎない。

　一週間ごとにローテーションを組んで、全体の二割が冬眠から覚めて交代で生活するという方式を取ることで、生命維い持じ装置や食料の供給などに余裕を持たせる設計がされている。

　三ヶ月以上の長期冬眠は、数パーセントではあったが蘇そ生せいしないという事故が発生したのに対し、一ヶ月程度の冬眠は、ほぼ無事故であることから、この方式が採用されていた。

　この大型移民船は、惑わく星せい消去作戦の対象になった惑星からの脱だつ出しゆつ者しやのために帝国が用意したものであるが、艦かんの運行やシステムの維持はすべてローデスの関係者に任されていた。

　もし、なんらかの事故が発生したときに、帝国とローデスの間で問題とならぬように配はい慮りよした結果だったが、それはつまり帝国側の担当者の責任回かい避ひであり、大型難民船は不慣れな乗組員と係員によって運航されることを意味していた。

　船団の先頭を航行している移民船テンシャンスリーのブリッジでは、この船団の総指揮官である退役軍人だったアーケロン大たい佐さが、白髪しらが頭あたまを振ふりながら憤ふん懣まんやるかたないという口調で、帝国軍をののしっていた。

「帝国軍の護衛艦隊め！　我々だけを置いて自分たちだけさっさとタンホイザーゲートまで行ってしまうとは、軍人の風上にも置けん奴やつらだ！」

　大佐の横に立っていた船長のカワカミは、大佐に見えないような角度でそっと肩かたをすくめた。

　……大佐のお話が、また始まったな。

　まず、帝国軍をののしって、次にローデス軍を褒ほめ称たたえ、そして最後に、わしの若かった頃ころは、いかに英えい雄ゆう的に戦ったのか……という昔話で終わるんだ。

　ブリッジにいた、他の船員たちも、船長の肩の動きの意味がわかったのだろう、ブリッジのあちこちから同情的な視線が自分に返ってくるのが、カワカミにはわかった。

　……帝国軍の艦隊が先に行ってしまったのは、大佐にもその責任の一いつ端たんがあるのだがな。

　大佐が、航行する船団の順番にこだわらなければ、もっと早く船団編制は終わり、出発できたはずだったんだ。

　ローデス軍部の内部の派は閥ばつか何か知らないが、添てん乗じようしている軍人の序列にこだわって、あいつの船が先だ、こいつは後だとやっていたせいで出発時間が大おお幅はばに遅おくれ、タンホイザーゲートの使用スケジュールに間に合わないということで、帝国軍の艦隊は先に行ってしまった……。

　おかげで、この艦隊は丸まる腰ごしだ。この星域にはまだザナックスは出現していないからいいようなものの、これでザナックスが転移してきたら、えらいことだ。

　カワカミは、ブリッジにあるサブモニターの表示を見上げた。

　……五百万人。

　そこに映っている数字は、今、この船内で生活状態にある子供たちの人数だった。

　この他に二千二百万人の子供たちが冬眠状態にあり、一ヶ月交代で五百万人が目覚めて生活するのだ。そのため、この大型移民船の船内には、成人四百万人の人間が生活できる一つの街がそのまま作られている。大きな公園やスポーツ施し設せつ、ショッピングセンターに学校、役場、そして巨きよ大だいな住宅団地のような家族で暮らせる居住区。

　しかし、この船の居住区はすべて、寄宿舎のような間取りに改造されていた。

　この船に乗っているほとんどの人間が三歳から十四歳までの子供だったからである。

　船長のカワカミは、数字を見ながら考えていた。

　生活状態の人間がすべて成人だったら、二百万人なんだろうが、子供は消費する酸素も生活物資も少なくて済むからそのぶん人数を多く乗せられた……俺たちの責任は重大だな。

　惑星アキツから脱出した子供たちを、なんとしてでも帝国まで送り届けなくては……。

　ブリッジで、アーケロン大佐の昔話が始まった頃。

　船内の公園に面したカフェタイプのレストランで、一人の十四歳くらいの女の子が、ミートボール入りのトマトスパゲティをフォークに巻まきつけながら目の前にいる同い歳どしくらいの男の子に話しかけていた。

「あのさあ、ススム」

「なんだよ」

「親おや子こ丼どんってあるじゃん」

「あるよ、鶏とり肉にくを煮にて卵でとじたヤツだろ……それがどうかしたか？」

　女の子はまん丸になるくらいにスパゲティを巻きつけたフォークを口の前まで運ぶと、あんぐりと口を開けて、そのスパゲティの塊かたまりを丸ごと頰ほお張ばった。

　その食べ方を見ていたススムは、小さくため息をついた。

　……ミユキのやつ。少し女っぽくなったと思ってたけど、全然中身は変わってねえな。

　普ふ通つう、男の前でこんな食い方しねえぞ、百年の恋こいも一発で冷めちまう。

　そう考えた後でススムは心の中で首を振った。

　隣となり同どう士しで誕生日も三日違い。ガキの頃からころころ一いつ緒しよに遊んで、風ふ呂ろに入ってた仲だ。

　いまさら、男だ女だという概がい念ねんで見る事の方が無理があるのかもな。

「ねえ、聞いてる？」

　口の中に放ほうり込んだ大量のスパゲティを飲み込んだミユキは、不満そうな目でススムを見た。

　ススムは無言のままテーブルの上の紙ナプキンを取り、それをミユキに差し出した。

「口の横、ソース」

　ミユキは、ススムの手からひったくるように紙ナプキンを取ると、あわてて口の周りについているトマトソースをぬぐった。

　その仕草を眺ながめながらススムは聞いた。

「で？　親子丼がどうしたって？」

「あの親子丼に使ってる卵って、煮ているトリが産んだ卵なのかな？」

「卵を産むニワトリと、肉になるニワトリは、種類が違うはずだぜ……確か」

　ミユキは口を尖とがらせて不満そうに言った。

「じゃあ、親子丼じゃないじゃん、他人丼じゃん」

「他人丼ってのは、トリ肉じゃなくて豚ぶた肉にくとかそういった肉を使ったヤツで、ちゃんとあるんだ、トリと卵だから親子でいいんだよ」

「でも、卵もトリも、勝手に親子にされたら怒おこると思うよ」

「じゃあ、何て呼べばいいんだよ」

　ミユキは、黒目がちのくりくりとした目を伏ふせて考え込んだ。

　……こいつ、意外と睫まつ毛げ長いんだな。そう言えば、他のクラスの男子の間じゃこいつは美人でカワイイという評判になっているって話だったよな。

　……中身を知らなきゃそういう評判が立ってもおかしくないかもな。

　俺のクラスで評判にならないのは、中身を知ってるからだと思うけど。

　ススムがそんなことを考えた時、ミユキは何かを思いついたようににっこり笑って言った。

「鶏肉卵とじ丼ってのどうかな？」

「バカ、見たまんまじゃないか、親子丼の方がポピュラーだ」

　ミユキは、もう一度下を向いた。

「そうなんだけどさ……この船に乗ってる子って、みんな親と別れて来たんだよ。私だって、ススムだってそうじゃん」

「ああ、そうだ、だから何なんだよ」

　ミユキは顔を上げた。

　目が真しん剣けんだった。

「だからさ、メニューとか見たときに、親子丼って文字見たらさ、悲しくなっちゃう子だっていると思う……この船のメニューだけでも書き換かえた方がいいかもしれないって思ったんだ」

　ススムは、はっとした。

　ミユキの言っていることを、バカなことだと笑うのは簡単だった。でも笑っちゃいけないような気がした。

「……そうか、そうだな……アンケートメールをシステム管理者に送ってみろ。もしかしたら呼び名をかえてくれるかもしれない」

　ススムの答えを聞いたミユキは、にっこりと笑った。

「うん、そうする！　やっぱりススムに相談して良かった！　私のこと一番良く知ってくれているのは、やっぱりススムだ！」

　ススムは目をそらすと、鼻で笑いながら答えた。

「そりゃあ、まあな、腐くされ縁えんってヤツだからな」

　ミユキの目が、一いつ瞬しゆん、悲しそうな光を帯びたのを見たとき、なぜかススムの胸の中に罪悪感が湧わいた。

　ススムは視線をそらしたまま、ズボンのポケットを探さぐると、一枚のカードを取り出しながら言った。

「お前……デザート食うか？　俺の配給のアイスクリームチケット、まだ使ってないんだ」

「ほんと⁉　きゃーすてき！　愛してるよススムぅ！」

　ミユキの目にあった悲しい光は、浮うかんだ時よりも早く蒸発した。




　百隻せきを越こえる避ひ難なん船団は、避難計画に予定されていたこの星系の第三惑わく星せい軌き道どう上にある中ちゆう継けいステーションに向かってひたすら宇宙空間を進んでいた。

　混乱を防ぐために、星系から星系へとジャンプする中継ステーションは、すべて行き先が固定されており、星系内に複数のステーションを持つ星系は、片方を受け入れ専用に、そしてもう片方を送り出し専用として運用されていた。

　そして、船団が今いる星系のように、中継ステーションが離はなれている場合は、星系内の通常空間を移動しなくてはならないのだ。

　船団最さい後こう尾びに位置する輸送船ナカタキのブリッジに、警報が鳴り響ひびいたのはそのときだった。

「何事だ！」

「後方に、空間転移反応あり！　このパターンは……ザナックスです！」

「なんだと！　間ま違ちがいないのか！」

　センサーオペレーターは、震ふるえる声で答えた。

「間違いありません……残念な事に……」

　ナカタキからこの一報を受けた船団旗き艦かんテンシャンスリーは、直ちに船団の全艦船に最大加速を命じると共に、跳ちよう空間転移フィールドアンテナを作動させて、跳空間通信で万ばん国こく共通救難周波数による救難信号を発した。

『コチラ惑わく星せいアキツ避難船団旗艦テンシャンスリー、ロージザルト星系ニテ、ザナックスニ遭そう遇ぐうセリ！　アキツヨリ脱だつ出しゆつセシ一億ノ子供ヲ救助サレタシ！』

　しかし、この救難信号に対する明確な応答はどこからも返ってこなかった。

　テンシャンスリーのメインブリッジにあるスクリーンには、船団の後方に群がるように湧いて出る無数の……まさしく無数のザナックスの戦せん闘とう艇ていが映っていた。

『現在の推定転移数約五千万！　いまだ転移継けい続ぞく中！』

『転移したザナックスの中に、新型Ｂ・Ｃと思われる機き影えいを確かく認にん！』

　オペレーターの報告を聞いた船団指揮官であるアーケロン大たい佐さが、通信士を見て怒ど鳴なった。

「通信はどうなっている！　救難信号に対する応答はまだか！」

「はい、いまだ、どこからも明確な応答はありません！」

　アーケロン大佐はわめいた。

「おのれ帝てい国こくめ！　あいつらのやることはいつもこうだ！　信義を守らぬ異教徒め！　何が帝国の名にかけて子供たちを守る、だ！　戦せん況きようが不利になればさっさと見捨ておって！　ローデス軍ならばこのようなことはない！　ローデス軍人は神の軍であり、決して民たみを見捨てることはないのだ！」

　カワカミ船長は、うんざりしたように答えた。

「帝国軍を呪のろってもくさしても、この状じよう況きようは変わりません、それより船団の各船に対して、具体的な指示をして下さい！　各船の船長は、不安がっています！」

　言い返されるとは思っていなかったのだろう、アーケロン大佐は目を見開いた。

「貴様は民間人で、なおかつ部下でありながら、指揮官であるこの私に、そのような口をきくのか！」

「確かに私は民間人です！　でも、それと同時にこの船の船長でもあります！　我々は軍人ではありません、戦ったことも無ければ、逃にげたこともありません！　だから、聞いているのです！　軍人のあなたに、どうすればいいのか？　と！

　さあ、指示をして下さい！　指揮官であるというなら早く！」

　アーケロン大佐は、言葉に詰つまったように、口を開けたりとじたりするだけで、何も答えようとはしなかった。

「どうしたんですか？　若い頃ころは英えい雄ゆうだったんでしょう？　今の若いものには負けないとおっしゃっていたではないですか？　その言葉を証明するチャンスです！　さあ、ご指示を！」

　アーケロン大佐はしどろもどろになってやっとのことで答えた。

「あ……いや、手持ちの兵力の無いこのような状況下では、何もできんな……。指示することは特に無い……逃げろ、というだけだ」

　カワカミ船長は啞あ然ぜんとした。

『逃げろ』だけだと？　小学生でも言えるぞ、それだけなら。

　そのとき、カワカミの後ろにいた三十歳くらいの男が口を開いた。

「船長！　速度の遅おそい船に、質量を軽くするために余分な積せき載さい物ぶつを投とう棄きするように指示してはいかがでしょう？　ザナックスは空間内に浮ふ遊ゆうするものを攻こう撃げきするという特性が加わったということが、軍情報にありました。だとすると、投棄した物品がザナックスへのおとりになるかもしれません！」

　カワカミはあわてて振ふり返った。

　声の主は一等航海士のナギサメだった。

　ナギサメは、ちょっとためらった後で口を開いた。

「私は、ローデス軍の軍人でしたが、異い端たん審しん問もんにひっかかって、軍ぐん籍せきを剝はく奪だつされ、地方航路の一等航海士をやっておりました……以前の階級は大たい尉いです」

　カワカミの顔が一気にほころんだ。

「そうか、ナギサメくん、いや、ナギサメ大尉、君の意見を採用しよう、すぐに各艦に連れん絡らくだ！　最低限の生命維い持じ環かん境きようのみを残し、重量積載物を投棄せよ！」

　やがて、後方に続く貨物船や輸送船からさまざまな物が船外後方に射出されはじめた。

　しかし、この方法も一時しのぎでしかなかった。

　一時間ほど過ぎた頃、突とつ然ぜん船団後方に閃せん光こうが走った。

　それは最さい後こう尾びを航行していた輸送船ナカタキがＢ・Ｃの撃うった実体弾だんの直ちよく撃げきを受け爆ばく発はつした閃光だった。

『輸送船ナカタキ爆ばく沈ちん！　脱出カプセルについては確認できず！』

　センサーオペレーターの報告を聞いたカワカミ船長は唇くちびるをかんだ。

「……脱出者無しか……もし、脱出者がいても、とても救助する余よ裕ゆうは無いがな……」

　そして、これが皮切りだった。

　ザナックスの撃ちだした準光速の実体弾の雨が、次々に船団に降り注いだ。

『輸送船ショウホウ！　被ひ弾だん！　推進機大破！』

『貨客船ヒカワ爆沈！』

『客船アルゼンチナ大破！　船外隔かく壁へきに大穴が開いています！』

　センサーオペレーターの報告を聞いた船長は、船内管理オペレーターに指示を出した。

「居住区内に警報！　公園、その他のオープンスペースにいるものは大至急構造建築物内に退たい避ひせよ！　隔壁破は壊かいのおそれあり！」

　その、船長の指示が、施し設せつ管理部門に伝わる寸前に。

　一発の実体弾がテンシャンスリーの後方に命中した。

　実体弾は、推進機を外れたが、そのままメインシャフトの重力制せい御ぎよ装置につながる動力パイプを破は壊かいしてそこで粉々に砕くだけ散った。




　テンシャンスリーの巨きよ体たいが、激しく揺ゆれて、そして、今まで生じていた重力……床ゆかへと働いているモーメントが一いつ瞬しゆんにして失われた。

　中央広場にあるベンチに座って、ぼんやりと考え込んでいたススムは、中央広場全体に衝しよう撃げきが走るのと同時に、目の前を走り抜ぬけた六歳くらいの男の子が、つんのめるように身体からだを投げ出し、そのまま宙に浮うくのを見た。

　……なんだ？　どうしたっていうんだ？

　あわててベンチから立ち上がったススムは、その反動で自分の身体とベンチが空中に浮いたのを知った。

　身体がぐるりと回って、視界の中にある景色の天地が入れ替かわった。

　……重力発生装置がやられたんだ。

　子供たちの悲鳴が響ひびき渡わたった。

　中央広場にいた子供たちは、数百人はいただろう。そのすべての子供たちがパニックになり、空中に浮いたまま、手足をふりまわしている。

　その光景を見たススムは、ミユキのことを思い出した。

　……そういえば、あいつ、何かを買ってくるって言って、広場の向こうにあるショップに行ったままだ。

　ススムは手足を回して、身体のバランスを取り、そのまま目の前にある街灯の柱につかまって身体を支えた。

　そして周りを漂ただよっている子供たちに向かって叫さけんだ。

「手足をむやみやたらに振り回しても、身体が回転するだけだぞ！　広場の木や柱につかまって、まず身体を安定させろ！」

　そのとき、ススムは誰だれかの視線を感じて振り返った。

　広場じゅうに浮かんでいる子供たちの中から注がれる視線を追ったとき、ススムの目がミユキを捉とらえた。

　ミユキはススムの目を見つめたまま、飛んできた。

　……視線でロックオンしたミサイルみたいだな。

　そう、思うのと、ミユキがススムの胸の中に、どん！　と突つき当たるのは同時だった。

「げふ！」

　胸の中の空気を押し出されたススムは、文句を言おうとして、その言葉を飲み込んだ。

　ミユキが泣いていた。

　くりくりとした大きな目にいっぱいの涙なみだを溜ためて、そしてその涙が銀色の柔やわらかな玉になって目からちぎれ、宙を漂った。

　ススムはミユキの身体が震ふるえているのに気が付いた。

　ミユキは震えながら言った。

「ねえ、怖こわいよススム……私たちも死んじゃうのかな？」

　……死ぬ……そうだ、死ぬってことはこの世界から消えてしまうということだ。

　父さんや母さんや、姉貴のように。

　俺がいなくなったら……そして、こいつがいなくなったら、俺たちのことを知っている人間はこの世からいなくなっちまう。

　……そんなのは嫌いやだ。俺は消えたくない！

　ススムは、自分の腕うでの中にいるミユキの顔を見て聞いた。

「お前……俺の父さんや母さんの顔、覚えてるよな」

　ミユキはうなずいた。

「うん、覚えてる！」

　ススムはうなずいた。

「そうか、俺もお前の母さんや父さんの顔、覚えてる。だから……俺の記き憶おくとお前の記憶は同じだ。俺たちには何も残ってない、写真も映像ファイルも何もかもあの星と一いつ緒しよに消えた。

　でも、お前がいる。お前が覚えていてくれれば、それは記録なんだ、俺の家族の証あかしなんだ」

　ミユキはススムの腕をぎゅっと握にぎって言った。

「私もだよ……ススムがいるから……証になるんだ。死にたくない！　死にたくないよ……私……消えちゃうのはいやだ！」

　ススムはミユキの頭を抱だいた。

　無重力の中で、ミユキのおさげがふわっと踊おどった。

「消すもんか、消すもんか！　絶対に消さない！　お前は俺だ、俺はお前だ。俺と生きよう！何があってもどんなことがあっても、俺と生きるんだ！」

　あたりに響くパニックに駆かられた子供たちの悲鳴の中でススムが叫んだそのとき。

　テンシャンスリーのブリッジにある通信ウィンドウに、帝てい国こく軍の軍服を着た四十代前半の男が映った。

　男は、敬礼して、はきはきした口調で言った。

『こちらは、帝国第四軍所属、アウトニア第三軽巡じゆん航こう艦かん艦かん隊たい！　私は艦隊司令のチアキ・カターク大たい佐さです！　ザナックスは我々がここで食い止める！　諸君らは最大加速で逃にげろ！』

　その通信と同時に、船団の前方に五十隻せきほどの艦隊が転移してきた。

　メインスクリーンに映ったその艦隊を見たアーケロン大佐が毒づいた。

「軽巡航艦だと？　あんな小船で何をするつもりだ！　戦艦は無いのか戦艦は！」

　カターク大佐は、肩かたをすくめて笑った。

『こっちも手一いつ杯ぱいなのでね、まあかんべんしてくれ……その代わりと言っちゃなんだが、何が何でもあんたらを守り通してみせる！　俺たちのことは気にするな！』

　五十隻ほどの軽巡航艦艦隊は、ザナックスに向かって一気に加速を開始した。

　その光景を見ていたナギサメが叫んだ。

「馬ば鹿かな！　たった五十隻の、それも軽巡航艦で何ができる！　死ぬつもりか！」

　スクリーンに映ったカターク大佐はうなずいた。

『まあ、死ぬかもしれないし、死なないかもしれないし、まあやってみなけりゃわからないさ。それに、この仕事は光栄なことに、我わがアウトニア王家の王族より直々に賜たまわった任務なのでね、きっちりやり遂とげないと、アウトニア王家と、アウトニアの国民が、恥はじをかくことになるんだ……』

　そしてカターク大佐は微笑ほほえんだ。

『そっちには、子供たちが乗っているだろう？　私も子供がいてね……今十一歳だ……他人の子も自分の子も同じだよ……では、これより戦せん闘とうに入る！　諸君らの無事の航海を祈いのる！』

　カターク大佐の敬礼を残して、通信映像は切れた。

　アーケロン大佐が、怪け訝げんな顔でつぶやいた。

「あいつら、何を考えているんだ？　たったあれだけの戦力で、五千万を越こえるザナックスの群れに突つっ込むなんて、死ぬつもりか！」

　船長のカワカミはうなずいた。

「そうだよ大佐……そのとおりだ、彼らは死ぬつもりなのだ……」

　そして、カワカミは通信士に向かって叫さけんだ。

「最大出力で信号を送れ『諸君ラノ武運ヲ祈ル』だ！」

「了りよう解かいしました」

　二呼吸ほどの沈ちん黙もくの後で、通信士が叫んだ。

「返信がありました！　文面は『コチラハ千人、ソチラハ一億、気ニスル事ナカレ』です！」

　やがて、共通周波数に、音楽が流れ始めた。

　それは、アウトニアの国歌だった。




　この、ほんの少し前。帝国第四軍の哨しよう戒かい部隊として、桃もも星ぼし回かい廊ろうから程ほど近ちかい場所を警けい戒かいしていたアウトニア艦隊司令であるカターク大佐の所に、一本の通信が入った。

　通信を受け取った参さん謀ぼうは目を丸くした。

「チャマー・シザーズ閣下からの直接命令だと！」

　ブリッジがどよめく中で、カタークは、にやっと笑ってうなずいて見せた。

「よし、メインスクリーンに繫つなげ、ついでに全艦隊にもリンクしろ、アウトニア軍が、アウトニアの王族から通信を受けるんだ、粗そ相そうの無いようにしろよ！」

　やがて、メインスクリーンに浮うかび上がったチャマーを見て、ブリッジにいた全員が敬礼をした。

「おかえりなさい、チャマー王子！　アウトニア艦隊の総員の敬礼によりお迎むかえいたします！」

　チャマーはすこし驚おどろいたような顔になったあとで答礼を返した。

『いまだ即そく位いせぬ王族は、指揮官にあらず、敬礼をもって迎えられるほどのものではありませんが……謹つつしんでその敬礼を受けさせていただきます』

　カタークは微笑んだまま言った。

「いやあ、アウトニア軍の兵士が、アウトニアの王族に対し敬礼をするのは何年ぶりのことなのかと思うと、感激もひとしおですな」

　チャマーは眉まゆをひそめて、沈ちん痛つうな顔つきになった。

『その、アウトニアの皆みなさんにお願いがあって、こうやって通信したのですが……皆様は惑わく星せいアキツというのを御ご存ぞんじですね』

「ええ、例の惑星消去作戦の犠ぎ牲せいになって、一億人の子供たちだけを脱だつ出しゆつさせた惑星ですね」

『今、あのアキツから脱出した子供たちの船団が、ザナックスに追われています。しかし、撤てつ退たい戦の最さ中なかで、指揮命令系統が混乱し、救きゆう援えんに差し向ける戦力がないのです』

　カタークはうなずいた。

「それで、我々に、ということですか。わかりました、向かいます」

　実にあっさりと答えたカタークを見て、チャマーは目を丸くし、そして目を伏ふせた。

『ザナックスの総数は五千万から八千万、その最中に飛び込むことになります……結果がどうなるか、それを考えてみれば、このような作戦を命じることは……』

　チャマーの言葉をさえぎって、カタークは言った。

「そんなことはどうでもいいんですよ、チャマー王子。これは約束でしょう？　あのとき、チャマー王子が約束した、だからその約束を、俺たちアウトニアの軍隊が守りにいく、それだけのことじゃないですか」

『いや、あれは、アウトニアの王族ではなく、帝てい国こく軍の指揮官として……』

　カタークは顔の前で手を振ふった。

「肩かた書がきなんざ、どうでもよろしい。要は約束だ、それだけのことです、違ちがいますか？　チャマー王子、あなたは今、帝国の総司令官だ、やろうと思えば、何万隻という艦かん隊たいを動かすことだってできる。でも、とてもそんなことはできる状態じゃない、戦力を温存し、次なる決戦に備えなくちゃならないのに、そんなことに割さく戦力はない……そこで我々の出番、というわけでしょう？　帝国の総司令官としてではなく、アウトニアの王族として、アウトニアの軍を動かすことならできる、というわけだ、違いますか？」

　チャマーは下を向いた。

『……そのとおりです、実に身勝手な命令だということはわかっています。しかし、私には、あそこにいる一億の子供たちを見捨てることが、どうしてもできない……自分というものを捨てて公おおやけの立場に立ち、常に全体を優先しなければならないと自分に言い聞かせてきました……今もその気持ちは変わっていません。でも、結局人間は人間としての価値観も併あわせ持たねば生きていけないんだと気付いたんです！』

　そしてチャマーは顔を上げた。

『お願いです、みなさん、アキツの子供たちを救ってください！』

　カタークは帽ぼう子しを脱ぬぐと、頭を搔かきながら、つぶやくように言った。

「チャマー王子、あんたは真面目まじめだよねえ……子供の頃ころから正義感が強くて一本気で……でもさ、考えすぎだよ」

『考えすぎ……と言いますと？』

　カタークは、怪訝な顔をするチャマーに向けて、笑って見せた。

「行け、行って子供を助けろ、それが約束だ。そう言えばいいんだよ、それだけでいいんだ……士官学校の訓育の時に教わった、兵士の誓せい文もんを、ここで言いましょう」

　そして、真しん剣けんな目になったカタークは、帽子をかぶり直すと、チャマーを正面から見み据すえて、言葉を続けた。

「王家の命あらば、我らアウトニア軍の兵士は、その全力をもって敵を討うち果たすものなり、アウトニアの旗印あるところ、その地はアウトニアなり！　王子！　いざ、われらアウトニア軍にご命令を！」

　チャマーは大きく息を吸って胸を張った。

『わかりました。では、私も王家の誓文をもってお答えします……約定を果たすは、これ王の道にして人の道なり！　我らは王の道と人の道を行くアウトニアの者なり！　いざ進め！　アウトニアの兵士諸君！』

　アウトニア艦隊全艦から割れるような歓かん声せいが響ひびき渡わたり、アウトニア軍の艦隊は次々にＮフィールドを展開してその中に飛び込んで行った。




　ザナックスとの会敵地点に向かう五十隻せきの艦隊から流れる国歌が、テンシャンスリーのブリッジに響いていた。

「あいつらは……この歌と共に戦うつもりなんだ……これは、あいつらの国の歌なんだ……」

　そうつぶやいたナギサメは、一等航海士の席を立ち、そのまま船長に詰つめ寄った。

「船長、お願いがあります！　彼らの戦いの映像を、船内に流してください！　自分たちを助けるために命を懸かける大人たちの姿を見せてやってください！　それができぬのなら、せめてこの歌を、この歌を聞かせてやってください！」

　やがて、中央広場に、ゆっくりと微び小しよう重力の効果が現れ始め、宙に漂ただよっていた子供たちが、ゆっくりと床ゆかに降り立ち始めた。

　悲鳴が、戸と惑まどうようなざわめきに変わった頃、中央広場にある大きなスクリーンに、暗くら闇やみの中で瞬またたくいくつもの閃せん光こうが映った。

「なに？　あれ……」

　ススムの胸にだきついたミユキが震ふるえる声で聞いた。

「あれは……戦争だよ、誰だれかがザナックスと戦っているんだ！」

　ススムがそう言ったとき、画面に船長帽ぼうをかぶった中年の男の人が現れた。

「私はこのテンシャンスリーの船長のカワカミだ。本船はザナックスの攻こう撃げきを受け、重力制せい御ぎよ装置を破は壊かいされた。しかし、他の部分に損傷はなく、命の危険は無い。重力制御装置は係員が修理中だ、微小重力が回復したことと思う……それよりも、君たちにこの映像を見てもらいたい……これは、ドラマでもＣＧでもない、現実に今、この船団の後方で行われている戦いだ！　ザナックスの数はおよそ五千万。それに立ち向かっている帝国軍の艦隊はわずか五十隻。帝国軍は、絶対に勝ち目の無い戦いを展開している。

　負けることがわかっていて、死ぬことがわかっていて、なぜ戦っているのだろう？

　答えは簡単だ。君たちにはその理由があるからだ！

　あの人たちは、君たちを助けるんじゃない、君たちの可能性を助けるんだ！

　君たちの命、君たちの未来、君たちの可能性は、自分たちの命を犠ぎ牲せいにしても守るに足りるものだと信じて、あの人たちは戦っている。

　さっき、あの艦かん隊たいの司令官が私に言った……私にも子供がいる、と……。

　あそこで戦っている人たちは、君たちのお父さんと同じ想おもいで戦っている！　お母さんと同じ想いで戦っている！

　死ぬな！　生きろ！　生きて何かを為なせと！

　今、この映像のバックで流れている歌は、あそこで戦ってる人々が流している歌だ！　これはあの人たちの国の歌だ！　国の名前はアウトニア、帝てい国こく領のなかにある小さな、ほんとうに小さな国だ！

　いいか！　君たちは忘れてはならない。君たちはこの光景を、この歌を、死ぬまで忘れてはならない！

　辛つらいことがあったら、この光景を、この歌を思い出すがいい。

　自分は、なぜ生き延びたのか、誰のおかげで生き延びたのか、それを思い出すんだ！」

　ススムたちの見上げるスクリーンの中に、ザナックスの爆ばく発はつする閃光に混じって、アウトニアの国歌が流れていた。




『凍いてつく風より強く　我わが前に塞ふさがるものよ

　暗闇よりも黒く　我が前にそれはある

　進めアウトニア

　知ち恵えと勇気の名の下もとに

　進めアウトニア

　どんな凍てつく風も　黒き闇やみも切り裂さいて

　我ら拓ひらく青き大地




　紅玉よりも赤く　我が胸にながれるものよ

　白銀よりも白く　我が胸にそれはある

　進めアウトニア

　知恵と勇気の名の下に

　進めアウトニア

　二つの刃やいばの合うところ

　いつか青き天を望む　希望を抱だきしめて

　我ら拓く青き大地』




　そして、曲が間奏にはいったそのとき、歌が突とつ然ぜん途と切ぎれ、そしてスクリーンの中でザナックスの爆発する閃光とは明らかに異なる色いろ違ちがいの閃光がきらめいて、そして消えて行った。




　アウトニア艦隊が、ザナックスに戦いを挑いどんでいたそのとき。

　ネオ・アウトニアのマーチラビット小学校の裏手にある小高い丘おかの上に、一人の男の子が立って空を見上げていた。

　冬の弱い太陽は、ほとんど地表に沈しずみ、夕ゆう闇やみが忍しのび寄る丘の上に吹ふき渡わたる北風が、生おい茂しげる枯かれ草くさの上を吹き抜ぬけるたびに、あたり一面にざわざわという音が走ってゆく。

　太陽は見る見るうちに光を失い、地平の向こうから最後の光を受けて、筋雲の下半分だけが赤く光っているのが見える。

「ニック！　何やってるの？　こんなところで！」

　北風に乗って女の子の声が聞こえてきた。

　ニックが声がした方向を見ると、一人の女の子が丘を登ってくるところだった。

　声の主は、ニックの横まで走ってくると、白い息を弾はずませながら微笑ほほえんだ。

　赤い髪かみを持つ、やさしい笑え顔がおの少女だった。

　ニックは微び笑しようを返すと答えた。

「うん、空を見てたんだよ、ノエル」

　ノエル、と呼ばれた赤毛の女の子は心配そうに言った。

「もうじき夜になるよ、おうちに帰ろうよ」

「夜になるのを待っていたんだ。星を見るためにね。星が見えたら帰る、ノエルは先に帰っていいよ、寒くなるから」

　ノエルは、ニックの横に立った。

「じゃあ、ここにいる、ニックの横なら寒くないもん」

　ニックはノエルの服を見た。

　赤いギンガムチェックのスカートにニーソックス。上は灰色のトレーナー一枚だ。

　……これじゃあ、昼間はいいけど、きっと夜の寒さには耐たえられない。まして今日は北風が強いし……どうしよう？

　ニックはしばらく考えた後で、着ていたパーカーを脱ぬぎ、それをノエルの背中にかけた。

　ノエルは、目を丸くして抗こう議ぎした。

「ニック、だめよ！　これじゃあニックが風邪かぜひいちゃうよ！」

「僕なら平気さ、中にサーモスーツ着てるから……ノエルこそ身体からだが弱いんだから……」

　ノエルはしばらく迷った後でにっこり笑った。

「ニック、座ろうよ、座って、いっしょにこれを羽織ろうよ。そうすれば寒くないよ」

　ニックとノエルは腰こしをおろし、ぴったりくっついて、ふたりで一枚のパーカーを羽織った。

　ノエルの身体は暖かく、ノエルの髪は母さんの髪と同じ匂においがした。

　ニックは空を見上げた。

　地平線から差し込む太陽の名残なごりが、さらにその力を失ってゆく。

「もうじき星が見えるよ」

「ニックのお父さんは、星の中にいるんだね」

「うん、ザナックスをやっつけにいってるんだ」

「早く帰ってくればいいね」

「うん、きっと新年が始まる頃ころには帰って来れるだろうって言っていたから、もうすぐだよ」

「あ、流れ星！」

　ノエルが叫さけんだ。

「どこ？」

「あ、消えちゃった……願い事を言えなかったな」

「何を願うつもりだったの？」

　ノエルははにかんだように微笑むと小声で答えた。

「ニックのお父さんが、早く帰ってこれますように……って」




　その後、このときのことを思い出したニックは考えた。

　……あのとき、なぜ、ノエルは願い事を言えなかったのだろう。

　そして、ニックは思った。

　あのとき、きっと神様はそのことを知っていたんだ。だから流れ星を途と中ちゆうで消したんだ。

　その願い事は、絶対にかなうことが無いということを……。




　帝てい国こくはこの日、ローデス領内の八割がザナックスの手に落ちたことを発表した。

　次の戦いが帝国領内で行われるであろうことは誰だれの目にもあきらかだった。







　あとがき







　四ヶ月のごぶさたでした「人類戦記録３・漆しつ黒こく無む明みよう篇」いかがでしたでしょうか？

　足あし掛かけ四年にわたって書いてまいりました「でたまかシリーズ」も、本編と外伝のあと二冊となりました。引きに引きまくったこのお話も、年内には完結を迎むかえることになります。

　さて、今回のお話には、さまざまなカップルが登場しますが最後の方に登場する「親おや子こ丼どんカップル」は、最近私が良くお世話になっている「もの書き系ＩＲＣチャンネル」のメンバーである、椎出啓さんの書く「ラブコメ会話ショートショート」に登場するキャラクターをお借りしております。この「もの書き系ＩＲＣチャンネル」というのは、いわゆるチャットルームでして、作家、専門学校の講師、医師、といった様々な職業の人間が集まってきてその時々の興味ある事こと柄がらについて擬ぎ似じ会話を楽しんでいる場所ですが、司馬遼太郎氏のお書きになった『風神の門』の中に、忍にん者じやたちが集まって情報交換をする場所を「市」と呼び、世情の動きを知る、という話が出てまいります。もしかしたら、こういう場所というのは、現代の「市」なのかもしれません。

（でたまかシリーズの次は何を書くのか、まだ決めていない）


鷹見　一幸
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